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土木工事施工管理基準 
 

 

この土木工事施工菅理基準(以下、「管理基準」とする。)は、土木工事共通仕様書

［H24.4］、第1編1-1-26「施工管理」に規定する土木工事の施工管理及び規格値の基準を

定めたものである。 

 

1.目 的 

この管理基準は、土木工事の施工について、契約図書に定められた工期、工事目的物の

出来形及び品質規格の確保を図ることを目的とする。 

 

2.適 用 

この管理基準は、静岡市建設局、都市局及び経済局農林水産部並びに上下水道局が発注

する土木工事について適用する。ただし、設計図書に明示されていない仮設構造物等は除

くものとする。また、工事の種類、規模、施工条件等により、この管理基準によりがたい

場合、または、基準、規格値が定められていない工種については、監督員と協議の上、施

工管理を行うものとする。 

 

3.構 成 

           工 程 管 理 

施工管理       出来形管理 

             品 質 管 理 

 

4.管理の実施 

(1) 受注者は、工事施工前に、施工管理計画及び施工管理担当者を定めなければならない。 

(2) 施工管理担当者は、当該工事の施工内容を把握し、適切な施工管理を行わなければな

らない。 

(3) 受注者は、測定(試験)等を工事の施工と並行して、管理の目的が達せられるよう速

やかに実施しなければならない。 

(4) 受注者は、測定(試験)等の結果をその都度逐次管理図表等に記録し、適切な管理の

もとに保管し、監督員の請求に対し直ちに提示するとともに、工事完成時に提出しなけ

ればならない。 

 

5.管理項目及び方法 

(1)工程管理 

受注者は、工事内容に応じて適切な工程管理(ネットワーク、バーチャート方式など)を

行うものとする。但し、応急処理又は維持工事等の当初工事計画が困難な工事内容につい

ては、省略できるものとする。 

 

（工事写真を含む） 
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(2)出来形管理 

受注者は、出来形を出来形管理基準に定める測定項目及び測定基準により実測し、設計

値と実測値を対比して記録した出来形成果表又は出来形図を作成し管理するものとする。 

 

(3)品質管理 

受注者は、品質を品質管理基準に定める試験項目、試験方法及び試験基準により管理す

るものとする。 

この品質管理基準の適用は、下記に揚げる工種（イ）、（ロ）の条件に該当する工事を

除き、試験区分で「必須」となっている試験項目は、全面的に実施するものとする。 

また、試験区分で「その他」となっている試験項目は、特記仕様書で指定するものを実

施するものとする。 

（イ）路盤 

    維持工事等の小規模なもの（施工面積が300㎡以下のもの） 

 （ロ）アスファルト舗装 

    維持工事等の小規模なもの（施工面積が300㎡以下のもの） 

 

6.規格値 

受注者は、出来形管理基準及び品質管理基準により測定した各実測(試験・検査・計測)

値は、すべて規格値を満足しなければならない。 

 

7.その他 

受注者は、工事写真を施工管理の手段として、各工事の施工段階及び工事完成後明視で

きない箇所の施工状況、出来形寸法、品質管理状況、工事中の災害写真等を写真管理基準

により撮影し、適切な管理のもとに保管し、監督員の請求に対し速やかに提示するととも

に、工事完成時に提出しなければならない。 

 

8.適用除外 

工事内容等により、本規格を適用することが、不適当な場合は、特記仕様書に示し適用

除外とする。 
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出来形管理基準及び規格値





条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

第３節 ２－３－２ 掘削工 59

２－３－３ 盛土工 59

２－３－４ 盛土補強工 補強土（テールアル
メ）壁工法 59

多数アンカー式補強土
工法 59

ジオテキスタイルを用
いた補強土工法 59

２－３－５ 法面整形工 盛土部 60

２－３－６ 堤防天端工 60

第４節 道路土工 ２－４－２ 掘削工 60

２－４－３ 路体盛土工 61

２－４－４ 路床盛土工 61

２－４－５ 法面整形工 盛土部 61

第７節 鉄筋工 ３－７－４ 組立て 61

【第１編　共通編】

第２章　土工

第３章　無筋、鉄筋コンクリート

章、節

河川土工・海岸土
工・砂防土工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

第３節 共通的工種 鋼矢板 62

軽量鋼矢板 62

コンクリート矢板 62

広幅鋼矢板 62

可とう鋼矢板 62

２－３－５ 縁石工 縁石・アスカーブ 62

２－３－６ 小型標識工 62

２－３－７ 防止柵工 立入防止柵 63

転落（横断）防止柵  63

車止めポスト 63

２－３－８ 1 路側防護柵工 ガードレール 63

2 路側防護柵工 ガードケーブル 63

２－３－９ 区画線工 64

２－３－10 道路付属物工 視線誘導標 64

距離標 64

２－３－11 コンクリート面塗装工 64

２－３－12 1 プレテンション桁製作
工（購入工）

けた橋
64

2 プレテンション桁製作
工（購入工）

スラブ桁
65

２－３－13 ポストテンション桁製
作工 65

1 プレキャストセグメン
ト桁製作工

（購入工）
65

2 プレキャストセグメン
ト主桁組立工 65

２－３－15 PCホロースラブ製作工 66

２－３－16 1 PC箱桁製作工 66

2 PC押出し箱桁製作工 66

２－３－17 根固めブロック工 67

２－３－18 沈床工 67

２－３－19 捨石工 67

２－３－22 階段工 68

２－３－24 1 伸縮装置工 ゴムジョイント 68

2 伸縮装置工 鋼製フィンガージョイ
ント 68

２－３－26 1 多自然型護岸工 巨石張り、巨石積み 69

2 多自然型護岸工 かごマット 69

２－３－27 1 羽口工 じゃかご 69

2 羽口工 ふとんかご、かご枠 70

２－３－28 プレキャストカルバー
ト工

プレキャストボックス
工 70

プレキャストパイプ工 70

【第３編　土木工事共通編】

章、節

第２章　一般施工

矢板工（指定仮設・任
意仮設は除く）

２－３－４

２－３－14
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第３編　土木工事共通編】

章、節

第３節 共通的工種 ２－３－29 1 側溝工 プレキャストU型側溝 70

L型側溝工 70

自由勾配側溝 70

管渠 70

2 側溝工 場所打水路工 71

3 側溝工 暗渠工 71

２－３－30 集水桝工 71

２－３－31 現場塗装工 72

第４節 基礎工 ２－４－１ 一般事項 切込砂利 72

砕石基礎工 72

割ぐり石基礎工 72

均しコンクリート 72

２－４－３ 1 基礎工（護岸） 現場打 72

2 基礎工（護岸） プレキャスト 73

２－４－４ 1 既製杭工 既製コンクリート杭 73

鋼管杭 73

Ｈ鋼杭 73

2 既製杭工 鋼管ソイルセメント杭 73

２－４－５ 場所打杭工 74

２－４－６ 深礎工 74

２－４－７ オープンケーソン基礎
工 74

２－４－８ ニューマチックケーソ
ン基礎工 75

２－４－９ 鋼管矢板基礎工 75

第５節 石・ブロック積
（張）工

２－５－３ 1 コンクリートブロック
工

コンクリートブロック
積 75

コンクリートブロック
張り 75

2 コンクリートブロック
工

連節ブロック張り
76

3 コンクリートブロック
工

天端保護ブロック
76

２－５－４ 緑化ブロック工 77

２－５－５ 石積（張）工 77

第６節 一般舗装工 ２－６ 77

２－６－７ 1 アスファルト舗装工 下層路盤工 78

2 アスファルト舗装工 上層路盤工（粒度調整
路盤工） 78

3 アスファルト舗装工 上層路盤工（セメント
（石灰）安定処理工） 78

4 アスファルト舗装工 加熱アスファルト安定
処理工 78

5 アスファルト舗装工 基層工 79

6 アスファルト舗装工 表層工 79
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第３編　土木工事共通編】

章、節

第６節 一般舗装工 ２－６－８ 1 半たわみ性舗装工 下層路盤工 80

2 半たわみ性舗装工 上層路盤工（粒度調整
路盤工） 80

3 半たわみ性舗装工 上層路盤工（セメント
（石灰）安定処理工） 81

4 半たわみ性舗装工 加熱アスファルト安定
処理工 81

5 半たわみ性舗装工 基層工 81

6 半たわみ性舗装工 表層工 81

２－６－９ 1 排水性舗装工 下層路盤工 82

2 排水性舗装工 上層路盤工（粒度調整
路盤工） 82

3 排水性舗装工 上層路盤工（セメント
（石灰）安定処理工） 82

4 排水性舗装工 加熱アスファルト安定
処理工 83

5 排水性舗装工 基層工 83

6 排水性舗装工 表層工 83

２－６－10 1 透水性舗装工 路盤工 84

2 透水性舗装工 表層工 84

２－６－11 1 グースアスファルト舗
装工

加熱アスファルト安定
処理工 85

2 グースアスファルト舗
装工

基層工
85

3 グースアスファルト舗
装工

表層工
85

２－６－12 1 コンクリート舗装工 下層路盤工 86

2 コンクリート舗装工 粒度調整路盤工 86

3 コンクリート舗装工 セメント（石灰・瀝
青）安定処理工 86

4 コンクリート舗装工 アスファルト中間層 86

5 コンクリート舗装工 コンクリート舗装版工 87

6 コンクリート舗装工 転圧コンクリート版工
（下層路盤工） 87

7 コンクリート舗装工 転圧コンクリート版工
（粒度調整路盤工） 87

8 コンクリート舗装工 転圧コンクリート版工
（セメント（石灰・瀝
青）安定処理工）

88

9 コンクリート舗装工 転圧コンクリート版工
（アスファルト中間
層）

88

10 コンクリート舗装工 転圧コンクリート版工 88
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第３編　土木工事共通編】

章、節

第６節 一般舗装工 ２－６－13 1 薄層カラー舗装工 下層路盤工 89

2 薄層カラー舗装工 上層路盤工（粒度調整
路盤工） 89

3 薄層カラー舗装工 上層路盤工（セメント
（石灰）安定処理工） 90

4 薄層カラー舗装工 加熱アスファルト安定
処理工 90

5 薄層カラー舗装工 基層工 90

２－６－14 1 ブロック舗装工 下層路盤工 91

2 ブロック舗装工 上層路盤工（粒度調整
路盤工） 91

3 ブロック舗装工 上層路盤工（セメント
（石灰）安定処理工） 92

4 ブロック舗装工 加熱アスファルト安定
処理工 92

5 ブロック舗装工 基層工 92

２－６－15 路面切削工 93

２－６－16 舗装打換え工 93

２－６－17 オーバーレイ工 93

第７節 地盤改良工 ２－７－２ 路床安定処理工 94

２－７－３ 置換工 94

２－７－４ 表層安定処理工 サンドマット海上 94

２－７－５ パイルネット工 95

２－７－６ サンドマット工 95

２－７－７ バーチカルドレーン工 サンドドレーン工 95

ペーパードレーン工 95

袋詰式サンドドレーン
工 95

２－７－８ 締固め改良工 サンドコンパクション
パイル工 95

２－７－９ 固結工 粉末噴射撹拌工 96

高圧噴射撹拌工 96

スラリー撹拌工 96

生石灰パイル工 96

第10節 仮設工 ２－10－５ 1 土留・仮締切工 Ｈ鋼杭 96

鋼矢板 96

2 土留・仮締切工 アンカー工 96

3 土留・仮締切工 連節ブロック張り工 96

4 土留・仮締切工 締切盛土 97

5 土留・仮締切工 中詰盛土 97

２－10－９ 地中連続壁工（壁式） 97

２－10－10 地中連続壁工（柱列
式） 97

２－10－22 法面吹付工 第３編２－14－３吹付工 110

第11節 軽量盛土工 ２－11－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第３編　土木工事共通編】

章、節

第12節 ２－12－１ 1 一般事項 鋳造費（金属支承工） 98

2 一般事項 鋳造費（大型ゴム支承
工） 99

3 一般事項 仮設材製作工 100

4 一般事項 刃口金物製作工 100

２－12－３ 1 桁製作工 仮組検査を実施する場
合 101

シミュレーション仮組
検査を実施する場合 101

2 桁製作工 仮組検査を実施しない
場合 103

3 桁製作工 鋼製えん堤製作工（仮
組立時） 104

２－12－４ 検査路製作工 104

２－12－５ 鋼製伸縮継手製作工 104

２－12－６ 落橋防止装置製作工 105

２－12－７ 橋梁用防護柵製作工 105

２－12－８ アンカーフレーム製作
工 105

２－12－９ プレビーム用桁製作工 106

２－12－10 鋼製排水管製作工 106

２－12－11 工場塗装工 107

第13節 橋梁架設工 ２－13 架設工（鋼橋） クレーン架設 108

ケーブルクレーン架設 108

ケーブルエレクション
架設 108

架設桁架設 108

送出し架設 108

トラベラークレーン架
設 108

２－13 クレーン架設 109

架設桁架設 109

架設工支保工 固定 109

移動 109

架設桁架設 片持架設 109

押出し架設 109

第14節 法面工（共通） ２－14－２ 1 植生工 種子散布工 109

張芝工 109

筋芝工 109

市松芝工 109

植生シート工 109

植生マット工 109

植生筋工 109

人工張芝工 109

植生穴工 109

2 植生工 植生基材吹付工 109

客土吹付工 109

架設工（コンクリート
橋）

工場製作工（共
通）
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第３編　土木工事共通編】

章、節

第14節 法面工（共通） ２－14－３ 吹付工(仮設を含む） コンクリート 110

モルタル 110

２－14－４ 1 法枠工 現場打法枠工 111

現場吹付法枠工 111

2 法枠工 プレキャスト法枠工 111

２－14－６ アンカー工 111

第15節 擁壁工（共通） ２－15－１ 一般事項 場所打擁壁工 112

２－15－２ プレキャスト擁壁工 112

２－15－３ 補強土壁工 補強土（テールアル
メ）壁工法 113

多数アンカー式補強土
工法 113

ジオテキスタイルを用
いた補強土工法 113

２－15－４ 井桁ブロック工 113

第16節 浚渫工（共通） ２－16－３ 1 浚渫船運転工 ポンプ浚渫船 114

2 浚渫船運転工 グラブ浚渫船 114

第18設 床版工 ２－18－２ 床版工 115
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

第１節 適用 １－１ 116

第３節 計量盛土工 １－３－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

第４節 地盤改良工 １－４－２ 表層安定処理工 第３編２－７－４表層安定処理
工 94

１－４－３ パイルネット工 第３編２－７－５パイルネット
工 95

１－４－４ バーチカルドレーン工 第３編２－７－７バーチカルド
レーン工 95

１－４－５ 締固め改良工 第３編２－７－８締固め改良工 95

１－４－６ 固結工 第３編２－７－９固結工 96

第５節 護岸基礎工 １－５－３ 基礎工 第３編２－４－３基礎工（護
岸） 72

１－５－４ 矢板工 第３編２－３－４矢板工 62

第６節 矢板護岸工 １－６－３ 笠コンクリート工 第３編２－４－３基礎工（護
岸） 72

１－６－４ 矢板工 第３編２－３－４矢板工 62

第７節 法覆護岸工 １－７－３ コンクリートブロック
工

第３編２－５－３コンクリート
ブロック工 75

横帯コンクリート 116

縦帯コンクリート 116

小口止工 116

巻コンクリート 116

１－７－５ 緑化ブロック工 第３編２－５－４緑化ブロック
工 77

１－７－６ 環境護岸ブロック工 第３編２－５－３コンクリート
ブロック工 75

１－７－７ 石積（張）工 第３編２－５－５石積（張）工 77

１－７－８ 法枠工 第３編２－14－４法枠工 111

１－７－９ 多自然型護岸工 巨石張り 第３編２－３－26－１多自然型
護岸工（巨石張り、巨石積み） 69

巨石積み 第３編２－３－26－１多自然型
護岸工（巨石張り、巨石積み） 69

かごマット 第３編２－３－26－２多自然型
護岸工（かごマット） 69

１－７－10 吹付工 第３編２－14－３吹付工 110

１－７－11 植生工 第３編２－14－２植生工 109

１－７－12 覆土工 第１編２－３－５法面整形工 60

１－７－13 羽口工 じゃかご 第３編２－３－27－１羽口工
（じゃかご） 69

ふとんかご 第３編２－３－27羽口工（ふと
んかご、かご枠） 70

かご枠 第３編２－３－27羽口工（ふと
んかご、かご枠） 70

連節ブロック張り 第３編２－５－３－２コンク
リートブロック工(連節ブロック
張り)

76

第８節 擁壁護岸工 １－８－３ 場所打擁壁工 第３編２－15－１場所打擁壁工 112

１－８－４ プレキャスト擁壁工 第３編２－15－２プレキャスト
擁壁工 112

【第６編　河川編】

章、節

第１章　築堤・護岸

１－７－４ 護岸付属物工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第６編　河川編】

章、節

第９節 根固め工 １－９－３ 根固めブロック工 第３編２－３－17根固めブロッ
ク工 67

１－９－５ 沈床工 第３編２－３－18沈床工 67

１－９－６ 捨石工 第３編２－３－19捨石工 67

１－９－７ かご工 じゃかご 第３編２－３－27－１羽口工
（じゃかご） 69

ふとんかご 第３編２－３－27羽口工（ふと
んかご、かご枠） 70

第10節 水制工 １－10－３ 沈床工 第３編２－３－18沈床工 67

１－10－４ 捨石工 第３編２－３－19捨石工 67

１－10－５ かご工 じゃかご 第３編２－３－27－１羽口工
（じゃかご） 69

ふとんかご 第３編２－３－27羽口工（ふと
んかご、かご枠） 70

１－10－８ 杭出し水制工 116

第11節 付帯道路工 １－11－３ 路側防護柵工 第３編２－３－８路側防護柵工 63

１－11－５ アスファルト舗装工 第３編２－６－７アスファルト
舗装工 78

１－11－６ コンクリート舗装工 第３編２－６－12コンクリート
舗装工 86

１－11－７ 薄層カラー舗装工 第３編２－６－13薄層カラー舗
装工 89

１－11－８ ブロック舗装工 第３編２－６－14ブロック舗装
工 91

１－11－９ 側溝工 第３編２－３－29側溝工 70

１－11－10 集水桝工 第３編２－３－30集水桝工 71

１－11－11 縁石工 第３編２－３－５縁石工 62

１－11－12 区画線工 第３編２－３－９区画線工 64

第12節 付帯道路施設工 １－12－３ 道路付属物工 第３編２－３－10道路付属物工 64

１－12－４ 標識工 第３編２－３－６小型標識工 62

第13節 光ケーブル配管工 １－13－３ 配管工 117

１－13－４ ハンドホール工 117

第２節 浚渫工（ポンプ浚
渫船）

２－２－２ 浚渫船運転工（民船・
官船）

第３編２－16－３－１浚渫船運
転工（ポンプ浚渫船） 114

第３節 浚渫工（グラブ浚
渫船）

２－３－２ 浚渫船運転工 第３編２－16－３－２浚渫船運
転工（グラブ浚渫船） 114

第４節 浚渫工(バックホ
ウ浚渫船)

２－４－２ 浚渫船運転工 第３編２－16－３浚渫船運転工
114

第３節 軽量盛土工 ３－３－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

第４節 地盤改良工 ３－４－２ 固結工 第３編２－７－９固結工 96

第５節 樋門・樋管本体工 ３－５－３ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

３－５－４ 場所打杭工 第３編２－４－５場所打杭工 74

３－５－５ 矢板工 第３編２－３－４矢板工 62

第２章　浚渫（川）

第３章　樋門・樋管

－13－

出来形管理基準及び規格値



条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第６編　河川編】

章、節

第５節 樋門・樋管本体工 ３－５－６ 1 函渠工 本体工 117

2 函渠工 ヒューム管 118

ＰＣ管 118

コルゲートパイプ 118

ダクタイル鋳鉄管 118

ＰＣ函渠 第３編２－３－28プレキャスト
カルバート工 70

３－５－７ 翼壁工 118

３－５－８ 水叩工 118

第６節 護床工 ３－６－３ 根固めブロック工 第３編２－３－17根固めブロッ
ク工 67

３－６－５ 沈床工 第３編２－３－18沈床工 67

３－６－６ 捨石工 第３編２－３－19捨石工 67

３－６－７ かご工 じゃかご 第３編２－３－27－１羽口工
（じゃかご） 69

ふとんかご 第３編２－３－27羽口工（ふと
んかご、かご枠） 70

第７節 水路工 ３－７－３ 側溝工 第３編２－３－29側溝工 70

３－７－４ 集水桝工 第３編２－３－30集水桝工 71

３－７－５ 暗渠工 第３編２－３－29－３側溝工
（暗渠工） 71

３－７－６ 樋門接続暗渠工 第３編２－３－28プレキャスト
カルバート工 70

第８節 付属物設置工 ３－８－３ 防止柵工 第３編２－３－７防止柵工 63

３－８－７ 階段工 第３編２－３－22階段工 68

第３節 工場製作工 ４－３－３ 桁製作工 第３編２－12－３桁製作工 101

４－３－４ 鋼製伸縮継手製作工 第３編２－12－５鋼製伸縮継手
製作工 104

４－３－５ 落橋防止装置製作工 第３編２－12－６落橋防止装置
製作工 105

４－３－６ 鋼製排水管製作工 第３編２－12－10鋼製排水管製
作工 106

４－３－７ 橋梁用防護柵製作工 第３編２－12－７橋梁用防護柵
製作工 105

４－３－９ 仮設材製作工 第３編２－12－１－３仮設材製
作工 100

４－３－10 工場塗装工 第３編２－12－11工場塗装工 107

第５節 軽量盛土工 ４－５－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

第６節 水門本体工 ４－６－４ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

４－６－５ 場所打杭工 第３編２－４－５場所打杭工 74

４－６－６ 矢板工（遮水矢板） 第３編２－３－４矢板工 62

４－６－７ 床版工 118

４－６－８ 堰柱工 118

４－６－９ 門柱工 118

４－６－10 ゲート操作台工 118

４－６－11 胸壁工 118

４－６－12 翼壁工 第６編３－５－７翼壁工 118

４－６－13 水叩工 第６編３－５－８水叩工 118

第４章　水門
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第６編　河川編】

章、節

第７節 護床工 ４－７－３ 根固めブロック工 第３編２－３－17根固めブロッ
ク工 67

４－７－５ 沈床工 第３編２－３－18沈床工 67

４－７－６ 捨石工 第３編２－３－19捨石工 67

４－７－７ かご工 じゃかご 第３編２－３－27－１羽口工
（じゃかご） 69

ふとんかご 第３編２－３－27羽口工（ふと
んかご、かご枠） 70

第８節 付属物設置工 ４－８－３ 防止柵工 第３編２－３－７防止柵工 63

４－８－８ 階段工 第３編２－３－22階段工 68

第９節 鋼管理橋上部工 ４－９－４ 架設工(クレーン架設) 第３編２－13　架設工（鋼橋） 108

４－９－５ 架設工(ケーブルク
レーン架設)

第３編２－13　架設工（鋼橋）
108

４－９－６ 架設工(ケーブルエレ
クション架設)

第３編２－13　架設工（鋼橋）
108

４－９－７ 架設工(架設桁架設) 第３編２－13　架設工（鋼橋） 108

４－９－８ 架設工(送出し架設) 第３編２－13　架設工（鋼橋） 108

４－９－９ 架設工(トラベラーク
レーン架設)

第３編２－13　架設工（鋼橋）
108

４－９－10 支承工 第10編４－５－10支承工 146

第10節 橋梁現場塗装工 ４－10－２ 現場塗装工 第３編２－３－31現場塗装工 72

第11節 床版工 ４－11－２ 床版工 第３編２－18－２床版工 115

第12節 ４－12－２ 伸縮装置工 第３編２－３－24伸縮装置工 68

４－12－４ 地覆工 第10編４－８－５地覆工 147

４－12－５ 橋梁用防護柵工 第10編４－８－６橋梁用防護柵
工 147

４－12－６ 橋梁用高欄工 第10編４－８－７橋梁用高欄工 147

４－12－７ 検査路工 第10編４－８－８検査路工 147

第14節 コンクリート管理
橋上部工(ＰＣ橋)

４－14－２ プレテンション桁製作
工（購入工）

第３編２－３－12プレテンショ
ン桁製作工（購入工） 64

４－14－３ ポストテンション桁製
作工

第３編２－３－13－１ポストテ
ンション桁製作工 65

４－14－４ プレキャストセグメン
ト桁製作工（購入工）

第３編２－３－13－２プレキャ
ストセグメント桁製作工（購入
工）

65

４－14－５ プレキャストセグメン
ト主桁組立工

第３編２－３－14プレキャスト
セグメント主桁組立工 65

４－14－６ 支承工 第10編４－５－10支承工 146

４－14－７ 架設工(クレーン架設) 第３編２－13架設工（コンク
リート橋） 109

４－14－８ 架設工(架設桁架設) 第３編２－13架設工（コンク
リート橋） 109

４－14－９ 床版･横組工 第３編２－18－２床版工 115

４－14－10 落橋防止装置工 第10編４－８－３落橋防止装置
工 147

第15節 ４－15－３ 支承工 第10編４－５－10支承工 146

４－15－４ 落橋防止装置工 第10編４－８－３落橋防止装置
工 147

４－15－５ ＰＣホロースラブ製作
工

第３編２－３－15ＰＣホロース
ラブ製作工 66

橋梁付属物工(鋼
管理橋)

コンクリート管理
橋上部工(ＰＣホ
ロースラブ橋)

－15－

出来形管理基準及び規格値



条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第６編　河川編】

章、節

第16節 ４－16－２ 伸縮装置工 第３編２－３－24伸縮装置工 68

４－16－４ 地覆工 第10編４－８－５地覆工 147

４－16－５ 橋梁用防護柵工 第10編４－８－６橋梁用防護柵
工 147

４－16－６ 橋梁用高欄工 第10編４－８－７橋梁用高欄工 147

４－16－７ 検査路工 第10編４－８－８検査路工 147

第18節 舗装工 ４－18－５ アスファルト舗装工 第３編２－６－７アスファルト
舗装工 78

４－18－６ 半たわみ性舗装工 第３編２－６－８半たわみ性舗
装工 80

４－18－７ 排水性舗装工 第３編２－６－９排水性舗装工 82

４－18－８ 透水性舗装工 第３編２－６－10透水性舗装工 84

４－18－９ グースアスファルト舗
装工

第３編２－６－11グースアス
ファルト舗装工 85

４－18－10 コンクリート舗装工 第３編２－６－12コンクリート
舗装工 86

４－18－11 薄層カラー舗装工 第３編２－６－13薄層カラー舗
装工 89

４－18－12 ブロック舗装工 第３編２－６－14ブロック舗装
工 91

第３節 工場製作工 ５－３－３ 刃口金物製作工 第３編２－12－１－４刃口金物
製作工 100

５－３－４ 桁製作工 第３編２－12－３桁製作工 101

５－３－５ 検査路製作工 第３編２－12－４検査路製作工 104

５－３－６ 鋼製伸縮継手製作工 第３編２－12－５鋼製伸縮継手
製作工 104

５－３－７ 落橋防止装置製作工 第３編２－12－６落橋防止装置
製作工 105

５－３－８ 鋼製排水管製作工 第３編２－12－10鋼製排水管製
作工 106

５－３－９ プレビ－ム用桁製作工 第３編２－12－９プレビーム用
桁製作工 106

５－３－10 橋梁用防護柵製作工 第３編２－12－７橋梁用防護柵
製作工 105

５－３－12 アンカ－フレ－ム製作
工

第３編２－12－８アンカーフ
レーム製作工 105

５－３－13 仮設材製作工 第３編２－12－１－３仮設材製
作工 100

５－３－14 工場塗装工 第３編２－12－11工場塗装工 107

第５節 計量盛土工 ５－５－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

橋梁付属物工(コ
ンクリート管理
橋)

第５章　堰

－16－

出来形管理基準及び規格値



条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第６編　河川編】

章、節

第６節 可動堰本体工 ５－６－３ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

５－６－４ 場所打杭工 第３編２－４－５場所打杭工 74

５－６－５ オ－プンケ－ソン基礎
工

第３編２－４－７オープンケー
ソン基礎工 74

５－６－６ ニュ－マチックケ－ソ
ン基礎工

第３編２－４－８ニューマチッ
クケーソン基礎工 75

５－６－７ 矢板工 第３編２－３－４矢板工 62

５－６－８ 床版工 第６編４－６－７床版工 118

５－６－９ 堰柱工 第６編４－６－８堰柱工 118

５－６－10 門柱工 第６編４－６－９門柱工 118

５－６－11 ゲ－ト操作台工 第６編４－６－10ゲート操作台
工 118

５－６－12 水叩工 第６編３－５－８水叩工 118

５－６－13 閘門工 119

５－６－14 土砂吐工 119

５－６－15 取付擁壁工 第３編２－15－１場所打擁壁工 112

第７節 固定堰本体工 ５－７－３ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

５－７－４ 場所打杭工 第３編２－４－５場所打杭工 74

５－７－５ オ－プンケ－ソン基礎
工

第３編２－４－７オープンケー
ソン基礎工 74

５－７－６ ニュ－マチックケ－ソ
ン基礎工

第３編２－４－８ニューマチッ
クケーソン基礎工 75

５－７－７ 矢板工 第３編２－３－４矢板工 62

５－７－８ 堰本体工 119

５－７－９ 水叩工 119

５－７－10 土砂吐工 119

５－７－11 取付擁壁工 第３編２－15－１場所打擁壁工 112

第８節 魚道工 ５－８－３ 魚道本体工 119

第９節 管理橋下部工 ５－９－２ 管理橋橋台工 120

第10節 鋼管理橋上部工 ５－10－４ 架設工（クレ－ン架
設）

第３編２－13　架設工（鋼橋）
108

５－10－５ 架設工（ケ－ブルクレ
－ン架設）

第３編２－13　架設工（鋼橋）
108

５－10－６ 架設工（ケ－ブルエレ
クション架設）

第３編２－13　架設工（鋼橋）
108

５－10－７ 架設工（架設桁架設） 第３編２－13　架設工（鋼橋） 108

５－10－８ 架設工（送出し架設） 第３編２－13　架設工（鋼橋） 108

５－10－９ 架設工（トラベラーク
レーン架設）

第３編２－13　架設工（鋼橋）
108

５－10－10 支承工 第10編４－５－10支承工 146

第11節 橋梁現場塗装工 ５－11－２ 現場塗装工 第３編２－３－31現場塗装工 72

第12節 床版工 ５－12－２ 床版工 第３編２－18－２床版工 115

第13節 ５－13－２ 伸縮装置工 第３編２－３－24伸縮装置工 68

５－13－４ 地覆工 第10編４－８－５地覆工 147

５－13－５ 橋梁用防護柵工 第10編４－８－６橋梁用防護柵
工 147

５－13－６ 橋梁用高欄工 第10編４－８－７橋梁用高欄工 147

５－13－７ 検査路工 第10編４－８－８検査路工 147

橋梁付属物工(鋼
管理橋)

－17－

出来形管理基準及び規格値



条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第６編　河川編】

章、節

第15節 ５－15－２ プレテンション桁製作
工（購入工）

第３編２－３－12プレテンショ
ン桁製作工（購入工） 64

５－15－３ ポストテンション桁製
作工

第３編２－３－13－１ポストテ
ンション桁製作工 65

５－15－４ プレキャストセグメン
ト桁製作工（購入工）

第３編２－３－13－２プレキャ
ストセグメント桁製作工（購入
工）

65

５－15－５ プレキャストセグメン
ト主桁組立工

第３編２－３－14プレキャスト
セグメント主桁組立工 65

５－15－６ 支承工 第10編４－５－10支承工 146

５－15－７ 架設工（クレ－ン架
設）

第３編２－13架設工（コンク
リート橋） 109

５－15－８ 架設工（架設桁架設） 第３編２－13架設工（コンク
リート橋） 109

５－15－９ 床版・横組工 第３編２－18－２床版工 115

５－15－10 落橋防止装置工 第10編４－８－３落橋防止装置
工 147

第16節 ５－16－３ 支承工 第10編４－５－10支承工 146

５－16－４ 落橋防止装置工 第10編４－８－３落橋防止装置
工 147

５－16－５ ＰＣホロ－スラブ製作
工

第３編２－３－15ＰＣホロース
ラブ製作工 66

第17節 ５－17－３ 支承工 第10編４－５－10支承工 146

５－17－４ ＰＣ箱桁製作工 第３編２－３－16－１ＰＣ箱桁
製作工 66

５－17－５ 落橋防止装置工 第10編４－８－３落橋防止装置
工 147

第18節 ５－18－２ 伸縮装置工 第３編２－３－24伸縮装置工 68

５－18－４ 地覆工 第10編４－８－５地覆工 147

５－18－５ 橋梁用防護柵工 第10編４－８－６橋梁用防護柵
工 147

５－18－６ 橋梁用高欄工 第10編４－８－７橋梁用高欄工 147

５－18－７ 検査路工 第10編４－８－８検査路工 147

第20節 付属物設置工 ５－20－３ 防止柵工 第３編２－３－７防止柵工 63

５－20－７ 階段工 第３編２－３－22階段工 68

第３節 軽量盛土工 ６－３－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

第４節 機場本体工 ６－４－３ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

６－４－４ 場所打杭工 第３編２－４－５場所打杭工 74

６－４－５ 矢板工 第３編２－３－４矢板工 62

６－４－６ 本体工 120

６－４－７ 燃料貯油槽工 121

第５節 沈砂池工 ６－５－３ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

６－５－４ 場所打杭工 第３編２－４－５場所打杭工 74

６－５－５ 矢板工 第３編２－３－４矢板工 62

６－５－６ 場所打擁壁工 第３編２－15－１場所打擁壁工 112

６－５－７ コンクリート床版工 121

６－５－８ ブロック床版工 第３編２－３－17根固めブロッ
ク工 67

６－５－９ 場所打水路工 第３編２－３－29－２側溝工
（場所打水路工） 71

コンクリ－ト管理
橋上部工（PC橋）

コンクリ－ト管理
橋上部工（ＰＣホ
ロースラブ橋）

橋梁付属物工(コ
ンクリート管理
橋)

コンクリ－ト管理
橋上部工（ＰＣ箱
桁橋）

第６章　排水機場

－18－

出来形管理基準及び規格値



条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第６編　河川編】

章、節

第６節 吐出水槽工 ６－６－３ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

６－６－４ 場所打杭工 第３編２－４－５場所打杭工 74

６－６－５ 矢板工 第３編２－３－４矢板工 62

６－６－６ 本体工 第６編６－４－６本体工 120

第３節 軽量盛土工 ７－３－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

第４節 床止め工 ７－４－４ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

７－４－５ 矢板工 第３編２－３－４矢板工 62

７－４－６ 本体工 床固め本体工 122

植石張り 第３編２－５－５石積（張）工 77

根固めブロック 第３編２－３－17根固めブロッ
ク工 67

７－４－７ 取付擁壁工 第３編２－15－１場所打擁壁工 112

７－４－８ 水叩工 水叩工 122

巨石張り 第３編２－３－26－１多自然型
護岸工（巨石張り、巨石積み） 69

根固めブロック 第３編２－３－17根固めブロッ
ク工 67

第５節 床固め工 ７－５－４ 本堤工 第６編７－４－６本体工 122

７－５－５ 垂直壁工 第６編７－４－６本体工 122

７－５－６ 側壁工 122

７－５－７ 水叩工 第６編７－４－８水叩工 122

第６節 山留擁壁工 ７－６－３ コンクリート擁壁工 第３編２－15－１場所打擁壁工 112

７－６－４ ブロック積擁壁工 第３編２－５－３コンクリート
ブロック工 75

７－６－５ 石積擁壁工 第３編２－５－５石積（張）工 77

７－６－６ 山留擁壁基礎工 第３編２－４－３基礎工（護
岸） 72

第７節 路面補修工 ８－７－３ 不陸整正工 第１編２－３－６堤防天端工 60

８－７－４ コンクリート舗装補修
工

第３編２－６－12コンクリート
舗装工 86

８－７－５ アスファルト舗装補修
工

第３編２－６－７アスファルト
舗装工 78

第８節 付属物復旧工 ８－８－２ 付属物復旧工 第３編２－３－８路側防護柵工 63

第９節 付属物設置工 ８－９－３ 防護柵工 第３編２－３－７防止柵工 63

８－９－５ 付属物設置工 第３編２－３－10道路付属物工 64

第10節 光ケーブル配管工 ８－10－３ 配管工 第６編１－13－３配管工 117

８－10－４ ハンドホール工 第６編１－13－４ハンドホール
工

117

第12節 植栽維持工 ８－12－３ 樹木・芝生管理工 第３編２－14－２植生工 109

第３節 軽量盛土工 ９－３－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

第４節 腹付工 ９－４－２ 覆土工 第１編２－３－５法面整形工 60

９－４－３ 植生工 第３編２－14－２植生工 109

第９章　河川修繕

第７章　床止め・床固め

第８章　河川維持
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第６編　河川編】

章、節

第５節 側帯工 ９－５－２ 縁切工 じゃかご工 第３編２－３－27－１羽口工
（じゃかご） 69

連節ブロック張り 第３編２－５－３－２コンク
リートブロック工(連節ブロック
張り)

76

コンクリーﾄブロック
張り

第３編２－５－３－１コンク
リートブロック工 75

石張工 第３編２－５－５石積（張）工 77

９－５－３ 植生工 第３編２－14－２植生工 109

第６節 堤脚保護工 ９－６－３ 石積工 第３編２－５－５石積（張）工 77

９－６－４ コンクリートブロック
工

第３編２－５－３コンクリート
ブロック工 75

第７節 管理用通路工 ９－７－２ 防護柵工 第３編２－３－７防止柵工 63

９－７－４ 路面切削工 第３編２－６－15路面切削工 93

９－７－５ 舗装打換え工 第３編２－６－16舗装打換え工 93

９－７－６ オーバーレイ工 第３編２－６－17オーバーレイ
工 93

９－７－７ 排水構造物工 プレキャストU型側
溝・管（函）渠

第３編２－３－29側溝工
70

集水桝工 第３編２－３－30集水桝工 71

９－７－８ 道路付属物工 歩車道境界ブロック 第３編２－３－５縁石工 62

第８節 現場塗装工 ９－８－３ 付属物塗装工 第３編２－３－31現場塗装工 72

９－８－４ コンクリート面塗装工 第３編２－３－11コンクリート
面塗装工 64
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

第３節 軽量盛土工 １－３－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

第４節 地盤改良工 １－４－２ 表層安定処理工 第３編２－７－４表層安定処理
工 94

１－４－３ パイルネット工 第３編２－７－５パイルネット
工 95

１－４－４ バーチカルドレーン工 第３編２－７－７バーチカルド
レーン工 95

１－４－５ 締固め改良工 第３編２－７－８締固め改良工 95

１－４－６ 固結工 第３編２－７－９固結工 96

第５節 護岸基礎工 １－５－４ 捨石工 第３編２－３－19捨石工 67

１－５－５ 場所打コンクリート工 123

１－５－６ 海岸コンクリートブ
ロック工 123

１－５－７ 笠コンクリート工 第３編２－４－３基礎工（護
岸） 72

１－５－８ 基礎工 第３編２－４－３基礎工（護
岸） 72

１－５－９ 矢板工 第３編２－３－４矢板工 62

第６節 護岸工 １－６－３ 石積（張）工 第３編２－５－５石積（張）工 77

１－６－４ 海岸コンクリートブ
ロック工 123

１－６－５ コンクリート被覆工 124

第７節 擁壁工 １－７－３ 場所打擁壁工 第３編２－15－１場所打擁壁工 112

第８節 天端被覆工 １－８－２ コンクリート被覆工 124

第９節 波返工 １－９－３ 波返工 125

第10節 裏法被覆工 １－10－２ 石積（張）工 第３編２－５－５石積（張）工 77

１－10－３ コンクリートブロック
工

第３編２－５－３コンクリート
ブロック工 75

１－10－４ コンクリート被覆工 第７編１－６－５コンクリート
被覆工 124

１－10－５ 法枠工 第３編２－14－４法枠工 111

第11節 カルバート工 １－11－３ プレキャストカルバー
ト工

第３編２－３－28プレキャスト
カルバート工 70

第12節 排水構造物工 １－12－３ 側溝工 第３編２－３－29側溝工 70

１－12－４ 集水桝工 第３編２－３－30集水桝工 71

１－12－５ 管渠工 プレキャストパイプ 第３編２－３－29－３側溝工
（暗渠工） 71

プレキャストボックス 第３編２－３－29－３側溝工
（暗渠工） 71

コルゲートパイプ 第３編２－３－29－３側溝工
（暗渠工） 71

タグタイル鋳鉄管 第３編２－３－29－３側溝工
（暗渠工） 71

１－12－６ 場所打水路工 第３編２－３－29－２側溝工
（場所打水路工） 71

第13節 付属物設置工 １－13－３ 防止柵工 第３編２－３－７防止柵工 63

１－13－６ 階段工 第３編２－３－22階段工 68

【第７編　河川海岸編】

章、節

第１章　堤防・護岸
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第７編　河川海岸編】

章、節

第14節 付帯道路工 １－14－３ 路側防護柵工 第３編２－３－８路側防護柵工 63

１－14－５ アスファルト舗装工 第３編２－６－７アスファルト
舗装工 78

１－14－６ コンクリート舗装工 第３編２－６－12コンクリート
舗装工 86

１－14－７ 薄層カラー舗装工 第３編２－６－13薄層カラー舗
装工 89

１－14－８ 側溝工 第３編２－３－29側溝工 70

１－14－９ 集水桝工 第３編２－３－30集水桝工 71

１－14－10 縁石工 第３編２－３－５縁石工 62

１－14－11 区画線工 第３編２－３－９区画線工 64

第15節 付帯道路施設工 １－15－３ 道路付属物工 第３編２－３－10道路付属物工 64

１－15－４ 小型標識工 第３編２－３－６小型標識工 62

第３節 軽量盛土工 ２－３－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

第４節 突堤基礎工 ２－４－４ 捨石工 125

２－４－５ 吸出し防止工 126

第５節 突堤本体工 ２－５－２ 捨石工 126

２－５－５ 海岸コンクリートブ
ロック工 126

２－５－６ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

２－５－７ 詰杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

２－５－８ 矢板工 第３編２－３－４矢板工 62

２－５－９ 石枠工 127

２－５－10 場所打コンクリート工 127

２－５－11 1 ケーソン工 ケーソン工製作 127

2 ケーソン工 ケーソン工据付 128

3 ケーソン工 突堤上部工
（場所打コンクリー
ト）
（海岸コンクリートブ
ロック）

128

２－５－12 1 セルラー工 セルラー工製作 128

2 セルラー工 セルラー工据付 128

3 セルラー工 突堤上部工
（場所打コンクリー
ト）
（海岸コンクリートブ
ロック）

129

第６節 根固め工 ２－６－２ 捨石工 129

２－６－３ 根固めブロック工 129

第７節 消波工 ２－７－２ 捨石工 第３編２－３－19捨石工 67

２－７－３ 消波ブロック工 130

第２章　突堤・人工岬
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第７編　河川海岸編】

章、節

第３節 海域堤基礎工 ３－３－３ 捨石工 130

３－３－４ 吸出し防止工 第７編２－４－５吸出し防止工 126

第４節 海域堤本体工 ３－４－２ 捨石工 第３編２－３－19捨石工 67

３－４－３ 海岸コンクリートブ
ロック工

第７編２－５－５海岸コンク
リートブロック工 126

３－４－４ ケーソン工 第７編２－５－11ケーソン工 127

３－４－５ セルラー工 第７編２－５－12セルラー工 128

３－４－６ 場所打コンクリート工 第７編２－５－10場所打ちコン
クリート工 127

第２節 浚渫工（ポンプ浚
渫船）

４－２－２ 浚渫船運転工 第３編２－16－３－１浚渫船運
転工（ポンプ浚渫船） 114

第３節 浚渫工（グラブ
船）

４－３－２ 浚渫船運転工 第３編２－16－３－２浚渫船運
転工（グラブ浚渫船） 114

第２節 軽量盛土工 ５－２－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

第３節 砂止工 ５－３－２ 根固めブロック工 第７編２－６－３根固めブロッ
ク工 129

第５章　養浜

第３章　海域堤防（人工リーフ、離岸堤、潜堤）

第４章　浚渫（海岸）
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

第３節 工場製作工 １－３－３ 鋼製えん堤製作工 第３編２－12－３－３桁製作工
（鋼製えん堤製作工（仮組立
時））

104

１－３－４ 鋼製えん堤仮設材製作
工 131

１－３－５ 工場塗装工 第３編２－12－11工場塗装工 107

第５節 軽量盛土工 １－５－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

第６節 法面工 １－６－２ 植生工 第３編２－14－２植生工 109

１－６－３ 法面吹付工 第３編２－14－３吹付工 110

１－６－４ 法枠工 第３編２－14－４法枠工 111

１－６－６ アンカー工 第３編２－14－６アンカー工 111

１－６－７ かご工 じゃかご 第３編２－３－27－１羽口工
（じゃかご） 69

ふとんかご 第３編２－３－27羽口工（ふと
んかご、かご枠） 70

第８節 コンクリートえん
堤工

１－８－４ コンクリートえん堤本
体工 131

１－８－５ コンクリート副えん堤
工

第８編１－８－４コンクリート
えん堤本体工 131

１－８－６ コンクリート側壁工 131

１－８－８ 水叩工 131

第９節 鋼製えん堤工 １－９－５ 1 鋼製えん堤本体工 不透過型 132

2 鋼製えん堤本体工 透過型 132

１－９－６ 鋼製側壁工 133

１－９－７ コンクリート側壁工 第８編１－８－６コンクリート
側壁工 131

１－９－９ 水叩工 第８編１－８－８水叩工 131

１－９－10 現場塗装工 第３編２－３－31現場塗装工 72

第10節 護床工・根固め工 １－10－４ 根固めブロック工 第３編２－３－17根固めブロッ
ク工 67

１－10－６ 沈床工 第３編２－３－18沈床工 67

１－10－７ かご工 じゃかご 第３編２－３－27－１羽口工
（じゃかご） 69

ふとんかご 第３編２－３－27羽口工（ふと
んかご、かご枠） 70

第11節 砂防えん堤付属物
設置工

１－11－３ 防止柵工 第３編２－３－７防止柵工
63

第12節 付帯道路工 １－12－３ 路側防護柵工 第３編２－３－８路側防護柵工 63

１－12－５ アスファルト舗装工 第３編２－６－７アスファルト
舗装工 78

１－12－６ コンクリート舗装工 第３編２－６－12コンクリート
舗装工 86

１－12－７ 薄層カラー舗装工 第３編２－６－13薄層カラー舗
装工 89

１－12－８ 側溝工 第３編２－３－29側溝工 70

１－12－９ 集水桝工 第３編２－３－30集水桝工 71

１－12－10 縁石工 第３編２－３－５縁石工 62

１－12－11 区画線工 第３編２－３－９区画線工 64

第13節 付帯道路施設工 １－13－３ 道路付属物工 第３編２－３－10道路付属物工 64

１－13－４ 小型標識工 第３編２－３－６小型標識工 62

【第８編　砂防編】

章、節

第１章　砂防えん堤
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第８編　砂防編】

章、節

第３節 軽量盛土工 ２－３－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

第４節 流路護岸工 ２－４－４ 基礎工（護岸） 第３編２－４－３基礎工（護
岸） 72

２－４－５ コンクリート擁壁工 第３編２－15－１場所打擁壁工 112

２－４－６ ブロック積擁壁工 第３編２－５－３コンクリート
ブロック工 75

２－４－７ 石積擁壁工 第３編２－５－５石積（張）工 77

２－４－８ 護岸付属物工 第６編１－７－４護岸付属物工 116

２－４－９ 植生工 第３編２－14－２植生工 109

第５節 床固め工 ２－５－４ 床固め本体工 第８編１－８－４コンクリート
えん堤本体工 131

２－５－５ 垂直壁工 第８編１－８－４コンクリート
えん堤本体工 131

２－５－６ 側壁工 第８編１－８－６コンクリート
側壁工 131

２－５－７ 水叩工 第８編１－８－８水叩工 131

２－５－８ 魚道工 133

第６節 根固め・水制工 ２－６－４ 根固めブロック工 第３編２－３－17根固めブロッ
ク工 67

２－６－６ 捨石工 第３編２－３－19捨石工 67

２－６－７ かご工 じゃかご 第３編２－３－27－１羽口工
（じゃかご） 69

ふとんかご 第３編２－３－27羽口工（ふと
んかご、かご枠） 70

かごマット 第３編２－３－26－２多自然型
護岸工（かごマット） 69

第７節 ２－７－２ 階段工 第３編２－３－22階段工 68

２－７－３ 防止柵工 第３編２－３－７防止柵工 63

第３節 軽量盛土工 ３－３－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

第４節 法面工 ３－４－２ 植生工 第３編２－14－２植生工 109

３－４－３ 吹付工 第３編２－14－３吹付工 110

３－４－４ 法枠工 第３編２－14－４法枠工 111

３－４－５ かご工 じゃかご 第３編２－３－27－１羽口工
（じゃかご） 69

ふとんかご 第３編２－３－27羽口工（ふと
んかご、かご枠） 70

３－４－６ アンカー工（プレキャ
ストコンクリート板）

第３編２－14－６アンカー工
111

３－４－７ 抑止アンカー工 第３編２－14－６アンカー工 111

第５節 擁壁工 ３－５－３ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

３－５－４ 場所打擁壁工 第３編２－15－１場所打擁壁工 112

３－５－５ プレキャスト擁壁工 第３編２－15－２プレキャスト
擁壁工 112

３－５－６ 補強土壁工 第３編２－15－３補強土壁工 113

３－５－７ 井桁ブロック工 第３編２－15－４井桁ブロック
工 113

３－５－８ 落石防護工 第10編１－11－５落石防護柵工 136

流路付属物設置工

第２章　流路

第３章　斜面対策
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第８編　砂防編】

章、節

第６節 山腹水路工 ３－６－３ 山腹集水路・排水路工 第３編２－３－29－２側溝工
（場所打水路工） 71

３－６－４ 山腹明暗渠工 133

３－６－５ 山腹暗渠工 第３編２－３－29－３側溝工
（暗渠工） 71

３－６－６ 現場打水路工 第３編２－３－29－２側溝工
（場所打水路工） 71

３－６－７ 集水桝工 第３編２－３－30集水桝工 71

第７節 地下水排除工 ３－７－４ 集排水ボーリング工 134

３－７－５ 集水井工 134

第８節 地下水遮断工 ３－８－３ 場所打擁壁工 第３編２－15－１場所打擁壁工 112

３－８－４ 固結工 第３編２－７－９固結工 96

３－８－５ 矢板工 第３編２－３－４矢板工 62

第９節 抑止杭工 ３－９－３ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

３－９－４ 場所打杭工 第３編２－４－５場所打杭工 74

３－９－５ シャフト工（深礎工） 第３編２－４－６深礎工 74

３－９－６ 合成杭工 134
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

第１節 適用 １－１ 135

第３節 工場製作工 １－３－２ 遮音壁支柱製作工 遮音壁支柱製作工 135

工場塗装工 第３編２－12－11工場塗装工 107

第４節 地盤改良工 １－４－２ 路床安定処理工 第３編２－７－２路床安定処理
工 94

１－４－３ 置換工 第３偏２－７－３置換工 94

１－４－４ サンドマット工 第３編２－７－６サンドマット
工 95

１－４－５ バーチカルドレーン工 第３編２－７－７バーチカルド
レーン工 95

１－４－６ 締固め改良工 第３編２－７－８締固め改良工 95

１－４－７ 固結工 第３編２－７－９固結工 96

第５節 法面工 １－５－２ 植生工 第３編２－14－２植生工 109

１－５－３ 法面吹付工 第３編２－14－３吹付工 110

１－５－４ 法枠工 第３編２－14－４法枠工 111

１－５－６ アンカー工 第３編２－14－６アンカー工 111

１－５－７ かご工 じゃかご 第３編２－３－27－１羽口工
（じゃかご） 69

ふとんかご 第３編２－３－27羽口工（ふと
んかご、かご枠） 70

第６節 軽量盛土工 １－６－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

第７節 擁壁工 １－７－３ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

１－７－４ 場所打杭工 第３編２－４－５場所打杭工 74

１－７－５ 場所打擁壁工 第３編２－15－１場所打擁壁工 112

１－７－６ プレキャスト擁壁工 第３編２－15－2プレキャスト擁
壁工 112

１－７－７ 補強土壁工 補強土（テールアル
メ）壁工法

第３編２－15－３補強土壁工
113

多数アンカー式補強土
工法

第３編２－15－３補強土壁工
113

ジオテキスタイルを用
いた補強土工法

第３編２－15－３補強土壁工
113

１－７－８ 井桁ブロック工 第３編２－15－４井桁ブロック
工 113

第８節 石・ブロック積
（張）工

１－８－３ コンクリートブロック
工

第３編２－５－３コンクリート
ブロック工 75

１－８－４ 石積（張）工 第３編２－５－５石積（張）工 77

第９節 カルバート工 １－９－４ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

１－９－５ 場所打杭工 第３編２－４－５場所打杭工 74

１－９－６ 場所打函渠工 135

１－９－７ プレキャストカルバー
ト工

第３編２－３－28プレキャスト
カルバート工 70

第10節 １－10－３ 側溝工 第３編２－３－29側溝工 70

１－10－４ 管渠工 第３編２－３－29側溝工 70

１－10－５ 集水桝・マンホール工 第３編２－３－30集水桝工 71

１－10－６ 地下排水工 第３編２－３－29－３側溝工
（暗渠工） 71

１－10－７ 場所打水路工 第３編２－３－29－２側溝工
（場所打水路工） 71

１－10－８ 排水工（小段排水・縦
排水）

第３編２－３－29側溝工
70

排水構造物工（小
型水路工）

第１章　道路改良

【第10編　道路編】

章、節
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第10編　道路編】

章、節

第11節 落石雪害防止工 １－11－４ 落石防止網工 136

１－11－５ 落石防護柵工 136

１－11－６ 防雪柵工 136

１－11－７ 雪崩予防柵工 137

第12節 遮音壁工 １－12－４ 遮音壁基礎工 137

１－12－５ 遮音壁本体工 137

第３節 地盤改良工 ２－３－２ 路床安定処理工 第３編２－７－２路床安定処理
工 94

２－３－３ 置換工 第３偏２－７－３置換工 94

第４節 舗装工 ２－４－５ アスファルト舗装工 第３編２－６－７アスファルト
舗装工 78

２－４－６ 半たわみ性舗装工 第３編２－６－８半たわみ性舗
装工 80

２－４－７ 排水性舗装工 第３編２－６－９排水性舗装工 82

２－４－８ 透水性舗装工 第３編２－６－10透水性舗装工 84

２－４－９ グースアスファルト舗
装工

第３編２－６－11グースアス
ファルト舗装工 85

２－４－10 コンクリート舗装工 第３編２－６－12コンクリート
舗装工 86

２－４－11 薄層カラー舗装工 第３編２－６－13薄層カラー舗
装工 89

２－４－12 ブロック舗装工 第３編２－６－14ブロック舗装
工 91

歩道路盤工 138

取合舗装路盤工 138

路肩舗装路盤工 138

歩道舗装工 138

取合舗装工 138

路肩舗装工 138

表層工 138

第５節 ２－５－３ 側溝工 第３編２－３－29側溝工 70

２－５－４ 管渠工 第３編２－３－29側溝工 70

２－５－５ 集水桝（街渠桝）・マ
ンホール工

第３編２－３－30集水桝工
71

２－５－６ 地下排水工 第３編２－３－29－３側溝工
（暗渠工） 71

２－５－７ 場所打水路工 第３編２－３－29－２側溝工
（場所打水路工） 71

２－５－８ 排水工（小段排水・縦
排水）

第３編２－３－29側溝工
70

２－５－９ 排水性舗装用路肩排水
工 139

第６節 縁石工 ２－６－３ 縁石工 第３編２－３－５縁石工 62

第７節 踏掛版工 ２－７－４ 踏掛版工 コンクリート工 139

ラバーシュー 139

アンカーボルト 139

排水構造物工（路
面排水工）

第２章　舗装

２－４
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第10編　道路編】

章、節

第８節 防護柵工 ２－８－３ 路側防護柵工 第３編２－３－８路側防護柵工 63

２－８－４ 防止柵工 第３編２－３－７防止柵工 63

２－８－５ ボックスビーム工 第３編２－３－８路側防護柵工 63

２－８－６ 車止めポスト工 第３編２－３－７防止柵工 63

第９節 標識工 ２－９－３ 小型標識工 第３編２－３－６小型標識工 62

２－９－４ 1 大型標識工 標識基礎工 139

2 大型標識工 標識柱工 139

第10節 区画線工 ２－10－２ 区画線工 第３編２－３－９区画線工 64

第12節 道路付属施設工 ２－12－４ 道路付属物工 第３編２－３－10道路付属物工 64

２－12－５ 1 ケーブル配管工 140

2 ケーブル配管工 ハンドホール 140

２－12－６ 照明工 照明柱基礎工 140

第13節 橋梁付属物工 ２－13－２ 伸縮装置工 第３編２－３－24伸縮装置工 68

第３節 工場製作工 ３－３－２ 刃口金物製作工 第３編２－12－１－４刃口金物
製作工 100

３－３－３ 鋼製橋脚製作工 141

３－３－４ アンカーフレーム製作
工

第３編２－12－８アンカーフ
レーム製作工 105

３－３－５ 工場塗装工 第３編２－12－11工場塗装工 107

第５節 軽量盛土工 ３－５－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

第６節 橋台工 ３－６－３ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

３－６－４ 場所打杭工 第３編２－４－５場所打杭工 74

３－６－５ 深礎工 第３編２－４－６深礎工 74

３－６－６ オープンケーソン基礎
工

第３編２－４－７オープンケー
ソン基礎工 74

３－６－７ ニューマチックケーソ
ン基礎工

第３編２－４－８ニューマッチ
クケーソン基礎工 75

３－６－８ 橋台躯体工 142

第７節 ＲＣ橋脚工 ３－７－３ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

３－７－４ 場所打杭工 第３編２－４－５場所打杭工 74

３－７－５ 深礎工 第３編２－４－６深礎工 74

３－７－６ オープンケーソン基礎
工

第３編２－４－７オープンケー
ソン基礎工 74

３－７－７ ニューマチックケーソ
ン基礎工

第３編２－４－８ニューマッチ
クケーソン基礎工 75

３－７－８ 鋼管矢板基礎工 第３編２－４－９鋼管矢板基礎
工 75

３－７－９ 1 橋脚躯体工 張出式 143

重力式 143

半動式 143

2 橋脚躯体工 ラーメン式 144

第３章　橋梁下部

－29－

出来形管理基準及び規格値



条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第10編　道路編】

章、節

第８節 鋼製橋脚工 ３－８－３ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

３－８－４ 場所打杭工 第３編２－４－５場所打杭工 74

３－８－５ 深礎工 第３編２－４－６深礎工 74

３－８－６ オープンケーソン基礎
工

第３編２－４－７オープンケー
ソン基礎工 74

３－８－７ ニューマチックケーソ
ン基礎工

第３編２－４－８ニューマッチ
クケーソン基礎工 75

３－８－８ 鋼管矢板基礎工 第３編２－４－９鋼管矢板基礎
工 75

３－８－９ 1 橋脚フーチング工 Ｉ型・Ｔ型 144

2 橋脚フーチング工 門型 145

３－８－10 1 橋脚架設工 Ｉ型・Ｔ型 145

2 橋脚架設工 門型 145

３－８－11 現場継手工 145

３－８－12 現場塗装工 第３編２－３－31現場塗装工 72

第９節 護岸基礎工 ３－９－３ 基礎工 第３編２－４－３基礎工（護
岸） 72

３－９－４ 矢板工 第３編２－３－４矢板工 62

第10節 矢板護岸工 ３－10－３ 笠コンクリート工 第３編２－４－３基礎工（護
岸） 72

３－10－４ 矢板工 第３編２－３－４矢板工 62

第11節 法覆護岸工 ３－11－２ コンクリートブロック
工

第３編２－５－３コンクリート
ブロック工 75

３－11－３ 護岸付属物工 第６編１－７－４護岸付属物工 116

３－11－４ 緑化ブロック工 第３編２－５－４緑化ブロック
工 77

３－11－５ 環境護岸ブロック工 第３編２－５－３コンクリート
ブロック工 75

３－11－６ 石積（張）工 第３編２－５－５石積（張）工 77

３－11－７ 法枠工 第３編２－14－４法枠工 111

３－11－８ 多自然型護岸工 巨石張り 第３編２－３－26－１多自然型
護岸工（巨石張り、巨石積み） 69

多自然型護岸工 巨石積み 第３編２－３－26－１多自然型
護岸工（巨石張り、巨石積み） 69

多自然型護岸工 かごマット 第３編２－３－26－２多自然型
護岸工（かごマット） 69

３－11－９ 吹付工 第３編２－14－３吹付工 110

３－11－10 植生工 第３編２－14－２植生工 109

３－11－11 覆土工 第１編２－３－５法面整形工 60

３－11－12 羽口工 じゃかご 第３編２－３－27－１羽口工
（じゃかご） 69

ふとんかご 第３編２－３－27羽口工（ふと
んかご、かご枠） 70

かご枠 第３編２－３－27羽口工（ふと
んかご、かご枠） 70

連節ブロック張り 第３編２－５－３－２コンク
リートブロック工(連節ブロック
張り)

75

第12節 擁壁護岸工 ３－12－３ 場所打擁壁工 第３編２－15－１場所打擁壁工 112

３－12－４ プレキャスト擁壁工 第３編２－15－2プレキャスト擁
壁工 112
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第10編　道路編】

章、節

第３節 工場製作工 ４－３－３ 桁製作工 第３編２－12－３桁製作工 101

４－３－４ 検査路製作工 第３編２－12－４検査路製作工 104

４－３－５ 鋼製伸縮継手製作工 第３編２－12－５鋼製伸縮継手
製作工 104

４－３－６ 落橋防止装置製作工 第３編２－12－６落橋防止装置
製作工 105

４－３－７ 鋼製排水管製作工 第３編２－12－10鋼製排水管製
作工 106

４－３－８ 橋梁用防護柵製作工 第３編２－12－７橋梁用防護柵
製作工 105

４－３－９ 橋梁用高欄製作工 146

４－３－10 横断歩道橋製作工 第３編２－12－３桁製作工 101

４－３－12 アンカーフレーム製作
工

第３編２－12－８アンカーフ
レーム製作工 105

４－３－13 工場塗装工 第３編２－12－11工場塗装工 107

第５節 鋼橋架設工 ４－５－４ 架設工（クレーン架
設）

第３編２－13　架設工（鋼橋）
108

４－５－５ 架設工（ケーブルク
レーン架設）

第３編２－13　架設工（鋼橋）
108

４－５－６ 架設工（ケーブルエレ
クション架設）

第３編２－13　架設工（鋼橋）
108

４－５－７ 架設工（架設桁架設） 第３編２－13　架設工（鋼橋） 108

４－５－８ 架設工（送出し架設） 第３編２－13　架設工（鋼橋） 108

４－５－９ 架設工（トラベラーク
レーン架設）

第３編２－13　架設工（鋼橋）
108

４－５－10 1 支承工 鋼製支承 146

2 支承工 ゴム支承 146

第６節 橋梁現場塗装工 ４－６－３ 現場塗装工 第３編２－３－31現場塗装工 72

第７節 床版工 ４－７－２ 床版工 第３編２－18－２床版工 115

第８節 橋梁付属物工 ４－８－２ 伸縮装置工 第３編２－３－24伸縮装置工 68

４－８－３ 落橋防止装置工 147

４－８－５ 地覆工 147

４－８－６ 橋梁用防護柵工 147

４－８－７ 橋梁用高欄工 147

４－８－８ 検査路工 147

第９節 歩道橋本体工 ４－９－３ 既製杭工 第３編２－４－４既製杭工 73

４－９－４ 場所打杭工 第３編２－４－５場所打杭工 74

４－９－５ 橋脚フーチング工 Ｉ型 第10編３－８－９－１橋脚フー
チング工（Ｉ型・Ｔ型） 144

Ｔ型 第10編３－８－９－１橋脚フー
チング工（Ｉ型・Ｔ型） 144

４－９－６ 歩道橋（側道橋）架設
工

第３編２－13　架設工（鋼橋）
108

４－９－７ 現場塗装工 第３編２－３－31現場塗装工 72

第４章　鋼橋上部

－31－
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第10編　道路編】

章、節

第３節 工場製作工 ５－３－２ プレビーム用桁製作工 第３編２－12－９プレビーム用
桁製作工 106

５－３－３ 橋梁用防護柵製作工 第３編２－12－７橋梁用防護柵
製作工 105

５－３－４ 鋼製伸縮継手製作工 第３編２－12－５鋼製伸縮継手
製作工 104

５－３－５ 検査路製作工 第３編２－12－４検査路製作工 104

５－３－６ 工場塗装工 第３編２－12－11工場塗装工 107

第５節 ＰＣ橋工 ５－５－２ プレテンション桁製作
工（購入工）

けた橋 第３編２－３－12－１プレテン
ション桁製作工（購入工）（け
た橋）

64

スラブ橋 第３編２－３－12－２プレテン
ション桁製作工（購入工）（ス
ラブ桁）

65

５－５－３ ポストテンション桁製
作工

第３編２－３－13－１ポストテ
ンション桁製作工 65

５－５－４ プレキャストセグメン
ト桁製作工（購入工）

第３編２－３－13－２プレキャ
ストセグメント桁製作工（購入
工）

65

５－５－５ プレキャストセグメン
ト主桁組立工

第３編２－３－14プレキャスト
セグメント主桁組立工 65

５－５－６ 支承工 第10編４－５－10支承工 146

５－５－７ 架設工（クレーン架
設）

第３編２－13　架設工（鋼橋）
108

５－５－８ 架設工（架設桁架設） 第３編２－13　架設工（鋼橋） 108

５－５－９ 床版・横組工 第３編２－18－２床版工 115

５－５－10 落橋防止装置工 第10編４－８－３落橋防止装置
工 147

第６節 プレビーム桁橋工 ５－６－２ プレビーム桁製作工 現場
148

５－６－３ 支承工 第10編４－５－10支承工 146

５－６－４ 架設工（クレーン架
設）

第３編２－13　架設工（鋼橋）
108

５－６－５ 架設工（架設桁架設） 第３編２－13　架設工（鋼橋） 108

５－６－６ 床版・横組工 第３編２－18－２床版工 115

５－６－９ 落橋防止装置工 第10編４－８－３落橋防止装置
工 147

第７節 ５－７－３ 支承工 第10編４－５－10支承工 146

５－７－４ ＰＣホロースラブ製作
工

第３編２－３－15ＰＣホロース
ラブ製作工 66

５－７－５ 落橋防止装置工 第10編４－８－３落橋防止装置
工 147

第８節 ＲＣホロースラブ
橋工

５－８－３ 支承工 第10編４－５－10支承工
146

５－８－４ ＲＣ場所打ホロースラ
ブ製作工

第３編２－３－15ＰＣホロース
ラブ製作工 66

５－８－５ 落橋防止装置工 第10編４－８－３落橋防止装置
工 147

第９節 ＰＣ版桁橋工 ５－９－２ ＰＣ版桁製作工 第３編２－３－15ＰＣホロース
ラブ製作工 66

第10節 ＰＣ箱桁橋工 ５－10－３ 支承工 第10編４－５－10支承工 146

５－10－４ ＰＣ箱桁製作工 第３編２－３－16－１ＰＣ箱桁
製作工 66

５－10－５ 落橋防止装置工 第10編４－８－３落橋防止装置
工 147

第５章　コンクリート橋上部

ＰＣホロースラブ
橋工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第10編　道路編】

章、節

第11節 ＰＣ片持箱桁橋工 ５－11－２ ＰＣ片持箱桁製作工 第３編２－３－16－１ＰＣ箱桁
製作工 66

５－11－３ 支承工 第10編４－５－10支承工 146

５－11－４ 架設工（片持架設） 第３編２－13架設工（コンク
リート橋） 109

第12節 ＰＣ押出し箱桁橋
工

５－12－２ ＰＣ押出し箱桁製作工 第３編２－３－16－２ＰＣ押出
し箱桁製作工 66

５－12－３ 架設工（押出し架設） 第３編２－13架設工（コンク
リート橋） 109

第13節 橋梁付属物工 ５－13－２ 伸縮装置工 第３編２－３－24伸縮装置工 68

５－13－４ 地覆工 第10編４－８－５地覆工 147

５－13－５ 橋梁用防護柵工 第10編４－８－６橋梁用防護柵
工 147

５－13－６ 橋梁用高欄工 第10編４－８－７橋梁用高欄工 147

５－13－７ 検査路工 第10編４－８－８検査路工 147

第４節 支保工 ６－４－３ 吹付工 148

６－４－４ ロックボルト工 148

第５節 覆工 ６－５－３ 覆工コンクリート工 149

６－５－４ 側壁コンクリート工 第10編６－５－３覆工コンク
リート工 149

６－５－５ 床版コンクリート工 149

第６節 インバート工 ６－６－４ インバート本体工 150

第７節 坑内付帯工 ６－７－５ 地下排水工 第３編２－３－29－３側溝工
（暗渠工） 71

第８節 坑門工 ６－８－４ 坑門本体工 150

６－８－５ 明り巻工 151

第３節 工場製作工 11－３－３ 工場塗装工 第３編２－12－11工場塗装工 107

第６節 現場打構築工 11－６－２ 現場打躯体工 151

11－６－４ カラー継手工 151

11－６－５ 1 防水工 防水 152

2 防水工 防水保護工 152

3 防水工 防水壁 152

第７節 プレキャスト構築
工

11－７－２ プレキャスト躯体工
152

第５節 電線共同溝工 12－５－２ 管路工 管路部 153

12－５－３ プレキャストボックス
工

特殊部
153

12－５－４ 現場打ちボックス工 特殊部 第10編11－６－２現場打躯体工 151

第６節 付帯設備工 12－６－２ ハンドホール工 153

第３節 情報ボックス工 13－３－４ 管路工 管路部 第10編12－５－２管路工（管路
部） 153

第４節 付帯設備工 13－４－２ ハンドホール工 第10編12－６－２ハンドホール
工 153

第６章　トンネル（ＮＡＴＭ）

第11章　共同溝

第12章　電線共同溝

第13章　情報ボックス工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第10編　道路編】

章、節

第４節 舗装工 14－４－３ 路面切削工 第３編２－６－15路面切削工 93

14－４－４ 舗装打換え工 第３編２－６－16舗装打換え工 93

14－４－５ 切削オーバーレイ工 154

14－４－６ オーバーレイ工 第３編２－６－17オーバーレイ
工 93

14－４－７ 路上再生工 154

14－４－８ 薄層カラー舗装工 第３編２－６－13薄層カラー舗
装工 89

第５節 排水構造物工 14－５－３ 側溝工 第３編２－３－29側溝工 70

14－５－４ 管渠工 第３編２－３－29側溝工 70

14－５－５ 集水桝・マンホール工 第３編２－３－30集水桝工 71

14－５－６ 地下排水工 第３編２－３－29－３側溝工
（暗渠工） 71

14－５－７ 場所打水路工 第３編２－３－29－２側溝工
（場所打水路工） 71

14－５－８ 排水工 第３編２－３－29側溝工 70

第６節 防護柵工 14－６－３ 路側防護柵工 第３編２－３－８路側防護柵工 63

14－６－４ 防止柵工 第３編２－３－７防止柵工 63

14－６－５ ボックスビーム工 第３編２－３－８路側防護柵工 63

14－６－６ 車止めポスト工 第３編２－３－７防止柵工 63

第７節 標識工 14－７－３ 小型標識工 第３編２－３－６小型標識工 62

14－７－４ 大型標識工 第10編２－９－４大型標識工 139

第８節 道路付属施設工 14－８－４ 道路付属物工 第３編２－３－10道路付属物工 64

14－８－５ ケーブル配管工 第10編２－12－５ケーブル配管
工 140

14－８－６ 照明工 第10編２－12－６照明工 140

第９節 軽量盛土工 14－９－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

第10節 擁壁工 14－10－３ 場所打擁壁工 第３編２－15－１場所打擁壁工 112

14－10－４ プレキャスト擁壁工 第３編２－15－2プレキャスト擁
壁工 112

第11節 石・ブロック積
（張）工

14－11－３ コンクリートブロック
工

第３編２－５－３コンクリート
ブロック工 75

14－11－４ 石積（張）工 第３編２－５－５石積（張）工 77

第12節 カルバート工 14－12－４ 場所打函渠工 第10編１－９－６場所打函渠工 135

14－12－５ プレキャストカルバー
ト工

第３編２－３－28プレキャスト
カルバート工 70

第13節 法面工 14－13－２ 植生工 第３編２－14－２植生工 109

14－13－３ 法面吹付工 第３編２－14－３吹付工 110

14－13－４ 法枠工 第３編２－14－４法枠工 111

14－13－６ アンカー工 第３編２－14－６アンカー工 111

14－13－７ かご工 じゃかご 第３編２－３－27－１羽口工
（じゃかご） 69

ふとんかご 第３編２－３－27羽口工（ふと
んかご、かご枠） 70

第14章　道路維持
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第10編　道路編】

章、節

第15節 橋梁付属物工 14－15－２ 伸縮継手工 第３編２－３－24伸縮装置工 68

14－15－４ 地覆工 第10編４－８－５地覆工 147

14－15－５ 橋梁用防護柵工 第10編４－８－６橋梁用防護柵
工 147

14－15－６ 橋梁用高欄工 第10編４－８－７橋梁用高欄工 147

14－15－７ 検査路工 第10編４－８－８検査路工 147

第17節 現場塗装工 14－17－６ コンクリート面塗装工 第３編２－３－11コンクリート
面塗装工 64

第３節 工場製作工 16－３－４ 桁補強材製作工 155

16－３－５ 落橋防止装置製作工 第３編２－12－６落橋防止装置
製作工 105

第５節 舗装工 16－５－３ 路面切削工 第３編２－６－15路面切削工 93

16－５－４ 舗装打換え工 第３編２－６－16舗装打換え工 93

16－５－５ 切削オーバーレイ工 第10編14－４－５切削オーバー
レイ工 154

16－５－６ オーバーレイ工 第３編２－６－17オーバーレイ
工 93

16－５－７ 路上再生工 第10編14－４－７路上再生工 154

16－５－８ 薄層カラー舗装工 第３編２－６－13薄層カラー舗
装工 89

第６節 排水構造物工 16－６－３ 側溝工 第３編２－３－29側溝工 70

16－６－４ 管渠工 第３編２－３－29側溝工 70

16－６－５ 集水枡・マンホール工 第３編２－３－30集水桝工 71

16－６－６ 地下排水工 第３編２－３－29－３側溝工
（暗渠工） 71

16－６－７ 場所打水路工 第３編２－３－29－２側溝工
（場所打水路工） 71

16－６－８ 排水工 第３編２－３－29側溝工 70

第７節 縁石工 16－７－３ 縁石工 第３編２－３－５縁石工 62

第８節 防護柵工 16－８－３ 路側防護柵工 第３編２－３－８路側防護柵工 63

16－８－４ 防止柵工 第３編２－３－７防止柵工 63

16－８－５ ボックスビーム工 第３編２－３－８路側防護柵工 63

16－８－６ 車止めポスト工 第３編２－３－７防止柵工 63

第９節 標識工 16－９－３ 小型標識工 第３編２－３－６小型標識工 62

16－９－４ 大型標識工 第10編２－９－４大型標識工 139

第10節 区画線工 16－10－２ 区画線工 第３編２－３－９区画線工 64

第12節 道路付属施設工 16－12－４ 道路付属物工 第３編２－３－10道路付属物工 64

16－12－５ ケーブル配管工 第10編２－12－５ケーブル配管
工 140

16－12－６ 照明工 第10編２－12－６照明工 140

第13節 軽量盛土工 16－13－２ 軽量盛土工 第１編２－４－３路体盛土工 61

第14節 擁壁工 16－14－３ 場所打擁壁工 第３編２－15－１場所打擁壁工 112

16－14－４ プレキャスト擁壁工 第３編２－15－2プレキャスト擁
壁工 112

第15節 石・ブロック積
（張）工

16－15－３ コンクリートブロック
工

第３編２－５－３コンクリート
ブロック工 76

16－15－４ 石積（張）工 第３編２－５－５石積（張）工 77

第16章　道路修繕
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第10編　道路編】

章、節

第16節 カルバート工 16－16－４ 場所打函渠工 第10編１－９－６場所打函渠工 135

16－16－５ プレキャストカルバー
ト工

第３編２－３－28プレキャスト
カルバート工 70

第17節 法面工 16－17－２ 植生工 第３編２－14－２植生工 109

16－17－３ 法面吹付工 第３編２－14－３吹付工 110

16－17－４ 法枠工 第３編２－14－４法枠工 111

16－17－６ アンカー工 第３編２－14－６アンカー工 111

16－17－７ かご工 じゃかご 第３編２－３－27－１羽口工
（じゃかご） 69

ふとんかご 第３編２－３－27羽口工（ふと
んかご、かご枠） 70

第18節 落石雪害防止工 16－18－４ 落石防止網工 第10編１－11－４落石防止網工 136

16－18－５ 落石防護柵工 第10編１－11－５落石防護柵工 136

16－18－６ 防雪柵工 第10編１－11－６防雪柵工 136

16－18－７ 雪崩予防柵工 第10編１－11－７雪崩予防柵工 137

第20節 鋼桁工 16－20－３ 鋼桁補強工 第10編16－３－４桁補強材製作
工 155

第21節 橋梁支承工 16－21－３ 鋼橋支承工 第10編４－５－10支承工 146

16－21－４ ＰＣ橋支承工 第10編４－５－10支承工 146

第22節 橋梁付属物工 16－22－３ 伸縮継手工 第３編２－３－24伸縮装置工 68

16－22－４ 落橋防止装置工 第10編４－８－３落橋防止装置
工 147

16－22－６ 地覆工 第10編４－８－５地覆工 147

16－22－７ 橋梁用防護柵工 第10編４－８－６橋梁用防護柵
工 147

16－22－８ 橋梁用高欄工 第10編４－８－７橋梁用高欄工 147

16－22－９ 検査路工 第10編４－８－８検査路工 147

第25節 現場塗装工 16－25－３ 橋梁塗装工 第３編２－３－31現場塗装工 72

16－25－６ コンクリート面塗装工 第３編２－３－11コンクリート
面塗装工 64
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

第３節 敷地造成工 表土掘削 156

表土運搬 －

－

掘削工 掘削（土砂） 156

掘削（軟岩） 156

掘削（硬岩） 156

盛土工 盛土（流用土） 156

盛土（発生土） 156

盛土（採取土） 156

盛土（購入土） 156

路床（流用土） 156

路床（発生土） 156

路床（採取土） 156

路床（購入土） 156

法面整形（切土部） －

法面整形（盛土部） 156

１－３－８ 路床安定処理工 安定処理 157

１－３－９ 置換工 置換 157

１－３－10 サンドマット工 サンドマット 157

サンドドレーン 157

袋詰式サンドドレーン 157

ペーパードレーン 157

－

第４節 公園土工

－

第５節 植栽基盤工 1 開渠排水 158

2 暗渠排水 158

縦穴排水 －

普通耕 158

深耕 158

混層耕 158

心土破砕 158

土性改良 158

中和剤施用 158

除塩 158

施肥 158

盛土（流用表土） 159

盛土（発生表土） 159

盛土（採取表土） 159

盛土（購入表土） 159

章、節

１－３－４

１－３－５

１－３－６ 路床盛土工

法面整形工

１－３－12　残土処理工

１－４－２ 小規模造成工 小規模掘削
156

小規模敷均・締固 第11編１－３－５盛土工（盛土
（流用土）・盛土（発生土）・
盛土（採取土）・盛土（購入
土））

１－３－２

１－３－７

表土保全工

１－３－３　整地工

第11編１－３－４掘削工（掘削
（土砂）・掘削（軟岩）・掘削
（硬岩））

１－３－11 バーチカルドレーン工

156

１－４－３　残土処理工

１－５－３ 透水層工

１－５－４ 土層改良工

１－５－５ 土性改良工

１－５－６ 表土盛土工

【第11編　公園編】

第１章　基盤整備
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

第５節 植栽基盤工 防水

目地板

人工地盤客土

1 押さえコンクリート 159

2 人工地盤排水層 159

3 フィルター

防根シート

4 立排水浸透桝 159

－

第６節 法面工 １－６－３ 法面ネット工 法面ネット 160

1 種子散布 160

植生シート 160

植生マット 160

公園種子帯 160

公園張芝 160

公園筋芝 160

公園市松芝 160

人工張芝 160

植生穴 160

2 客土吹付 160

植生基材吹付 160

1 現場打法枠 160

現場吹付法枠 160

2 プレキャスト法枠 160

金属製法枠 160

１－６－６ 編柵工 編柵 160

1 じゃかご 161

2 ふとんかご 161

第７節 軽量盛土工 軽量盛土 161

コンクリート床版 161

基礎コンクリート 161

壁体 161

裏込砕石 161

１－５－７ 人工地盤工

－

159

１－５－８　造形工

１－６－４ 植生工

１－６－５ 法枠工

１－６－７ かご工

１－７－２ 軽量盛土工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

第８節 擁壁工 －

１－８－４ 1 場所打擁壁工 小型擁壁 161

重力式擁壁 161

もたれ式擁壁 161

逆T型擁壁 161

L型擁壁 161

鉄筋 161

裏込砕石 161

止水板 161

コンクリート 161

型枠 161

足場 161

目地板 161

水抜パイプ 161

吸出し防止材 161

2 基礎材 162

均しコンクリート 162

公園基礎材 －

公園均しコンクリート －

3 擁壁高さ調整 162

プレキャストL型擁壁 162

プレキャスト逆T型擁
壁 162

側溝付プレキャスト擁
壁 162

補強土壁基礎 162

帯鋼補強土壁・アン
カー補強土壁 162

ジオテキスタイル補強
土壁 162

コンクリートブロック
基礎 162

コンクリートブロック
積 162

間知ブロック張 162

平ブロック張 162

連節ブロック張 162

緑化ブロック積 162

ブロック植栽 162

天端コンクリート 162

小口止コンクリート 162

止杭 －

１－８－３作業土工

１－８－５ プレキャスト擁壁工

１－８－６ 補強土壁工

１－８－７ コンクリートブロック
工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

第８節 擁壁工 1 崩れ積 163

2 面積 163

玉石積 163

小端積 163

こぶだし石積 163

切石積 163

間知石積 163

雑割石積 163

雑石積 163

割石積 163

雑割石張 163

雑石張 163

3 石積高さ調整 163

１－８－９ 土留め工 土留め 164

第９節 －

１－９－４ 函渠 164

鉄筋 164

コンクリート 164

型枠 164

足場 164

支保 164

目地板 164

止水板 164

水抜パイプ 164

基礎材

均しコンクリート

公園基礎材

公園均しコンクリート

１－９－５ プレキャストカルバー
ト工

プレキャストカルバー
ト 164

第10節 －

1 遊具移設 165

2 小工作物移設 165

景石移設 －

－

－

第３節 植栽工 －

－

－

－

－

－

－

公園施設等撤
去・移設工

公園カルバート
工

１－９－３作業土工

場所打函渠工

１－10－４　伐採工

１－８－８ 石積工

第11編１－８－４－２場所打擁
壁工（基礎材・均しコンクリー
ト）

162

第11編１－８－４－２場所打擁
壁工（公園基礎材・公園均しコ
ンクリート）

162

１－10－２　公園施設撤去工

１－10－３ 移設工

１－10－５　発生土再利用工

２－３－３　高木植栽工

２－３－４　中低木植栽工

２－３－５　特殊樹木植栽工

２－３－６　地被類植栽工

２－３－７　草花種子散布工

２－３－８　播種工

２－３－９　花壇植栽工

第２章　植栽
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

第３節 植栽工 1 防風ネット 165

寒冷紗巻き －

植穴透水層 －

空気管 －

マルチングA －

マルチングB －

支柱設置 －

防根シート 第11編１－５－７－３　人工地
盤工（防根シート） 159

7 養生柵 165

埋込型樹名板 166

幹巻型樹名板 －

２－３－12 根囲い保護工 根囲い保護 166

－

－

第４節 移植工 －

－

－

－

－

防風ネット 第11編２－３－10－１　樹木養
生工（防風ネット） 165

寒冷紗巻き －

植穴透水層 －

空気管 －

マルチングA －

マルチングB －

支柱設置 －

防根シート 第11編１－５－７－３　人工地
盤工（防根シート） 159

養生柵 第11編２－３－10－２　樹木養
生工（養生柵） 165

埋込型樹名板 第11編２－３－11　樹名板工
（埋込型樹名板） 166

幹巻型樹名板 －

２－４－10 根囲い保護工 根囲い保護 第11編２－３－12　根囲い保護
工 166

第５節 樹木整姿工 －

－

－

第６節 －

遊具移設 第11編１－10－３－１　移設工
（遊具移設） 165

小工作物移設 第11編１－10－３－２　移設工
（小工作物移設） 165

景石移設 －

－

－

公園施設等撤
去・移設工

２－３－10 樹木養生工

２－３－11 樹名板工

２－３－13　芝生保護工

２－３－14　壁面緑化施設工

２－４－３　根回し工

２－４－４　高木移植工

２－４－５　根株移植工

２－４－６　中低木移植工

２－４－７　地被類移植工

２－４－８ 樹木養生工

２－４－９ 樹名板工

２－５－３　高中木整姿工

２－５－４　低木整姿工

２－５－５　樹勢回復工

２－６－１　公園施設撤去工

２－６－２ 移設工

２－６－３　伐採工

２－６－４　発生土再利用工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

第３節 給水設備工 －

－

－

散水施設工 スプリンクラー －

散水栓 －

散水栓ボックス －

1 ミスト 166

2 ドリップパイプ 166

4 散水栓高さ調整 166

－

－

－

給水管路工 給水管 166

埋設シート 166

埋設標 －

第４節 雨水排水設備工 －

－

－

1 L型側溝 167

管(函)渠型側溝 167

プレキャストＵ型側溝 167

プレキャスト皿型側溝 167

コルゲートフリューム 167

自由勾配側溝 167

特殊円形側溝 167

2 現場打Ｌ型側溝 167

3 現場打側溝 167

4 公園素掘側溝 168

Ｕ型側溝小口止め －

側溝蓋 －

5 側溝高さ調整 168

公園管渠 －

コルゲートパイプ 168

ヒューム管 168

ＰＣ管 168

陶管 168

副管 168

硬質塩化ビニール管 168

接続用ソケット －

立体網状管 －

管閉塞 －

管口フィルター －

３－３－３　水栓類取付工

３－３－４　貯水施設工

３－３－５　循環設備工

３－３－６

３－３－７　消火栓工

３－３－８　給水設備修繕工

３－３－９　作業土工

３－３－10

３－４－３　調整池工

３－４－４　貯留施設工

３－４－５　作業土工

３－４－６ 側溝工

３－４－７ 管渠工

第３章　施設整備
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

第４節 雨水排水設備工 1 街渠桝 168

集水桝 168

浸透桝 168

プレキャスト街渠桝 168

プレキャスト集水桝 168

塩化ビニル製桝 168

マンホール 168

プレキャストマンホール 168

公園マンホール 168

浸透マンホール 168

2 桝高さ調整 169

マンホール高さ調整 169

蓋 －

有孔ヒューム管 169

有孔塩化ビニール管 169

透水コンクリート管 169

化学繊維管 169

地下排水 －

場所打水路 169

プレキャスト水路 169

水路蓋 －

第５節 汚水排水設備工 －

公園管渠 第11編３－４－７管渠工（公園
管渠・コルゲートパイプ） 168

コルゲートパイプ 169

硬質塩化ビニール管 169

ヒューム管 169

ＰＣ管 169

陶管 169

副管 169

接続用ソケット －

管閉塞 －

３－５－５ 汚水桝・マンホール工 汚水桝 169

マンホール 169

公園マンホール 169

塩化ビニル製桝

プレキャストマンホー
ル

インバート －

蓋 －

桝高さ調整

マンホール高さ調整

－

168

第11編３－４－８－２集水桝・
マンホール工（桝高さ調整・マ
ンホール高さ調整）

169

第11編３－４－８－１集水桝・
マンホール工（街渠桝・集水
桝・浸透桝・プレキャスト街渠
桝・プレキャスト集水桝・塩化
ビニル製桝・マンホール・プレ
キャストマンホール・公園マン
ホール・浸透マンホール）

３－５－３作業土工

３－４－８ 集水桝・マンホール工

３－４－９ 地下排水工

３－４－10 公園水路工

３－５－４ 管渠工

３－５－６　浄化槽工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

第６節 電気設備工 1 ハンドホール 170

2 ハンドホール高さ調整 170

3 引込柱 170

分電盤 －

4 分電盤高さ調整 170

5 照明灯基礎 170

照明灯 －

遮光板 －

ハンドホール 第11編３－６－３－１　照明設
備工（ハンドホール） 170

ハンドホール高さ調整 第11編３－６－３－２　照明設
備工（ハンドホール高さ調整） 170

放送設備 －

スピーカー柱 －

スピーカー柱基礎 171

ハンドホール 第11編３－６－３－１　照明設
備工（ハンドホール） 170

監視カメラ設備 －

監視カメラ柱 －

監視カメラ柱基礎 171

－

－

電線管 171

電線 171

埋設シート 171

埋設標 －

第７節 園路広場整備工 －

－

1 下層路盤 172

2 上層路盤 172

路盤 －

中間層 －

3 基層 172

4 表層 172

1 下層路盤 173

2 上層路盤 173

3 基層 173

中間層 －

4 表層 173

フィルター層 －

路盤 174

表層 174

３－６－３ 照明設備工

３－６－４ 放送設備工

３－６－５ 監視カメラ設置工

３－６－６　電気設備修繕工

３－６－７　作業土工

３－６－８ 電線管路工

３－７－３舗装撤去工

３－７－４舗装準備工

３－７－５ アスファルト舗装工

３－７－６ 排水性舗装工

３－７－７ 透水性舗装工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

第７節 園路広場整備工 ３－７－８ アスファルト系舗装工 174

３－７－９ コンクリート系舗装工 174

３－７－10 土系舗装工 174

３－７－11 レンガ・タイル系舗装
工 174

３－７－12 木系舗装工 174

３－７－13 樹脂系舗装工 174

砂利舗装

砕石舗装

平石張り舗装

ごろた石張舗装

玉石張舗装

野面平石張舗装

修景割板石張舗装

修景切板石張舗装

割板石張舗装

小舗石張舗装

切板石張舗装

延段

飛石 －

－

1 コンクリート縁石 175

現場打縁石 175

駒止めブロック 175

舗装止め 175

擬石縁石 175

レンガ縁石 175

木縁石 175

見切材（仕切材） 175

石材縁石 175

2 縁石高さ調整 175

溶融式区画線 175

ペイント式区画線 175

区画線消去 175

ロープ区画線 －

ロープ止め －

３－７－14 石材系舗装工

３－７－15舗装仮復旧工

第11編３－７－８　アスファル
ト系舗装工（公園アスファルト
舗装・公園アスファルト薄層カ
ラー舗装・透水性アスファルト
舗装・脱色アスファルト舗装）

３－７－16 園路縁石工

３－７－17 区画線工

174
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

第７節 園路広場整備工 1 コンクリート階段 175

コンクリートブロック
階段 175

丸太階段 175

擬木階段 175

石材階段 175

2 階段高さ調整 175

スロープ －

1 公園橋橋台 176

石橋橋台 176

木橋橋台 176

2 公園橋設置 176

八ッ橋 176

石橋設置 176

木橋設置 176

浮き桟橋 176

デッキ基礎 177

デッキ設置 177

－

－

３－７－23 植樹ブロック工 植樹ブロック 177

第８節 修景施設整備工 －

－

袖垣 177

垣根 177

－

トレリス 177

緑化フェンス 177

モニュメント 178

記念碑 178

３－８－９ 1 小規模水景施設工 流れ 178

2 滝 178

3 池 179

4 州浜 179

5 壁泉 179

6 カスケード 180

7 カナール 180

－

－

３－８－10　修景施設修繕工

３－８－11　作業土工

３－７－18 階段工

手すり 第11編３－11－８　柵工（フェ
ンス・柵・手すり・転落(横断)
防止柵・ガードレール・ガード
ケーブル・ガードパイプ）

186

３－７－19 公園橋工

３－７－20 デッキ工

３－７－21　視覚障害者誘導用ブロック工

３－７－22　作業土工

３－８－３　石組工

３－８－４　添景物工

３－８－５ 袖垣・垣根工

３－８－６　花壇工

３－８－７ トレリス工

３－８－８ モニュメント工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

第８節 修景施設整備工 公園基礎材

公園均しコンクリート

コンクリート

鉄筋

型枠

防水 －

塗装仕上げ －

加工仕上げ －

左官仕上げ －

タイル仕上げ －

石仕上げ －

護岸 －

石組 －

滝石組 －

沢飛 －

流出口 －

吐出口 －

第９節 遊戯施設整備工 1 ブランコ 180

2 ジャングルジム 181

3 滑台 181

4 シーソー 181

5 鉄棒 181

6 ラダー 182

7 はん登棒 182

8 スプリング遊具 182

9 複合遊具 182

10 アスレチック遊具 183

11 健康遊具施設 183

安全マット －

－

公園基礎材

公園均しコンクリート

コンクリート

鉄筋

型枠

161

３－９－４　作業土工

３－８－12 水景施設工

３－９－３

第11編１－８－４－２場所打擁
壁工（公園基礎材・公園均しコ
ンクリート）
第11編１－８－４－１場所打擁
壁工（コンクリート・鉄筋・型
枠）

162

162

遊具組立設置工

安全柵 第11編３－11－８　柵工（フェ
ンス・柵・手すり・転落(横断)
防止柵・ガードレール・ガード
ケーブル・ガードパイプ）

186

３－９－５ 現場打遊具工 第11編１－８－４－２場所打擁
壁工（公園基礎材・公園均しコ
ンクリート）
第11編１－８－４－１場所打擁
壁工（コンクリート・鉄筋・型
枠） 161
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

第９節 遊戯施設整備工 防水 －

塗装仕上げ －

加工仕上げ －

左官仕上げ －

タイル仕上げ －

石仕上げ －

特殊仕上げ －

砂 －

石取付 －

砂場枠 －

付属施設取付(鋼材・
チェーン等) －

吐出口 －

流出口 第11編３－９－６－３　小規模
現場打遊具工（徒渉池） 184

３－９－６ 1 小規模現場打遊具工 砂場 183

2 現場打遊具 183

3 徒渉池 184

－

第10節 ３－10－３ 時計台工 時計台 184

３－10－４ 水飲み場工 水飲み場 184

手洗い場

足洗い場

ベンチ 184

縁台 184

テーブル 184

スツール 184

野外卓 184

３－10－７ 野外炉工 野外炉 第11編３－10－３　時計台工(時
計台) 184

３－10－８ 炊事場工 炊事場 185

３－10－９ サイン施設工 サイン 第11編３－10－３　時計台工(時
計台) 184

－

第11節 管理施設整備工 リサイクル施設基礎 185

リサイクル施設設置 －

リサイクル施設設備 －

ごみ焼却施設基礎 第11編３－11－３　リサイクル
施設工（リサイクル施設基礎） 185

ごみ焼却施設設置 －

ごみ焼却施設設備 －

くず入れ 185

吸殻入れ 185

ごみ置場 －

さく井 －

井戸設備 －

2 手押しポンプ 186

門壁 186

門柱 186

門扉 186

サービス施設整
備工

184

３－９－５ 現場打遊具工

３－10－５ 洗い場工

３－９－７　遊具施設修繕工

３－11－４ ごみ焼却施設工

３－11－５ ごみ施設工

第11編３－10－４　水飲み場工
（手洗い場・足飲み場）

３－10－６ ベンチ・テーブル工

３－10－10　サービス施設修繕工

３－11－３ リサイクル施設工

３－11－６ 井戸工

３－11－７ 門扉工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

第11節 管理施設整備工 フェンス 186

柵 186

手すり 186

転落(横断)防止柵 186

ガードレール 186

ガードケーブル 186

ガードパイプ 186

車止め 187

車止めポスト 187

車椅子ゲート 187

－

－

第12節 四阿基礎 187

パーゴラ基礎 187

シェルター基礎 187

キャビン(ロッジ)基礎 187

温室基礎 187

観察施設基礎 187

売店基礎 187

荷物預かり所基礎 187

更衣室基礎 187

便所基礎 187

倉庫基礎 187

自転車置場基礎 187

四阿設置 －

四阿設備 －

パーゴラ基礎 第11編３－12－３　四阿工（四
阿基礎） 187

パーゴラ設置 －

パーゴラ設備 －

シェルター基礎 第11編３－12－３　四阿工（四
阿基礎） 187

シェルター設置 －

シェルター設備 －

キャビン（ロッジ）基
礎

第11編３－12－３　四阿工（四
阿基礎） 187

キャビン（ロッジ）設
置 －

キャビン（ロッジ）設
備 －

建築施設組立設
置工

３－11－８ 柵工

３－11－９ 車止め工

３－11－10 園名板工 園名板 第11編３－11－９　車止め工
（車止め・車止めポスト・車椅
子ゲート）

187

３－11－11 掲揚ポール工 掲揚ポール 第11編３－11－９　車止め工
（車止め・車止めポスト・車椅
子ゲート）

187

３－11－12 反射鏡工 カーブミラー 第11編３－11－９　車止め工
（車止め・車止めポスト・車椅
子ゲート）

187

３－11－13　境界工

３－11－14　管理施設修繕工

３－12－３ 四阿工

３－12－４ パーゴラ工

３－12－５ シェルター工

３－12－６ キャビン（ロッジ）工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

第12節 建築施設組立設
置工

温室基礎 第11編３－12－３　四阿工（四
阿基礎） 187

温室設置 －

温室設備 －

観察施設基礎 第11編３－12－３　四阿工（四
阿基礎） 187

観察施設設置 －

観察施設設備 －

売店基礎 第11編３－12－３　四阿工（四
阿基礎） 187

売店設置 －

売店設備 －

荷物預り所基礎 第11編３－12－３　四阿工（四
阿基礎） 187

荷物預り所設置 －

荷物預り所設備 －

第12節 建築施設組立設
置工

更衣室基礎 第11編３－12－３　四阿工（四
阿基礎） 187

更衣室設置 －

更衣室設備 －

便所基礎 第11編３－12－３　四阿工（四
阿基礎） 187

便所設置 －

便所設備 －

倉庫基礎 第11編３－12－３　四阿工（四
阿基礎） 187

倉庫設置 －

倉庫設備 －

自転車置場基礎 第11編３－12－３　四阿工（四
阿基礎） 187

自転車置場設置 －

自転車置場設備 －

－

第13節 施設仕上げ工 －

－

－

－

－

第14節 －

遊具移設 第11編１－10－３－１　移設工
（遊具移設） 165

小工作物移設 第11編１－10－３－２　移設工
（小工作物移設） 165

景石移設 －

－

－

公園施設等撤
去・移設工

３－12－７ 温室工

３－12－８ 観察施設工

３－12－９ 売店工

３－12－10 荷物預り所工

３－12－11 更衣室工

３－12－12 便所工

３－12－13 倉庫工

３－12－14 自転車置場工

３－12－15　建築施設修繕工

３－13－３　塗装仕上げ工

３－13－４　加工仕上げ工

３－13－５　左官仕上げ工

３－13－６　タイル仕上げ工

３－13－７　石仕上げ工

３－14－１　公園施設撤去工

３－14－２ 移設工

３－14－３　伐採工

３－14－４　発生土再利用工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

－

４－３－４ 1 下層路盤 188

2 上層路盤 188

中層 188

3 基層 188

4 クレー舗装 189

アンツーカー舗装 189

5 天然芝舗装 189

6 人工芝舗装 190

7
全天候型舗装（樹脂
系） 190

全天候型舗装（アス
ファルト系） 190

8
グラウンド・コート砂
舗装 191

グラウンド・コートダ
スト舗装 191

４－３－５ コンクリート縁石 192

舗装止め 192

見切材（仕切材） 192

内圏縁石 192

第４節 スタンド整備工 ４－４－３ スタンド擁壁工 スタンド擁壁 192

スタンドベンチ 192

現場打ベンチ 192

－

第５節 ダッグアウト基礎 193

ダッグアウト設置 －

ダッグアウト設備 －

スコアボード基礎 第11編４－５－３　ダッグアウ
ト工（ダッグアウト基礎） 193

スコアボード設置 －

スコアボード設備 －

バックネット基礎
193

バックネット設置 －

1 ファールポール 193

ポスト 193

ゴールポスト 193

支柱台 193

スポーツサークル 193

跳躍箱 193

踏切板 193

競技用砂場 －

センターガイド －

ピッチャープレート －

ホームベース －

塁ベース －

2 塁ベース基礎 194

グラウンド・
コート施設整備
工

４－５－３

第３節 ４－３－３舗装準備工

グラウンド・コート用
舗装工

４－４－４ ベンチ工

４－４－５　スタンド施設修繕工

グラウンド・コート縁
石工

グラウンド・
コート舗装工

ダッグアウト工

４－５－４ スコアボード工

４－５－５ バックネット工

第４章　グラウンド・コート整備

競技施設工４－５－６
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

第５節 －

－

４－５－11 高尺ネットフェンス 194

フェンス －

防球ネット －

－

第６節 －

遊具移設 第11編１－10－３－１　移設工
（遊具移設） 165

小工作物移設 第11編１－10－３－２　移設工
（小工作物移設） 165

景石移設 －

－

－

第２節 自然育成施設工 ５－２－３ 自然育成盛土工 蒔き出し 194

1 遮水・止水シート 195

たたき粘土 －

2 ごろた石積 195

崩れ積 195

3 砂・礫敷 195

遮水・止水シート 195

たたき粘土 －

水田土壌盛土 －

流入口 －

排出口 －

角落し －

角落し受枠 －

－

－

－

－

５－２－10 しがらみ柵工 しがらみ柵 196

グラウンド・コート柵
工

グラウンド・
コート施設整備
工

公園施設等撤
去・移設工

４－５－８ 審判台工 審判台

第５章　自然育成

第11編３－11－９　車止め工
（車止め・車止めポスト・車椅
子ゲート）

187

４－５－９ 掲揚ポール工 掲揚ポール 第11編３－11－９　車止め工
（車止め・車止めポスト・車椅
子ゲート）

187

４－５－７　スポーツポイント工

５－２－９　石積土堰堤工

４－５－10　衝撃吸収材工

４－５－12　グラウンド・コート施設修繕工

４－６－１　公園施設撤去工

４－６－２

４－６－４　発生土再利用工

５－２－４ 自然水路工

５－２－５ 水田工

５－２－６　ガレ山工

５－２－７　粗朶山工

５－２－８　カントリーヘッジ工

移設工

４－６－３　伐採工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

第２節 自然育成施設工 ５－２－11 自然育成型護岸工 天端コンクリート －

小口止コンクリート －

木杭 －

杭柵 －

連紫柵 －

粗朶法覆 －

玉石柳枝 －

栗石粗朶 －

柳枝 －

玉石階段 －

覆工(流用土) －

覆工(発生土) －

覆工(採取土) －

覆工(購入土) －

1 じゃかご 196

2 ふとんかご 196

3 階段ブロック積 196

魚巣ブロック積 196

4 石積 196

石張 196

雑割石張 196

5 かごマット 197

7 種子散布 197

公園張芝 197

公園筋芝 197

公園市松芝 197

５－２－12 保護柵工 保護柵 197

５－２－13 解説板工 解説板 197

－

－

1 現場打基礎 198

2 プレキャスト基礎 198

一本土台 －

片梯子土台 －

梯子土台 －

止杭一本土台 －

詰杭 －

木工沈床 198

改良沈床 198

粗朶沈床 198

袋詰玉石 198

吸出し防止材 198

粗朶単床 198

粗朶柵 198

５－２－14　自然育成施設修繕工

５－２－15作業土工

５－２－16 自然育成型護岸
基礎工

５－２－17 沈床工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁章、節

【第11編　公園編】

第２節 自然育成施設工 捨石 198

表面均し 198

吸出し防止材 198

じゃかご 第11編１－６－７－１かご工
（じゃかご） 161

ふとんかご 第11編１－６－７－２かご工
（ふとんかご） 161

植生かご －

－

－

５－２－22 杭出し水制工 杭出し水制 198

自然育成植栽工 －

－

－

－

遊具移設 第11編１－10－３－１　移設工
（遊具移設） 165

小工作物移設 第11編１－10－３－２　移設工
（小工作物移設） 165

景石移設 －

－

－

公園施設等撤
去・移設工

５－２－18 捨石工

５－２－19

第３節 ５－３－３　湿地移設工

５－３－４　水生植物植栽工

５－３－５　林地育成工

第４節 ５－４－１　公園施設撤去工

５－４－２ 移設工

５－４－３　伐採工

５－４－４　発生土再利用工

かご工

５－２－20　元付工

５－２－21　牛・枠工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

第３節 開削工 １－３ 管布設 自然流下管 199

第５節 立坑・人孔築造工 １－５ 標準マンホール工 199

マンホール基礎工 199

第６節 推進工 １－６ 推進工 200

第７節 シールド工 １－７－３ 一次覆工 200

１－７－５ 二次覆工 200

１－７ シールド制作 201

セグメント制作(鋼製) 202

ポンプ処理場 池・槽の主要構造物 202

章、節

【第12編　下水道編】

第１章　下水道工事
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

第１節 浚渫工 １－１－２ 浚渫工 土砂、岩盤 203

第２節 床掘工 １－２－２ 床掘工 203

第１節 置換工 ２－１－３ 置換工 203

第２節 敷砂土・砕石マッ
ト工

２－２－３ 敷砂工
204

第３節 サンドドレーン
工・砕石ドレーン
工

２－３－３ サンドドレーン工

204

第４節 ペーパードレーン
工

２－４ ペーパードレーン工
－

第５節 載荷工 ２－５－３ 載荷工 204

第６節 サンドコンパク
ションパイル工

２－６－３ サンドコンパクション
パイル工 205

第７節 ロッドコンパク
ション（振動棒工
法）工

２－７ ロッドコンパクション
（振動棒工法）工 205

第８節 深層混合処理工 ２－８－７ 深層混合処理工 205

第１節 マット工 ３－１－４ 1 マット工 アスファルトマット 206

2 繊維系マット 206

3 合成樹脂系マット 206

4 ゴムマット 206

5 摩擦増大用マット 206

第１節 基礎工 ４－１－３ 基礎工 207

第２節 被覆及び根固め工 ４－２－３ 被覆及び根固め工 207

第３節 裏込め工 ４－３－３ 裏込め工 207

第１節 鋼杭工 ５－１－４ 鋼杭工 208

第２節 コンクリート杭工 ５－２－２ コンクリート杭工 208

第３節 ５－３－５ 1 矢板工 鋼矢板工 208

2 鋼管矢板工 209

第４節 コンクリート矢板
工

５－４－４ コンクリート矢板工
209

第１節 ケーソン製作 ８－１－３ ケーソン製作工 210

第６節 ケーソン据付工 ８－６－２ ケーソン掘付工 211

【第13編　港湾編】

章、節

第１章　浚渫及び床掘り

第２章　地盤改良

第３章　マット

第４章　捨石及び均し

第５章　杭及び矢板

第８章　ケーソン

鋼矢板工及び鋼管
矢板工
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

【第13編　港湾編】

章、節

第１節 ブロック工 ９－１－３ ブロック製作工 212

（方塊） 212

（L型ブロック） 212

（セルラーブロック） 212

（直立消波ブロック） 212

９－１－５ 据付工 213

（方塊） 213

（L型ブロック） 213

（セルラーブロック） 213

（直立消波ブロック） 213

第１節 中詰工 10－１－３ 中詰工 213

第２節 蓋コンクリート工 10－２－２ プレキャストコンク
リート 213

10－２－３ 場所打工コンクリート 213

第１節 上部コンクリート 11－１－３ 上部コンクリート 214

215

第１節 路床工 12－１－１ 路床工 215

第２節 路盤工 12－２－１ 1 路盤工 下層路盤工 215

2 上層路盤工（粒度調整
路盤工） 215

3 上層路盤工（セメント
安定処理工） 215

第３節 コンクリート舗装
工

12－３－１ コンクリート舗設
216

12－４－１ 1 舗設 基層工 216

2 表層工 216

12－５－２ 緑石工 217

12－５－３ 区画線工 217

12－５－４ 道路標識工 217

12－５－５ 防護柵工 217

第１節 係船柱工 13－１－５ 係船柱工 218

第２節 防舷材工 13－２－４ 防舷材工 218

第３節 車止め工 13－３－４ 車止め工 219

13－４－２ 電気防食 219

13－４－４ 被覆防食 219

15－１－６ 盛土工 220

15－１－７ 掘削工（浚渫は除く） 220

15－１－８ 法面工 220

第１節 埋立工及び裏埋工 16－１－３ 埋立、裏埋工 220

第９章　コンクリートブロック

第10章　中詰

第11章　上部工

アスファルト舗装
工

第４節

第５節 道路付属工

第13章　付属工

第12章　舗装工
※臨港道路等は一般舗装工に準ずる

第４節 防食工

第15章　土工

第１節 土工

第16章　埋立及び裏埋
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条 枝番 工種 種別 準用する出来形管理基準 頁

第６節 管路土工（開削） １－６－１ 管路土工 鋳鉄管・ポリエチレン
管、給水管 221

第10節 鋳鉄管布設工 １－10－２ 管布設 鋳鉄管 221

第11節 ポリエチレン管布
設工

１－11－２ 管布設 ポリエチレン管
221

【第15編　水道編】

章、節

第１章　水道工事

－58－

出来形管理基準及び規格値



単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

設
計

値
以

上

１ 共 通 編

３ ４
１ 共 通 編

２ 土 工

-
1
0
0

ℓ
＜

５
ｍ

-
1
0
0

1
施

工
箇

所
毎

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
基

準
高

は
掘

削
部

の
両

端
で

測
定

。

-
5
0

基
　

準
　

高
　

▽

ℓ
≧

５
ｍ

±
5
0

２ 土 工

３ 河 川 ・ 海 岸 ・ 砂 防 土 工 ３ 河 川 ・ 海 岸 ・ 砂 防 土 工

-
5
0

-
1
0
0

-
5
0

-
1
0
0

法
長

－
２

％

-
1
0
0

-
2
0
0

法
長

－
４

％

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
基

準
高

は
各

法
肩

で
測

定
。

法
長

ℓ

盛
土

工
基

　
準

　
高

　
▽

盛
土

補
強

工

（
補

強
土

（
テ

ー
ル

ア
ル

メ
）

壁
工

法
）

（
多

数
ア

ン
カ

ー
式

補
強

土
工

法
）

（
ジ

オ
テ

キ
ス

タ
イ

ル
を

用
い

た
補

強
土

工
法

）

勾
　

　
　

配
　

Ｎ

控
　

え
　

長
　

さ

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

１ 共 通 編

２ 土 工

３ 河 川 ・ 海 岸 ・ 砂 防 土 工

ℓ
＜

５
ｍ

ℓ
≧

５
ｍ

延
　

　
　

長
　

Ｌ

基
　

準
　

高
　

▽
２

掘
削

工

法
長

ℓ

1
施

工
箇

所
毎

測
　

定
　

項
　

目

幅
　

　
　

　
　

ｗ

勾
　

　
　

配
　

Ｎ

-
0
.
5
分

-
0
.
5
分

延
　

　
　

長
　

Ｌ

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準

幅
　

ｗ
1
，

ｗ
2

 

ｔ

出来形管理基準及び規格値

－59－



単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

幅
は

、
施

工
延

長
4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
厚

さ
は

、
施

工
延

長
2
0
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

、
2
0
0
ｍ

以
下

は
２

箇
所

、
中

央
で

測
定

。

-
0
.
5
分

-
1
0
0

±
5
0

法
長

－
４

％

-
1
0
0

法
長

－
２

％

-
1
0
0

-
0
.
5
分

1
施

工
箇

所
毎

-
1
0
0

ｔ
＜

1
5
c
m

-
5
0

※
－

3
0

基
　

準
　

高
　

▽

ℓ
＜

５
ｍ

法
長

ℓ

延
　

　
　

長
　

Ｌ

１ 共 通 編

法
面

整
形

工

（
盛

土
部

）

１ 共 通 編

２

２ 土 工

１ 共 通 編

２ 土 工

４ 道 路 土 工３ 河 川 ・ 海 岸 ・ 砂 防 土 工

幅
　

　
　

　
　

ｗ

ｔ
≧

1
5
c
m

-
2
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

、
法

の
中

央
で

測
定

。
※

土
羽

打
ち

の
あ

る
場

合
に

適
用

。

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
基

準
高

は
、

道
路

中
心

線
及

び
端

部
で

測
定

。

掘
削

工

幅
　

　
　

　
　

ｗ

勾
　

　
　

配
　

Ｎ

ℓ
≧

５
ｍ

２ 土 工

３ 河 川 ・ 海 岸 ・ 砂 防 土 工

５

勾
　

　
　

配
　

Ｎ

６
堤

防
天

端
工

厚
さ

ｔ

ℓ
≧

５
ｍ

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

法
長

ℓ
ℓ
＜

５
ｍ

-
2
5

ｔ

ｔ
ｔ

ｗ

ｔ

ｗ

ℓ

ℓ

出来形管理基準及び規格値

－60－



単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

Ｄ
：

ｎ
本

間
の

延
長

ｎ
：

1
0
本

程
度

と
す

る
φ

：
鉄

筋
径

工
事

の
規

模
に

応
じ

て
、

１
リ

フ
ト

、
１

ロ
ッ

ト
当

た
り

に
対

し
て

各
面

で
一

箇
所

以
上

測
定

す
る

。
最

小
か

ぶ
り

は
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

標
準

示
方

書
（

設
計

編
1
3
.
2
）

参
照

。
但

し
、

道
路

橋
仕

方
書

の
適

用
を

受
け

る
橋

に
つ

い
て

は
、

道
路

橋
仕

方
書

(
Ⅲ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
編

6
.
6
)

に
よ

る
。

 注
1
）

重
要

構
造

物
か

つ
主

鉄
筋

に
つ

い
て

適
用

す
る

。
注

2
）

橋
梁

コ
ン

ク
リ

ー
ト

床
版

桁
（

Ｐ
Ｃ

橋
含

む
）

の
鉄

筋
に

つ
い

て
は

、
第

３
編

２
－

1
8
－

２
床

版
工

を
適

用
す

る
。

注
3
）

新
設

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

（
橋

梁
上

・
下

部
工

お
よ

び
重

要
構

造
物

で
あ

る
内

空
断

面
積

2
5
㎡

以
上

の
ボ

ッ
ク

ス
カ

ル
バ

ー
ト

（
工

場
製

作
の

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

製
品

は
全

て
の

工
種

に
お

い
て

対
象

外
）

）
の

鉄
筋

の
配

筋
状

況
及

び
か

ぶ
り

に
つ

い
て

は
、

「
非

破
壊

試
験

に
よ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

中
の

配
筋

状
態

及
び

か
ぶ

り
測

定
要

領
（

案
）

」
も

併
せ

て
適

用
す

る
。

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
法

の
中

央
で

測
定

。
※

土
羽

打
ち

の
あ

る
場

合
に

適
用

。

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
基

準
高

は
、

道
路

中
心

線
及

び
端

部
で

測
定

。

-
1
0
0

1
施

工
箇

所
毎

±
5
0

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

-
1
0
0

-
1
0
0

ℓ
＜

５
ｍ

基
　

準
　

高
　

▽

法
長

ℓ
ℓ
≧

５
ｍ

路
体

盛
土

工
路

床
盛

土
工

４ 道 路 土 工

５

組
立

て

１ 共 通 編

２ 土 工

１ 共 通 編

３ 無 筋 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト

７ 鉄 筋 工

４３ ４

幅
　

　
　

ｗ
1
,
ｗ

2

法
面

整
形

工

（
盛

土
部

）

延
　

　
　

長
　

Ｌ

１ 共 通 編

２ 土 工

４ 道 路 土 工

-
1
0
0

ℓ
＜

５
ｍ

平
均

間
隔

ｄ

※
－

3
0

-
0
.
5
分

±
φ

か
ぶ

り
ｔ

±
φ

か
つ

最
小

か
ぶ

り
以

上

法
長

－
２

％

法
長

－
２

％
法

長
ℓ

勾
　

　
　

配
　

Ｎ

ℓ
≧

５
ｍ

勾
　

　
　

配
　

Ｎ

-
0
.
5
分

 

1



nD

d

ｔ

Ｄ

ｔ

ｔ
ｔ
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

傾
　

　
　

　
　

斜

1
施

工
箇

所
毎

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

４

基
礎

幅
ｗ

（
Ｄ

）
-
3
0

 
高

さ
　

ｈ
-
3
0

１
箇

所
／

１
基

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

３ 共 通 的 工 種

６
小

型
標

識
工

縁
石

工

（
縁

石
・

ア
ス

カ
ー

ブ
）

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

５

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

変
　

　
　

位
　

ℓ

矢
板

工
〔

指
定

仮
設

・
任

意
仮

設
は

除
く

〕

（
鋼

矢
板

）
（

軽
量

鋼
矢

板
）

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
矢

板
）

（
広

幅
鋼

矢
板

）
（

可
と

う
鋼

矢
板

）

延
　

　
　

長
　

Ｌ

基
　

準
　

高
　

▽

根
　

　
入

　
　

長
設

計
値

以
上

延
　

長
-
5
0

基
準

高
は

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5

ｍ
の

場
合

は
5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
変

位
は

、
施

工
延

長
2
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5

ｍ
の

場
合

は
2
5
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

2
0
ｍ

（
又

は
2
5
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

1
0
0

１
％

-
1
0
0

基
礎

１
基

毎

-
2
0
0

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

設
 
置

 
高

 
さ

 
Ｈ

設
計

値
以

上

±
5
0

Ｌ
＜

1
0
ｍ

-
2
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

Ｈ

ｗ
(
Ｄ

)

ｈ

ℓ

ℓ
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

-
3
0

-
1
0
0

＋
3
0

－
2
0

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

-
3
0

１
箇

所
／

１
基

礎
毎

２

３ 土 木 工 事 共 通 編

路
側

防
護

柵
工

（
ガ

ー
ド

レ
ー

ル
）

延
　

長
Ｌ

ケ
ー

ブ
ル

取
付

高
 
Ｈ

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

８

高
　

さ
ｈ

-
3
0

ビ
ー

ム
取

付
高

 
Ｈ

＋
3
0

－
2
0

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

基
礎

幅 ｗ
-
3
0

路
側

防
護

柵
工

（
ガ

ー
ド

ケ
ー

ブ
ル

）
基

礎

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

７
防

止
柵

工

（
立

入
防

止
柵

）
（

転
落

（
横

断
）

防
止

柵
）

（
車

止
め

ポ
ス

ト
）

基
礎

幅 ｗ

-
3
0

＋
3
0

－
2
0

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

幅 ｗ

高
　

さ
ｈ

パ
イ

プ
取

付
高

 
Ｈ

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

８
１

単
独

基
礎

1
0
基

に
つ

き
１

基
、

1
0
基

以
下

の
も

の
は

２
基

測
定

。
測

定
箇

所
は

１
基

に
つ

き
１

箇
所

測
定

。

１
箇

所
／

施
工

延
長

4
0
ｍ

4
0
ｍ

以
下

の
も

の
は

、
２

箇
所

／
１

施
工

箇
所

。

高
　

さ
ｈ

-
3
0

ｗ

Ｈ

ｈ Ｈ

ｗ

ｈ

ｈ

ｗ
Ｌ

Ｈ
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

横
方

向
の

曲
が

り
δ

2
±

1
0

３ 共 通 的 工 種

1
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

1
2

１

３ 共 通 的 工 種

1
1

桁
長

　
Ｌ

（
ｍ

）
プ

レ
テ

ン
シ

ョ
ン

桁
製

作
工

（
購

入
工

）

（
け

た
橋

）

橋
 
桁

 
の

 
そ

 
り

δ
1

±
Ｌ

／
1
0
0
0

±
５

鋼
道

路
橋

塗
装

・
防

食
便

覧
Ⅱ

-
7
4

「
表

-
Ⅱ

.
5
.
5
各

塗
料

の
標

準
使

用
量

と
標

準
膜

厚
」

の
標

準
使

用
量

以
上

。

１
箇

所
／

1
0
本

1
0
本

以
下

の
場

合
は

、
２

箇
所

測
定

。

断
面

の
外

形
寸

法

±
８

桁
全

数
に

つ
い

て
測

定
。

橋
桁

の
そ

り
は

中
央

の
値

と
す

る
。

な
お

、
J
I
S
マ

ー
ク

表
示

品
を

使
用

す
る

場
合

は
、

製
造

工
場

の
発

行
す

る
J
I
S
に

基
づ

く
試

験
成

績
表

に
替

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

±
3
0

コ
ン

ク
リ

ー
ト

面
塗

装
工

各
線

種
毎

に
、

１
箇

所
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
に

よ
り

測
定

。

道
路

付
属

物
工

（
視

線
誘

導
標

）
（

距
離

標
）

高
　

さ
　

ｈ

設
計

値
以

上
厚

　
さ

　
ｔ

（
溶

融
式

の
み

）

塗
装

系
ご

と
の

塗
装

面
積

を
算

出
・

照
査

し
て

、
各

塗
料

の
必

要
量

を
求

め
、

塗
付

作
業

の
開

始
前

に
搬

入
量

（
充

缶
数

）
と

、
塗

付
作

業
終

了
時

に
使

用
量

（
空

缶
数

）
を

確
認

し
、

各
々

必
要

量
以

上
で

あ
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

１
ロ

ッ
ト

の
大

き
さ

は
5
0
0
㎡

と
す

る
。

塗
 料

 使
 
用

 
量

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

９

設
計

値
以

上
幅

　
　

　
ｗ

区
画

線
工

ｈ

Ｌ δ
1
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

ℓ
＜

1
5
…

±
1
0

ℓ
≧

1
5
…

 
 
±

（
ℓ
－

５
）

か
つ

－
3
0
m
m
以

内

桁
全

数
に

つ
い

て
測

定
。

横
方

向
タ

ワ
ミ

の
測

定
は

、
プ

レ
ス

ト
レ

ッ
シ

ン
グ

後
に

測
定

。
桁

断
面

寸
法

測
定

箇
所

は
、

両
端

部
、

中
央

部
の

３
箇

所
と

す
る

ℓ
：

支
間

長
（

ｍ
）

桁
全

数
に

つ
い

て
測

定
。

橋
桁

の
そ

り
は

中
央

の
値

と
す

る
。

な
お

、
J
I
S
マ

ー
ク

表
示

品
を

使
用

す
る

場
合

は
、

製
造

工
場

の
発

行
す

る
J
I
S
に

基
づ

く
試

験
成

績
表

に
替

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

±
８

±
1
0

+
1
0

-
5

0
.
8
ℓ

桁
　

　
　

長
　

ℓ
―

桁
　

　
長

　
ℓ

支
　

間
　

長

0
.
8
ℓ

桁
全

数
に

つ
い

て
測

定
。

桁
断

面
寸

法
測

定
箇

所
は

、
図

面
の

寸
法

表
示

箇
所

で
測

定
。

３ 共 通 的 工 種

1
4

ℓ
＜

1
5
…

±
1
0

ℓ
≧

1
5
…

 
 
±

（
ℓ
－

５
）

か
つ

－
3
0
m
m
以

内

横
方

向
最

大
タ

ワ
ミ

２
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
セ

グ
メ

ン
ト

主
桁

組
立

工

橋
 
桁

 
の

 
そ

 
り

δ
1

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

１
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
セ

グ
メ

ン
ト

桁
製

作
工

（
購

入
工

）
３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

1
4

横
方

向
の

曲
が

り
δ

2

幅
（

上
）

ｗ
1

横
方

向
最

大
タ

ワ
ミ

桁
　

　
長

　
ℓ

支
　

間
　

長

高
　

　
さ

　
ｈ

桁
全

数
に

つ
い

て
測

定
。

横
方

向
タ

ワ
ミ

の
測

定
は

、
プ

レ
ス

ト
レ

ッ
シ

ン
グ

後
に

測
定

。
桁

断
面

寸
法

測
定

箇
所

は
、

両
端

部
、

中
央

部
の

３
箇

所
と

す
る

。
な

お
、

J
I
S
マ

ー
ク

表
示

品
を

使
用

す
る

場
合

は
、

製
造

工
場

の
発

行
す

る
J
I
S
に

基
づ

く
試

験
成

績
表

に
替

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
ℓ
：

支
間

長
（

ｍ
）

+
1
0

-
5

ポ
ス

ト
テ

ン
シ

ョ
ン

桁
製

作
工

３ 共 通 的 工 種

1
3

幅
（

下
）

ｗ
2

±
５

断
面

の
外

形
寸

法

桁
長

　
Ｌ

（
ｍ

）

２
プ

レ
テ

ン
シ

ョ
ン

桁
製

作
工

（
購

入
工

）

（
ス

ラ
ブ

桁
）

±
５

±
1
0
…

 
 
 
 
 
 
Ｌ

≦
1
0
m

±
Ｌ

/
1
0
0
0
…

 
 
 
 
 
 
Ｌ

＞
1
0
m

断
面

の
外

形
寸

法
（

m
m
）

―

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

1
2

Ｌ δ
1

ｗ
2

ｗ
1

ｈ
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

±
５

ℓ
＜

1
5
…

±
1
0

ℓ
≧

1
5
…

 
 
±

（
ℓ
－

５
）

か
つ

－
3
0
m
m
以

内

－
５

～
＋

3
0

±
2
0

１

－
５

～
＋

3
0

幅
（

下
）

　
ｗ

2
－

５
～

＋
3
0

内
 
空

 
幅

　
ｗ

3
±

５

高
　

　
 
さ

　
ｈ

1

桁
全

数
に

つ
い

て
測

定
。

桁
断

面
寸

法
測

定
箇

所
は

、
両

端
部

、
中

央
部

の
３

箇
所

と
す

る
。

※
鉄

筋
の

出
来

形
管

理
基

準
に

つ
い

て
は

、
第

３
編

２
－

1
8
－

２
床

版
工

に
準

ず
る

。

ℓ
：

桁
長

（
ｍ

）

－
５

～
＋

3
0

+
1
0

-
5

内
空

高
さ

　
ｈ

2
+
1
0

-
5

桁
　

　
長

　
ℓ

ℓ
＜

1
5
…

±
1
0

ℓ
≧

1
5
…

 
 
±

（
ℓ
－

５
）

か
つ

－
3
0
m
m
以

内

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

1
6

２
Ｐ

Ｃ
押

出
し

箱
桁

製
作

工
幅

（
上

）
　

ｗ
1

高
　

　
さ

 
　

ｈ
1

+
1
0

-
5

内
空

高
さ

 
　

ｈ
2

+
1
0

-
5

桁
　

　
長

　
ℓ

桁
全

数
に

つ
い

て
測

定
。

基
準

高
は

、
１

径
間

当
た

り
２

箇
所

（
支

点
付

近
）

で
１

箇
所

当
た

り
両

端
と

中
央

部
の

３
点

、
幅

及
び

高
さ

は
１

径
間

当
た

り
両

端
と

中
央

部
の

３
箇

所
。

※
鉄

筋
の

出
来

形
管

理
基

準
に

つ
い

て
は

、
第

３
編

２
－

1
8
－

２
床

版
工

に
準

ず
る

。

ℓ
：

桁
長

（
ｍ

）

幅
（

上
）

 
　

ｗ
1

内
 
空

 
幅

 
　

ｗ
3

幅
　

　
ｗ

1
，

ｗ
2

－
５

～
＋

3
0

厚
　

　
　

さ
　

ｔ
－

1
0
～

＋
2
0

桁
全

数
に

つ
い

て
測

定
。

基
準

高
は

、
１

径
間

当
た

り
２

箇
所

（
支

点
付

近
）

で
１

箇
所

当
た

り
両

端
と

中
央

部
の

３
点

、
幅

及
び

厚
さ

は
１

径
間

当
た

り
両

端
と

中
央

部
の

３
箇

所
。

※
鉄

筋
の

出
来

形
管

理
基

準
に

つ
い

て
は

、
第

３
編

２
－

1
8
－

２
床

版
工

に
準

ず
る

。

ℓ
：

桁
長

（
ｍ

）

±
2
0

ℓ
＜

1
5
…

±
1
0

ℓ
≧

1
5
…

 
 
±

（
ℓ
－

５
）

か
つ

－
3
0
m
m
以

内

基
　

準
　

高
　

▽

Ｐ
Ｃ

箱
桁

製
作

工

幅
（

下
）

 
　

ｗ
2

基
　

準
　

高
　

▽

Ｐ
Ｃ

ホ
ロ

ー
ス

ラ
ブ

製
作

工

桁
　

　
長

　
ℓ

３ 土 木 工 事 共 通 編３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

1
5

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

1
6

ｗ
2

ｗ
1

ｔ

ｗ
2

ｗ
1

ｗ
3

ｈ
2

ｈ
1

ｗ
2

ｗ
1

ｗ
3

ｈ
2

ｈ
1
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

-
2
0
0

-
2
0

－
ｔ

/
２

－
ｔ

/
２

－
2
0
0

±
ｔ

/
２

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

1
7

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工
延

　
　

　
長

　
Ｌ

沈
床

工

捨
石

工
３ 共 通 的 工 種

1
9

基
　

準
　

高
　

▽
-
1
0
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ
-
1
0
0

３ 共 通 的 工 種

1
8

基
　

準
　

高
　

▽
±

1
5
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ
±

3
0
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ
-
2
0
0

幅
、

厚
さ

は
4
0
個

に
つ

き
１

箇
所

測
定

。

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

１
組

毎

１
施

工
箇

所
毎

層
　

　
　

　
積

乱
　

　
　

　
積

層
　

　
　

　
積

幅 ｗ
1

ｗ
2

乱
　

　
　

　
積

延
長

Ｌ
1

Ｌ
2

-
2
0

基 準 高 ▽

±
1
0
0

層
　

　
　

　
積

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

乱
　

　
　

　
積

根
固

め
ブ

ロ
ッ

ク
工

Ｌ ｔ

2

2

Ｌ
1

ｗ

ｗ
1

ｗ

ｗ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

両
端

及
び

中
央

部
付

近
を

測
定

。

１
回

／
１

施
工

箇
所

据
付

け
高

さ

車
線

方
向

各
点

誤
差

の
相

対
差

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

2
4

２

表
 
面

 
の

 
凹

 
凸

歯
型

板
面

の
歯

咬
み

合
い

部
の

高
低

差

仕
 
上

 
げ

 
高

 
さ

縦
方

向
間

隔
Ｗ

１

横
方

向
間

隔
Ｗ

２

伸
縮

装
置

工

（
鋼

製
フ

ィ
ン

ガ
ー

ジ
ョ

イ
ン

ト
）

高
さ

±
５

舗
装

面
に

対
し

０
～

－
２

±
３

高
さ

に
つ

い
て

は
車

道
端

部
、

中
央

部
各

３
点

計
９

点
。

縦
方

向
及

び
横

方
向

間
隔

は
両

端
、

中
央

部
の

計
３

点
。

3 3 2

±
２

１
伸

縮
装

置
工

（
ゴ

ム
ジ

ョ
イ

ン
ト

）

表
 
面

 
の

 
凹

 
凸

3

仕
 
上

 
げ

 
高

 
さ

舗
装

面
に

対
し

０
～

－
２

据
 
付

 
け

 
高

 
さ

舗
装

面
に

対
し

０
～

－
２

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

2
4

-
3
0

３ 共 通 的 工 種

2
2

階
段

工

高
　

　
　

さ
　

ｈ
-
3
0

長
　

　
　

さ
　

Ｌ
-
3
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ

段
　

　
　

　
　

数
±

０
段

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

ｗｈ

Ｌ

高
さ

舗
装

面

W
1

W
2

Ｃ

Ａ Ｂ

高
さ

舗
装

面
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
施

工
箇

所
毎

３ 共 通 的 工 種

2
7

羽
口

工

（
じ

ゃ
か

ご
）

１

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

2
6

２
多

自
然

型
護

岸
工

（
か

ご
マ

ッ
ト

）

法
長

ℓ

延
　

長

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

-
2
0

-
1
0
0

-
5
0

ℓ
≧

３
ｍ

1
施

工
箇

所
毎

Ｌ
＜

1
0
ｍ

法
長

ℓ
ℓ
＜

３
ｍ

ℓ
≧

３
ｍ

-
5
0

ℓ
＜

３
ｍ

延
　

長

厚
　

　
　

さ
　

ｔ
－

0
.
2
ｔ

±
5
0
0

延
　

長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
ｍ

-
2
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
法

　
　

　
長

　
ℓ

-
2
0
0

-
2
0

-
1
0
0

1
施

工
箇

所
毎

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
5
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

１
３ 土 木 工 事 共 通 編

2
6

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

多
自

然
型

護
岸

工

（
巨

石
張

り
、

巨
石

積
み

）

基
　

準
　

高
　

▽

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

-
5
0

-
1
0
0

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
1
0
0

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
5
0

-
5
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

-
1
0
0

ℓ

ｔ
ℓ

ｔ
ℓ
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

2
7

２
羽

口
工

（
ふ

と
ん

か
ご

、
か

ご
枠

）

1
施

工
箇

所
毎

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

施
工

延
長

4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

３ 共 通 的 工 種

±
3
0

-
5
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

側
溝

工

（
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
Ｕ

型
側

溝
）

（
Ｌ

型
側

溝
工

）
（

自
由

勾
配

側
溝

）
（

管
渠

）

１

基
　

準
　

高
　

▽

Ｌ
＜

1
0
ｍ

-
1
0
0

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

2
9

※
幅

　
　

　
　

ｗ

※
高

　
　

さ
　

ｈ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
2
0

延
　

長

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

基
　

準
　

高
　

▽

延
　

長

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
ｍ

2
8

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

カ
ル

バ
ー

ト
工

（
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
ボ

ッ
ク

ス
工

）
（

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

パ
イ

プ
工

）

-
5
0

-
1
0
0

-
2
0

-
5
0

-
3
0

-
1
0
0

延
　

長
Ｌ

1
 
､
Ｌ

2

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

施
工

延
長

4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
※

印
は

、
現

場
打

部
分

の
あ

る
場

合
。

-
5
0

1
施

工
箇

所
毎

1
施

工
箇

所
毎

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
高

　
　

　
さ

　
ｈ

Ｌ
＜

1
0
ｍ

-
2
0

-
1
0
0

±
3
0

ｈ

Ｌ
2

Ｌ
1

ｈ
ｗ

ｗ

ｈ

Ｌ
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m
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編
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節
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枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

集
水

桝
工

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

延
　

長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

基
　

準
　

高
　

▽

※
幅

　
　

ｗ
1
，

ｗ
2

※
厚

さ
　

ｔ
1
～

ｔ
5

-
2
0

※
高

さ
　

ｈ
1
，

ｈ
2

-
3
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

3
0

2
9

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

に
つ

き
２

箇
所

。

側
溝

工

（
暗

渠
工

）

深
　

　
　

さ
　

ｈ
-
3
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

±
3
0

-
2
0

幅
　

　
ｗ

1
，

ｗ
2

-
5
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

-
1
0
0

３

１
箇

所
毎

※
は

、
現

場
打

部
分

の
あ

る
場

合
±

3
0

-
5
0

1
施

工
箇

所
毎

-
3
0

基
　

準
　

高
　

▽

-
1
0
0

2
9

２

幅
　

　
　

　
　

ｗ

側
溝

工

（
場

所
打

水
路

工
）

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

延
　

長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

-
3
0

基
　

準
　

高
　

▽
施

工
延

長
4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

施
工

延
長

4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

1
施

工
箇

所
毎

-
3
0

±
3
0

厚
 
さ

　
ｔ

1
，

ｔ
2

-
2
0

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
5
0

-
2
0

高
 
さ

　
ｈ

1
，

ｈ
2

ｔ
1

ｔ
2

ｗ

2
ｈ

ｈ
1

2
ｗｗ

1

ｈ

ｗ

ｈ2

2

ｔ

ｗ
1

1

ｔ
5

ｔ
2

ｔ
3

ｔ
4 1

ｈ
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m
m

編
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条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３ 共 通 的 工 種

3
1

現
場

塗
装

工

１
基

礎
工

（
護

岸
）

（
現

場
打

）

基
　

準
　

高
　

▽

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
5
0

延
　

長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

-
3
0

-
1
0
0

各
構

造
物

の
規

格
値

に
よ

る

高
　

　
　

さ
　

ｈ

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

1
施

工
箇

所
毎

±
3
0

-
2
0

-
3
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

４ 基 礎 工

３

４ 基 礎 工

１
施

工
延

長
4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

幅
　

　
　

　
　

ｗ

厚
さ

 
 
ｔ

1
 
 
,
 
ｔ

2

延
　

　
　

長
　

Ｌ

一
般

事
項

（
切

込
砂

利
）

（
砕

石
基

礎
工

）
（

割
ぐ

り
石

基
礎

工
）

（
均

し
コ

ン
ク

リ
ー

ト
）

設
計

値
以

上

ａ
．

ロ
ッ

ト
の

塗
膜

厚
平

均
値

は
、

目
標

塗
膜

厚
合

計
値

の
9
0
％

以
上

。
ｂ

．
測

定
値

の
最

小
値

は
、

目
標

塗
膜

厚
合

計
値

の
7
0
％

以
上

。
ｃ

．
測

定
値

の
分

布
の

標
準

偏
差

は
、

目
標

塗
膜

厚
合

計
値

の
2
0
％

を
超

え
な

い
。

た
だ

し
、

測
定

値
の

平
均

値
が

目
標

塗
膜

厚
合

計
値

よ
り

大
き

い
場

合
は

こ
の

限
り

で
は

な
い

。

塗
装

終
了

時
に

測
定

。
１

ロ
ッ

ト
の

大
き

さ
は

5
0
0
㎡

と
す

る
。

１
ロ

ッ
ト

当
た

り
の

測
定

数
は

2
5
点

と
し

、
各

点
の

測
定

は
５

回
行

い
、

そ
の

平
均

値
を

そ
の

点
の

測
定

値
と

す
る

。

塗
　

　
膜

　
　

厚

-
3
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ

t

w

t
2 1

ｗ

ｈ

出来形管理基準及び規格値

－72－



単
位

：
m
m

編
章

節
条
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工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

全
数

に
つ

い
て

杭
中

心
で

測
定

。

設
計

値
以

上

既
製

杭
工

（
鋼

管
ソ

イ
ル

セ
メ

ン
ト

杭
）

根
　

　
入

　
　

長

設
計

値
以

上

偏
　

心
　

量
　

ｄ

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

４ 基 礎 工

３

d
=

1
/
1
0
0
以

内

±
5
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

４ 基 礎 工

４

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

４ 基 礎 工

４
２

既
製

杭
工

（
既

製
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

）
（

鋼
管

杭
）

（
Ｈ

鋼
杭

）

１

傾
　

　
　

　
　

斜

杭
　

　
径

　
　

Ｄ

基
　

準
　

高
　

▽

偏
　

心
　

量
　

ｄ

基
　

準
　

高
　

▽

-
1
0
0

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

２
基

礎
工

（
護

岸
）

（
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
）

Ｌ
＜

1
0
ｍ

延
　

長

全
数

に
つ

い
て

杭
中

心
で

測
定

。

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

基
　

準
　

高
　

▽

1
/
1
0
0
以

内

Ｄ
/
４

以
内

か
つ

1
0
0
以

内

1
施

工
箇

所
毎

-
5
0

±
3
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

d
=

傾
　

　
　

　
　

斜

-
2
0

1
0
0
以

内

±
5
0

設
計

値
以

上
根

　
　

入
　

　
長

DD

2
2 ＋

ｙ
ｘ

ｘ

ｄ

根 入 長

ｙ

2
2 ＋

ｙ
ｘ

ｘ

ｄ

根 入 長

ｙ
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編
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条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

オ
ー

プ
ン

ケ
ー

ソ
ン

基
礎

工

-
2
0

偏
　

心
　

量
　

ｄ
3
0
0
以

内

±
1
0
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

４ 基 礎 工

７

ケ
ー

ソ
ン

の
長

さ
ℓ

-
5
0

ケ
ー

ソ
ン

の
幅

　
ｗ

-
5
0

ケ
ー

ソ
ン

の
高

さ
ｈ

ケ
ー

ソ
ン

の
壁

厚
ｔ

根
　

　
入

　
　

長
設

計
値

以
上

偏
　

心
　

量
　

ｄ
1
5
0
以

内

傾
　

　
　

　
　

斜
1
/
5
0
以

内

ｄ
＝

深
礎

工
全

数
に

つ
い

て
杭

中
心

で
測

定
。

ｄ
＝

壁
厚

、
幅

、
高

さ
、

長
さ

、
偏

心
量

に
つ

い
て

は
各

打
設

ロ
ッ

ト
ご

と
に

測
定

。
基

　
準

　
高

　
▽

-
1
0
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

４ 基 礎 工

６
±

5
0

基
　

準
　

高
　

▽

傾
　

　
　

　
　

斜

基
　

準
　

高
　

▽
３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

４ 基 礎 工

５
全

数
に

つ
い

て
杭

中
心

で
測

定
。

根
　

　
入

　
　

長

偏
　

心
　

量
　

ｄ

場
所

打
杭

工

杭
　

　
径

　
　

Ｄ

d
=

設
計

値
以

上

1
/
1
0
0
以

内

{
設

計
径

（
公

称
径

）
-
3
0
}
以

上

1
0
0
以

内

±
5
0

D

2
2 ＋

ｙ
ｘ

ｘ

ｄ

根 入 長

ｙ

2
2 ＋

ｙ
ｘ

ｘ

ｄ

根 入 長

ｙ

2
2 ＋

ｙ
ｘ

ｈ
ｔ

ｔ
ｔ

ｔ
ｔ

ｔ

ｙ

ｘ

ｄ

ｗ
ℓ
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

-
2
0

3
0
0
以

内

勾
　

　
　

配
　

Ｎ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

工 （
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
積

）
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

張
り

）

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

５ 石 ・ ブ ロ ッ ク 積 （ 張 ） 工

３
３ 土 木 工 事 共 通 編

-
5
0

-
0
.
5
分

-
2
0

ニ
ュ

ー
マ

チ
ッ

ク
ケ

ー
ソ

ン
基

礎
工

基
　

準
　

高
　

▽

厚
さ

（
裏

込
）

ｔ
2

延
　

長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

法
長

ℓ

厚
さ

（
ブ

ロ
ッ

ク
積

張
）

ｔ
1

±
1
0
0

壁
厚

、
幅

、
高

さ
、

長
さ

、
偏

心
量

に
つ

い
て

は
各

打
設

ロ
ッ

ト
ご

と
に

測
定

。
ｄ

＝

-
5
0

-
5
0

 

２ 一 般 施 工

基
準

高
は

、
全

数
を

測
定

。
偏

心
量

は
、

１
基

ご
と

に
測

定
。

ｄ
＝

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
厚

さ
は

上
端

部
及

び
下

端
部

の
２

箇
所

を
測

定
。

±
1
0
0

ケ
ー

ソ
ン

の
長

さ
ℓ

基
　

準
　

高
　

▽

ℓ
＜

３
ｍ

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

４ 基 礎 工

９

3
0
0
以

内

鋼
管

矢
板

基
礎

工

-
1
0
0

基
　

準
　

高
　

▽

ケ
ー

ソ
ン

の
高

さ
ｈ

-
1
0
0

設
計

値
以

上

偏
　

心
　

量
　

ｄ

根
　

　
入

　
　

長

偏
　

心
　

量
　

ｄ

-
1
0
0

-
5
0

ケ
ー

ソ
ン

の
幅

　
ｗ

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

ケ
ー

ソ
ン

の
壁

厚
ｔ

-
5
0

４ 基 礎 工

８

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
5
0

±
5
0

１

ℓ
≧

３
ｍ

2
2 ＋

ｙ
ｘ

ｘ
ｄ

ｙ

2
2 ＋

ｙ
ｘ

ｈ
ｔ

ｔ

ｔ
ｔ

ｔ
ｔ

ｗ

ｙ

ｘ

ｄ

ℓ
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m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

-
1
0
0

-
2
0

基
　

準
　

高
　

▽

３ 土 木 工 事 共 通 編

基
　

準
　

高
　

▽

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

勾
　

　
　

配
　

Ｎ

-
1
0
0

-
1
0
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

±
5
0

-
0
.
5
分

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
ｍ

±
5
0

法
　

　
　

長
　

ℓ

-
1
0
0

Ｌ
＜

1
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

３
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
工 （

天
端

保
護

ブ
ロ

ッ
ク

）

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

２ 一 般 施 工

５ 石 ・ ブ ロ ッ ク 積 （ 張 ） 工

３
２

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

工 （
連

節
ブ

ロ
ッ

ク
張

り
）

-
5
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

-
2
0

-
5
0

延
　

長
Ｌ

1
 
､
Ｌ

2

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

５ 石 ・ ブ ロ ッ ク 積 （ 張 ） 工

３

延
　

長

ｗ ｗ間
詰

か
ご

連
結

ブ
ロ

ッ
ク
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m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

-
0
.
5
分

厚
さ

（
裏

込
）

　
ｔ

2

法
長

ℓ
ℓ
＜

３
ｍ

-
5
0

ℓ
≧

３
ｍ

-
1
0
0

-
5
0

基
　

準
　

高
　

▽

-
1
0
0

-
5
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

-
5
0

-
1
0
0

-
1
0
0

-
5
0

石
積

（
張

）
工

厚
さ

（
石

積
・

張
）

ｔ
1

延
　

長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

勾
　

　
　

配
　

Ｎ

厚
さ

（
裏

込
）

　
　

ｔ
2

４

ℓ
＜

３
ｍ

緑
化

ブ
ロ

ッ
ク

工

延
　

長

基
　

準
　

高
　

▽

厚
さ

（
ブ

ロ
ッ

ク
）

ｔ
1

-
5
0

ℓ
≧

３
ｍ

-
5
0

勾
　

　
　

配
　

Ｎ

２ 一 般 施 工

５ 石 ・ ブ ロ ッ ク 積 （ 張 ） 工

-
0
.
5
分

-
5
0

着
前

測
量

を
実

施
し

既
設

構
造

物
（

下
層

路
盤

等
）

の
高

さ
を

確
認

す
る

こ
と

。

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

延
　

長

幅
　

　
　

　
　

ｗ

Ｌ
＜

1
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
厚

さ
は

上
端

部
及

び
下

端
部

の
２

箇
所

を
測

定
。

±
5
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

５ 石 ・ ブ ロ ッ ク 積 （ 張 ） 工

５

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

３ 土 木 工 事 共 通 編

±
5
0

法
長

ℓ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
ｍ

 

-
2
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
厚

さ
は

上
端

部
及

び
下

端
部

の
２

箇
所

を
測

定
。

-
2
0

幅
は

、
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
、

１
箇

所
の

割
と

し
測

定
す

る
。

-
1
0
0

-
2
5

-
2
0

-
5
0
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

±
3
0

±
3
0

Ｘ＿

3
～

±
1
5

Ｘ＿

3
-
6

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
1
0

Ｘ＿

7
～

-
1
5

-
5
0

-
5
0

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
5

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
6

Ｘ＿

7
～

-
8

-
5
0

-
5
0

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
5

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
6

Ｘ＿

7
～

-
8

-
5
0

-
5
0

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
3

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
4

Ｘ＿

7
～

-
5

-
5
0

-
5
0

Ｘ＿

3
～

-
2
0

測
定

項
目

幅

厚
　

　
さ

-
2
5

幅

基
準

高
▽

-
3
0

-
2
5

７

幅

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
､
掘

起
こ

し
て

測
定

｡
-
3
0

４

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
掘

起
こ

し
も

し
く

は
コ

ア
ー

に
よ

り
測

定
す

る
｡

工
　

　
　

　
　

種
編

章
節

条

厚
　

　
さ

-
1
5

２
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
工

（
上

層
路

盤
工

）
粒

度
調

整
路

盤
工

７
１

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
定

値
の

平
均

Ｘ＿

ｎ

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

工

（
下

層
路

盤
工

）

枝
番

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工
厚

　
　

さ
-
4
5

-
4
5

厚
　

　
さ

＊
工

事
規

模
の

考
え

方
(
舗

装
工

関
係

共
通

)
中

規
模

工
事

：
施

工
面

積
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

小
規

模
工

事
：

施
工

面
積

2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

な
お

､
施

工
面

積
3
0
0
㎡

未
満

に
お

い
て

は
厚

さ
管

理
を

掘
起

し
及

び
コ

ア
ー

以
外

の
方

法
→

水
糸

に
よ

る
管

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡

基
準

高
､
幅

は
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
基

準
高

は
､
道

路
中

心
線

及
び

そ
の

端
部

で
測

定
す

る
｡

厚
さ

は
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
､
掘

起
こ

し
て

測
定

｡

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

工
 （

加
熱

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

安
定

処
理

工
）

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

工

（
上

層
路

盤
工

）
セ

メ
ン

ト
（

石
灰

）
安

定
処

理
工

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

７
３

７

-
2
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

３ 土 木 工 事 共 通 編

幅

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
｡

＊
工

事
規

模
の

考
え

方
(
舗

装
工

関
係

共
通

)
中

規
模

工
事

：
施

工
面

積
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

小
規

模
工

事
：

施
工

面
積

2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

な
お

､
施

工
面

積
3
0
0
㎡

未
満

に
お

い
て

は
厚

さ
管

理
を

掘
起

し
及

び
コ

ア
ー

以
外

の
方

法
→

水
糸

に
よ

る
管

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡

コ
ア

ー
採

取
に

つ
い

て
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
ー

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場
合

は
､
 
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

｡
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

測
定

項
目

工
　

　
　

　
　

種
編

章
節

条
摘

　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
定

値
の

平
均

Ｘ＿

ｎ

枝
番

Ｘ＿

3
-
1

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
2

Ｘ＿

7
～

-
3

-
2
5

-
2
5

Ｘ＿

3
～

-
1
0

Ｘ＿

3
-
1

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
2

Ｘ＿

7
～

-
2

-
2
5

-
2
5

Ｘ＿

3
～

-
1
0

-
9

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
｡

-
1
2

３ 土 木 工 事 共 通 編

幅

６ 一 般 舗 装 工

７

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

７

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

工

（
表

層
工

）

平
 
坦

 
性

-
7

―

３
m
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒ
ｰ
ﾀ
ｰ

(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
直

読
式

(
足

付
き

)
(
σ

)
1
.
7
5
m
m
以

下

５

厚
　

　
さ

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

工

（
基

層
工

）

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
｡

幅

厚
　

　
さ

-
7

２ 一 般 施 工

６

＊
工

事
規

模
の

考
え

方
(
舗

装
工

関
係

共
通

)
中

規
模

工
事

：
施

工
面

積
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

小
規

模
工

事
：

施
工

面
積

2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

な
お

､
施

工
面

積
3
0
0
㎡

未
満

に
お

い
て

は
厚

さ
管

理
を

掘
起

し
及

び
コ

ア
ー

以
外

の
方

法
→

水
糸

に
よ

る
管

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡

コ
ア

ー
採

取
に

つ
い

て
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
ー

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場
合

は
､
 
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

｡

平
坦

性
に

つ
い

て
・

カ
ー

ブ
の

多
い

道
路

､
お

よ
び

測
定

線
の

全
線

→
一

測
線

が
1
0
0
ｍ

未
満

の
場

合
は

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

測
定

方
法

､
測

定
箇

所
に

つ
い

て
は

､
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
に

よ
る

｡
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

測
定

項
目

工
　

　
　

　
　

種
編

章
節

条
摘

　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
定

値
の

平
均

Ｘ＿

ｎ

枝
番

±
3
0

±
3
0

Ｘ＿

3
～

±
1
5

Ｘ＿

3
-
6

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
1
0

Ｘ＿

7
～

-
1
5

-
5
0

-
5
0

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
5

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
6

Ｘ＿

7
～

-
8

-
5
0

-
5
0

Ｘ＿

3
～

-
2
0

１

厚
　

　
さ

基
準

高
､
幅

は
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

個
所

の
割

と
し

､
基

準
高

は
､
道

路
中

心
線

及
び

そ
の

端
部

で
測

定
す

る
｡

厚
さ

は
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､
2
0
0
0

㎡
を

超
え

る
場

合
は

､
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

す
る

｡

半
た

わ
み

性
舗

装
工

（
下

層
路

盤
工

）

-
2
5

２

幅

-
4
5

幅

２ 一 般 施 工

３ 土 木 工 事 共 通 編

-
4
5

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

８

３ 土 木 工 事 共 通 編

６ 一 般 舗 装 工

８
基

準
高

▽

半
た

わ
み

性
舗

装
工

（
上

層
路

盤
工

）
粒

度
調

整
路

盤
工

-
3
0

厚
　

　
さ

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

個
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

す
る

｡

＊
工

事
規

模
の

考
え

方
(
舗

装
工

関
係

共
通

）
中

規
模

工
事

：
施

工
面

積
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

小
規

模
工

事
：

施
工

面
積

2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

な
お

､
施

工
面

積
3
0
0
㎡

未
満

に
お

い
て

は
厚

さ
管

理
を

掘
起

し
及

び
コ

ア
ー

以
外

の
方

法
→

水
糸

に
よ

る
管

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

測
定

項
目

工
　

　
　

　
　

種
編

章
節

条
摘

　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
定

値
の

平
均

Ｘ＿

ｎ

枝
番

Ｘ＿

3
-
5

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
6

Ｘ＿

7
～

-
8

-
5
0

-
5
0

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
3

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
4

Ｘ＿

7
～

-
5

-
5
0

-
5
0

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
1

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
2

Ｘ＿

7
～

-
3

-
2
5

-
2
5

Ｘ＿

3
～

-
1
0

Ｘ＿

3
-
1

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
2

Ｘ＿

7
～

-
2

-
2
5

-
2
5

Ｘ＿

3
～

-
1
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

厚
　

　
さ

６ 一 般 舗 装 工

８
３

半
た

わ
み

性
舗

装
工

（
上

層
路

盤
工

）

セ
メ

ン
ト
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幅

幅
は
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長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

個
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

箇
所

と
し

､
2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

箇
所

と
し

､
コ

ア
ー
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採

取
し

て
測

定
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厚
　

　
さ

厚
　

　
さ

-
9

３
m
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒ
ｰ
ﾀ
ｰ
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σ

)
2
.
4
m
m
以

下
直

読
式

(
足

付
き
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(
σ

)
1
.
7
5
m
m
以

下

厚
　

　
さ

＊
工

事
規

模
の

考
え

方
(
舗

装
工

関
係

共
通

)
中

規
模

工
事

：
施

工
面

積
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

小
規

模
工

事
：

施
工

面
積

2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

な
お

､
施

工
面

積
3
0
0
㎡

未
満

に
お

い
て

は
厚

さ
管

理
を

掘
起

し
及

び
コ

ア
ー

以
外

の
方

法
→

水
糸

に
よ

る
管

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡

コ
ア

－
採

取
に

つ
い

て
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
－

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場
合

は
､
 
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

｡

維
持

工
事

に
お

い
て

は
､
平

坦
性

の
項

目
を

省
略

す
る

こ
と

が
出

来
る

｡

平
坦

性
に

つ
い

て
・

カ
ー

ブ
の

多
い

道
路

､
お

よ
び

測
定

線
の

全
線

→
一

測
線

が
1
0
0
ｍ

未
満

の
場

合
は

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

測
定

方
法

､
測

定
個

所
に

つ
い

て
は

､
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
に

よ
る

｡

-
1
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幅
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延
長

4
0
ｍ

ご
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に
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１
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と
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さ
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0
0
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0
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箇
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し
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ア
ー
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採
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し
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測

定
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幅
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坦

 
性
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-
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-
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６ 一 般 舗 装 工

1
1

２ 一 般 施 工

３ 土 木 工 事 共 通 編
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６ 一 般 舗 装 工

1
1
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グ

ー
ス

ア
ス

フ
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ル
ト

舗
装

工
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熱
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
安

定
処

理
工
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1
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３
グ

ー
ス

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

工
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層
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２
グ

ー
ス

ア
ス

フ
ァ

ル
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（
基

層
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幅

-
2
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２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

1
1
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延
長

4
0
ｍ

ご
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､
１
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2
,
0
0
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し
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2
,
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0
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㎡

を
超

え
る
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1
,
0
0
0
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ご
と

に
１

箇
所

と
し

､
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
｡
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採
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幅

厚
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3
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厚
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2
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４
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ン
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2
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0
0
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2
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1
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0
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､
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長
4
0
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と
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､
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箇
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割

と
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､
基

準
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中

心
線

及
び

そ
の

端
部

で
測

定
す

る
｡

厚
さ

は
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
1
,
0
0
0
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ご
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に
１

個
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こ
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2
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コ
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ク
リ
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ト

舗
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＊
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と
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｡

な
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工
面

積
3
0
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未
満

に
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い
て
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厚

さ
管

理
を

掘
起
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及

び
コ

ア
ー

以
外

の
方

法
→

水
糸

に
よ

る
管

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡

コ
ア

ー
採

取
に

つ
い

て
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
ー

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
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あ
る

場
合

は
､
 
他
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方

法
に

よ
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こ
と
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出

来
る

｡
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､
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2
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0
0
0
㎡

ま
で
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個
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し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
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場
合
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､
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
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し
､
掘

起
こ

し
て

測
定

｡

＊
工

事
規

模
の

考
え

方
(
舗

装
工

関
係

共
通

)
中

規
模

工
事

：
施

工
面

積
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

小
規

模
工

事
：

施
工

面
積

2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

な
お

､
施

工
面

積
3
0
0
㎡

未
満

に
お

い
て

は
厚

さ
管

理
を

掘
起

し
及

び
コ

ア
ー

以
外

の
方

法
→

水
糸

に
よ

る
管

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡

平
坦

性
に

つ
い

て
・

カ
ー

ブ
の

多
い

道
路

､
お

よ
び

測
定

線
の

全
線

→
一

測
線

が
1
0
0
ｍ

未
満

の
場

合
は

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

測
定

方
法

､
測

定
箇

所
に

つ
い

て
は

､
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
に

よ
る

｡

６

-
5
0

-
2
5

厚
さ

は
、

各
車

線
の

中
心

付
近

で
型

枠
据

付
後

各
車

線
1
0
0
ｍ

毎
に

水
糸

又
は

レ
ベ

ル
に

よ
り

１
測

線
当

た
り

横
断

方
向

に
３

箇
所

以
上

測
定

、
幅

は
、

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
で

測
定

、
平

坦
性

は
各

車
線

毎
に

版
縁

か
ら

１
ｍ

の
線

上
、

全
延

長
と

す
る

。

厚
　

　
さ

-
2
5

-
4
5

±
3
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

-
3
0

６ 一 般 舗 装 工

1
2

厚
　

　
さ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

工

（
転

圧
コ

ン
ク

リ
ー

ト
版

工
）

下
層

路
盤

工

７

1
2

幅

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

工

（
転

圧
コ

ン
ク

リ
ー

ト
版

工
）

粒
度

調
整

路
盤

工

厚
　

　
さ

５
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
工

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
版

工
）

幅

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

基
準

高
▽

基
準

高
､
幅
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延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
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準
高
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道

路
中

心
線
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び

そ
の

端
部

で
測

定
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｡

厚
さ

は
2
,
0
0
0
㎡

ま
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は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合
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､
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
､
掘

起
こ

し
て

測
定

｡

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
硬

化
後

3
m
プ

ロ
フ

ィ
ル

メ
ー

タ
－

に
よ

り
機

械
舗

設
の

場
合

(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
人

力
舗

設
の

場
合 (
σ

)
3
m
m
以

下

目
地

段
差

隣
接

す
る

各
目

地
に

対
し

て
、

道
路

中
心

線
及

び
端

部
で

測
定

。

幅

±
２

-
1
0

平
 
坦

 
性

―
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後
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ィ
ル

メ
ー

タ
ー

に
よ

り
(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
。

1
0

出来形管理基準及び規格値

－88－



単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

測
定

項
目

工
　

　
　

　
　

種
編

章
節

条
摘

　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
定

値
の

平
均

Ｘ＿

ｎ

枝
番

Ｘ＿

3
～

±
1
5

Ｘ＿

3
-
6

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
1
0

Ｘ＿

7
～

-
1
5

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
5

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
6

Ｘ＿

7
～

-
8

Ｘ＿

3
～

-
2
0

幅

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

1
3

２
薄

層
カ

ラ
ー

舗
装

工

（
上

層
路

盤
工

）
　

粒
度

調
整

路
盤

工
厚

　
　

さ

-
5
0

±
3
0

基
準

高
､
幅

は
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
基

準
高

は
､
道

路
中

心
線

及
び

そ
の

端
部

で
測

定
す

る
｡

厚
さ

は
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
､
掘

起
こ

し
て

測
定

｡

３ 土 木 工 事 共 通 編

1
3

１
薄

層
カ

ラ
ー

舗
装

工

（
下

層
路

盤
工

）

-
4
5

厚
　

　
さ

基
準

高
▽

幅

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
､
掘

起
こ

し
て

測
定

｡

-
5
0

-
2
5

-
3
0

＊
工

事
規

模
の

考
え

方
(
舗

装
工

関
係

共
通

)
中

規
模

工
事

：
施

工
面

積
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

小
規

模
工

事
：

施
工

面
積

2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

な
お

､
施

工
面

積
3
0
0
㎡

未
満

に
お

い
て

は
厚

さ
管

理
を

掘
起

し
及

び
コ

ア
ー

以
外

の
方

法
→

水
糸

に
よ

る
管

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

出来形管理基準及び規格値

－89－



単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

測
定

項
目

工
　

　
　

　
　

種
編

章
節

条
摘

　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
定

値
の

平
均

Ｘ＿

ｎ

枝
番

Ｘ＿

3
-
5

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
6

Ｘ＿

7
～

-
8

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
3

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
4

Ｘ＿

7
～

-
5

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
1

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
2

Ｘ＿

7
～

-
3

Ｘ＿

3
～

-
1
0

-
2
5

-
3
0

-
1
5

-
2
0

-
9

-
1
2

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
掘

起
こ

し
も

し
く

は
コ

ア
ー

に
よ

り
測

定
す

る
｡

薄
層

カ
ラ

ー
舗

装
工

（
加

熱
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
安

定
処

理
工

）
厚

　
　

さ

５
薄

層
カ

ラ
ー

舗
装

工

（
基

層
工

）

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

1
3

厚
　

　
さ

-
5
0

幅
-
2
5

-
5
0

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
｡

薄
層

カ
ラ

ー
舗

装
工

（
上

層
路

盤
工

）
セ

メ
ン

ト
（

石
灰

）
安

定
処

理
工

厚
　

　
さ

幅

３
３ 土 木 工 事 共 通 編

４
３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
3

1
3

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工 ６ 一 般 舗 装 工

＊
工

事
規

模
の

考
え

方
(
舗

装
工

関
係

共
通

)
中

規
模

工
事

：
施

工
面

積
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

小
規

模
工

事
：

施
工

面
積

2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

な
お

､
施

工
面

積
3
0
0
㎡

未
満

に
お

い
て

は
厚

さ
管

理
を

掘
起

し
及

び
コ

ア
ー

以
外

の
方

法
→

水
糸

に
よ

る
管

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡

コ
ア

ー
採

取
に

つ
い

て
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
ー

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場
合

は
､
 
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

｡
幅

は
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
｡

幅

出来形管理基準及び規格値

－90－



単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

測
定

項
目

工
　

　
　

　
　

種
編

章
節

条
摘

　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
定

値
の

平
均

Ｘ＿

ｎ

枝
番

Ｘ＿

3
～

±
1
5

Ｘ＿

3
-
6

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
1
0

Ｘ＿

7
～

-
1
5

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
5

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
6

Ｘ＿

7
～

-
8

Ｘ＿

3
～

-
2
0

-
3
0

-
2
5

厚
さ

厚
　

　
さ

-
5
0

幅
-
5
0

２
ブ

ロ
ッ

ク
舗

装
工

（
上

層
路

盤
工

）
粒

度
調

整
路

盤
工

＊
工

事
規

模
の

考
え

方
(
舗

装
工

関
係

共
通

)
中

規
模

工
事

：
施

工
面

積
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

小
規

模
工

事
：

施
工

面
積

2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

な
お

､
施

工
面

積
3
0
0
㎡

未
満

に
お

い
て

は
厚

さ
管

理
を

掘
起

し
及

び
コ

ア
ー

以
外

の
方

法
→

水
糸

に
よ

る
管

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

1
4

1
4

基
準

高
､
幅

は
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
基

準
高

は
､
道

路
中

心
線

及
び

そ
の

端
部

で
測

定
す

る
｡

厚
さ

は
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
､
掘

起
こ

し
て

測
定

｡

基
準

高
▽

１

幅

±
3
0

ブ
ロ

ッ
ク

舗
装

工

（
下

層
路

盤
工

）

-
4
5

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
､
掘

起
こ

し
て

測
定

｡

出来形管理基準及び規格値

－91－



単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

測
定

項
目

工
　

　
　

　
　

種
編

章
節

条
摘

　
要

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所

規
　

格
　

値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
定

値
の

平
均

Ｘ＿

ｎ

枝
番

Ｘ＿

3
-
5

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
6

Ｘ＿

7
～

-
8

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
3

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
4

Ｘ＿

7
～

-
5

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
1

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
2

Ｘ＿

7
～

-
3

Ｘ＿

3
～

-
1
0

-
2
5

-
9

-
2
5

-
3
0

1
4

-
5
0

厚
　

　
さ

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

1
4

幅

1
4

３
ブ

ロ
ッ

ク
舗

装
工

（
上

層
路

盤
工

）
　

セ
メ

ン
ト

（
石

灰
）

　
安

定
処

理
工

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

厚
　

　
さ

４
ブ

ロ
ッ

ク
舗

装
工

（
加

熱
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
安

定
処

理
工

）

５

-
1
5

ブ
ロ

ッ
ク

舗
装

工
（

基
層

工
）

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
｡

幅

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
｡

幅
-
5
0

-
1
2

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
掘

起
こ

し
も

し
く

は
コ

ア
ー

に
よ

り
測

定
す

る
｡

＊
工

事
規

模
の

考
え

方
(
舗

装
工

関
係

共
通

)
中

規
模

工
事

：
施

工
面

積
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

小
規

模
工

事
：

施
工

面
積

2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

な
お

､
施

工
面

積
3
0
0
㎡

未
満

に
お

い
て

は
厚

さ
管

理
を

掘
起

し
及

び
コ

ア
ー

以
外

の
方

法
→

水
糸

に
よ

る
管

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡

コ
ア

ー
採

取
に

つ
い

て
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
ー

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場
合

は
､
 
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

｡

厚
　

　
さ

-
2
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工
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単
位

：
m
m

厚
　

さ
　

ｔ
-
9

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

1
7

オ
ー

バ
ー

レ
イ

工

幅
　

　
　

ｗ
-
2
5

延
　

長
　

Ｌ
-
1
0
0

平
　

坦
　

性

厚
さ

は
4
0
ｍ

毎
に

現
舗

装
高

と
オ

ー
バ

ー
レ

イ
後

の
基

準
高

の
差

で
算

出
す

る
。

測
定

点
は

車
道

中
心

線
、

車
道

端
及

び
そ

の
中

心
と

す
る

。
幅

は
、

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
と

し
、

延
長

4
0
ｍ

未
満

の
場

合
は

、
２

箇
所

／
施

工
箇

所
と

す
る

。
断

面
状

況
で

、
間

隔
、

測
点

数
を

変
え

る
こ

と
が

出
来

る
。

―

３
m
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒ
ｰ
ﾀ
ｰ

(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
直

読
式

(
足

付
き

)
(
σ

)
1
.
7
5
m
m
以

下

-
2
5

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工
延

長
Ｌ

-
1
0
0

延
長

Ｌ
-
1
0
0

各
層

毎
１

箇
所

／
１

施
工

箇
所

編
章

節
条

該
当

工
種

厚
さ

ｔ幅 ｗ

厚
さ

ｔ

３ 土 木 工 事 共 通 編

規
　

格
　

値

２ 一 般 施 工

６ 一 般 舗 装 工

厚
さ

は
4
0
ｍ

毎
に

現
舗

装
高

切
削

後
の

基
準

高
の

差
で

算
出

す
る

。
測

定
点

は
車

道
中

心
線

、
車

道
端

及
び

そ
の

中
心

と
す

る
。

延
長

4
0
ｍ

未
満

の
場

合
は

、
２

箇
所

／
施

工
箇

所
と

す
る

。
断

面
状

況
で

、
間

隔
、

測
点

数
を

変
え

る
こ

と
が

出
来

る
。

測
定

方
法

は
自

動
横

断
測

定
法

に
よ

る
こ

と
が

出
来

る
。

1
5

工
　

　
　

　
　

種

-
2

―

路
面

切
削

工
厚

　
さ

　
ｔ

-
7

６ 一 般 舗 装 工

1
6

　
舗

装
打

換
え

工

舗 設 工

幅 ｗ

該
当

工
種

路 盤 工

-
5
0

枝 番
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

個
々

の
測

定
値

（
Ｘ

）
平

均
の

測
定

値
(
Ｘ

ｎ
)

幅
　

　
　

ｗ
-
2
5

測
定

項
目

現
舗

装
　

w

t

ＬＣ

ｗ

ｗ

Ｌ

現
舗

装
　

w

t

ＬＣ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

-
5
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
厚

さ
は

中
心

線
及

び
端

部
で

測
定

。

-
5
0

±
5
0

置
換

厚
さ

　
　

ｔ

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

７ 地 盤 改 良 工

２

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

基
　

準
　

高
　

▽
延

長
4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0

ｍ
）

に
１

箇
所

の
割

で
測

定
。

基
準

高
は

、
道

路
中

心
線

及
び

端
部

で
測

定
。

厚
さ

は
中

心
線

及
び

端
部

で
測

定
。

施
工

厚
さ

　
　

ｔ

±
5
0

-
5
0

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

延
　

　
　

長
　

Ｌ
-
2
0
0

路
床

安
定

処
理

工

幅
　

　
　

　
　

ｗ
-
1
0
0

-
2
0
0

置
換

工

延
　

　
　

長
　

Ｌ

２ 一 般 施 工

７ 地 盤 改 良 工

４

法
　

　
　

長
　

ℓ

天
　

端
　

幅
　

ｗ

天
端

延
長

　
　

Ｌ

表
層

安
定

処
理

工

（
サ

ン
ド

マ
ッ

ト
海

上
）

施
工

延
長

1
0
ｍ

に
つ

き
、

１
測

点
当

た
り

５
点

以
上

測
定

。

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

７ 地 盤 改 良 工

３

-
1
0
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ

基
　

準
　

高
　

▽

-
3
0
0

-
5
0
0

基
　

準
　

高
　

▽
特
記
仕
様
書
に
明
示

ｗ
．

（
Ｌ

）
は

施
工

延
長

4
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

、
8
0
ｍ

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇

所
に

つ
き

３
箇

所
。

（
Ｌ

）
は

セ
ン

タ
ー

ラ
イ

ン
及

び
表

裏
法

肩
で

行
う

。

３ 土 木 工 事 共 通 編

ｔ

Ｃ Ｌ ｗ

ｗ

ｔ

ｔ

ｗＣ Ｌ ｗ
.
(
Ｌ

)

①

②
③

④

⑤

ℓ
ℓ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

厚
さ

は
中

心
線

及
び

両
端

で
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

杭
に

つ
い

て
は

、
当

該
杭

の
項

目
に

準
ず

る
。

全
本

数
計

器
管

理
に

か
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

延
　

　
　

長
　

Ｌ

全
本

数

施
工

厚
さ

　
　

ｔ

基
　

準
　

高
　

▽

-
2
0
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ
-
1
0
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

７ 地 盤 改 良 工

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

７ 地 盤 改 良 工

６５

-
5
0

サ
ン

ド
マ

ッ
ト

工

バ
ー

チ
カ

ル
ド

レ
ー

ン
工

（
サ

ン
ド

ド
レ

ー
ン

工
）

（
ペ

ー
パ

ー
ド

レ
ー

ン
工

）
（

袋
詰

式
サ

ン
ド

ド
レ

ー
ン

工
）

締
固

め
改

良
工

（
サ

ン
ド

コ
ン

パ
ク

シ
ョ

ン
パ

イ
ル

工
）

サ
ン

ド
ド

レ
ー

ン
、

袋
詰

式
サ

ン
ド

ド
レ

ー
ン

、
サ

ン
ド

コ
ン

パ
ク

シ
ョ

ン
パ

イ
ル

の
砂

投
入

量

―

パ
イ

ル
ネ

ッ
ト

工

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

±
5
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ
-
1
0
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ
-
2
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

厚
さ

は
中

心
線

及
び

両
端

で
掘

り
起

こ
し

て
測

定
。

-
5
0

杭
　

　
　

径
　

Ｄ
設

計
値

以
上

打
 
込

 
長

 
さ

 
ｈ

設
計

値
以

上

位
置

・
間

隔
ｗ

±
1
0
0

1
0
0
本

に
１

箇
所

。
1
0
0
本

以
下

は
２

箇
所

測
定

。
１

箇
所

に
４

本
測

定
。

た
だ

し
、

ペ
ー

パ
ー

ド
レ

ー
ン

の
杭

径
は

対
象

外
と

す
る

。

※
余

長
は

、
適

用
除

外

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

７ 地 盤 改 良 工

７ ８

Ｃ Ｌ

ｗ

ｔ

Ｃ Ｌ
ｔ

ｗ ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｈ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

-
5
0

基
準

高
は

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5

ｍ
の

場
合

は
5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
、

１
施

工
箇

所
に

つ
き

２
箇

所
。

（
任

意
仮

設
は

除
く

）

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

７ 地 盤 改 良 工

９

位
置

・
間

隔
　

ｗ
Ｄ

/
４

以
内

杭
　

　
　

径
　

Ｄ
設

計
値

以
上

深
　

　
　

度
　

ℓ
全

本
数

1
0
0
本

に
１

箇
所

。
1
0
0
本

以
下

は
２

箇
所

測
定

。
１

箇
所

に
４

本
測

定
。

基
　

準
　

高
　

▽
固

結
工

（
粉

体
噴

射
撹

拌
工

）
（

高
圧

噴
射

撹
拌

工
）

（
ス

ラ
リ

ー
撹

拌
工

）
（

生
石

灰
パ

イ
ル

工
）

設
計

値
以

上

根
　

　
入

　
　

長
設

計
値

以
上

延
　

　
　

長
　

Ｌ
-
2
0
0

１
施

工
箇

所
毎

延
長

　
Ｌ

1
　

Ｌ
2

-
2
0
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
0

仮 設 工

５
±

1
0
0

１

土
留

・
仮

締
切

工

（
ア

ン
カ

ー
工

）

土
留

・
仮

締
切

工

（
Ｈ

鋼
杭

）
（

鋼
矢

板
）

基
　

準
　

高
　

▽

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
0

仮 設 工

５
２

配
 
置

 
誤

 
差

 
ｄ

1
0
0

全
数

（
任

意
仮

設
は

除
く

）
削

 
孔

 
深

 
さ

 
ℓ

設
計

深
さ

以
上

１
施

工
箇

所
毎

法
　

　
　

長
　

ℓ

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
0

仮 設 工

５

-
1
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

３
土

留
・

仮
締

切
工

（
連

節
ブ

ロ
ッ

ク
張

り
工

）

ｗ

ｗ

ｗ

ｗ

ｄ
＝

ｙ

ｘ

ｄ

2
2 ＋

ｙ
ｘ

Ｌ
2

Ｌ
1

ℓ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

１
施

工
箇

所
毎

基
準

高
は

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5

ｍ
の

場
合

は
5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

に
つ

い
て

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
変

位
は

施
工

延
長

2
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

2
5
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

2
0
ｍ

（
又

は
2
5
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

±
5
0

Ｄ
：

杭
径

２ 一 般 施 工

1
0

仮 設 工

1
0

地
中

連
続

壁
工

（
柱

列
式

）

天
　

端
　

幅
　

ｗ
-
1
0
0

法
　

　
　

長
　

ℓ
-
1
0
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ

基
　

準
　

高
　

▽

-
2
0
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
0

仮 設 工

５
５

土
留

・
仮

締
切

工

（
中

詰
盛

土
）

基
　

準
　

高
　

▽
-
5
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

-
5
0

２ 一 般 施 工

1
0

仮 設 工

５
４

土
留

・
仮

締
切

工

（
締

切
盛

土
）

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
（

任
意

仮
設

は
除

く
）

延
　

　
　

長
　

Ｌ
-
2
0
0

基
　

準
　

高
　

▽
±

5
0

１
施

工
箇

所
毎

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
（

任
意

仮
設

は
除

く
）

１
施

工
箇

所
毎

基
準

高
は

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5

ｍ
の

場
合

は
5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

に
つ

い
て

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
変

位
は

施
工

延
長

2
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

2
5
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

2
0
ｍ

（
又

は
2
5
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

-
5
0

地
中

連
続

壁
工

（
壁

式
）

連
壁

の
長

さ
　

ℓ

3
0
0

壁
　

体
　

長
　

Ｌ
-
2
0
0

変
　

　
　

　
　

位

３ 土 木 工 事 共 通 編

変
　

　
　

位
　

ｄ
D
/
4
以

内

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
0

仮 設 工

９

基
　

準
　

高
　

▽

-
5
0

-
2
0
0

壁
 
体

 
延

 
長

 
Ｌ

-
2
0
0

連
壁

の
長

さ
　

ℓ

壁
　

体
　

長
　

Ｌ

ｗ

ℓ
ℓ

Ｌ

ℓℓ

Ｄ Ｌ

d

ℓ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

１

J
I
S
 
B
 
0
4
0
3
-
9
5

C
T
1
3

+
3

-
1

セ ン タ ー ボ ス上 下 部 鋼 構 造 物 と の 接 合 用 ボ ル ト 孔

+
2

-
0

≦
1
0
0
m
m

ア ン カ ー ボ ル ト 用 孔 (鋳 放 し )

中 心 距 離

セ
ン

タ
ー

ボ
ス

を
基

準
に

し
た

孔
位

置
の

ず
れ

≦
1
0
0
0
m
m

１
以

下

孔
の

直
径

差

＞
1
0
0
m
m

+
4

-
2

製
品

全
数

を
測

定
。

セ
ン

タ
ー

ボ
ス

を
基

準
に

し
た

孔
位

置
の

ず
れ

＞
1
0
0
0
m
m

1
.
5
以

下

ボ
 
ス

 
の

 
直

 
径

+
0

-
1

ボ
 
ス

 
の

 
高

 
さ

+
1

-
0

孔 の 直 径 孔
の

中
心

距
離

鋳
造

費
（

金
属

支
承

工
）

１
３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
2

工 場 製 作 工  共 通

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

鋳
造

費
（

金
属

支
承

工
）

上
沓

の
橋

軸
及

び
直

角
方

向
の

長
さ

寸
法

普 通 寸 法

鋳
放

し
長

さ
寸

法
※

1
）

、
※

2
）

ガ
ス

切
断

寸
法

組 立 高 さ Ｈ全 移 動 量 ℓ

コ ン ク リ ー ト 構 造 用

Ｈ
≦

3
0
0
m
m

削
り

加
工

寸
法

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
2

工 場 製 作 工 共 通

１
１

鋳
放

し
肉

厚
寸

法
※

1
）

ℓ
＞

3
0
0
m
m

J
I
S
 
B
 
0
4
0
3
-
9
5

C
T
1
4

J
I
S
 
B
 
0
4
0
3
-
9
5

C
T
1
5

±
ℓ
／

1
0
0

ℓ
≦

3
0
0
m
m

上
,
下

面
加

工
仕

上
げ

Ｈ
＞

3
0
0
m
m

J
I
S
 
B
 
0
4
1
7
-
7
9

B
級

±
３

±
３

(
H
/
2
0
0
+
3
)
小

数
点

以
下

切
り

捨
て

製
品

全
数

を
測

定
。

※
1
）

片
面

削
り

加
工

も
含

む
。

※
2
）

た
だ

し
、

ソ
ー

ル
プ

レ
ー

ト
接

触
面

の
橋

軸
及

び
橋

軸
直

角
方

向
の

長
さ

寸
法

に
対

し
て

は
C
T
1
3
を

適
用

す
る

。

J
I
S
 
B
 
0
4
0
3
-
9
5

C
T
1
3

J
I
S
 
B
 
0
4
0
5
-
9
1

粗
級

±
２

製
品

全
数

を
測

定
。

平
面

度
：

１
個

の
ゴ

ム
支

承
の

厚
さ

（
ｔ

）
の

最
大

相
対

誤
差

±
４

1
5
0
0
＜

ｗ
,
Ｌ

,
Ｄ

０
～

＋
1
5

2
0
＜

ｔ
≦

1
6
0

±
0
.
5

±
2
.
5
％

1
6
0
＜

ｔ

平
　

　
面

　
　

度

０
～

＋
１

％

ｗ
,
Ｌ

,
Ｄ

≦
5
0
0

5
0
0
＜

ｗ
,
Ｌ

,
Ｄ

≦
1
5
0
0
m
m

０
～

＋
５

1

ｔ
≦

2
0
m
m

幅 ｗ 長 さ Ｌ 直 径 Ｄ

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
2

工 場 製 作 工 共 通

１
２

鋳
造

費
（

大
型

ゴ
ム

支
承

工
）

厚 さ ｔ

ｔ

Ｄ

ｗ

Ｌ
ｔ

補
強

材

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
2

工 場 製 作 工 共 通

１
３

仮
設

材
製

作
工

部 　 　 材

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。

部
材

長
ℓ
（

ｍ
）

±
３

…
 
ℓ
≦

1
0

±
４

…
 
ℓ
＞

1
0

４
刃

口
金

物
製

作
工

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
2

工 場 製 作 工 共 通

１

外
周

長
Ｌ

（
ｍ

）
±

(
1
0
+
L
/
1
0
)

±
２

…
 
 
ｈ

≦
0
.
5

±
３

…
 
 
 
 
0
.
5
＜

h
≦

1
.
0

±
４

…
 
 
 
 
1
.
0
<
ｈ

≦
2
.
0

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。

刃
　

口
　

高
　

さ
ｈ

（
ｍ

）
ｈ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

鋼
げ

た
等

ト
ラ

ス
・

ア
ー

チ
等

―

主
要

部
材

全
数

を
測

定
。

ℓ
：

部
材

長
（

m
m
）

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

３
１

1
2

工 場 製 作 工 共 通

ト
ラ

ス
、

ア
ー

チ
な

ど

±
２

 
…

ℓ
≦

1
0

±
３

 
…

ℓ
＞

1
0

ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｼ
ﾞ
幅

ｗ
(
ｍ

）

腹
板

高
ｈ

（
ｍ

）
腹

板
間

隔
ｂ

′
(
ｍ

)

±
２

…
…

 
　

　
　

 
ｗ

≦
0
.
5

±
３

…
…

 
　

0
.
5
＜

ｗ
≦

1
.
0

±
４

…
…

 
　

1
.
0
＜

ｗ
≦

2
.
0

±
(
3
+
ｗ

/
2
)
…

…
 
　

　
　

 
2
.
0
＜

ｗ

主
げ

た
・

主
構

各
支

点
及

び
各

支
間

中
央

付
近

を
測

定
。

床
組

な
ど

構
造

別
に

、
５

部
材

に
つ

き
１

個
抜

き
取

っ
た

部
材

の
中

央
付

近
を

測
定

。
な

お
、

J
I
S
マ

ー
ク

表
示

品
を

使
用

す
る

場
合

は
、

製
造

工
場

の
発

行
す

る
J
I
S
に

基
づ

く
試

験
成

績
表

に
替

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

フ
ラ

ン
ジ

の
直

角
度

δ
（

m
m
）

ｗ
／

2
0
0

±
３

…
ℓ
≦

1
0

±
４

…
ℓ
＞

1
0

原
則

と
し

て
仮

組
立

を
し

な
い

状
態

の
部

材
に

つ
い

て
、

主
要

部
材

全
数

を
測

定
。

摘
　

要
測

　
定

　
項

　
目

規
　

格
　

値

板 の 平 面 度 δ
(
m
m
)

鋼
げ

た
及

び
ト

ラ
ス

等
の

部
材

の
腹

板

ｈ
／

2
5
0

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

桁
製

作
工

（
仮

組
立

に
よ

る
検

査
を

実
施

す
る

場
合

）

（
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
仮

組
立

検
査

を
行

う
場

合
）

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

ｂ
／

1
5
0

主
げ

た
各

支
点

及
び

各
支

間
中

央
付

近
を

測
定

。

ｈ
：

腹
板

高
（

m
m
）

ｂ
：

腹
板

又
は

リ
ブ

の
間

隔
（

m
m
）

ｗ
：

フ
ラ

ン
ジ

幅
（

m
m
）

圧
縮

材
の

曲
が

り
δ

（
m
m
）

部 材 長 ℓ (ｍ )

※
規

格
値

の
w
,
ℓ
に

代
入

す
る

数
値

は
ｍ

単
位

の
数

値
で

あ
る

。
 
 
た

だ
し

、
「

板
の

平
面

度
δ

，
フ

ラ
ン

ジ
の

直
角

度
δ

，
圧

縮
材

の
曲

り
δ

」
の

規
格

値
の

h
，

b
，

w
，

ℓ
に

代
入

す
る

数
値

は
ｍ

ｍ
単

位
の

数
値

と
す

る
。

ℓ
／

1
0
0
0

鋼
げ

た

編
章

節
条

箱
げ

た
及

び
ト

ラ
ス

等
の

フ
ラ

ン
ジ

鋼
床

版
の

デ
ッ

キ
プ

レ
ー

部 材 精 度

枝
番

工
　

　
　

　
　

種

ｂ

δ

δト
ラ

ス
弦

材

ｈ
ｈ

ｗ
ｂ

’

Ｉ
型

鋼
げ

た

ｗ

w
/
2

δ

ℓ
ℓ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

鋼
げ

た
等

ト
ラ

ス
・

ア
ー

チ
等

摘
　

要
測

　
定

　
項

　
目

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
編

章
節

条
枝

番
工

　
　

　
　

　
種

―
両

端
部

及
び

中
心

部
を

測
定

。

各
主

げ
た

に
つ

い
て

1
0
～

1
2
ｍ

間
隔

を
測

定
。

L
：

主
げ

た
の

　
支

間
長

（
m
）

各
主

構
の

各
格

点
を

測
定

。

L
：

主
構

の
支

間
長

　
（

m
）

各
主

桁
の

両
端

部
を

測
定

。
ｈ

：
主

げ
た

の
高

さ
　

　
（

m
m
）

支
点

及
び

支
間

中
央

付
近

を
測

定
。

ｈ
：

主
構

の
高

さ
　

　
（

m
m
）

主
げ

た
、

主
構

の
通

り
　

δ
（

m
m
）

※
規

格
値

の
L
，

B
，

ｈ
 
に

代
入

す
る

数
値

は
ｍ

単
位

の
数

値
で

あ
る

。
 
 
た

だ
し

、
「

主
げ

た
、

主
構

の
鉛

直
度

δ
」

の
規

格
値

の
ｈ

に
代

入
す

る
数

値
は

ｍ
ｍ

単
位

の
数

値
と

す
る

。

5
+
L
/
5
…

…
 
 
 
 
 
 
 
 
L
≦

1
0
0

2
5
…

…
 
 
L
＞

1
0
0

最
も

外
側

の
主

げ
た

又
は

主
構

に
つ

い
て

支
点

及
び

支
間

中
央

の
１

点
を

測
定

。

L
：

測
線

上
（

m
）

主
げ

た
、

主
構

の
そ

り
　

δ
（

m
m
）

-
5
～

+
5
…

…
L
≦

2
0

-
5
～

+
1
0
…

…
 
 
 
 
 
 
2
0
＜

L
≦

4
0

-
5
～

+
1
5
…

…
 
 
 
 
 
 
4
0
＜

L
≦

8
0

-
5
～

+
2
5
…

…
 
 
 
 
 
8
0
＜

L
≦

2
0
0

主
げ

た
、

主
構

の
橋

端
に

お
け

る
出

入
差

　
δ

（
m
m
）

設
計

値
±

1
0

ど
ち

ら
か

一
方

の
主

げ
た

（
主

構
）

端
を

測
定

。

各
支

点
及

び
各

支
間

中
央

付
近

を
測

定
。

各
け

た
毎

に
全

数
測

定
。

主
げ

た
、

主
構

の
鉛

直
度

 
δ

（
m
m
）

3
+
h
/
1
,
0
0
0

現
場

継
手

部
の

す
き

間
δ

1
，

δ
2
（

m
m
）

設
計

値
±

５

主
げ

た
、

主
構

の
全

継
手

数
の

１
／

２
を

測
定

。
δ

1
、

δ
2
の

う
ち

大
き

い
も

の
設

計
値

が
5
m
m
以

下
の

場
合

は
、

マ
イ

ナ
ス

側
に

つ
い

て
は

設
計

値
以

上
と

す
る

。

桁
製

作
工

（
仮

組
立

に
よ

る
検

査
を

実
施

す
る

場
合

）

（
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
仮

組
立

検
査

を
行

う
場

合
）

仮 組 立 精 度

主
構

の
組

立
高

さ
 
 
 
 
 
 
 
ｈ

（
ｍ

）

±
５

…
…

 
 
h
≦

５
±

(
2
.
5
+
h
/
2
)

 
 
 
…

…
 
 
 
h
＞

５

全
長

　
 
L
（

ｍ
）

支
間

長
 
L
n
（

ｍ
）

±
(
1
0
+
L
/
1
0
)

±
(
1
0
+
L
n
/
1
0
)

主
げ

た
、

主
構

の
中

心
間

距
離

 
 
 
 
 
 
 
Ｂ

（
ｍ

）

±
４

…
…

 
 
B
≦

２
±

(
3
+
B
/
2
)

 
 
 
 
 
 
…

…
B
＞

２

１
３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
2

工 場 製 作 工 共 通

３

L
1

L
2

L
3

L

単
径
間
の
場
合

多
径
間
の
場
合

Ｂ

ｈ Ｌ

主 げ た
δ

δ

Ｌ

δ

主
げ

た

ｈ
δ

δ
2

δ
1
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

部 材 長 ℓ
(
ｍ

)

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
2

工 場 製 作 工 共 通

測
　

定
　

項
　

目

鋼
げ

た
等

の
部

材
の

腹
板

箱
げ

た
等

の
フ

ラ
ン

ジ
鋼

床
版

の
デ

ッ
キ

プ
レ

ー
ト

フ
ラ

ン
ジ

の
直

角
度  
 
 
 
 
 
 
δ

（
m
m
）

フ
ラ

ン
ジ

幅
　

　
　

　
ｗ

(
ｍ

）

腹
板

高
　

　
 
　

ｈ
（

ｍ
）

板 の 平 面 度 δ
(
m
m
)

主
げ

た
、

主
構

各
支

点
及

び
各

支
間

中
央

付
近

を
測

定
。

床
組

な
ど

構
造

別
に

、
５

部
材

に
つ

き
１

個
抜

き
取

っ
た

部
材

の
中

央
付

近
を

測
定

。

ｂ
／

1
5
0

規
　

格
　

値

部 材 精 度

±
３

…
ℓ
≦

1
0

±
４

…
ℓ
＞

1
0

±
２

…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
ｗ

≦
0
.
5

±
３

…
…

 
 
 
 
 
5
＜

ｗ
≦

1
.
0

±
4
…

…
 
 
 
1
.
0
＜

ｗ
≦

2
.
0

±
(
3
+
ｗ

/
2
)
…

…
 
 
 
 
 
 
 
 
2
.
0
＜

ｗ

ｈ
／

2
5
0

主
げ

た
各

支
点

及
び

各
支

間
中

央
付

近
を

測
定

。

ｈ
：

腹
板

高
（

m
m
）

ｂ
：

腹
板

又
は

リ
ブ

の
間

隔
（

m
m
）

ｗ
：

フ
ラ

ン
ジ

幅
（

m
m
）

ｗ
／

2
0
0

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

※
規

格
値

の
w
,
ℓ
に

代
入

す
る

数
値

は
ｍ

単
位

の
数

値
で

あ
る

。
 
 
た

だ
し

、
「

板
の

平
面

度
δ

，
フ

ラ
ン

ジ
の

直
角

度
δ

」
の

規
格

値
の

h
，

b
，

w
に

代
入

す
る

数
値

は
ｍ

ｍ
単

位
の

数
値

と
す

る
。

主
要

部
材

全
数

を
測

定
。

鋼
げ

た

３
２

桁
製

作
工

（
仮

組
立

検
査

を
実

施
し

な
い

場
合

）

ｂ

δ

ｗ

ｈ

Ｉ
型

鋼
げ

た

w
/
2

δ

ℓ
ℓ

出来形管理基準及び規格値

－103－



単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

部
材

部
材

３ 土 木 工 事 共 通 編 ３ 土 木 工 事 共 通 編

堤
　

　
　

幅
　

ｗ

２ 一 般 施 工

1
2

工 場 製 作 工 共 通

５

桁
製

作
工

（
鋼

製
え

ん
堤

製
作

工
（

仮
組

立
時

）
）

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
2

工 場 製 作 工 共 通

２ 一 般 施 工

1
2

工 場 製 作 工 共 通

検
査

路
製

作
工

３

堤
　

　
　

長
　

Ｌ

±
Ｈ

/
5
0
0

部
 
材

 
の

 
水

 
平

 
度

堤
　

　
　

長
　

ℓ

全
数

を
測

定
。

±
3
0

±
1
0

本
 
体

 
の

 
傾

 
き

±
1
0

高
　

　
　

さ
　

Ｈ
±

1
0

ベ
ー

ス
プ

レ
ー

ト
の

高
さ

±
1
0

±
3
0

３

堤
　

　
　

幅
　

Ｗ

1
0

４

製
品

全
数

を
測

定
。

鋼
製

伸
縮

継
手

製
作

工

部
材

長
ℓ
（

ｍ
）

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。

部
材

長
ｗ

（
ｍ

）
0
～

＋
3
0

組
合

せ
る

伸
縮

装
置

と
の

高
さ

の
差

 
 
 
 
 
 
δ

1
（

m
m
）

仮 組 立 時

両
端

及
び

中
央

部
付

近
を

測
定

。

設
　

計
　

値
±

４

フ
ィ

ン
ガ

ー
の

食
い

違
い

 
 
 
 
 
 
δ

2
（

m
m
）

±
２

±
３

…
ℓ
≦

1
0

±
４

…
ℓ
＞

1
0

ｗ

2

δ
1

（
実

測
値

）
δ

ｗ

ｗ
ｗ

ｗ

Ｗ

Ｈ

Ｌ

Ｈ

ｗ

図
ｂ

鋼
製

ス
リ

ッ
ト

ダ
ム

Ａ
型

鋼
製

砂
防

ダ
ム

図
ａ

格
子

形

ｗ

鋼
製

ス
リ

ッ
ト

図
ｃ

ダ
ム

Ｂ
型

Ｈ
Ｈ

1

Ｈ
2

図
ｄ

鋼
製

Ｌ
型

ス
リ

ッ
ト

ダ
ム

1
ｗ 2

ℓ ℓ
ℓ ℓ

ℓ
ℓ
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

部 材 部 材 仮 組 立 時

橋
梁

用
防

護
柵

製
作

工

ア
ン

カ
ー

フ
レ

ー
ム

製
作

工

６

±
３

…
ℓ
≦

1
0

±
４

…
ℓ
＞

1
0

±
３

…
ℓ
≦

1
0

±
４

…
ℓ
＞

1
0

部
材

長
ℓ
（

ｍ
）

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。

部
材

長
ℓ
（

ｍ
）

±
５

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。

ｂ
／

5
0
0

２ 一 般 施 工

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
2

工 場 製 作 工 共 通

落
橋

防
止

装
置

製
作

工
1
2

工 場 製 作 工 共 通

７

３ 土 木 工 事 共 通 編 ３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
2

工 場 製 作 工 共 通

８
軸

心
上

全
数

測
定

。

鉛
　

　
直

　
　

度
 
 
 
 
 
 
δ

2
（

m
m
）

ｈ
／

5
0
0

高
さ

　
ｈ

（
m
m
）

上
 
面

 
水

 
平

 
度

 
 
 
 
 
 
δ

1
（

m
m
）

ｂ

ｈ

δ
1

δ
2

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

仮 組 立 時 部 材

プ
レ

ビ
ー

ム
用

桁
製

作
工

鋼
製

排
水

管
製

作
工

部 材

1
2

工 場 製 作 工 共 通

９
３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

各
主

げ
た

に
つ

い
て

1
0
～

1
2
ｍ

間
隔

を
測

定
。

原
則

と
し

て
仮

組
立

を
し

な
い

部
材

に
つ

い
て

主
要

部
材

全
数

で
測

定
。

各
支

点
及

び
各

支
間

中
央

付
近

を
測

定
。

±
2
…

…
 
 
 
 
 
 
 
ｗ

≦
0
.
5

±
3
…

…
 
 
0
.
5
＜

ｗ
≦

1
.
0

±
4
…

…
 
 
1
.
0
＜

ｗ
≦

2
.
0

±
(
3
＋

ｗ
/
2
)
…

 
 
 
 
 
 
 
2
.
0
＜

ｗ

各
支

点
及

び
各

支
間

中
央

付
近

を
測

定
。

フ
 
ラ

 
ン

 
ジ

 
幅

 
 
 
 
 
 
 
ｗ

（
ｍ

）
腹

板
高

 
 
 
 
 
　

ｈ
（

ｍ
）

主
げ

た
の

そ
り

δ

フ
ラ

ン
ジ

の
直

角
度

δ
（

m
m
）

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。

部
材

長
ℓ
（

ｍ
）

±
３

…
ℓ
≦

1
0

±
４

…
ℓ
＞

1
0

部
材

長
ℓ
（

ｍ
）

±
３

…
ℓ
≦

1
0

±
４

…
ℓ
＞

1
0

ｗ
／

2
0
0

－
5
～

＋
5

 
 
 
 
 
 
…

L
≦

2
0

－
5
～

＋
1
0

 
 
 
…

2
0
＜

L
≦

4
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
2

工 場 製 作 工 共 通

1
0

ｗ

ｈ

Ｉ
型

鋼
げ

た

w
/
2

δ

δ

Ｌ

ℓ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
2

工 場 製 作 工 共 通

1
1

塗
　

　
膜

　
　

厚
ａ

．
ロ

ッ
ト

塗
膜

厚
の

平
均

値
は

、
目

標
塗

膜
厚

合
計

値
の

9
0
％

以
上

。
ｂ

．
測

定
値

の
最

小
値

は
、

目
標

塗
膜

厚
合

計
値

の
7
0
％

以
上

。
ｃ

．
測

定
値

の
分

布
の

標
準

偏
差

は
、

目
標

塗
膜

厚
合

計
値

の
2
0
％

を
超

え
な

い
。

た
だ

し
、

測
定

値
の

平
均

値
が

目
標

塗
膜

厚
合

計
値

よ
り

大
き

い
場

合
は

こ
の

限
り

で
は

な
い

。

工
場

塗
装

工
外

面
塗

装
で

は
、

無
機

ジ
ン

ク
リ

ッ
チ

ペ
イ

ン
ト

の
塗

付
後

と
上

塗
り

終
了

時
に

測
定

し
、

内
面

塗
装

で
は

内
面

塗
装

終
了

時
に

測
定

。
１

ロ
ッ

ト
の

大
き

さ
は

、
5
0
0
㎡

と
す

る
。

１
ロ

ッ
ト

当
た

り
測

定
数

は
2
5
点

と
し

、
各

点
の

測
定

は
５

回
行

い
、

そ
の

平
均

値
を

そ
の

点
の

測
定

値
と

す
る

。

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

そ
　

り
　

δ
（

ｍ
ｍ

）

架
設

工
（

鋼
橋

）

（
ク

レ
ー

ン
架

設
）

（
ケ

ー
ブ

ル
ク

レ
ー

ン
架

設
）

（
ケ

ー
ブ

ル
エ

レ
ク

シ
ョ

ン
架

設
）

（
架

設
桁

架
設

）
（

送
出

し
架

設
）

（
ト

ラ
ベ

ラ
ー

ク
レ

ー
ン

架
設

）

主
げ

た
、

主
構

の
全

継
手

数
の

１
／

２
を

測
定

。
δ

1
,
δ

2
の

う
ち

大
き

い
も

の
設

計
値

が
5
m
m
以

下
の

場
合

は
、

マ
イ

ナ
ス

側
に

つ
い

て
は

設
計

値
以

上
と

す
る

。

各
け

た
毎

に
全

数
測

定
。

通
　

り
　

δ
（

ｍ
ｍ

）

各
支

点
及

び
各

支
間

中
央

付
近

を
測

定
。

全
 
 
長

Ｌ
 
（

ｍ
）

支
間

長
Ｌ

n
（

ｍ
）

※
現

場
継

手
部

の
す

き
間

δ
1
,
δ

2
（

m
m
）

±
(
1
0
+
2
L
/
5
)

±
(
2
0
+
L
/
5
)

±
(
2
0
+
L
n
/
5
)

設
計

値
 
±

5

ど
ち

ら
か

一
方

の
主

げ
た

（
主

構
）

端
を

測
定

。

各
主

げ
た

の
両

端
部

を
測

定
。

h
：

主
げ

た
・

主
構

の
高

さ
(
m
m
)

※
規

格
値

の
L
，

B
に

代
入

す
る

数
値

は
ｍ

単
位

の
数

値
で

あ
る

。
 
 
た

だ
し

、
「

主
げ

た
、

主
構

の
鉛

直
度

δ
」

の
規

格
値

の
h
に

代
入

す
る

数
値

は
ｍ

ｍ
単

位
の

数
値

と
す

る
。

※
主

げ
た

、
主

構
の

中
心

間
距

離
Ｂ

（
ｍ

）
±

4
…

…
 
 
 
 
B
≦

2
±

(
3
+
B
/
2
)
…

B
＞

2

3
+
h
/
1
,
0
0
0

※
主

げ
た

、
主

構
の

鉛
直

度
δ

（
m
m
）

※
主

げ
た

の
橋

端
に

お
け

る
出

入
差

δ
（

m
m
）

L
：

主
げ

た
・

主
構

の
支

間
長

(
m
)

主
げ

た
、

主
構

を
全

数
測

定
。

L
：

主
げ

た
・

主
構

の
支

間
長

(
m
)

±
(
2
5
+
L
/
2
)

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
3

橋 梁 架 設 工

設
計

値
 
±

1
0

※
は

仮
組

立
検

査
を

実
施

し
な

い
工

事
に

適
用

。

単
径
間
の
場
合

L
1

L
2

L
3

多
径
間
の
場
合

L

Ｌ

主 げ た
δ δ

Ｌ

Ｂ

δ

主
げ

た

ｈ
δ

δ
2

δ
1

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

架
設

工
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
）

（
ク

レ
ー

ン
架

設
）

（
架

設
桁

架
設

）
架

設
工

支
保

工
（

固
定

）
（

移
動

）
架

設
桁

架
設

（
片

持
架

設
）

（
押

出
し

架
設

）

１

―

桁
の

中
心

間
距

離
―

一
連

毎
の

両
端

及
び

支
間

中
央

に
つ

い
て

各
上

下
間

を
測

定
。

主
桁

を
全

数
測

定
。

―
各

桁
毎

に
全

数
測

定
。

-
5
0

ℓ
＜

５
ｍ

延
　

長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

ℓ
＜

５
ｍ

ℓ
≧

５
ｍ

法
長

の
－

４
％

-
1
0
0

-
2
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

そ
　

　
　

　
　

り

法
長

の
－

２
％

-
1
0
0

１
施

工
箇

所
毎

-
2
0

ℓ
≧

５
ｍ

盛 土 法 長 ℓ

1
4

法 面 工 共 通

２

切 土 法 長 ℓ

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

３ 土 木 工 事 共 通 編 ３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
4

法 面 工 共 通

２
植

生
工

（
種

子
散

布
工

）
（

張
芝

工
）

（
筋

芝
工

）
（

市
松

芝
工

）
（

植
生

シ
ー

ト
工

）
（

植
生

マ
ッ

ト
工

）
（

植
生

筋
工

）
（

人
工

張
芝

工
）

（
植

生
穴

工
）

２

ℓ
≧

５
ｍ

法 長 ℓ

ｔ
＜

５
c
m

全
　

長
・

支
　

間
３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
3

橋 梁 架 設 工

２ 一 般 施 工

１
施

工
箇

所
毎

施
工

面
積

2
0
0
㎡

に
つ

き
１

箇
所

、
面

積
2
0
0
㎡

以
下

の
も

の
は

、
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
検

査
孔

に
よ

り
測

定
。

植
生

工

（
植

生
基

材
吹

付
工

）
（

客
土

吹
付

工
）

ｔ
≧

５
c
m

厚 さ ｔ

-
5
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

ℓ
＜

５
ｍ

延
　

長

法
長

の
－

４
％

-
1
0

-
2
0

-
1
0
0

-
2
0
0

但
し

、
吹

付
面

に
凹

凸
が

あ
る

場
合

の
最

小
吹

付
厚

は
、

設
計

厚
の

5
0
％

以
上

と
し

、
平

均
厚

は
設

計
厚

以
上

。

-
2
0

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
ｍ

出来形管理基準及び規格値
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m

編
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工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
測

定
断

面
に

凹
凸

が
あ

り
、

曲
線

法
長

の
測

定
が

困
難

な
場

合
は

直
線

法
長

と
す

る
。

-
1
0
0

2
0
0
㎡

に
つ

き
１

箇
所

以
上

、
2
0
0
㎡

以
下

は
２

箇
所

を
せ

ん
孔

に
よ

り
測

定
。

ｔ
≧

５
c
m

-
2
0

但
し

、
吹

付
面

に
凹

凸
が

あ
る

場
合

の
最

小
吹

付
厚

は
、

設
計

厚
の

5
0
％

以
上

と
し

、
平

均
厚

は
設

計
厚

以
上

ｔ
＜

５
c
m

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
4

法 面 工 共 通

３

法 長 ℓ

-
5
0

１
施

工
箇

所
毎

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

延
　

長
Ｌ

≧
1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
5
0

吹
付

工
（

仮
設

を
含

む
）

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
）

（
モ

ル
タ

ル
）

-
2
0

厚 さ ｔ

ℓ
≧

３
ｍ

-
1
0

ℓ
＜

３
ｍ

-
1
0
0

Ｌ
＜

1
0
ｍ

ℓ

ℓ

ℓ
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所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

-
2
0

１
施

工
箇

所
毎

Ｌ
＜

1
0
ｍ

枠
中

心
間

隔
 
ａ

ℓ
＜

1
0
ｍ

ℓ
≧

1
0
ｍ

1
4

法 面 工 共 通

４

法 長 ℓ法 長 ℓ

４

-
2
0
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ
枠

延
延

長
1
0
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

、
枠

延
延

長
1
0
0
ｍ

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇

所
に

つ
き

２
箇

所
。

±
1
0
0

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
5
0

-
3
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

-
2
0

-
1
0
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

曲
線

部
は

設
計

図
書

に
よ

る

-
1
0
0

延
　

長

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

高
　

　
　

さ
　

ｈ
-
3
0

２ 一 般 施 工

１
施

工
箇

所
毎

ア
ン

カ
ー

工

３ 土 木 工 事 共 通 編

２
法

枠
工

（
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
法

枠
工

）

２ 一 般 施 工

1
4

法 面 工 共 通

１
法

枠
工

（
現

場
打

法
枠

工
）

（
現

場
吹

付
法

枠
工

）

ℓ
≧

1
0
ｍ

-
2
0
0

-
1
0
0

-
1
0
0

ℓ
＜

1
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
ｍ

延
　

長

全
数

（
任

意
仮

設
は

除
く

）

せ
ん

孔
方

向
　

θ
±

2
.
5
度

削
孔

深
さ

　
　

ℓ
設

計
値

以
上

1
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

-
5
0

配
置

誤
差

　
　

ｄ

２ 一 般 施 工

1
4

法 面 工 共 通

６
３ 土 木 工 事 共 通 編

ｙ

ｘ

ｄ

θ

ｄ
＝

2
2 ＋

ｙ
ｘ

θ

ℓ

ａ

ｗ

ｈ
ａ
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所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

１
施

工
箇

所
毎

±
5
0

ｈ
≧

３
ｍ

-
1
0
0

-
5
0

1
5

擁 壁 工 共 通

２１
施

工
延

長
4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

裏
　

込
　

厚
　

さ

（
一

般
事

項
）

場
所

打
擁

壁
工

３ 土 木 工 事 共 通 編

1
5

擁 壁 工 共 通

２ 一 般 施 工

基
　

準
　

高
　

▽

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

延
　

長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

高 さ ｈ

幅
 
　

　
ｗ

1
，

ｗ
2

ｈ
＜

３
ｍ

１
施

工
箇

所
毎

-
5
0

-
2
0

-
5
0

-
3
0

-
5
0

-
1
0
0

±
5
0

-
2
0

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
2
0

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

擁
壁

工

-
1
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

基
　

準
　

高
　

▽

延
　

長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

ｗ
1 ｗ
2

ｔ

ｗ
1 ｗ
2

ｔ
ｔ

ｈ
ｈ

ｔ

ｔ

ｗ
1

ｗ
2

ｗ
1

ｗ
1

ｗ
2

ｗ
2ｈ

ｈ
ｈ

ｔ
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種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

１
施

工
箇

所
毎

-
5
0

±
5
0

井
桁

ブ
ロ

ッ
ク

工

-
0
.
5
分

Ｌ
＜

1
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
1
0
0

厚
さ

ｔ
1
，

ｔ
2
，

ｔ
3

法 長 ℓ

ℓ
＜

３
ｍ

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

1
5

擁 壁 工 共 通

４

ｈ
＜

３
ｍ

±
0
.
0
3
ｈ

か
つ

±
3
0
0
以

内

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 共 通 的 工 種

1
5

擁 壁 工 共 通

３

-
2
0

補
強

土
壁

工

（
補

強
土

（
テ

ー
ル

ア
ル

メ
）

壁
工

法
）

（
多

数
ア

ン
カ

ー
式

補
強

土
工

法
）

（
ジ

オ
テ

キ
ス

タ
イ

ル
を

用
い

た
補

強
土

工
法

）

高 さ ｈ

-
5
0

-
5
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

±
5
0

-
5
0

-
2
0

１
施

工
箇

所
毎

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

-
1
0
0

-
5
0

-
1
0
0

控
　

え
　

長
　

さ
設

計
値

以
上

勾
　

　
　

配
　

Ｎ

基
　

準
　

高
　

▽

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

ℓ
≧

３
ｍ

延
　

長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

基
　

準
　

高
　

▽

ｈ
≧

３
ｍ

鉛
　

直
　

度
　

△

-
1
0
0

延
　

長
Ｌ

1
 
､
Ｌ

2

ｈ

Δ

ｈ

Δ

▽

▽
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定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

２ 一 般 施 工

1
6

浚 渫 工 共 通

３

1
0
0
0
p
s

デ ィ ー ゼ ル 船

-
8
0
0

上
限

+
2
0
0

4
2
0
p
s

6
0
0
p
s

幅

+
2
0
0

-
2
0
0-
1
0
0
0

基 準 高 ▽

幅

延
　

　
　

長

-
2
0
0-
1
0
0
0

-
1
2
0
0

2
0
0
p
s

1
3
5
0
p
s

5
0
0
p
s

2
5
0
p
s

-
2
0
0

+
2
0
0

基
　

準
　

高
　

▽

延
　

　
　

長

２
浚

渫
船

運
転

工

（
グ

ラ
ブ

浚
渫

船
）

1
6

浚 渫 工 共 通

３
上

限
　

＋
2
0
0

延
長

方
向

は
、

設
計

図
書

に
よ

り
指

定
さ

れ
た

測
点

毎
。

横
断

方
向

は
、

５
ｍ

毎
。

ま
た

、
斜

面
は

法
尻

、
法

肩
と

し
必

要
に

応
じ

中
間

点
も

加
え

る
。

た
だ

し
、

各
測

定
値

の
平

均
値

の
設

計
基

準
高

以
下

で
あ

る
こ

と
。

-
1
2
0
0

下
限

+
2
0
0

延
長

方
向

は
、

設
計

図
書

に
よ

り
指

定
さ

れ
た

測
点

毎
。

横
断

方
向

は
、

５
ｍ

毎
。

ま
た

、
斜

面
は

法
尻

、
法

肩
と

し
必

要
に

応
じ

中
間

点
も

加
え

る
。

た
だ

し
、

各
測

定
値

の
平

均
値

の
設

計
基

準
高

以
下

で
あ

る
こ

と
。

-
8
0
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

浚
渫

船
運

転
工

（
ポ

ン
プ

浚
渫

船
）

電 気 船

-
2
0
0

３ 土 木 工 事 共 通 編

２ 一 般 施 工

１

+
2
0
0

+
2
0
0
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定

　
　

基
　

　
準

 
 
 
鉄

　
筋

　
間

　
隔

±
1
0

１
径

間
当

た
り

３
箇

所
（

両
端

及
び

中
央

）
測

定
。

１
箇

所
の

測
定

は
、

橋
軸

方
向

の
鉄

筋
は

全
数

、
橋

軸
直

角
方

向
の

鉄
筋

は
加

工
形

状
毎

に
２

ｍ
の

範
囲

を
測

定
。

２ 一 般 施 工

1
8

床 版 工

３ 土 木 工 事 共 通 編

２
注

）
新

設
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

構
造

物
（

橋
梁

上
･

下
部

工
お

よ
び

重
要

構
造

物
で

あ
る

内
空

断
面

積
2
5

㎡
以

上
の

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
（

工
場

製
作

の
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
製

品
は

全
て

の
工

種
に

お
い

て
対

象
外

）
）

の
鉄

筋
の

配
筋

状
況

及
び

か
ぶ

り
に

つ
い

て
は

、
｢
非

破
壊

試
験

に
よ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

中
の

配
筋

状
態

及
び

か
ぶ

り
測

定
要

領
(
案

)
｣
も

併
せ

て
適

用
す

る
。

１
径

間
当

た
り

３
断

面
（

両
端

及
び

中
央

）
測

定
。

１
断

面
の

測
定

箇
所

は
断

面
変

化
毎

１
箇

所
と

す
る

。

0
～

＋
3
0

厚
　

　
　

さ
　

ｔ
－

1
0
～

＋
2
0

鉄
筋

の
有

効
高

さ

鉄
筋

の
か

ぶ
り

基
準

高
は

、
１

径
間

当
た

り
２

箇
所

（
支

点
付

近
）

で
、

１
箇

所
当

た
り

両
端

と
中

央
部

の
３

点
、

幅
は

１
径

間
当

た
り

３
箇

所
、

厚
さ

は
型

枠
設

置
時

に
お

お
む

ね
1
0

㎡
に

１
箇

所
測

定
。

（
床

版
の

厚
さ

は
、

型
枠

検
査

を
も

っ
て

代
え

る
。

）

設
計

値
以

上

±
2
0

上
記

、
鉄

筋
の

有
効

高
さ

が
マ

イ
ナ

ス
の

場
合

±
2
0

±
1
0

床
版

工
基

　
準

　
高

　
▽

幅
　

　
　

　
　

ｗ

出来形管理基準及び規格値
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m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

基
準

高
は

護
岸

工
の

天
端

と
計

画
堤

防
天

端
の

高
さ

が
同

じ
場

合
は

規
格

値
を

-
０

と
す

る
。

法
線

は
座

標
管

理
し

て
い

る
場

合
は

座
標

値
と

す
る

。

Ｌ
＜

1
0
ｍ

-
2
0

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
5
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

-
1
0
0

延
　

長

基
準

高
・

河
川

幅
は

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

基
　

準
　

高
　

▽
６ 河 川 編

１ 築 堤 ・ 護 岸

１ 適 用

-
3
0

１
組

毎

１
施

工
箇

所
毎

幅
　

　
　

　
　

ｗ

河
川

幅
　

Ｗ
1
～

Ｗ
4

-
0
、

＋
2
0
0

±
5
0

方
　

　
　

　
　

向

護
岸

付
属

物
工

（
横

帯
コ

ン
ク

リ
ー

ト
）

（
縦

帯
コ

ン
ク

リ
ー

ト
）

（
小

口
止

工
）

（
巻

コ
ン

ク
リ

ー
ト

）

-
2
0
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ
±

3
0
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ

±
７

°

高
　

　
　

さ
　

ｈ

1
0

水 制 工

８
杭

出
し

水
制

工
基

　
準

　
高

　
▽

６ 河 川 編

１ 築 堤 ・ 護 岸

７ 法 覆 護 岸 工

±
5
0

６ 河 川 編

１ 築 堤 ・ 護 岸

４

-
3
0

各
格

子
間

の
中

央
部

１
箇

所
を

測
定

。
ｗ

ｈ

ｗ

Ｌ

出来形管理基準及び規格値
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単
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：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

1
3

1
3

厚
さ

　
ｔ

1
～

ｔ
8

-
2
0

-
3
0

±
3
0

柔
構

造
樋

門
の

場
合

は
埋

戻
前

（
載

荷
前

）
に

測
定

す
る

。

-
3
0

１
施

工
箇

所
毎

１
箇

所
毎

※
は

現
場

打
部

分
の

あ
る

場
合

-
1
0
0

６ 河 川 編

１ 築 堤 ・ 護 岸

４

-
3
0

-
2
0

※
幅

 
w
1
,
w
2

※
高

さ
 
 
h
1
,
h
2

※
厚

さ
 
t
1
～

t
5

-
2
0

-
1
0
0

-
5
0

埋
　

設
　

深
　

ｔ

６

延
　

長

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

配
管

工

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

６ 河 川 編

１ 築 堤 ・ 護 岸

３

±
3
0

-
3
0

-
5
0

延
　

長

基
　

準
　

高
　

▽

幅
　

　
ｗ

1
，

ｗ
2

内
空

高
　

　
ｈ

1

内
空

幅
　

　
ｗ

3

Ｌ
＜

1
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

2
0
ｍ

函
渠

寸
法

は
、

両
端

、
施

工
継

手
箇

所
及

び
図

面
の

寸
法

表
示

箇
所

で
測

定
。

門
柱

、
操

作
台

等
は

、
図

面
の

寸
法

表
示

箇
所

で
測

定
。

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

製
品

使
用

の
場

合
は

、
製

品
寸

法
を

規
格

証
明

書
で

確
認

す
る

も
の

と
し

、
『

基
準

高
』

と
『

延
長

』
を

測
定

。

-
2
0

函
渠

工

（
本

体
工

）

Ｌ
≧

2
0
ｍ

６ 河 川 編

３ 樋 門 ・ 樋 管

５ 樋 門 ・ 樋 管 本 体 工

１

接
続

部
（

地
上

機
器

部
）

間
毎

で
全

数
。

【
管

路
セ

ン
タ

ー
で

測
定

】

0
～

+
5
0

接
続

部
（

地
上

機
器

部
）

間
毎

に
１

箇
所

。
光 ケ ー ブ ル 配 管 工

基
　

準
　

高
　

▽
±

3
0

光 ケ ー ブ ル 配 管 工

Ｌ
＜

1
0
ｍ

ハ
ン

ド
ホ

ー
ル

工

ｗ

ｈ2

2

ｔ

ｗ
1

1

ｔ
5

ｔ
2

ｔ
3

ｔ
4 1

ｈ

ｗ

ｔ

ｔ

ｔ
6

ｔ
7

5

1

3

ｔ

ｈ
1

ｔ
4

ｔ
1

2
ｗ

3

ｔ
5

ｔ
8

ｗ
2

Ｌ

Ｌ

接
続

部

（
地

上
機

器
部

）

接
続

部

（
地

上
機

器
部

）

t
Ｃ Ｌ

出来形管理基準及び規格値
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m
m

編
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枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

６ 河 川 編

３ 樋 門 ・ 樋 管

５ 樋 門 ・ 樋 管 本 体 工

６

基
　

準
　

高
　

▽

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

-
2
0

-
1
0
0

１
施

工
箇

所
毎

基
　

準
　

高
　

▽

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

2
0
ｍ

-
5
0

±
3
0

高
　

　
　

さ
　

ｈ

床
版

工
堰

柱
工

門
柱

工
ゲ

ー
ト

操
作

台
工

胸
壁

工

函
渠

工

（
ヒ

ュ
ー

ム
管

）
（

Ｐ
Ｃ

管
）

（
コ

ル
ゲ

ー
ト

パ
イ

プ
）

（
ダ

ク
タ

イ
ル

鋳
鉄

管
）

±
3
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ
-
5
0

高
　

　
　

さ
　

ｈ

±
3
0

６ 河 川 編

３ 樋 門 ・ 樋 管

５ 樋 門 ・ 樋 管 本 体 工

７ ８

延
　

長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

Ｌ
≧

2
0
ｍ

２

幅
　

　
　

　
　

ｗ

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。

幅
　

　
　

　
　

ｗ

-
2
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ

翼
壁

工
水

叩
工

±
3
0

-
5
0

±
3
0

-
3
0

基
　

準
　

高
　

▽

厚
　

　
　

さ
　

ｔ
-
2
0

-
3
0

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

６ 河 川 編

４ 水 門

６ 水 門 本 体 工

７ ８ ９ 1
0

1
1

ｈ

ｗ
ｗ

ｗ
ｔ

ｔ

ｔ Ｌ

出来形管理基準及び規格値
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m
m

編
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節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

基
　

準
　

高
　

▽
６ 河 川 編

５ 堰
８ 魚 道 工

３

厚
さ

　
ｔ

1
，

ｔ
2

幅
　

　
　

　
　

ｗ

高
さ

　
ｈ

1
，

ｈ
2

延
　

長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

魚
道

本
体

工

堰 長 Ｌ

-
3
0

Ｌ
≧

2
0
ｍ

-
1
0
0

±
3
0

６ 河 川 編

５ 堰
７ 固 定 堰 本 体 工

８ ９ 1
0

堰
本

体
工

水
叩

工
土

砂
吐

工

閘
門

工
土

砂
吐

工
±

3
0

基
　

準
　

高
　

▽

延
　

　
　

長
　

Ｌ

-
2
0

-
3
0

高
　

　
　

さ
　

ｈ

幅
　

　
　

　
　

ｗ

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。

基
準

高
、

幅
、

高
さ

、
厚

さ
は

両
端

、
施

工
継

手
箇

所
及

び
構

造
図

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。

±
3
0

±
3
0

-
5
0

-
2
0

-
3
0

-
3
0

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

-
5
0

-
1
0
0

-
2
0

-
5
0

±
3
0

-
2
0

６ 河 川 編

５ 堰
６ 可 動 堰 本 体 工

1
3

1
4

基
　

準
　

高
　

▽

Ｌ
＜

2
0
ｍ

高
　

　
　

さ
　

ｈ

幅
　

　
　

　
　

ｗ

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
（

な
お

、
製

品
使

用
の

場
合

の
製

品
寸

法
は

、
規

格
証

明
書

等
に

よ
る

）

ｗ

ｈ
ｔ

ｔ
2

ｔ
ｗ

2
ｈ

ｈ
1

1

出来形管理基準及び規格値
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単
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：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

９ 管 理 橋 下 部 工

２ ６

敷
　

　
　

長
　

ℓ
2

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

天
　

端
　

幅
　

ｗ
1

（
橋

軸
方

向
）

天
　

端
　

幅
　

ｗ
2

（
橋

軸
方

向
）

-
5
0

管
理

橋
橋

台
工

天
　

端
　

長
　

ℓ
1

±
2
0

-
1
0

-
1
0

胸
壁

の
高

さ
　

ｈ
2

高
　

　
　

さ
　

ｈ
1

敷
　

　
　

幅
　

ｗ
3

（
橋

軸
方

向
）

-
5
0

-
5
0

-
2
0

-
3
0

-
5
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ

高
さ

　
ｈ

1
，

ｈ
2

支
 
点

 
長

 
及

 
び

中
心

線
の

変
 
化

６ 河 川 編

６ 排 水 機 場

４ 機 場 本 体 工

橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
、

そ
の

他
は

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。

±
3
0

-
2
0

図
面

の
表

示
箇

所
で

測
定

。

６ 河 川 編

５ 堰

胸
壁

間
距

離
　

ℓ

基
　

準
　

高
　

▽

-
3
0

-
5
0

±
5
0

±
3
0

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

幅
　

　
　

　
　

ｗ

±
3
0

本
体

工
基

　
準

　
高

　
▽

2
ｗ

ｗ
1

ｗ
3

ｗ
3

2
ｗ

ｗ
1

ｔ

ｔ
ｔ

2
ｈ

ｈ
1

2
ｈ

ｗ
3

ｗ
3

ｈ
1

ｈ
1

ｔ

ｔ

2
ｗ

ｗ
1

2
ｗ

ｗ
1

2
ｈ

2
ｈ

Ｌ

ｗ

ｔ
ｈ

1
ｈ

2

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

延
　

　
　

長
　

Ｌ

図
面

の
表

示
箇

所
で

測
定

。

±
3
0

±
3
0

６ 排 水 機 場

４ 機 場 本 体 工

７

高
　

　
　

さ
　

ｈ

基
　

準
　

高
　

▽
燃

料
貯

油
槽

工

±
3
0

±
3
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ

基
　

準
　

高
　

▽

-
2
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ
-
3
0

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

-
5
0

６ 河 川 編

６ 排 水 機 場

図
面

の
表

示
箇

所
で

測
定

。

-
3
0

５ 沈 砂 池 工

７
コ

ン
ク

リ
ー

ト
床

版
工

高
　

　
　

さ
　

ｈ

６ 河 川 編

-
5
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ

厚
　

　
　

さ
　

ｔ
-
2
0

ｔ

Ｌ

ｗ ｈ

Ｌ

ｗ ｈ t
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m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

４ 床 止 め 工

６ 河 川 編 ６ 河 川 編

７ 床 止 め ・ 床 固 め７ 床 止 め ・ 床 固 め

４ 床 止 め 工

６ ８

水
通

し
幅

ℓ
1
，

ℓ
2

天
　

端
　

幅
　

ｗ
1
,
ｗ

３

堤
 
長

　
Ｌ

1
，

Ｌ
2

本
体

工

（
床

固
め

本
体

工
）

堤
　

　
　

幅
　

ｗ
2

基
　

準
　

高
　

▽

-
3
0

±
3
0

-
3
0

図
面

に
表

示
し

て
あ

る
箇

所
で

測
定

。

-
3
0

-
1
0
0

-
1
0
0

±
5
0

基
　

準
　

高
　

▽
基

準
高

、
幅

、
延

長
は

図
面

に
表

示
し

て
あ

る
箇

所
で

測
定

。
厚

さ
は

目
地

及
び

そ
の

中
間

点
で

測
定

。

±
3
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

幅
　

　
　

　
　

ｗ

-
1
0
0

側
壁

工

長
 
 
 
 
 
さ

 
 
 
Ｌ

天
　

端
　

幅
　

ｗ
1

基
　

準
　

高
　

▽
１

．
図

面
の

寸
法

表
示

箇
所

で
測

定
。

２
．

上
記

以
外

の
測

定
箇

所
の

標
準

は
、

天
端

幅
・

天
端

高
で

各
測

点
及

び
ジ

ョ
イ

ン
ト

毎
に

測
定

。
３

．
長

さ
は

、
天

端
中

心
線

の
水

平
延

長
、

又
は

、
測

点
に

直
角

な
水

平
延

長
を

測
定

。
-
1
0
0

-
3
0

水
叩

工

±
3
0

堤
　

　
　

幅
　

ｗ
2

-
3
0

６ 河 川 編

７ 床 止 め ・ 床 固 め

５ 床 固 め 工

６

ｔ

Ｌ

ｗ

Ｌ
ｗ

1

ｗ
2

ｗ
2ｗ
1

2
ＬＬ

1

ｗ
3

ℓ 1 ℓ 2
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：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

４

-
2
0

高
　

　
　

さ
　

ｈ

幅
　

　
　

　
　

ｗ
-
3
0

±
3
0

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

場
所

打
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

１ 堤 防 ・ 護 岸

５ 護 岸 基 礎 工

５

-
2
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

ブ
ロ

ッ
ク

個
数

4
0
個

に
つ

き
１

箇
所

の
割

で
測

定
。

基
準

高
、

延
長

は
施

工
延

長
4
0

ｍ
（

測
点

間
隔

2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

±
5
0

１
施

工
箇

所
毎

-
1
0
0

-
5
0

-
3
0

７ 河 川 海 岸 編

基
　

準
　

高
　

▽

延
　

長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

ブ
ロ

ッ
ク

縦
幅

ｗ
1

-
2
0

基
　

準
　

高
　

▽

ℓ
×

（
－

２
％

）

-
2
0

-
1
0
0

Ｌ
＜

1
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

ℓ
＜

５
ｍ

-
5
0

基
　

準
　

高
　

▽

ブ
ロ

ッ
ク

厚
　

ｔ

ℓ
≧

５
ｍ

-
1
0
0

海
岸

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

工

-
5
0

±
5
0

７ 河 川 海 岸 編

１ 堤 防 ・ 護 岸

６ 護 岸 工

１
施

工
箇

所
毎

-
2
0

-
1
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

７ 河 川 海 岸 編

延
　

長

勾
　

　
　

配
　

Ｎ

法
長

ℓ

１ 堤 防 ・ 護 岸

５ 護 岸 基 礎 工

６

Ｌ
＜

1
0
ｍ

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

延
　

長
Ｌ

≧
1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

海
岸

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

工

-
0
.
5
分

１
施

工
箇

所
毎

-
5
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

ブ
ロ

ッ
ク

横
幅

ｗ
2

-
2
0

ｈ
ｗ

Ｌ

ｗ

ｔ

2

ｗ
1
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：
m
m

編
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節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

-
5
0

±
5
0

基
　

準
　

高
　

▽

幅
　

　
　

　
　

ｗ

７ 河 川 海 岸 編

１ 堤 防 ・ 護 岸

８ 天 端 被 覆 工

２

Ｌ
＜

1
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

被
覆

工
７ 河 川 海 岸 編

１ 堤 防 ・ 護 岸

６ 護 岸 工

５
施

工
延

長
4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

-
3
0

-
5
0

-
1
0
0

勾
　

　
　

配
　

Ｎ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

裏
 
込

 
材

 
厚

 
ｔ

’

-
2
0

延
　

長

ｔ
＜

1
0
0

-
1
0
0

±
5
0

厚
さ

ｔ

ℓ
≧

３
ｍ

法
長

ℓ
ℓ
＜

３
ｍ

-
5
0

-
5
0

コ
ン

ク
リ

ー
ト

被
覆

工

-
5
0

延
　

長

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

基
　

礎
　

厚
　

ｔ
’

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

-
0
.
5
分

基
　

準
　

高
　

▽

ｔ
≧

1
0
0

-
2
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

-
4
5

-
1
0
0

-
2
0

-
1
0

Ｌ
＜

1
0
ｍ

ｗ

ｔ
’

ｔ
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：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

基 　 準 　 高 　 ▽

捨
石

工
４ 突 堤 基 礎 工

４３
９ 波 返 工

波
返

工

幅
　

　
ｗ

1
，

ｗ
2

-
2
0
0

被
覆

均
し

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

±
5
0
0

異
形

ブ
ロ

ッ
ク

据
付

面
（

乱
積

）
の

高
さ

天
　

端
　

幅
　

ｗ
1

法
　

　
　

長
　

ℓ

天
 
端

 
延

 
長

 
Ｌ

1

荒
均

し

-
1
0
0

-
5
0

異
形

ブ
ロ

ッ
ク

据
付

面
（

乱
積

）
の

高
さ

本
　

　
均

　
　

し
±

5
0

-
2
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

表
　

面
　

均
　

し

±
5
0
0

-
1
0
0

異
形

ブ
ロ

ッ
ク

据
付

面
（

乱
積

）
以

外
の

高
さ

±
3
0
0

±
3
0
0

-
1
0
0

高
さ

 
ｈ

≧
３

ｍ
ｈ

1
，

ｈ
2
，

ｈ
3

７ 河 川 海 岸 編

２ 突 堤 ・ 人 工 岬

-
1
0
0

±
1
0
0

幅
は

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

、
延

長
は

セ
ン

タ
ー

ラ
イ

ン
及

び
表

裏
法

肩
。

施
工

延
長

1
0
ｍ

に
つ

き
、

１
測

点
当

た
り

５
点

以
上

測
定

。

基
　

準
　

高
　

▽
±

5
0

延
　

長
-
5
0

異
形

ブ
ロ

ッ
ク

据
付

面
（

乱
積

）
以

外
の

高
さ

-
3
0

高
さ

 
ｈ

＜
３

ｍ
ｈ

1
，

ｈ
2
，

ｈ
3

７ 河 川 海 岸 編

Ｌ
＜

1
0
ｍ

１ 堤 防 ・ 護 岸

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

ｗ
ｗ

2
1

ｈ

2
ｈ ｈ

3
1

①

②
③

④

⑤

ｗ
　

.
(Ｌ

　
)

1
1

ℓ
ℓ
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：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

７ 河 川 海 岸 編

２ 突 堤 ・ 人 工 岬

４ 突 堤 基 礎 工

５

天
 
端

 
延

 
長

 
Ｌ

1

（
層

積
）

ブ
ロ

ッ
ク

規
格

2
6
ｔ

未
満

天
　

端
　

幅
　

ｗ

異
形

ブ
ロ

ッ
ク

据
付

面
（

乱
積

）
以

外
の

高
さ

７ 河 川 海 岸 編

２ 突 堤 ・ 人 工 岬

５ 突 堤 本 体 工

２
捨

石
工

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
-
5
0
0

吸
出

し
防

止
工

-
3
0
0

天
　

端
　

幅
　

ｗ
1

-
1
0
0

法
　

　
　

長
　

ℓ

幅
　

　
　

　
　

ｗ

基 　 準 　 高 　 ▽

延
　

　
　

長
　

Ｌ

異
形

ブ
ロ

ッ
ク

据
付

面
（

乱
積

）
の

高
さ

±
3
0
0

-
1
0
0

幅
は

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

、
延

長
は

セ
ン

タ
ー

ラ
イ

ン
及

び
表

裏
法

肩
。

施
工

延
長

1
0
ｍ

に
つ

き
、

１
測

点
当

た
り

５
点

以
上

測
定

。
±

5
0
0

-
2
0
0

７ 河 川 海 岸 編

２ 突 堤 ・ 人 工 岬

５ 突 堤 本 体 工

５

±
3
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
延

長
は

、
セ

ン
タ

ー
ラ

イ
ン

で
行

う
。

天
 
端

 
延

 
長

 
Ｌ

－
ブ

ロ
ッ

ク
の

高
さ

の
１

／
２

海
岸

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

工

－
ブ

ロ
ッ

ク
の

高
さ

の
１

／
２

±
5
0
0

基 　 準 　 高 　 ▽
±

ブ
ロ

ッ
ク

の
高

さ
の

１
／

２

（
層

積
）

ブ
ロ

ッ
ク

規
格

2
6
ｔ

以
上

（
乱

　
積

）

ｗ

Ｌ

ｗ
Ｌ

①

②
③

④

⑤

ｗ
　

.
(Ｌ

　
)

1
1

ℓ
ℓ
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：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

1
0

コ
ン

ク
リ

ー
ト

基
　

準
　

高
　

▽
７ 河 川 海 岸 編

２ 突 堤 ・ 人 工 岬

５ 突 堤 本 体 工 ５ 突 堤 本 体 工

－
2
0
0

７ 河 川 海 岸 編

２ 突 堤 ・ 人 工 岬

５ 突 堤 本 体 工

ｈ
≧

３
ｍ

－
1
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

９
基

　
準

　
高

　
▽

延
　

　
　

長
　

Ｌ
１

施
工

箇
所

毎

石
砕

工

場
所

打
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

±
5
0

厚
　

　
　

さ
　

ｔ
－

5
0

高 さ ｈ

ｈ
＜

３
ｍ

－
5
0

±
3
0

１
施

工
箇

所
毎

延
　

　
　

長
　

Ｌ
－

2
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

1
1

＋
3
0
，

－
1
0

各
層

完
成

時
に

中
央

部
及

び
底

版
と

天
端

は
両

端

底
版

厚
さ

　
　

ｔ
2

＋
3
0
，

－
1
0

底
版

完
成

時
、

四
隅

バ ラ ス ト の 基 準 高 ▽

砕
 
石

 
、

 
砂

幅
　

　
　

　
　

ｗ
＋

3
0
，

－
1
0

高
　

　
　

さ
　

ｈ
1

フ
ー

チ
ン

グ
高

さ
ｈ

2

長
　

　
　

さ
　

Ｌ

±
5
0

各
層

完
成

時
に

中
央

部
及

び
底

版
と

天
端

は
両

端

＋
3
0
，

－
1
0

壁
　

　
厚

　
　

ｔ
1

±
1
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ
－

3
0

高
　

　
さ

　
　

ｈ
－

3
0

２ 突 堤 ・ 人 工 岬

±
1
0
0

各
室

中
央

部
１

箇
所

底
版

完
成

時
、

各
壁

１
箇

所

完
成

時
、

四
隅

底
版

完
成

時
、

各
室

中
央

部
１

箇
所

＋
3
0
，

－
1
0

ケ
ー

ソ
ン

工

（
ケ

ー
ソ

ン
工

製
作

）

７ 河 川 海 岸 編

１

ｔ

ｔ

ｈ

ｈ

ｗ

ｗ

ｈ
1

2
ｈ

2
2

ｔ
ｔ

Ｌ

1
1

ｔ
ｔ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

２

法
線

に
対

す
る

出
入

１
、

２

水
　

　
中

７ 河 川 海 岸 編 ７ 河 川 海 岸 編

２ 突 堤 ・ 人 工 岬

ケ
ー

ソ
ン

重
量

2
0
0
0
ｔ

以
上

±
1
5
0

ケ
ー

ソ
ン

重
量

2
0
0
0
ｔ

未
満

±
1
0
0

据
付

完
了

後
、

両
端

２
箇

所
７ 河 川 海 岸 編

２ 突 堤 ・ 人 工 岬

５ 突 堤 本 体 工

1
1

２

据
付

完
了

後
、

天
端

２
箇

所

ケ
ー

ソ
ン

工

（
ケ

ー
ソ

ン
工

据
付

）

陸
　

　
上

２ 突 堤 ・ 人 工 岬

５ 突 堤 本 体 工

1
1

長
　

　
　

さ
　

Ｌ

３
ケ

ー
ソ

ン
工

（
突

堤
上

部
工

）
場

所
打

コ
ン

ク
リ

ー
ト

海
岸

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

基 準 高 ▽
±

5
0

±
3
0

±
3
0

±
3
0

１
室

に
つ

き
１

箇
所

（
中

心
）

±
3
0

ケ
ー

ソ
ン

重
量

2
0
0
0
ｔ

未
満

1
0
0
以

下

ケ
ー

ソ
ン

重
量

2
0
0
0
ｔ

以
上

2
0
0
以

下

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

＋
2
0
，

－
1
0

壁
　

　
　

厚
　

ｔ
±

1
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ

据
付

目
地

間
隔

１
’

、
２

’

幅
　

　
　

　
　

ｗ
＋

2
0
，

－
1
0

高
　

　
　

さ
　

ｈ
＋

2
0
，

－
1
0

型
枠

取
外

し
後

全
数

５ 突 堤 本 体 工

1
2

セ
ル

ラ
ー

工

（
セ

ル
ラ

ー
工

製
作

）

法
線

に
対

す
る

出
入

１
、

２
±

5
0

セ
ル

ラ
ー

工

（
セ

ル
ラ

ー
工

据
付

）

７ 河 川 海 岸 編

長
　

　
　

さ
　

Ｌ

１
２ 突 堤 ・ 人 工 岬

５ 突 堤 本 体 工

1
2

隣
接

ブ
ロ

ッ
ク

と
の

間
隔

１
’

、
２

’
5
0
以

下

据
付

後
ブ

ロ
ッ

ク
１

個
に

２
箇

所
（

各
段

毎
）

1
’

2
’

2
1

ｔ

Ｌ

ｗ

Ｌ
Ｌ

ｔ
ｔ

ｔｔ

ｔ
ｔ

ｔ ｔ

ｗ

ｈ

1
’

2
’

2
1
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

幅 ｗ
1

ｗ
2

７ 河 川 海 岸 編

２ 突 堤 ・ 人 工 岬

６ 根 固 め 工

３
セ

ル
ラ

ー
工

（
突

堤
上

部
工

）
場

所
打

コ
ン

ク
リ

ー
ト

海
岸

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

幅
　

　
　

　
　

ｗ

陸
　

　
上

水
　

　
中

１
室

に
つ

き
１

箇
所

（
中

心
）

±
3
0

厚
　

　
　

さ
　

ｔ
±

3
0

±
3
0

±
5
0

基 準 高 ▽

±
3
0

長
　

　
　

さ
　

Ｌ

捨
石

工

-
2
0
0

異
形

ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
据

付
面

（
乱

積
）

の
高

さ

幅
は

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

、
延

長
は

セ
ン

タ
ー

ラ
イ

ン
及

び
表

裏
法

肩
。

-
1
0
0

天
 
端

 
延

 
長

 
Ｌ

６ 根 固 め 工

２

異
形

ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
据

付
面

(
乱

積
）

以
外

の
高

さ
±

3
0
0

法
　

　
　

長
　

ℓ
-
1
0
0

施
工

延
長

1
0
ｍ

に
つ

き
、

１
測

点
当

た
り

５
点

以
上

測
定

。
±

5
0
0

天
　

端
　

幅
　

ｗ

幅
、

厚
さ

は
4
0
個

に
つ

き
１

箇
所

測
定

。

７ 河 川 海 岸 編

２ 突 堤 ・ 人 工 岬

５ 突 堤 本 体 工

1
2

－
ｔ

／
２

±
ｔ

／
２

乱
　

　
　

　
積

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

層
　

　
　

　
積

２ 突 堤 ・ 人 工 岬

－
2
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

-
2
0

１
施

工
箇

所
毎

７ 河 川 海 岸 編

延
長

Ｌ
1

Ｌ
2

基 準 高 ▽

±
3
0
0

－
ｔ

／
２

-
2
0

３
層

　
　

　
　

積

乱
　

　
　

　
積

根
固

め
ブ

ロ
ッ

ク
工

乱
　

　
　

　
積

基 準 高 ▽

層
　

　
　

　
積

ｔ

Ｌ

ｗ

Ｌ ｔ

2

2

Ｌ
1

ｗ

ｗ
1

ｗ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

層
　

　
　

　
積

－
2
0
0

乱
　

　
　

　
　

積

基 準 高 ▽

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

工

－
ｔ

／
２

±
ｔ

／
２

－
ｔ

／
２

-
2
0

－
2
0

±
3
0
0

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

層
　

　
　

　
　

積
施

工
延

長
4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

幅
、

厚
さ

は
4
0
個

に
つ

き
１

箇
所

測
定

。

乱
　

　
　

　
積

乱
　

　
　

　
積

幅 ｗ
1

ｗ
2

層
　

　
　

　
積

７ 河 川 海 岸 編

２ 突 堤 ・ 人 工 岬

７ 消 波 工

３

±
5
0

延
長

Ｌ
1

Ｌ
2

基 準 高 ▽

±
3
0
0

荒 均 し

異
形

ブ
ロ

ッ
ク

付
面

(
乱

積
)
以

外
の

高
さ

±
3
0
0

法
　

　
　

長
　

ℓ
－

1
0
0

幅
は

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

、
延

長
は

セ
ン

タ
ー

ラ
イ

ン
及

び
表

裏
法

肩
。

施
工

延
長

1
0
ｍ

に
つ

き
、

１
測

点
当

た
り

５
点

以
上

測
定

。

－
2
0
0

被 覆 均 し

異
形

ブ
ロ

ッ
ク

付
面

(
乱

積
)
の

高
さ

７ 河 川 海 岸 編

３ 海 域 堤 防 （  人 工 リ ー フ 、 離 岸 堤 、 潜 堤  ）

３ 海 域 堤 基 礎 工

３
捨

石
工

天
　

端
　

幅
　

ｗ
1

異
形

ブ
ロ

ッ
ク

付
面

(
乱

積
)
の

高
さ

本
　

　
均

　
　

し

天
 
端

 
延

 
長

 
Ｌ

1

±
5
0
0

異
形

ブ
ロ

ッ
ク

付
面

(
乱

積
)
以

外
の

高
さ

±
5
0
0

－
1
0
0

Ｌ ｔ

2

2

Ｌ
1

ｗ

ｗ
1

①

②
③

④

⑤

ｗ
　

.
(
Ｌ

　
)

1
1

ℓ
ℓ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

８ 砂 防 編

１ 砂 防 え ん 堤

３ 工 場 製 作 工

４
鋼

製
え

ん
堤

仮
設

材
製

作
工

部 材
　

±
３

…
ℓ
≦

1
0

　
±

４
…

ℓ
＞

1
0

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。

天
端

部
　

ｗ
1
，

ｗ
3

堤
　

幅
　

 
　

　
ｗ

2
-
3
0

部
材

長
ℓ
（

ｍ
）

基
　

準
　

高
　

▽
±

3
0

図
面

の
表

示
箇

所
で

測
定

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

側
壁

工

堤
　

長
　

Ｌ
1
，

Ｌ
2

幅
　

　
ｗ

1
，

ｗ
2

基
　

準
　

高
　

▽

水
通

し
幅

　
ℓ
1
，

ℓ
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

え
ん

堤
本

体
工

±
5
0

-
1
0
0

長
　

　
　

さ
　

Ｌ
-
1
0
0

８ 砂 防 編

１
．

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。
２

．
上

記
以

外
の

測
定

箇
所

の
標

準
は

、
天

端
幅

・
天

端
高

で
各

測
点

及
び

ジ
ョ

イ
ン

ト
毎

に
測

定
。

３
．

長
さ

は
、

天
端

中
心

線
の

水
平

延
長

、
又

は
、

測
点

に
直

角
な

水
平

延
長

を
測

定
。

８ 砂 防 編

１ 砂 防 え ん 堤

８ コ ン ク リ ー ト え ん 堤 工

６４

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

幅
　

　
　

　
　

ｗ

１ 砂 防 え ん 堤

８ コ ン ク リ ー ト え ん 堤 工

±
3
0

-
3
0

基
準

高
、

幅
、

延
長

は
図

面
に

表
示

し
て

あ
る

箇
所

で
測

定
。

厚
さ

は
目

地
及

び
そ

の
中

間
点

で
測

定
。

-
1
0
0

±
3
0

８ 砂 防 編

１ 砂 防 え ん 堤

８ コ ン ク リ ー ト え ん 堤 工

８

-
3
0

延
　

　
　

長
　

Ｌ
-
1
0
0

水
叩

工
基

　
準

　
高

　
▽

Ｌ
ｗ

1

ｗ
2

ｔ

Ｌ

ｗ

ｗ
2ｗ
1

2
ＬＬ

1

ｗ
3

ℓ 2ℓ 1
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

（
備

考
）

格
：

格
子

型
鋼

製
砂

防
ダ

ム
Ａ

：
鋼

製
ス

リ
ッ

ト
ダ

ム
　

Ａ
型

Ｂ
：

鋼
製

ス
リ

ッ
ト

ダ
ム

　
Ｂ

型
Ｌ

：
鋼

製
ス

リ
ッ

ト
ダ

ム
　

Ｌ
型

１
．

図
面

の
表

示
箇

所
で

測
定

す
る

。
２

．
ダ

ブ
ル

ウ
ォ

ー
ル

構
造

の
場

合
は

、
堤

高
、

幅
、

袖
高

は
＋

の
規

格
値

は
適

用
し

な
い

。

１ 砂 防 え ん 堤

９ 鋼 製 え ん 堤 工

５

８ 砂 防 編

５

±
1
0
0

幅
　

　
ｗ

1
，

ｗ
3

８ 砂 防 編

１
鋼

製
え

ん
堤

本
体

工

（
不

透
過

型
）

水 通 し 部

堤
幅

Ｗ
　

 
格

堤
長

ℓ
　

格
・

Ｂ
・

Ｌ

９ 鋼 製 え ん 堤 工

幅
　

　
　

　
ｗ

2
±

5
0

袖 　 部

袖
　

　
　

高
　

▽

±
0
.
0
2
Ｈ

2

堤
幅

ｗ
　

 
Ａ

下
流

側
倒

れ
　

△

±
0
.
0
2
Ｈ

1
下

流
側

倒
れ

　
△

堤
　

　
　

高
　

▽
±

5
0

±
5
0

±
5
0

長
　

さ
ℓ
1
，

ℓ
2

±
1
0

±
５

堤
幅

ｗ
　

 
格

・
Ｂ

・
Ｌ

高
さ

Ｈ
　

 
Ａ

±
1
0

±
1
0

±
3
0

堤
長

Ｌ
　

 
格

高
さ

Ｈ
　

 
格

・
Ｂ

・
Ｌ

±
５

±
5
0

２
鋼

製
え

ん
堤

本
体

工

（
透

過
型

）

１ 砂 防 え ん 堤

Ｈ
2

ｗ
Δ

Ｈ
1ｗ
3

ｗ
1

ℓ 2ℓ 1

ｗ

ｗ
ｗ

ｗ

Ｗ

Ｈ

Ｌ

Ｈ

ｗ

図
ｂ

鋼
製

ス
リ

ッ
ト

ダ
ム

Ａ
型

鋼
製

砂
防

ダ
ム

図
ａ

格
子

形

ｗ

鋼
製

ス
リ

ッ
ト

図
ｃ

ダ
ム

Ｂ
型

Ｈ
Ｈ

1

Ｈ
2

図
ｄ

鋼
製

Ｌ
型

ス
リ

ッ
ト

ダ
ム

1
ｗ 2

ℓ
ℓ

ℓ ℓ
ℓ

ℓ
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：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

１
．

図
面

に
表

示
し

て
あ

る
箇

所
で

測
定

。
２

．
ダ

ブ
ル

ウ
ォ

ー
ル

構
造

の
場

合
は

、
堤

高
、

幅
、

袖
高

は
＋

の
規

格
値

は
適

用
し

な
い

。

-
5
0

高 さ ｈ
ｈ

≧
３

ｍ

８ 砂 防 編

１ 砂 防 え ん 堤

９ 鉄 製 え ん 堤 工

６
鋼

製
側

壁
工

堤
　

　
　

高
　

▽
±

5
0

ｈ
＜

３
ｍ

-
1
0
0

±
0
.
0
2
Ｈ

下
流

側
倒

れ
　

△

-
3
0

-
2
0

-
2
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
ｍ

長
　

　
　

さ
　

Ｌ
±

1
0
0

幅
　

　
ｗ

1
，

ｗ
2

±
5
0

５ 床 固 め 工

８

-
5
0

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

±
3
0

-
5
0

深
　

　
　

さ
　

ｈ
3

-
1
0
0

-
3
0

高
 
さ

　
ｈ

1
，

ｈ
2

基
　

準
　

高
　

▽

幅
　

　
　

　
　

ｗ

延
　

長

厚
 
さ

　
ｔ

1
，

ｔ
2

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
（

な
お

、
製

品
使

用
の

場
合

は
、

製
品

寸
法

は
、

規
格

証
明

書
等

に
よ

る
。

）

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
5
0

±
3
0

８ 砂 防 編

３ 斜 面 対 策

６ 山 腹 水 路 工

４

魚
道

工

山
腹

明
暗

渠
工

８ 砂 防 編

２ 流 路

厚
さ

　
ｔ

1
，

ｔ
2

-
2
0

幅
　

　
　

　
　

ｗ
-
3
0

-
2
0

基
　

準
　

高
　

▽
施

工
延

長
4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
（

な
お

、
製

品
使

用
の

場
合

は
、

製
品

寸
法

は
、

規
格

証
明

書
等

に
よ

る
。

）

-
3
0

高
さ

　
ｈ

1
，

ｈ
2

-
3
0

幅
　

　
ｗ

1
，

ｗ
2

-
1
0
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
ｍ

延
　

長

ｔ
2

ｔ
ｗ

2
ｈ

ｈ
1

1

2
ｗ ｗ

1

ｈ
3

ｗ
ｔ

2
ｔ

1

ｈ
ｈ

1

2
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m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

設
計

値
以

上
集

排
水

ボ
ー

リ
ン

グ
工

５

全
数

1
0
0

せ
ん

孔
方

向
　

θ
±

2
.
5
度

配
 
置

 
誤

 
差

 
ｄ

削
孔

深
さ

　
　

ℓ
８ 砂 防 編

３ 斜 面 対 策

７ 地 下 水 排 除 工

４

集
水

井
工

８ 砂 防 編

３ 斜 面 対 策

７ 地 下 水 排 除 工

-
1
0
0

±
5
0

1
5
0

-
5
0

基
　

準
　

高
　

▽

巻
立

て
厚

さ
　

ｔ

巻
 
立

 
て

 
幅

 
ｗ

長
　

　
　

さ
　

Ｌ

偏
　

心
　

量
　

ｄ

全
数

測
定

。
偏

心
量

は
、

杭
頭

と
底

面
の

差
を

測
定

。
基

準
高

、
深

さ
に

つ
い

て
は

４
箇

所
測

定
す

る
。

径
は

中
心

線
を

と
お

る
直

角
２

方
向

と
し

、
上

下
の

２
箇

所
測

定
。

-
3
0

-
3
0

径
　

　
　

　
　

Ｄ

３ 斜 面 対 策

９ 抑 止 杭 工

６
±

5
0

合
成

杭
工

基
　

準
　

高
　

▽

偏
　

心
　

量
　

ｄ
D
/
4
以

内
か

つ
1
0
0
以

内

設
計

値
以

上

全
数

測
定

。
８ 砂 防 編

根
　

　
入

　
　

長

ｙ

ｘ

ｄ

θ

ｄ
＝

2
2 ＋

ｙ
ｘ

θ

ℓ

ｄ
＝

ｙ

ｘ

ｄ
ｗ

ｔ

2
2 ＋

ｙ
ｘ

出来形管理基準及び規格値

－134－



単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

部
材

基
礎

高
、

幅
は

、
延

長
4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

、
１

箇
所

の
割

と
し

、
基

準
高

は
、

道
路

中
心

線
及

び
そ

の
端

部
で

測
定

す
る

。

1
0

道 路 編 1
0

道 路 編

１ 道 路 改 良

３ 工 場 製 作 工

１ 道 路 改 良

道
路

中
心

線
は

座
標

管
理

の
場

合
は

座
標

値
と

す
る

。

延
　

長

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
ｍ

±
3
0

１ 適 用

1
0

道 路 編

１ 道 路 改 良

９ カ ル バ ー ト 工

基
　

　
準

　
　

高

幅
（

内
法

）
　

ｗ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
1
0
0

Ｌ
＜

1
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

延
　

長

６

-
5
0

-
2
5

-
2
0

-
5
0

幅
Ｗ

、
ｗ

1
、

ｗ
2

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

-
1
0
0

場
所

打
函

渠
工

基
　

準
　

高
　

▽
±

3
0

-
2
0

１
施

工
箇

所
毎

-
3
0

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。

高
　

　
　

さ
　

ｈ
±

3
0

　
±

３
…

ℓ
≦

1
0

　
±

４
…

ℓ
＞

1
0

厚
さ

　
ｔ

1
～

ｔ
4

-
2
0

両
端

、
施

工
継

手
及

び
図

面
の

寸
法

表
示

箇
所

で
測

定
。

２
部

材
長

ℓ
（

ｍ
）

遮
音

壁
支

柱
製

作
工

Ｌ
ｗ

ｈ

ｔ
2

ｔ
1

ｔ ｔ

3 4
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：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

高
　

　
　

さ
　

ｈ

-
2
0

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
5
0

延
　

長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

防
雪

柵
工

高
　

　
　

さ
　

ｈ
±

3
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
3
0

高
　

　
　

さ
　

ｈ

Ｌ
＜

1
0
ｍ

幅
 
　

　
ｗ

1
，

ｗ
2

基 礎

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

施
工

延
長

4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

-
3
0

-
5
0

-
1
0
0

延
　

長

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

１ 道 路 改 良

1
1

落 石 雪 害 防 止 工

５

１ 道 路 改 良

1
1

落 石 雪 害 防 止 工

６
1
0

道 路 編1
0

道 路 編

落
石

防
護

柵
工

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

施
工

延
長

4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

-
2
0

１
施

工
箇

所
毎

基
礎

１
基

毎

±
3
0

１
施

工
箇

所
毎

-
1
0
0

　

落
石

防
止

網
工

-
2
0
0

１
施

工
箇

所
毎

幅
　

　
　

　
　

ｗ
１ 道 路 改 良

1
0

道 路 編

1
1

落 石 雪 害 防 止 工

４

延
　

　
　

長
　

Ｌ
-
1
0
0

Ｌ

ｈ ｗ
1

ｗ
2

ｈ

ｈ

Ｌ
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

1
0

道 路 編

１ 道 路 改 良

1
1

落 石 雪 害 防 止 工

1
0

道 路 編

１ 道 路 改 良

1
2

遮 音 壁 工

５

1
0

道 路 編

１ 道 路 改 良

７

-
3
0

±
3
0

-
3
0

-
1
0
0

１
施

工
箇

所
毎

全
数

１
施

工
箇

所
毎

-
5
0

-
2
0

１
施

工
箇

所
毎

基
礎

１
基

毎

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

施
工

延
長

4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

打
　

込
　

み
　

ℓ
-
1
0
%

高
　

　
　

さ
　

ｈ

基 礎
高

　
　

さ
　

ｈ

ア ン カ ー 長

1
2

遮 音 壁 工

４

高
　

　
　

さ
　

ｈ

延
　

　
　

長
　

Ｌ

遮
音

壁
基

礎
工

延
　

長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

雪
崩

予
防

柵
工

幅
 
　

ｗ
1
，

ｗ
2

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

埋
　

込
　

み
　

ℓ

-
3
0

-
1
0
0

-
5
%

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

施
工

延
長

4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

施
工

延
長

５
ス

パ
ン

に
つ

き
１

箇
所

高
　

　
　

さ
　

ｈ

支 柱

＋
3
0
，

－
2
0

-
3
0

51
0

遮
音

壁
本

体
工

幅
　

　
　

　
　

ｗ

ね
じ

れ
 
ｂ

-
ｃ

ず
　

　
れ

　
ａ

延
　

　
　

長
　

Ｌ
-
1
0
0

間
隔

　
ｗ

1
，

ｗ
2

±
1
5

倒
　

　
れ

　
ｄ

ｈ
×

0
.
5
％

ｗ
1

ｗ
2

ｈ

Ｌ
ｈ

ｈ

ｗ

ｗｗ

ｈ

1 2

ｄ

ａ

ｂ
ｃＬ
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

Ｘ＿

3
～

±
1
5

Ｘ＿

3
-
6

Ｘ＿

7
～

-
1
5

Ｘ＿

3
～

-
2
5

Ｘ＿

3
-
1

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
2

Ｘ＿

7
～

-
3

Ｘ＿

3
～

-
1
0

４ 舗 装 工

基
準

高
､
幅

は
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

個
所

の
割

と
し

､
基

準
高

は
､
道

路
中

心
線

及
び

そ
の

端
部

で
測

定
す

る
｡

厚
さ

は
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､
2
0
0
0

㎡
を

超
え

る
場

合
は

､
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

す
る

｡

幅
-
3
0

厚
　

　
さ

-
9

1
0

道 路 編 1
0

道 路 編

２ 舗 装

４ 舗 装 工

-
1
0

歩
道

舗
装

工
取

合
舗

装
工

路
肩

舗
装

工
表

層
工

歩
道

路
盤

工
取

合
舗

装
路

盤
工

路
肩

舗
装

路
盤

工

基
準

高
▽

±
5
0

測
定

項
目

＊
工

事
規

模
の

考
え

方
(
舗

装
工

関
係

共
通

)
中

規
模

工
事

：
施

工
面

積
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

小
規

模
工

事
：

施
工

面
積

2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

な
お

､
施

工
面

積
3
0
0
㎡

未
満

に
お

い
て

は
厚

さ
管

理
を

掘
起

し
及

び
コ

ア
ー

以
外

の
方

法
→

水
糸

に
よ

る
管

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡

コ
ア

ー
採

取
に

つ
い

て
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
ー

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場
合

は
､
 
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

｡

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6

２ 舗 装

-
1
0
0

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

個
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

→
小

規
模

工
事

ま
で

は
３

個
と

し
､
2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
｡

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種

厚 さ

 
ｔ

＜
1
5
c
m

 
ｔ

≧
1
5
c
m

-
3
0

-
4
5

幅

規
　

格
　

値

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

測
定

値
の

平
均

Ｘ＿

ｎ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

厚
　

　
　

　
　

さ

±
2
0

ア
 
ン

 
カ

 
ー

 
長

±
2
0

全
数

全
数

±
3
0

±
2
0

中
 
心

 
の

 
ず

 
れ

±
2
0

各
 
部

 
の

 
厚

 
さ

各
 
部

 
の

 
長

 
さ

規
　

格
　

値

Ｌ
＜

1
0
ｍ

-
2
0

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

±
3
0

―

-
1
0
0

基
　

　
準

　
　

高
±

2
0

全
数

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

-
5
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

各
 
部

 
の

 
長

 
さ

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

基
　

準
　

高
　

▽

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

延
　

長

測
　

定
　

項
　

目

1
0

道 路 編

２ 舗 装

５ 排 水 構 造 物 工

９

１
箇

所
／

１
踏

掛
版

1
0

道 路 編

２ 舗 装

７ 踏 掛 版 工

４
踏

掛
版

工

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

）

（
ラ

バ
ー

シ
ュ

ー
）

４

２

１
箇

所
／

１
踏

掛
版

１
箇

所
／

１
踏

掛
版

排
水

性
舗

装
用

路
肩

排
水

工

幅
 
　

　
ｗ

1
，

ｗ
2

基
礎

一
基

毎

1
0

道 路 編

大
型

標
識

工

（
標

識
基

礎
工

）

２ 舗 装

９ 標 識 工

４

1
0

道 路 編

２ 舗 装

９ 標 識 工

-
3
0

大
型

標
識

工

（
標

識
柱

工
）

高
　

　
　

さ
　

ｈ
-
3
0

（
ア

ン
カ

ー
ボ

ル
ト

）

１

１
箇

所
／

１
基

設
置

高
さ

　
　

Ｈ
設

計
値

以
上

ｈ

ｗ
1

ｗ
2

ｗ
2 Ｈ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
定

　
項

　
目

※
厚

さ
　

ｔ
1
～

ｔ
5

高
　

　
　

さ
　

ｈ

±
3
0

基
　

準
　

高
　

▽

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

１
箇

所
毎

※
印

は
、

現
場

打
部

分
の

あ
る

場
合

埋
　

設
　

深
　

ｔ
0
～

+
5
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
ｍ

-
2
0

２ 舗 装

1
2

道 路 付 属 施 設 工

５

接
続

部
間

毎
に

１
箇

所

-
1
0
0

接
続

部
間

毎
で

全
数

-
5
0

２
ケ

ー
ブ

ル
配

管
工

（
ハ

ン
ド

ホ
ー

ル
）

※
幅

　
　

ｗ
1
，

ｗ
2

※
高

さ
　

ｈ
1
，

ｈ
2

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

延
　

長

１
ケ

ー
ブ

ル
配

管
工

1
0

道 路 編

２ 舗 装

1
2

道 路 付 属 施 設 工

５

1
0

道 路 編

照
明

工

（
照

明
柱

基
礎

工
）

幅
　

　
　

　
　

ｗ

-
3
0

-
3
0

1
0

道 路 編

２ 舗 装

1
2

道 路 付 属 施 設 工

６

-
2
0

-
3
0

-
3
0

Ｌ

接
続

部

（
地

上
機

器
部

）

接
続

部

（
地

上
機

器
部

）

t
Ｃ Ｌ ｗ

ｈ2

2

ｔ

ｗ
1

1

ｔ
5

ｔ
2

ｔ
3

ｔ
4 1

ｈ

ｗ

ｗ ｈ
ｈ

ｗ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
定

　
項

　
目

ｗ
/
5
0
0

各
脚

柱
、

ベ
ー

ス
プ

レ
ー

ト
を

測
定

。
1
0

道 路 編

３ 橋 梁 下 部

３ 工 場 製 作 工

３

柱
 
の

 
鉛

 
直

 
度

　
　

　
δ

（
m
m
）

孔
の

径
ｄ

仮 組 立 時

は
り

の
キ

ャ
ン

バ
ー

及
び

柱
の

曲
が

り
　

　
　

δ
（

m
m
）

ベ ー ス プ レ ー ト

鋼
製

橋
脚

製
作

工

部 材

柱
の

中
心

間
隔

、
対

角
長

Ｌ
（

ｍ
）

脚
柱

と
ベ

ー
ス

プ
レ

ー
ト

の
鉛

直
度

　
　

　
δ

（
m
m
）

孔
の

位
置

±
２

全
数

を
測

定
。

両
端

部
及

び
片

持
ば

り
部

を
測

定
。

０
～

５

全
数

を
測

定
。

各
主

構
の

各
格

点
を

測
定

。

1
0
…

 
 
 
 
Ｈ

≦
1
0

Ｈ
…

 
 
 
 
Ｈ

＞
1
0

±
5
…

 
 
 
L
≦

1
0
m

±
1
0
…

 
 
 
 
1
0
＜

L
≦

2
0
m

±
(
1
0
＋

(
L
－

2
0
)
/
1
0
)
…

　
　

 
 
 
 
2
0
m
＜

L

各
柱

及
び

片
持

ば
り

部
を

測
定

。

Ｈ
：

高
さ

（
ｍ

）

Ｌ
/
1
,
0
0
0

脚
柱 ベ

ー
ス

プ
レ

ー
ト

δ

ｗ

ｄ

Ｌ

ＬＬ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｈ

側
面

図
正

面
図

δ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
定

　
項

　
目

高
　

　
　

さ
　

ｈ
1

敷
　

　
　

長
　

ℓ
2

天
　

端
　

長
　

ℓ
1

１
/
5
0
以

下

支 承 部 ア ン カ ー ボ ル ト の 箱 抜 き 規 格 値

-
5
0

支
 
間

 
長

 
及

 
び

中
心

線
の

変
位

橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
、

そ
の

他
は

寸
法

表
示

箇
所

。
箱

抜
き

形
状

の
詳

細
に

つ
い

て
は

「
道

路
橋

支
承

便
覧

」
に

よ
る

。

±
3
0

±
5
0

敷
　

　
　

幅
　

ｗ
3

（
橋

軸
方

向
）

-
5
0

-
1
0

-
5
0

±
2
0

計
画

高
＋

1
0
～

－
2
0

平
面

位
置

1
0

道 路 編

３ 橋 梁 下 部

６ 橋 台 工

８

-
1
0

橋
台

躯
体

工
基

　
準

　
高

　
▽

±
2
0

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

胸
壁

間
距

離
　

ℓ

-
2
0

天
　

端
　

幅
　

ｗ
1

（
橋

軸
方

向
）

天
　

端
　

幅
　

ｗ
2

（
橋

軸
方

向
）

胸
壁

の
高

さ
　

ｈ
2

-
3
0

-
5
0

ｱ
ﾝ
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
孔

の
鉛

直
度

2
ｗ

ｗ
1

ｗ
3

ｗ
3

2
ｗ

ｗ
1

ｔ

ｔ
ｔ

2
ｈ

ｈ
1

2
ｈ

ｗ
3

ｗ
3

ｈ
1

ｈ
1

ｔ

ｔ

2
ｗ

ｗ
1

2
ｗ

ｗ
1

2
ｈ

2
ｈ

支
間

長

胸
壁

間
距

離
ℓ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
定

　
項

　
目

-
5
0

1
0

道 路 編

３ 橋 梁 下 部

７ Ｒ Ｃ 橋 脚 工

９
橋

脚
躯

体
工

（
張

出
式

）
（

重
力

式
）

（
半

動
式

）

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

天
　

端
　

長
　

ℓ
1

１

平
面

位
置

支 承 部 ア ン カ ー ボ ル ト の 箱 抜 き 規 格 値

敷
　

　
　

長
　

ℓ
2

-
5
0

高
　

　
　

さ
　

ｈ

-
5
0

橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
、

そ
の

他
は

寸
法

表
示

箇
所

。
箱

抜
き

形
状

の
詳

細
に

つ
い

て
は

「
道

路
橋

支
承

便
覧

」
に

よ
る

。

-
5
0

計
画

高
＋

1
0
～

－
2
0

敷
　

　
　

幅
　

ｗ
2

（
橋

軸
方

向
）

基
　

準
　

高
　

▽

-
2
0

天
　

端
　

幅
　

ｗ
1

（
橋

軸
方

向
）

-
2
0

±
2
0

±
2
0

ｱ
ﾝ
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
孔

の
鉛

直
度

１
/
5
0
以

下

橋
脚

中
心

間
距

離
　

ℓ
±

3
0

支
 
間

 
長

 
及

 
び

中
心

線
の

変
位

±
5
0

ｗ
2

ｗ
1

ｔ
ｈ

ｗ
2

ｗ
1

ｈ
ｔ

ℓℓℓℓ

支
間

長

橋
脚

中
心

間
距

離
　

ℓ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
定

　
項

　
目

1
0

道 路 編 1
0

道 路 編

３ 橋 梁 下 部

８ 鋼 製 橋 脚 工

３ 橋 梁 下 部

７ Ｒ Ｃ 橋 脚 工

１２
橋

脚
躯

体
工

（
ラ

ー
メ

ン
式

）

支 承 部 ア ン カ ー ボ ル ト の

箱 抜 き 規 格 値

長
　

　
　

さ
　

ℓ

支
 
間

 
長

 
及

 
び

中
心

線
の

変
位

平
面

位
置

±
2
0

基
　

準
　

高
　

▽
±

2
0

厚
　

　
　

さ
　

ｔ
-
2
0

天
　

端
　

幅
　

ｗ
1

-
2
0

敷
　

　
　

幅
　

ｗ
2

橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
、

そ
の

他
は

寸
法

表
示

箇
所

。
箱

抜
き

形
状

の
詳

細
に

つ
い

て
は

「
道

路
橋

支
承

便
覧

」
に

よ
る

。

計
画

高

-
2
0

-
2
0

高
　

　
　

さ
　

ｈ

高
　

　
　

さ
　

ｈ

橋
脚

中
心

間
距

離
　

ℓ
±

3
0

-
5
0

ｱ
ﾝ
ｶ
ｰ
ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾄ
孔

の
鉛

直
度

１
/
5
0
以

下

＋
1
0
～

－
2
0

±
5
0

-
5
0

-
5
0

橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
、

そ
の

他
は

寸
法

表
示

箇
所

。
±

2
0

-
5
0

９

幅
　

　
　

　
　

ｗ
（

橋
軸

方
向

）

９
橋

脚
フ

ー
チ

ン
グ

工

（
Ｉ

型
・

Ｔ
型

）

長
　

　
　

さ
　

ℓ

基
　

準
　

高
　

▽

ｗ

ｈ

ｗ

ｈ

支
間

長

橋
脚

中
心

間
距

離
　
ℓ

ｈ

ｔ

ｗ
1

ｗ
2

ｗ
2

ｗ
2

ｗ
2

ｔ
ｔ

ｔ

ｔ

ｈ

ℓ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
定

　
項

　
目

９
２

橋
脚

フ
ー

チ
ン

グ
工

（
門

型
）

現
場

継
手

工

1
0

道 路 編

３ 橋 梁 下 部

８ 鋼 製 橋 脚 工

±
2
0

基
　

準
　

高
　

▽

幅
 
　

　
ｗ

1
，

ｗ
2

-
5
0

高
　

　
　

さ
　

ｈ
-
5
0

橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
、

そ
の

他
は

寸
法

表
示

箇
所

。

橋
脚

中
心

間
距

離
　

ℓ
±

3
0

支
 
間

 
長

 
及

 
び

中
心

線
の

変
位

±
5
0

基
　

準
　

高
　

▽
±

2
0

橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
、

そ
の

他
は

寸
法

表
示

箇
所

。

橋
脚

中
心

間
距

離
　

ℓ
±

3
0

支
 
間

 
長

 
及

 
び

中
心

線
の

変
位

±
5
0

基
　

準
　

高
　

▽
±

2
0

橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
、

そ
の

他
は

寸
法

表
示

箇
所

。
1
0

道 路 編

３ 橋 梁 下 部

８ 鋼 製 橋 脚 工

1
0

２
橋

脚
架

設
工

（
門

型
）

1
0

道 路 編

３ 橋 梁 下 部

８ 鋼 製 橋 脚 工

1
0

１
橋

脚
架

設
工

（
Ｉ

型
・

Ｔ
型

）

1
0

道 路 編

３ 橋 梁 下 部

８ 鋼 製 橋 脚 工

1
1

主
桁

、
主

構
の

全
継

手
数

の
1
／

2
を

測
定

。
※

は
耐

候
性

鋼
材

（
裸

使
用

）
の

場
合

現
場

継
手

部
の

す
き

間
δ

1
，

δ
2
（

m
m
）

5
※

±
5

ｗ
2

ｗ
2

ｗ
1

ｈ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
定

　
項

　
目

部
材

1
0

道 路 編

４ 鋼 橋 上 部

３ 工 場 製 作 工

９
橋

梁
用

高
欄

製
作

工

部
材

長
ℓ
（

ｍ
）

±
３

…
…

　
　

　
　

ℓ
≦

1
0

±
４

…
…

　
　

　
　

ℓ
＞

1
0

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。

支
承

全
数

を
測

定
。

上
部

構
造

部
材

下
面

と
ゴ

ム
支

承
面

と
の

接
触

面
及

び
ゴ

ム
支

承
と

台
座

モ
ル

タ
ル

と
の

接
触

面
に

肌
す

き
が

無
い

こ
と

を
確

認
。

支
承

の
平

面
寸

法
が

3
0
0
m
m
以

下
の

場
合

は
、

水
平

面
の

高
低

差
を

1
m
m
以

下
と

す
る

。
な

お
、

支
承

を
勾

配
な

り
に

据
付

け
る

場
合

を
除

く
。

注
1
)

先
固

定
の

場
合

は
、

支
承

上
面

で
測

定
す

る
。

注
2
)

可
動

支
承

の
遊

間
（

L
a
,
L
b
）

を
計

測
し

、
支

承
据

付
時

の
オ

フ
セ

ッ
ト

量
δ

を
考

慮
し

て
、

移
動

可
能

量
が

道
路

橋
支

承
便

覧
の

規
格

値
を

満
た

す
こ

と
を

確
認

す
る

。
注

3
)

可
動

支
承

の
移

動
量

検
査

は
、

架
設

完
了

後
に

実
施

す
る

。
詳

細
は

、
道

路
橋

支
承

便
覧

参
照

。

支
承

全
数

を
測

定
。

Ｂ
：

支
承

中
心

間
隔

（
ｍ

）

支
承

の
平

面
寸

法
が

3
0
0
m
m
以

下
の

場
合

は
、

水
平

面
の

高
低

差
を

1
m
m
以

下
と

す
る

。
な

お
、

支
承

を
勾

配
な

り
に

据
付

け
る

場
合

を
除

く
。

注
1
)

先
固

定
の

場
合

は
、

支
承

上
面

で
測

定
す

る
。

注
2
)

可
動

支
承

の
遊

間
（

L
a
,
L
b
）

を
計

測
し

、
支

承
据

付
時

の
オ

フ
セ

ッ
ト

量
δ

を
考

慮
し

て
、

移
動

可
能

量
が

道
路

橋
支

承
便

覧
の

規
格

値
を

満
た

す
こ

と
を

確
認

す
る

。
注

3
)

可
動

支
承

の
移

動
量

検
査

は
、

架
設

完
了

後
に

実
施

す
る

。
詳

細
は

、
道

路
橋

支
承

便
覧

参
照

。

設
計

移
動

量
＋

1
0
以

上

可
動

支
承

の
移

動
可

能
量

注
2
）

4
＋

0
.
5

×
(
B
-
2
)

設
計

移
動

量
＋

1
0
以

上

支
承

中
心

間
隔

（
橋

軸
直

角
方

向
）

±
5

可
動

支
承

の
橋

軸
方

向
の

ず
れ

同
一

支
承

線
上

の
相

対
誤

差

5

下 沓 の

水 平 度 据
付

け
高

さ
　

注
1
）

±
5

4
＋

0
.
5

×
(
B
-
2
)

±
5

２

可
動

支
承

の
橋

軸
方

向
の

ず
れ

同
一

支
承

線
上

の
相

対
誤

差

支 承 の

水 平 度

橋
軸

方
向

可
動

支
承

の
移

動
可

能
量

注
2
）

支
承

中
心

間
隔

（
橋

軸
直

角
方

向
）

橋
軸

直
角

方
向

支
承

工

（
ゴ

ム
支

承
）

可
動

支
承

の
移

動
量

注
3
）

1
0

道 路 編

４ 鋼 橋 上 部

５ 鋼 橋 架 設 工

1
0

支
承

工

（
鋼

製
支

承
）

１
／

1
0
0

据
付

け
高

さ
　

注
1
）

±
5

橋
軸

直
角

方
向

橋
軸

方
向

可
動

支
承

の
移

動
量

注
3
）

１
／

3
0
0

5

温
度

変
化

に
伴

う
移

動
量

計
算

値
の

1
/
2
以

上

1
0

道 路 編

４ 鋼 橋 上 部

５ 鋼 橋 架 設 工

温
度

変
化

に
伴

う
移

動
量

計
算

値
の

1
/
2
以

上

1
0

１

出来形管理基準及び規格値
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m
m

編
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節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
定

　
項

　
目

落
橋

防
止

装
置

工

1
0

道 路 編

４ 鋼 橋 上 部 ４ 鋼 橋 上 部

１
径

間
当

た
り

両
端

と
中

央
部

の
３

箇
所

測
定

。
５ ６ ７

橋
梁

用
防

護
柵

工

橋
梁

用
高

欄
工

1
0

道 路 編

４ 鋼 橋 上 部

８ 橋 梁 付 属 物 工

３

－
1
0
～

＋
2
0

有
効

幅
員

　
　

ｗ
2

０
～

＋
3
0

地
覆

の
幅

　
　

ｗ
1

－
1
0
～

＋
2
0

地
覆

の
高

さ
　

ｈ

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
定

着
長

－
2
0
以

内
 
か

つ
 
－

1
Ｄ

以
内

全
数

測
定

Ｄ
：

ア
ン

カ
ー

ボ
ル

ト
径

 
(
m
m
)

全
数

測
定

幅

設
計

値
以

上
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
孔
の
削
孔
長

高
　

　
　

　
　

さ

８ 橋 梁 付 属 物 工

地
覆

工

幅
　

　
　

　
　

ｗ
４ 鋼 橋 上 部

８ 橋 梁 付 属 物 工

検
査

路
工

８ 橋 梁 付 属 物 工

８

1
0

道 路 編
高

　
　

　
さ

　
ｈ

－
2
0
～

＋
3
0

1
0

道 路 編

±
３

１
ブ

ロ
ッ

ク
を

抽
出

し
て

測
定

。

－
５

～
＋

1
0

±
４

１
径

間
当

た
り

両
端

と
中

央
部

の
３

箇
所

測
定

。

ｈ

ｗ
2

ｗ
1

ｈ

ｗ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
定

　
項

　
目

1
0

道 路 編

６ ト ン ネ ル （ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ）

４ 支 保 工

３
吹

付
工

1
0

道 路 編

６ ト ン ネ ル （ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ）

４ 支 保 工

４
ロ

ッ
ク

ボ
ル

ト
工

横
方

向
最

大
タ

ワ
ミ

吹
 
付

 
け

 
厚

 
さ

プ
レ

ー
ト

下
面

か
ら

1
0
c
m
以

内

桁
全

数
に

つ
い

て
測

定
。

横
方

向
タ

ワ
ミ

の
測

定
は

、
プ

レ
ス

ト
レ

ッ
シ

ン
グ

後
に

測
定

。
桁

断
面

寸
法

測
定

箇
所

は
、

両
端

部
、

中
央

部
の

３
箇

所
と

す
る

。
ℓ
：

ス
パ

ン
長

―
位

　
置

　
間

　
隔

角
　

　
　

　
　

度

1
0

道 路 編

５ コ ン ク リ ー ト 橋 上 部

６ プ レ ビ ー ム 桁 橋 工

２
プ

レ
ビ

ー
ム

桁
製

作
工

（
現

場
）

幅
　

　
　

　
　

ｗ
±

５

0
.
8
ℓ

高
　

　
　

さ
　

ｈ
＋

1
0

-
5

桁
　

　
長

　
ℓ

ス
パ

ン
長

ℓ
＜

1
5
…

±
1
0

ℓ
≧

1
5
…

±
（

ℓ
－

５
）

か
つ

－
3
0
m
m
以

内

――

突
　

　
出

　
　

量

孔
　

　
　

　
　

径

施
工

延
長

4
0
ｍ

毎
に

図
に

示
す

。
(
1
)
～

(
7
)
及

び
断

面
変

化
点

の
検

測
孔

を
測

定
。

注
）

良
好

な
岩

盤
と

は
、

道
路

ト
ン

ネ
ル

技
術

基
準

（
構

造
編

）
に

い
う

地
盤

等
級

Ａ
又

は
Ｂ

に
該

当
す

る
地

盤
と

す
る

。

―

設
計

吹
付

け
厚

以
上

。
た

だ
し

、
良

好
な

岩
盤

で
施

工
端

部
、

突
出

部
等

の
特

殊
な

箇
所

は
設

計
吹

付
け

厚
の

１
／

３
以

上
を

確
保

す
る

も
の

と
す

る
。

削
　

孔
　

深
　

さ

施
工

延
長

4
0
ｍ

毎
に

断
面

全
本

数
検

測
。

ｗ

ｈ

吹
付

コ
ン

ク
リ

ー
ト

イ
ン

バ
ー

ト

覆
工

コ
ン

ク
リ

ー
ト

(
1
)

(
2
)

(
3
)

Ｓ
.
Ｌ

.

(
5
)

(
4
)

(
6
)

(
7
)

Ｃ Ｌ

出来形管理基準及び規格値
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種
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定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
定

　
項

　
目

―

設
計

値
以

上

-
5
0

-
5
0

±
5
0

覆
工

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
基

準
高

▽
（

拱
頂

）

高
さ

ｈ
（

内
法

）

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

幅
　

ｗ
（

全
幅

）

延
　

　
　

長
　

Ｌ

1
0

道 路 編

６ ト ン ネ ル （ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ）

５ 覆 工

５

1
0

道 路 編

６ ト ン ネ ル （ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ）

５ 覆 工

３

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

道
路

中
心

線
は

座
標

管
理

の
場

合
は

座
標

値
と

す
る

。

(
1
)

基
準

高
、

幅
、

高
さ

は
、

施
工

4
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

。
(
2
)
 
厚

さ
(
ｲ
)

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
の

巻
立

空
間

を
１

打
設

長
の

終
点

を
図

に
示

す
各

点
で

測
定

。
中

間
部

は
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
口

で
測

定
。

(
ﾛ
)

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

後
、

覆
工

コ
ン

ク
リ

ー
ト

に
つ

い
て

１
打

設
長

の
端

面
（

施
工

継
手

の
位

置
）

に
お

い
て

、
図

に
示

す
各

点
の

巻
厚

測
定

を
行

う
。

(
ﾊ
)

検
測

孔
に

よ
る

巻
厚

の
測

定
は

図
の

(
1
)
は

4
0
ｍ

に
１

箇
所

、
(
2
)
～

(
3
)
は

1
0
0
ｍ

に
１

箇
所

の
割

合
で

行
う

。
な

お
、

ト
ン

ネ
ル

延
長

が
1
0
0
ｍ

以
下

の
も

の
に

つ
い

て
は

、
１

ト
ン

ネ
ル

当
た

り
２

箇
所

以
上

の
検

測
孔

に
よ

る
測

定
を

行
う

。
た

だ
し

、
以

下
の

場
合

に
は

、
左

記
の

規
格

値
は

適
用

除
外

と
す

る
。

・
良

好
な

地
山

に
お

け
る

岩
又

は
吹

付
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

部
分

的
な

突
出

で
、

設
計

覆
工

厚
の

３
分

の
１

以
下

の
も

の
。

な
お

、
変

形
が

収
束

し
て

い
る

も
の

に
限

る
。

・
異

常
土

圧
に

よ
る

覆
工

厚
不

足
で

、
型

枠
の

据
付

け
時

に
は

安
定

が
確

認
さ

れ
か

つ
別

途
構

造
的

に
覆

工
の

安
全

が
確

認
さ

れ
て

い
る

場
合

。
・

鋼
ア

ー
チ

支
保

工
、

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト

の
突

出
。

-
3
0

床
版

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

幅
　

　
　

　
　

ｗ
-
5
0

ｔ

覆
工

コ
ン

ク
リ

ー
ト

(
2)

(
3)

(4
)

(5
)

(
7)

Ｃ Ｌ
(1

)

Ｓ
.
Ｌ

.

(
6)

ｗ

ｈ

出来形管理基準及び規格値
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m
m

編
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節
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枝
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工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
定

　
項

　
目

道
路

中
心

線
は

座
標

管
理

の
場

合
は

座
標

値
と

す
る

。

厚
　

　
　

さ
　

ｔ
設

計
値

以
上

延
　

　
　

長
　

Ｌ
―

(
1
)
 
幅

は
、

施
工

4
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

。
(
2
)
 
厚

さ
(
ｲ
)

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
の

巻
立

空
間

を
１

打
設

長
の

中
間

と
終

点
を

図
に

示
す

各
点

で
測

定
。

(
ﾛ
)

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

後
、

イ
ン

バ
ー

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

つ
い

て
１

打
設

長
の

端
面

（
施

工
継

手
の

位
置

）
に

お
い

て
、

図
に

示
す

各
点

の
巻

厚
測

定
を

行
う

。

幅
　

ｗ
（

全
幅

）
-
5
0

1
0

道 路 編

６ ト ン ネ ル （ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ）

坑
門

本
体

工

1
0

道 路 編

６ ト ン ネ ル （ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ）

６ イ ン バ ー ト 工

４
イ

ン
バ

ー
ト

本
体

工

８ 坑 門 工

４

ｈ
≧

３
ｍ

-
1
0
0

ｈ
＜

３
ｍ

±
5
0

図
面

の
主

要
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。

-
2
0
0

基
　

準
　

高
　

▽

高 さ ｈ

延
　

　
　

長
　

Ｌ

幅
　

　
ｗ

1
，

ｗ
2

-
5
0

-
3
0

ｈ

Ｌ
ｗ ｗ

21

ｔ

イ
ン

バ
ー

ト

Ｃ Ｌ

Ｓ
.
Ｌ

.

ｗ

(
1
)

(2
)

(
3)

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
定

　
項

　
目

道
路

中
心

線
は

座
標

管
理

の
場

合
は

座
標

値
と

す
る

。

幅
　

ｗ
（

全
幅

）
-
5
0

高
さ

ｈ
（

内
法

）
-
5
0

基
準

高
▽

（
拱

頂
）

延
　

　
　

長
　

Ｌ
―

厚
　

　
　

さ
　

ｔ
-
2
0

内
　

空
　

幅
　

ｗ

明
り

巻
工

ブ
ロ

ッ
ク

長
　

Ｌ

1
0

道 路 編

６ ト ン ネ ル （ Ｎ Ａ Ｔ Ｍ ）

８ 坑 門 工

５

1
0

道 路 編

内
　

空
　

高
　

ｈ

±
5
0

1
1

共 同 溝

６ 現 場 打 構 築 工

２
現

場
打

躯
体

工

-
5
0

基
　

準
　

高
　

▽

厚
　

　
さ

　
　

ｔ

基
準

高
、

幅
、

高
さ

、
厚

さ
は

、
施

工
延

長
4
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

を
測

定
。

な
お

、
厚

さ
に

つ
い

て
は

図
に

示
す

各
点

①
～

⑩
に

お
い

て
、

厚
さ

の
測

定
を

行
う

。

-
2
0

-
2
0

±
3
0

-
3
0

±
3
0

-
2
0

両
端

・
施

工
継

手
箇

所
及

び
図

面
の

寸
法

表
示

箇
所

で
測

定
。

-
2
0

長
　

　
　

さ
　

Ｌ

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

。

幅
　

　
　

　
　

ｗ

厚
　

　
さ

　
　

ｔ
1
0

道 路 編

1
1

共 同 溝

６ 現 場 打 構 築 工

４
カ

ラ
ー

継
手

工

（
ア

ー
チ

部
）

⑩

（
イ

ン
バ

ー
ト

部
）

⑧
⑨

⑥
（

側
壁

部
）

⑦⑤

６
０

°

③

６
０

°

ｈ
ｗ

ｔ

④

②
①

E
L

E
L

E
L

E
L

ｔ
ｔ

ｔ
ｔ

ｔ
ｔ

ｔ
ｔ

Ｌ

ｔ
ｔ

ｔ
ｔ

ｔ
ｗ

ｗ
ｗ

ｗ

ｈ
ｈ

ｈ
ｈ

Ｌ

ｔ

ｗ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
定

　
項

　
目

両
端

・
施

工
継

手
箇

所
の

「
四

隅
」

で
測

定
。

設
計

値
以

上

設
計

値
以

上
両

端
・

施
工

継
手

箇
所

の
底

版
・

側
壁

・
頂

版
で

測
定

。
幅

　
　

　
　

　
ｗ

６ 現 場 打 構 築 工

５

防
水

工

（
防

水
保

護
工

）

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

Ｌ
＜

1
0
ｍ

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

躯
体

工

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

延
　

長

防
水

工

（
防

水
）

防
水

工

（
防

水
壁

）
幅

　
　

　
　

　
ｗ

１

基
　

準
　

高
　

▽

２

高
　

　
　

さ
　

ｈ

-
1
0
0

-
2
0

厚
　

　
　

さ
　

ｔ

-
5
0

-
2
0

1
0

道 路 編

1
1

共 同 溝

1
0

道 路 編

1
1

共 同 溝

1
0

道 路 編

1
1

共 同 溝

６ 現 場 打 構 築 工

５

７ プ レ キ ャ ス ト 構 築 工

２

±
3
0

３

延
長

：
１

施
工

箇
所

毎

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
た

だ
し

、
基

準
高

の
適

用
は

据
付

後
の

段
階

検
査

時
の

み
適

用
す

る
。

-
2
0

±
5
0

1
0

道 路 編

1
1

共 同 溝

６ 現 場 打 構 築 工

５
図

面
の

寸
法

表
示

箇
所

で
測

定
。

ｗ

ｔ

ｗ

ｈ

ｔ

Ｌ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
定

　
項

　
目

Ｌ
＜

1
0
ｍ

接
続

部
（

地
上

機
器

部
）

間
毎

に
１

箇
所

。
0
～

＋
5
0

接
続

部
（

地
上

機
器

部
）

間
毎

で
全

数
。

【
管

路
セ

ン
タ

ー
で

測
定

】

-
5
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

-
2
0

埋
　

設
　

深
　

ｔ

３

延
　

長

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

ボ
ッ

ク
ス

工
（

特
殊

部
）

管
路

工
（

管
路

部
）

６ 付 帯 設 備 工

1
0

道 路 編

1
2

電 線 共 同 溝

５ 電 線 共 同 溝 工

ハ
ン

ド
ホ

ー
ル

工

※
幅

 
　

ｗ
1
，

ｗ
2

２

1
0

道 路 編

1
2

電 線 共 同 溝

５ 電 線 共 同 溝 工

２

1
0

道 路 編

1
2

電 線 共 同 溝
-
3
0

※
厚

 
さ

ｔ
1
～

ｔ
5

基
　

準
　

高
　

▽
±

3
0

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
1
0
0

-
2
0

-
3
0

１
箇

所
毎

※
は

現
場

打
部

分
の

あ
る

場
合

-
1
0
0

-
5
0

接
続

部
（

地
上

機
器

部
）

間
毎

に
１

箇
所

。

１
施

工
箇

所
毎

基
　

準
　

高
　

▽

※
高

 
さ

ｈ
1
，

ｈ
2

Ｌ
＜

1
0
ｍ

-
2
0

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

±
3
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

延
　

長

Ｌ

接
続

部

（
地

上
機

器
部

）

接
続

部

Ｃ Ｌ

（
地

上
機

器
部

）

t

ｗ

ｈ2

2

ｔ

ｗ
1

1

ｔ
5

ｔ
2

ｔ
3

ｔ
4 1

ｈ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

４ 舗 装 工

７

延
長

 
Ｌ

-
2
5

４ 舗 装 工

５

幅
　

　
ｗ

路
上

再
生

工

路 盤 工

厚
さ

は
4
0
ｍ

毎
に

現
舗

装
高

と
オ

ー
バ

ー
レ

イ
後

の
基

準
高

の
差

で
算

出
す

る
。

測
定

点
は

車
道

中
心

線
、

車
道

端
及

び
そ

の
中

心
と

す
る

。
幅

は
、

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
と

し
、

延
長

4
0
ｍ

未
満

の
場

合
は

、
２

箇
所

／
施

工
箇

所
と

す
る

。
断

面
状

況
で

、
間

隔
、

測
点

数
を

変
え

る
こ

と
が

出
来

る
。

維
持

工
事

に
お

い
て

は
、

平
坦

性
の

項
目

を
省

略
す

る
こ

と
が

出
来

る
。

幅
は

延
長

4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
で

測
定

。
厚

さ
は

、
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
、

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
た

と
き

は
、

1
,
0
0
0
㎡

毎
に

１
個

と
し

掘
起

し
て

測
定

。

幅
　

 
ｗ

厚
さ

 
ｔ

-
1
0
0

規
　

格
　

値
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準

-
5
0

-
3
0

-
9

編 1
0

道 路 編

-
1
0
0

1
4

道 路 維 持

1
0

道 路 編

1
4

道 路 維 持

延
長

　
Ｌ

平
 
坦

 
性

―

３
m
ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒ
ｰ
ﾀ
ｰ

(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
直

読
式

(
足

付
き

)
(
σ

)
1
.
7
5
m
m
以

下

章
節

条
枝 番

工
　

　
　

　
　

種
測

定
項

目

切
削

オ
ー

バ
ー

レ
イ

工
厚

さ
　

ｔ

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

平
均

の
測

定
値

(
Ｘ

n
)

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

現
舗

装
　

w

t

ＬＣ

現
舗

装
　

w

t

ＬＣ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

鋼
げ

た
等

ト
ラ

ス
・

ア
ー

チ
等

主
げ

た
・

主
構

各
支

点
及

び
各

支
間

中
央

付
近

を
測

定
。

床
組

な
ど

構
造

別
に

、
５

部
材

に
つ

き
１

個
抜

き
取

っ
た

部
材

の
中

央
付

近
を

測
定

。

主
げ

た
各

支
点

及
び

各
支

間
中

央
付

近
を

測
定

。

―

主
要

部
材

全
数

を
測

定
。

ℓ
：

部
材

長
（

m
m
）

枝 番
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

フ
ラ

ン
ジ

の
直

角
度

δ
（

m
m
）

ｗ
／

2
0
0

圧
縮

材
の

曲
が

り
δ

（
m
m
）

ℓ
／

1
0
0
0

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準

桁
補

強
材

製
作

工

ﾌ
ﾗ
ﾝ
ｼ
ﾞ
幅

 
 
 
ｗ

（
ｍ

）
腹

板
高

 
 
　

ｈ
（

ｍ
）

腹
板

間
隔

ｂ
′

（
ｍ

）

±
2
…

 
 
 
ｗ

≦
0
.
5

±
3
…

 
 
 
0
.
5
＜

ｗ
≦

1
.
0

±
4
…

 
 
1
.
0
＜

ｗ
≦

 
2
.
0

±
(
3
＋

ｗ
/
2
)
…

 
 
 
 
 
 
 
 
2
.
0
＜

ｗ

編
章

節
条

1
0

道 路 編

1
6

道 路 修 繕

３ 工 場 製 作 工

４

ト
ラ

ス
弦

材

ｈ
ｈ

ｗ
ｂ

’

Ｉ
型

鋼
げ

た

ｗ

w
/
2

δ

δ

ℓ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要

法
長

の
-
4
%

掘
削

工

（
掘

削
（

土
砂

）
）

（
掘

削
（

軟
岩

）
）

（
掘

削
（

硬
岩

）
）

盛
土

工

（
盛

土
（

流
用

土
）

）

（
盛

土
（

発
生

土
）

）

（
盛

土
（

採
取

土
）

）

（
盛

土
（

購
入

土
）

）

路
床

盛
土

工

（
路

床
（

流
用

土
）

）

（
路

床
（

発
生

土
）

）

（
路

床
（

採
取

土
）

）

（
路

床
（

購
入

土
）

）

1
1

公 園 編

１ 基 盤 整 備

3 敷 地 造 成 工

6

1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備

3 敷 地 造 成 工

2
施

工
延

長
4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
施

工
面

積
1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
１

箇
所

、
面

積
1
,
0
0
0
㎡

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇

所
に

つ
き

２
箇

所
。

ℓ
＜

5
ｍ

-
2
0
0

54 7
法

面
整

形
工

（
法

面
整

形
（

盛
土

部
）

）

測
　

定
　

項
　

目

表
土

保
全

工
（

表
土

掘
削

）
法

長
ℓ

ℓ
≧

5
ｍ

深
さ

ｈ
-
3
0

第
１

編
2
-
3
-
2
掘

削
工

に
準

ず
る

。

第
１

編
2
-
4
-
3
路

床
盛

土
工

に
準

ず
る

。

第
１

編
2
-
3
-
3
盛

土
工

に
準

ず
る

。

1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備

3 敷 地 造 成 工

1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備

3 敷 地 造 成 工

1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備

3 敷 地 造 成 工

第
１

編
2
-
4
-
5
法

面
整

形
工

（
盛

土
部

）
に

準
ず

る
。
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要
測

　
定

　
項

　
目

バ
ー

チ
カ

ル
ド

レ
ー

ン
工

（
サ

ン
ド

ド
レ

ー
ン

）

（
袋

詰
め

式
サ

ン
ド

ド
レ

ー
ン

）
（

ペ
ー

パ
ー

ド
レ

ー
ン

）

置
換

工
（

置
換

）

1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備

3 敷 地 造 成 工

第
３

編
2
-
7
-
2
路

床
安

定
処

理
工

に
準

ず
る

。
8

第
３

編
2
-
7
-
3
置

換
工

に
準

ず
る

。
9

1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備

3 敷 地 造 成 工

1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備

1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備

3 敷 地 造 成 工 3 敷 地 造 成 工

1
1

1
0

第
３

編
2
-
7
-
6
サ

ン
ド

マ
ッ

ト
工

に
準

ず
る

。
サ

ン
ド

マ
ッ

ト
工

（
サ

ン
ド

マ
ッ

ト
）

路
床

安
定

処
理

工
（

安
定

処
理

）

第
３

編
2
-
7
-
7
バ

ー
チ

カ
ル

ド
レ

ー
ン

工
に

準
ず

る
。
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編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
規

　
格
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測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要
測

　
定

　
項

　
目

土
層

改
良

工
（

普
通

耕
）

（
深

耕
）

（
混

層
耕

）
（

心
土

破
砕

）

土
性

改
良

土
（

土
性

改
良

）
（

中
和

剤
施

用
）

（
除

塩
）

（
施

肥
）

１
施

工
箇

所
毎

-
1
0
0

１
施

工
箇

所
毎

-
3
0

幅
Ｗ

1
、

Ｗ
2

-
2
0

2
透

水
層

工
（

暗
渠

排
水

）

3
透

水
層

工
（

開
渠

排
水

）

3
施

工
延

長
4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

施
肥

配
合

タ
イ

プ
あ

る
い

は
除

塩
毎

に
つ

き
１

箇
所

。
施

工
面

積
1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
１

箇
所

、
面

積
1
,
0
0
0
㎡

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇

所
に

つ
き

２
箇

所
。

深
さ

ｈ

１ 基 盤 整 備

1
1

公 園 編

１ 基 盤 整 備

5 植 栽 基 盤 工 5 植 栽 基 盤 工

1
1

公 園 編

-
5
0

-
1
0
0

延
長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

-
5
0

延
長

Ｌ

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
、

１
施

工
箇

所
に

つ
き

２
箇

所
。

±
3
0

-
5
0

-
3
0

基
準

高
▽

1
1

公 園 編

１ 基 盤 整 備

5 植 栽 基 盤 工

幅
Ｗ

1
、

Ｗ
2

高
さ

ｈ Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

1

1
1

公 園 編

１ 基 盤 整 備

5 植 栽 基 盤 工

4
耕

耘
タ

イ
プ

毎
に

つ
き

１
箇

所
。

施
工

面
積

1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
１

箇
所

、
面

積
1
,
0
0
0

㎡
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

幅
Ｗ

-
1
0
0

深
さ

ｈ
-
5
0

幅
Ｗ

-
1
0
0

深
さ

ｈ
-
5
0

5
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編
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工
　

　
　

　
　

種
規
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測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要
測

　
定

　
項

　
目

表
土

盛
土

工
（

盛
土

（
流

用
表

土
）

）
（

盛
土

（
発

生
表

土
）

）
（

盛
土

（
採

取
表

土
）

）
（

盛
土

（
購

入
表

土
）

）
法

長
の

-
2
%

人
工

地
盤

工
（

フ
ィ

ル
タ

ー
）

（
防

根
シ

ー
ト

）

人
工

地
盤

工
（

人
工

地
盤

排
水

層
）

基
準

高
▽

設
計

値
以

上

幅
Ｗ

1
、

Ｗ
2

法
長

ℓ
ℓ
＜

5
ｍ

-
1
0
0

ℓ
≧

5
ｍ

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
施

工
面

積
1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
１

箇
所

、
面

積
1
,
0
0
0
㎡

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇

所
に

つ
き

２
箇

所
。

基
準

高
は

各
法

肩
で

測
定

。
又

は
、

施
工

面
積

の
ほ

ぼ
中

心
と

各
法

肩
で

測
定

。

厚
さ

ｔ

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

延
長

Ｌ

深
さ

ｈ

基
準

高
▽

-
5
0

-
1
0
0

人
工

地
盤

工
（

立
排

水
浸

透
桝

）

※
高

さ
ｈ

1
1

公 園 編

１ 基 盤 整 備

5 植 栽 基 盤 工

延
長

Ｌ
-
1
0
0

人
工

地
盤

工
（

押
さ

え
コ

ン
ク

リ
ー

ト
）

設
計

値
以

上

幅
-
2
5

-
1
0
0

-
3
0

1
7

1
1

公 園 編

１ 基 盤 整 備

5 植 栽 基 盤 工

7

1
1

公 園 編

１ 基 盤 整 備

5 植 栽 基 盤 工

7
2 3

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

1
1

公 園 編

１ 基 盤 整 備

5 植 栽 基 盤 工

6

1
1

公 園 編

１ 基 盤 整 備

5 植 栽 基 盤 工

-
3
0

±
3
0

※
厚

さ
ｔ

1
～

ｔ
4

-
2
0

※
幅

Ｗ
1
、

Ｗ
2

１
箇

所
毎

※
は

、
現

場
打

部
分

の
あ

る
場

合
。

7
基

準
高

▽

-
3
0

4
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定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要
測

　
定

　
項

　
目

4
植

生
工

（
種

子
散

布
）

（
植

生
シ

ー
ト

）

（
植

生
マ

ッ
ト

）

（
公

園
種

子
帯

）

（
公

園
張

芝
）

（
公

園
筋

芝
）

（
公

園
市

松
芝

）

（
人

工
張

芝
）

（
植

生
穴

）

植
生

工

（
客

土
吹

付
）

（
植

生
基

材
吹

付
）

法
枠

工

（
現

場
打

法
枠

）

（
現

場
吹

付
法

枠
）

5
法

枠
工

（
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
法

枠
）

（
金

属
製

法
枠

）

法
面

ネ
ッ

ト
工

（
法

面
ネ

ッ
ト

）

第
３

編
2
-
1
4
-
2
-
2
植

生
工

（
植

生
基

材
吹

付
工

）
（

客
土

吹
付

工
）

に
準

ず
る

。

-
1
0
0

第
３

編
2
-
1
4
-
4
-
2
法

枠
工

（
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
法

枠
工

）
に

準
ず

る
。

第
３

編
2
-
1
4
-
4
-
1
法

枠
工

（
現

場
打

法
枠

工
）

（
現

場
吹

付
法

枠
工

）
に

準
ず

る
。

1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備

6 法 面 工

3
第

３
編

2
-
1
4
-
4
-
2
法

枠
工

（
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
法

枠
工

）
に

準
ず

る
。

1 基 盤 整 備

6 法 面 工

2

1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備

6 法 面 工

1

1
1

公 園 編

1

1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備

6 法 面 工

4 5

第
３

編
2
-
1
4
-
2
-
1
植

生
工

（
種

子
散

布
工

）
（

張
芝

工
）

（
筋

芝
工

）
（

市
松

芝
工

）
（

植
生

シ
ー

ト
工

）
（

植
生

マ
ッ

ト
工

）
（

植
生

筋
工

）
（

人
工

張
芝

工
）

（
植

生
穴

工
）

に
準

ず
る

。

1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備

6 法 面 工

高
さ

ｈ
±

3
0

１
工

箇
所

／
１

施
工

箇
所

6

延
長

Ｌ

1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備

6 法 面 工

2

編
柵

工
（

編
柵

）

出来形管理基準及び規格値

－160－



単
位

：
m
m

編
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規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要
測

　
定

　
項

　
目

1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備

6 法 面 工

7
2

か
ご

工
（

ふ
と

ん
か

ご
 
）

第
３

編
2
-
3
-
2
7
-
2
羽

口
工

（
ふ

と
ん

か
ご

、
か

ご
枠

）
に

準
ず

る
。

軽
量

盛
土

工

（
軽

量
盛

土
）

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
床

版
）

（
基

礎
コ

ン
ク

リ
ー

ト
）

（
壁

体
）

（
裏

込
砕

石
）

場
所

打
擁

壁
工

（
小

型
擁

壁
）

（
重

力
式

擁
壁

）

（
も

た
れ

式
擁

壁
）

（
逆

T
型

擁
壁

）

（
L
型

擁
壁

）

（
鉄

筋
）

（
裏

込
砕

石
）

（
止

水
板

）

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
）

（
型

枠
）

（
足

場
）

（
目

地
板

）

（
水

抜
パ

イ
プ

）

（
吸

出
し

防
止

材
）

1
1

公 園 編

１ 基 盤 整 備

7 軽 量 盛 土 工

第
３

編
2
-
3
-
2
7
-
1
羽

口
工

（
じ

ゃ
か

ご
）

に
準

ず
る

。

2

1
か

ご
工

（
じ

ゃ
か

ご
）

第
１

編
2
-
4
-
3
路

体
盛

土
工

に
準

ず
る

。

1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備

6 法 面 工

7

1
1
1

公 園 編

１ 基 盤 整 備

8 擁 壁 工

4
第

３
編

2
-
1
5
-
1
現

場
打

擁
壁

工
に

準
ず

る
。
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編
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条
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工
　

　
　

　
　

種
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要
測

　
定

　
項

　
目

場
所

打
擁

壁
工

（
基

礎
材

）

（
均

し
コ

ン
ク

リ
ー

ト
）

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

擁
壁

工

（
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
L
型

擁
壁

）

（
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
逆

T
型

擁
壁

）
（

側
溝

付
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
擁

壁
）

補
強

土
壁

工

（
補

強
土

壁
基

礎
）

（
帯

鋼
補

強
土

壁
・

ア
ン

カ
ー

補
強

土
壁

）
（

ジ
オ

テ
キ

ス
タ

イ
ル

補
強

土
壁

）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
工

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
基

礎
）

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
積

）
（

間
知

ブ
ロ

ッ
ク

張
）

（
平

ブ
ロ

ッ
ク

張
）

（
連

節
ブ

ロ
ッ

ク
張

）

（
緑

化
ブ

ロ
ッ

ク
積

）

（
ブ

ロ
ッ

ク
植

栽
）

（
天

端
コ

ン
ク

リ
ー

ト
）

（
小
口
止
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

第
３

編
2
-
4
-
1
一

般
事

項
（

砕
石

基
礎

工
）

（
均

し
コ

ン
ク

リ
ー

ト
）

に
準

じ
る

。

第
３

編
2
-
1
5
-
2
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
擁

壁
工

に
準

ず
る

。

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

8 擁 壁 工

3

5

1
1

公 園 編

１ 基 盤 整 備

8 擁 壁 工

4
2

場
所

打
擁

壁
工

（
擁

壁
高

さ
調

整
）

1
1

公 園 編 1
1

公 園 編

１ 基 盤 整 備

8 擁 壁 工

1
1

公 園 編

１ 基 盤 整 備

8 擁 壁 工

4
基

準
高

▽

１ 基 盤 整 備

8 擁 壁 工

76
第

３
編

2
-
1
5
-
3
補

強
土

壁
工

に
準

ず
る

。

±
5
0

第
３

編
2
-
5
-
3
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
工

、
第

３
編

2
-
5
-
4
緑

化
ブ

ロ
ッ

ク
工

に
準

ず
る

。

1
1

公 園 編

１ 基 盤 整 備
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編
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工
　

　
　

　
　

種
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要
測

　
定

　
項

　
目

石
積

工

（
面

積
）

（
玉

石
積

）

（
小

端
積

）

（
こ

ぶ
だ

し
石

積
）

（
切

石
積

）

（
間

知
石

積
）

（
雑

割
石

積
）

（
雑

石
積

）

（
割

石
積

）

（
雑

割
石

張
）

（
雑

石
張

）

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

１
施

工
箇

所
毎

-
1
0
0

基
準

高
▽

法
長

ℓ
ℓ
＜

3
ｍ

-
5
0

ℓ
≧

3
ｍ

-
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1
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ｍ
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３

編
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積
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▽
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１
箇
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／

１
施

工
箇

所
1
1
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1

公 園 編

1 基 盤 整 備

8 8
3

石
積

工
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石
積

高
さ

調
整

）

8 擁 壁 工

1
石

積
工

（
崩

れ
積

）
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5
0
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1
0
0

-
2
0

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
5
0

2

8 擁 壁 工

8

延
長

Ｌ
＜
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0
ｍ
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▽
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0
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３

編
2
-
3
-
2
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プ
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バ

ー
ト

工
に

準
ず

る
。

プ
レ
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ャ

ス
ト
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ル
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ー
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工
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キ

ャ
ス

ト
カ

ル
バ

ー
ト
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入

れ
長

設
計

値
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1
0
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延
長

L

施
工

延
長

4
0
ｍ
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測

点
間

隔
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5
ｍ

の
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合
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ｍ
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箇
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又
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２
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所
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め
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留
め
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1

公 園 編

1 基 盤 整 備

8 擁 壁 工
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1 基 盤 整 備

9 公 園 カ ル バ ー ト 工

4
第

1
0
編

1
-
9
-
6
場

所
打

函
渠

工
に

準
ず

る
。

1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備
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1
1

公 園 編
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-
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0

設
置

高
さ

Ｈ
設

計
値
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さ

Ｈ
±

3
0

延
長

Ｌ
-
1
0
0

１
施

工
箇

所
毎
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工
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長
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0
ｍ
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測

点
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5
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合
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ｍ
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又
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２
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入
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ｗ

(
Ｄ
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設
計

値
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上

根
入

れ
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設
計

値
以

上

延
長

Ｌ
-
1
0
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箇
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／
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工
箇

所

1
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3
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設

工
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遊
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設

）

設
計
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1
1

公 園 編

1 基 盤 整 備

公 園 施 設 等 撤 去 ・ 移 設 工

3

1
1

公 園 編

2 植 栽

3 植 栽 工

1
0

1
1

公 園 編

2 植 栽

3 植 栽 工

1
0

設
置

高
さ

Ｈ
7

樹
木

養
生

工
（

養
生

柵
）

1
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木
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／
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0
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／
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基
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礎
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毎
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さ
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0
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長
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所
／
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設
置
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Ｈ
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0

2
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水
施

設
工

（
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ッ
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パ

イ
プ

）

1
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水
施

設
工

（
ミ

ス
ト

）
延

長
Ｌ

-
1
0
0
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箇
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／
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施

工
箇

所
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0
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箇
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長
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長
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ｍ
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ｍ
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又
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２
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埋

込
型

樹
名

板
）

1
1

1
1

公 園 編 1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

1
1

公 園 編1
1

公 園 編

2 植 栽

3 植 栽 工

1
0

3 給 水 設 備 工

61
2 6

3 給 水 設 備 工

2 植 栽

3 植 栽 工

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備3 施 設 整 備

3 給 水 設 備 工

6

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

3 給 水 設 備 工

4
散

水
施

設
工

（
散

水
栓

高
さ

調
整

）
基

準
高

▽

根
囲
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護
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ｈ
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側
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（
自

由
勾

配
側

溝
）

（
特

殊
円

形
側

溝
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ｗ

延
長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

高
さ
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ｈ
2

第
３

編
2
-
3
-
2
9
-
1
側

溝
工

に
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ず
る
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-
5
0

-
3
0

-
2
0

±
3
0

-
2
0

-
3
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

-
3
0

-
2
0

±
3
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ
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下
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２
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所
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2
0

-
3
0

-
5
0

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

1
1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

4 雨 水 排 水 整 備 工

6

４ 雨 水 排 水 整 備 工

6
1
1

公 園 編

３ 施 設 整 備

Ｌ
＜

1
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

1
1

公 園 編

３ 施 設 整 備

４ 雨 水 排 水 整 備 工

6

延
長

2
側

溝
工

（
現

場
打

L
型

側
溝

）

3
側

溝
工

（
現

場
打

側
溝

）

-
1
0
0

１
施

工
箇

所
毎

-
1
0
0

１
施

工
箇

所
毎

高
さ

ｈ

厚
さ

ｔ
1
、
ｔ

2

基
準

高
▽

厚
さ

ｔ

幅
Ｗ

基
準

高
▽
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箇

所
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１
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工
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1
1
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４ 雨 水 排 水 整 備 工

8
1

集
水
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）
（
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水

桝
）

（
浸
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ス
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桝
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（
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キ
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ト
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水
桝
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（

塩
化

ビ
ニ

ル
製

桝
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（
マ

ン
ホ

ー
ル

）
（

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

マ
ン

ホ
ー

ル
）

（
公

園
マ

ン
ホ

ー
ル

）
（

浸
透

マ
ン

ホ
ー

ル
）

第
３

編
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3
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3
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集

水
桝

工
に
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。

4
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工
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溝
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Ｗ

1
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Ｗ
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第
３
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3
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2
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に
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工
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測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ
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に

つ
き

１
箇
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、
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0
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又

は
5
0
ｍ

）
以

下
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も
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に

つ
き

２
箇

所
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1
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公 園 編

３ 施 設 整 備

４ 雨 水 排 水 整 備 工

6
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5
0

-
3
0
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1
0
0

１
施

工
箇

所
毎

管
渠

工
（

コ
ル

ゲ
ー

ト
パ
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プ
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（

ヒ
ュ

ー
ム

管
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Ｐ

Ｃ
管
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（

陶
管

）
（

副
管

）
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管
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塩
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Ｃ
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9

基
準

高
▽

±
3
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又
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塩

化
ビ

ニ
ー

ル
管

）
（

透
水

コ
ン

ク
リ

ー
ト

管
）

（
化

学
繊

維
管

）
延

長

Ｌ
＜
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＜
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3
0

高
さ

ｈ
-
3
0

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

-
3
0

設
計

値
以

上

-
3
0

１
箇

所
／

１
基

第
1
0
編

2
-
1
2
-
5
-
2
ケ

ー
ブ

ル
配

管
工

（
ハ

ン
ド

ホ
ー

ル
）

に
準

ず
る

。

±
3
0

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

基
礎

１
基

毎

±
3
0

設
計

値
以

上

5
照

明
設

備
工

（
照

明
灯

基
礎

）

基
礎

幅
Ｗ

高
さ

ｈ

根
入

れ
長

基
準

高
▽

1
照

明
設

備
工

（
ハ

ン
ド

ホ
ー

ル
）

基
準

高
▽

設
置

高
さ

Ｈ

1
1

公 園 編

３ 施 設 整 備

6 電 気 設 備 工

3

3

基
礎

根
入

れ
長

照
明

設
備

工
（

引
込

柱
）

照
明

設
備

工
（

分
電

盤
高

さ
調

整
）

1
1

公 園 編

３ 施 設 整 備

6 電 気 設 備 工

1
1

公 園 編

３ 施 設 整 備

6 電 気 設 備 工

3

1
1

公 園 編

３ 施 設 整 備

6 電 気 設 備 工

3
4

3
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
規

　
格

　
値

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

　
定

　
　

箇
　

　
所

摘
　

要
測

　
定

　
項

　
目

電
線

管
路

工

（
電

線
管

）

（
電

線
）

（
埋

設
シ

ー
ト

）

設
計

値
以

上

設
計

値
以

上

基
礎

-
3
0

高
さ

ｈ

幅
ｗ

(
Ｄ

)
-
3
0

-
3
0

-
3
0

根
入

れ
長

基
礎

１
基

毎

基
礎

１
基

毎
幅

ｗ
(
Ｄ

)

-
1
0
0

１
施

工
箇

所
毎

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
箇

所
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

1
1

公 園 編

３ 施 設 整 備

6 電 気 設 備 工

1
1

公 園 編1
1

公 園 編

３ 施 設 整 備 ３ 施 設 整 備

6 電 気 設 備 工

延
長

基
礎

深
さ

ｈ

高
さ

ｈ

根
入

れ
長

Ｌ
＜

1
0
ｍ

6 電 気 設 備 工

4 5

Ｌ
≧

1
0
0
ｍ

Ｌ
≧

1
0
ｍ

Ｌ
＜

1
0
0
ｍ

-
5
0

-
3
0

-
2
0

放
送

設
備

工
（

ス
ピ

ー
カ

ー
柱

基
礎

）

8

監
視

カ
メ

ラ
設

置
工

（
監

視
カ

メ
ラ

基
礎

）
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

Ｘ＿

3
-
6

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
1
0

Ｘ＿

7
～

-
1
5

-
5
0

-
5
0

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
5

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
6

Ｘ＿

7
～

-
8

-
5
0

-
5
0

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
1

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
2

Ｘ＿

7
～

-
3

-
2
5

-
2
5

Ｘ＿

3
～

-
1
0

Ｘ＿

3
-
1

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
2

Ｘ＿

7
～

-
2

-
2
5

-
2
5

Ｘ＿

3
～

-
1
0

1
1

公 園 編

幅

測
定

箇
所

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

5

-
7

-
7

4
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
工

（
表

層
）

厚
さ

幅
は

延
長

4
0
m
ご

と
に

､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
｡

幅

平
坦

性
－

3
ｍ

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒ
-
ﾀ
-

(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
直

読
式

（
足

付
き

）
(
σ

)
1
.
7
5
m
m
以

下

条
枝

番
工

　
　

種
測

定
項

目
編 1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

章
節

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

55

幅

厚
さ

7 園 路 広 場 整 備 工

5
3

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

工
（

基
層

）

2
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
工

（
上

層
路

盤
）

1
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
工

（
下

層
路

盤
）

基
準

高
▽

3 施 設 整 備

-
4
5

-
4
5

厚
さ

幅

厚
さ

幅
は

延
長

4
0
m
ご

と
に

､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
｡

基
準

高
､
幅

は
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
､
 
１

箇
所

の
割

と
し

､
基

準
高

は
､
道

路
中

心
線

及
び

そ
の

端
部

で
測

定
す

る
｡

厚
さ

は
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
 
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
､
掘

起
こ

し
て

測
定

｡

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

規
格

値

測
定

基
準

Ｘ＿

3
～

±
3
0

±
3
0

測
定

値
の

平
均

Ｘ＿

ｎ

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
 
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
､
掘

起
こ

し
て

測
定

｡

＊
工

事
規

模
の

考
え

方
(
舗

装
工

関
係

共
通

)
中

規
模

工
事

：
施

工
面

積
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

小
規

模
工

事
：

施
工

面
積

2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

な
お

､
施

工
面

積
3
0
0
㎡

未
満

に
お

い
て

は
厚

さ
管

理
を

掘
起

し
及

び
コ

ア
ー

以
外

の
方

法
→

水
糸

に
よ

る
管

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡

コ
ア

ー
採

取
に

つ
い

て
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
ー

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場
合

は
､
 
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

｡

平
坦

性
に

つ
い

て
・

カ
ー

ブ
の

多
い

道
路

､
お

よ
び

測
定

線
の

全
線

→
一

測
線

が
1
0
0
ｍ

未
満

の
場

合
は

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

測
定

方
法

､
測

定
箇

所
に

つ
い

て
は

､
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
に

よ
る

｡

-
2
5

-
9

-
1
2

±
1
5

-
3
0
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

測
定

箇
所

条
枝

番
工

　
　

種
測

定
項

目
編

章
節

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

規
格

値

測
定

基
準

測
定

値
の

平
均

Ｘ＿

ｎ

±
3
0

±
3
0

Ｘ＿

3
～

±
1
5

Ｘ＿

3
-
6

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
1
0

Ｘ＿

7
～

-
1
5

-
5
0

-
5
0

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
5

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
6

Ｘ＿

7
～

-
8

-
5
0

-
5
0

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
1

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
2

Ｘ＿

7
～

-
3

-
2
5

-
2
5

Ｘ＿

3
～

-
1
0

Ｘ＿

3
-
1

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
2

Ｘ＿

7
～

-
2

-
2
5

-
2
5

Ｘ＿

3
～

-
1
0

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

6

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

6

厚
さ

幅

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

6

平
坦

性

2 3
排

水
性

舗
装

工
（

基
層

）

4
排

水
性

舗
装

工
（

表
層

）

排
水

性
舗

装
工

（
上

層
路

盤
）

厚
さ

ｔ

幅 幅

厚
さ

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

6
1

排
水

性
舗

装
工

（
下

層
路

盤
）

-
9

-
1
2

幅
は

延
長

4
0
m
ご

と
に

､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
｡

幅

幅
は

延
長

4
0
m
ご

と
に

､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
｡

＊
工

事
規

模
の

考
え

方
(
舗

装
工

関
係

共
通

)
中

規
模

工
事

：
施

工
面

積
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

小
規

模
工

事
：

施
工

面
積

2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

な
お

､
施

工
面

積
3
0
0
㎡

未
満

に
お

い
て

は
厚

さ
管

理
を

掘
起

し
及

び
コ

ア
ー

以
外

の
方

法
→

水
糸

に
よ

る
管

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡

コ
ア

ー
採

取
に

つ
い

て
橋

面
舗

装
等

で
コ

ア
ー

採
取

に
よ

り
床

版
等

に
損

傷
を

与
え

る
恐

れ
の

あ
る

場
合

は
､
 
他

の
方

法
に

よ
る

こ
と

が
出

来
る

｡

平
坦

性
に

つ
い

て
・

カ
ー

ブ
の

多
い

道
路

､
お

よ
び

測
定

線
の

全
線

→
一

測
線

が
1
0
0
ｍ

未
満

の
場

合
は

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

測
定

方
法

､
測

定
箇

所
に

つ
い

て
は

､
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
に

よ
る

｡

-
2
5

-
3
0

-
7

－

3
ｍ

ﾌ
ﾟ
ﾛ
ﾌ
ｨ
ﾙ
ﾒ
-
ﾀ
-

(
σ

)
2
.
4
m
m
以

下
直

読
式

（
足

付
き

）
(
σ

)
1
.
7
5
m
m
以

下

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
 
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
､
掘

起
こ

し
て

測
定

｡

厚
さ

-
4
5

-
4
5

基
準

高
､
幅

は
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
､
 
１

箇
所

の
割

と
し

､
基

準
高

は
､
道

路
中

心
線

及
び

そ
の

端
部

で
測

定
す

る
｡

厚
さ

は
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
 
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
､
掘

起
こ

し
て

測
定

｡

基
準

高
▽

-
7
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

測
定

箇
所

条
枝

番
工

　
　

種
測

定
項

目
編

章
節

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

規
格

値

測
定

基
準

測
定

値
の

平
均

Ｘ＿

ｎ

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

7
1

透
水

性
舗

装
工

（
路

盤
）

第
３

編
2
-
6
-
1
0
-
1
透

水
性

舗
装

工
（

路
盤

工
）

に
準

ず
る

。

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

7
2

透
水

性
舗

装
工

（
表

層
）

第
３

編
2
-
6
-
1
0
-
2
透

水
性

舗
装

工
（

表
層

工
）

に
準

ず
る

。

8
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
系

舗
装

工

9
コ

ン
ク

リ
ー

ト
系

舗
装

工

1
0

土
系

舗
装

工

1
1

レ
ン
ガ
・
タ
イ
ル
系
舗
装
工

1
2

木
系

舗
装

工

1
3

樹
脂

系
舗

装
工

石
材

系
舗

装
工

（
砂

利
舗

装
）

（
砕

石
舗

装
）

（
平

石
張

り
舗

装
）

（
ご

ろ
た

石
張

舗
装

）
（

玉
石

張
舗

装
）

（
野

面
平

石
張

舗
装

）
（

修
景

割
板

石
張

舗
装

）
（

修
景

切
板

石
張

舗
装

）
（

割
板

石
張

舗
装

工
）

（
小

舗
石

張
舗

装
）

（
切

板
石

張
舗

装
）

（
延

段
）

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

1
4

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

厚
さ

-
1
0

-
2
5

幅
は

､
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
｡

厚
さ

は
､
 
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
を

掘
り

起
こ

し
も

し
く

は
コ

ア
ー

を
採

取
し

､
測

定
｡

表 層 工
幅

第
1
1
編

3
-
7
-
5
-
1
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
工

（
下

層
路

盤
）

に
準

ず
る

。

＊
工

事
規

模
の

考
え

方
(
舗

装
工

関
係

共
通

)
中

規
模

工
事

：
施

工
面

積
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

小
規

模
工

事
：

施
工

面
積

2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

な
お

､
施

工
面

積
3
0
0
㎡

未
満

に
お

い
て

は
厚

さ
管

理
を

掘
起

し
及

び
コ

ア
ー

以
外

の
方

法
→

水
糸

に
よ

る
管

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡

路
盤

工

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

園
路

縁
石

工
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

縁
石

）
（

現
場

打
縁

石
）

（
駒

止
め

ブ
ロ

ッ
ク

）
（

舗
装

止
め

）
（

擬
石

縁
石

）
（

レ
ン

ガ
縁

石
）

（
木

縁
石

）
（

見
切

材
（

仕
切

材
）

）
（

石
材

縁
石

）

区
画

線
工

（
溶

融
式

区
画

線
）

（
ペ

イ
ン

ト
式

区
画

線
）

（
区

画
線

消
去

）

階
段

工
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

階
段

）
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

階
段

）
（

丸
太

階
段

）
（

擬
木

階
段

）
（

石
材

階
段

）

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

第
３

編
2
-
3
-
5
縁

石
工

（
縁

石
・

ア
ス

カ
ー

ブ
）

に
準

ず
る

。
　

基
準

高
▽

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

第
３

編
2
-
3
-
2
2
階

段
工

に
準

ず
る

。

2
階

段
工

（
階

段
高

さ
調

整
）

　

1 1

園
路

縁
石

工
（

縁
石

高
さ

調
整

）

第
３

編
2
-
3
-
9
区

画
線

工
に

準
ず

る
。

2
±

3
0

１
施

工
箇

所
毎

基
準

高
▽

1
8

1
7

±
3
0

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

1
6

1
8

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

1
1

公 園 編 1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

1
6

7 園 路 広 場 整 備 工 7 園 路 広 場 整 備 工

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

公
園

橋
工

（
公

園
橋

橋
台

）
（

石
橋

橋
台

）
（

木
橋

橋
台

）

公
園

橋
工

（
公

園
橋

設
置

）
（

八
ッ

橋
）

（
石

橋
設

置
）

（
木

橋
設

置
）

（
浮

き
桟

橋
）

高
さ

ｈ
1

-
5
0

-
5
0

胸
壁

間
距

離
ℓ

±
3
0

-
3
0

支
点

長
及

び
中

心
線

の
変

化
±

5
0

天
端

長
ℓ
1

厚
さ

ｔ
-
2
0

天
端

幅
Ｗ

1

（
橋

軸
方

向
）

1

-
5
0

敷
　

長
ℓ
2

基
準

高
▽

-
1
0

天
端

幅
Ｗ

2

（
橋

軸
方

向
）

-
1
0

±
2
0

敷
幅

Ｗ
3

（
橋

軸
方

向
）

-
5
0

橋
軸

方
向

の
断

面
寸

法
は

中
央

及
び

両
端

部
、

そ
の

他
は

図
面

の
寸

法
表

示
箇

所
で

測
定

胸
壁

の
高

さ
ｈ

2

±
3
0

設
計

値
以

上

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

1
9

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

1
9

幅
Ｗ

延
長

Ｌ

根
入

れ
長

高
さ

ｈ

基
準

高
▽

2
１

箇
所

／
１

施
工

箇
所

-
3
0

-
3
0

±
3
0

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

デ
ッ

キ
工

（
デ

ッ
キ

基
礎

）
（

デ
ッ

キ
設

置
）

１
施

工
箇

所
毎

ト
レ

リ
ス

工
（

ト
レ

リ
ス

）
（

緑
化

フ
ェ

ン
ス

）

袖
垣

・
垣

根
工

（
袖

垣
）

（
垣

根
）

延
長

Ｌ
-
1
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

2
0

１
基

毎

基 層

幅
ｗ

(
Ｄ

)
-
3
0

高
さ

ｈ
-
3
0

根
入

れ
長

植
樹

ブ
ロ

ッ
ク

工
（

植
樹

ブ
ロ

ッ
ク

）
1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

7 園 路 広 場 整 備 工

2
3

基
準

高
▽

延
長

Ｌ

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

基
礎

１
基

毎

±
3
0

１
箇

所
／

１
基

設
置

高
さ

Ｈ

-
1
0
0

高
さ

ｈ
±

3
0

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

8 修 景 施 設 整 備 工

7

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

8 修 景 施 設 整 備 工

5

根
入

れ
長

基 礎

-
3
0

-
3
0

設
計

値
以

上

延
長

Ｌ

幅
ｗ

(
Ｄ

)

高
さ

ｈ

第
３

編
2
-
3
-
5
縁

石
工

（
縁

石
・

ア
ス

カ
ー

ブ
）

に
準

ず
る

。

設
計

値
以

上

±
3
0

-
3
0

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

モ
ニ

ュ
メ

ン
ト

工
（

モ
ニ

ュ
メ

ン
ト

）
（

記
念

碑
）

基
準

高
▽

0
、

▽
1

±
3
0

-
1
0
0

幅
Ｗ

設
置

高
さ

Ｈ

基
準

高
▽

±
3
0

厚
さ

ｔ
-
2
0

-
3
0

高
さ

ｈ

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

１
箇

所
／

１
基

高
さ

ｈ
1
、

ｈ
2

-
3
0

基 礎

幅
ｗ

(
Ｄ

)
-
3
0

基
礎

１
基

毎

高
さ

ｈ
-
3
0

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

8 修 景 施 設 整 備 工

8

-
1
0
0

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

8 修 景 施 設 整 備 工

9
1

小
規

模
水

景
施

設
工

（
流

れ
）

延
長

Ｌ

厚
さ

ｔ
1
、

ｔ
2

幅
Ｗ

延
長

Ｌ

-
3
0

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

8 修 景 施 設 整 備 工

9
2

小
規

模
水

景
施

設
工

（
滝

）
１

箇
所

／
１

施
工

箇
所

※
標

準
図

を
持

っ
て

い
る

、
又

は
単

一
断

面
の

場
合

に
適

用
す

る
。

-
3
0

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

※
標

準
図

を
持

っ
て

い
る

、
又

は
単

一
断

面
の

場
合

に
適

用
す

る
。

±
3
0

-
2
0

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

厚
さ

ｔ
1
～

ｔ
4

-
2
0

幅
 
Ｗ

1
、

Ｗ
2

-
3
0

高
さ

ｈ
1
、

ｈ
2

-
3
0

基
準

高
▽

0
、

▽
1

±
3
0

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

8 修 景 施 設 整 備 工

3
小

規
模

水
景

施
設

工
（

池
）

基
準

高
▽

0
、

▽
1

±
3
0

厚
さ

ｔ
1
～

ｔ
4

-
2
0

幅
Ｗ

5
小

規
模

水
景

施
設

工
（

壁
泉

）

-
3
0

-
3
0

高
さ

ｈ
1
～

ｈ
4

長
さ

Ｌ
1
、

Ｌ
2

-
3
0

面
積

Ａ
設

計
値

以
上

厚
さ

ｔ
-
2
0

幅
Ｗ

-
3
0

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

※
標

準
図

を
持

っ
て

い
る

、
又

は
単

一
断

面
の

場
合

に
適

用
す

る
。

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所
9

4
小

規
模

水
景

施
設

工
（

州
浜

）

9

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

8 修 景 施 設 整 備 工

9

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

8 修 景 施 設 整 備 工

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

※
標

準
図

を
持

っ
て

い
る

、
又

は
単

一
断

面
の

場
合

に
適

用
す

る
。

±
3
0

厚
さ

ｔ
1
、
ｔ

2
-
2
0

±
0
段

段
数

長
さ

Ｌ
-
3
0

厚
さ

ｔ
1
、

ｔ
2

-
2
0

幅
Ｗ

-
3
0

高
さ

ｈ
1
、

ｈ
2

-
3
0

6
小

規
模

水
景

施
設

工
（

カ
ス

ケ
ー

ド
）

延
長

Ｌ

基
準

高
▽

0
、

▽
1

±
3
0

-
1
0
0

基
準

高
▽

0
～

▽
n

9
7

小
規

模
水

景
施

設
工

（
カ

ナ
ー

ル
）

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

8 修 景 施 設 整 備 工

9

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

8 修 景 施 設 整 備 工

幅
Ｗ

-
3
0

高
さ

ｈ
1
～

ｈ
n

-
3
0

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

※
標

準
図

を
持

っ
て

い
る

、
又

は
単

一
断

面
の

場
合

に
適

用
す

る
。

１
箇

所
／

１
基

基 礎

幅
Ｗ

-
3
0

高
さ

ｈ

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

9 遊 戯 施 設 整 備 工

3
1

遊
具

組
立

設
置

工
（

ブ
ラ

ン
コ

）

基
礎

１
基

毎

※
施

工
に

当
た

っ
て

は
安

全
性

に
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

設
置

高
さ

Ｈ
1
、

Ｈ
2

±
3
0

-
3
0

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

設
置

高
さ

Ｈ
1
、

Ｈ
2

±
3
0

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

9 遊 戯 施 設 整 備 工

3
2

遊
具

組
立

設
置

工
（

ジ
ャ

ン
グ

ル
ジ

ム
）

基
礎

１
基

毎

※
施

工
に

当
た

っ
て

は
安

全
性

に
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

設
計

値
以

上

±
3
0

根
入

れ
長

設
置

高
さ

Ｈ
１

箇
所

／
１

基

基 礎

幅
Ｗ

-
3
0

高
さ

ｈ
-
3
0

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

9 遊 戯 施 設 整 備 工

3

4
遊

具
組

立
設

置
工

（
シ

ー
ソ

ー
）

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

9 遊 戯 施 設 整 備 工

3

3
遊

具
組

立
設

置
工

（
滑

台
）

基
礎

１
基

毎

※
施

工
に

当
た

っ
て

は
安

全
性

に
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

幅
Ｗ

1
、

Ｗ
2

基
礎

１
基

毎

※
施

工
に

当
た

っ
て

は
安

全
性

に
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

１
箇

所
／

１
基

-
3
0

高
さ

ｈ
1
、

ｈ
2

-
3
0

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

-
3
0

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

設
置

高
さ

Ｈ
1
、

Ｈ
2

±
3
0

基 礎

１
箇

所
／

１
基

-
3
0

幅
Ｗ

基 礎

高
さ

ｈ

±
3
0

基
礎

１
基

毎

※
施

工
に

当
た

っ
て

は
安

全
性

に
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
-
3
0

設
計

値
以

上

-
3
0

１
箇

所
／

１
基

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

9 遊 戯 施 設 整 備 工

3

基 礎

幅
Ｗ

5
遊

具
組

立
設

置
工

（
鉄

棒
）

高
さ

ｈ

根
入

れ
長

設
置

高
さ

Ｈ
1
、

Ｈ
2

出来形管理基準及び規格値
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：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

遊
具

組
立

設
置

工
（

複
合

遊
具

）
設

置
高

さ
Ｈ

1
～

Ｈ
n

±
3
0

-
3
0

基 礎

高
さ

ｈ
1
、

ｈ
2

-
3
0

設
計

値
以

上

設
置

高
さ

Ｈ
1
、

Ｈ
2

±
3
0

基 礎

幅
Ｗ

1
、

Ｗ
2

-
3
0

-
3
0

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

幅
Ｗ

-
3
0

基
礎

１
基

毎

※
施

工
に

当
た

っ
て

は
安

全
性

に
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
高

さ
ｈ

遊
具

組
立

設
置

工
（

は
ん

登
棒

）
設

置
高

さ
Ｈ

±
3
0

基
礎

１
基

毎

※
施

工
に

当
た

っ
て

は
安

全
性

に
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

幅
Ｗ

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

9 遊 戯 施 設 整 備 工

3
6

遊
具

組
立

設
置

工
（

ラ
ダ

ー
）

根
入

れ
長

１
箇

所
／

１
基

基
礎

１
基

毎

※
施

工
に

当
た

っ
て

は
安

全
性

に
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

１
箇

所
／

１
基

高
さ

ｈ
-
3
0

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

設
置

高
さ

Ｈ
±

3
0

基 礎

基
礎

１
基

毎

※
施

工
に

当
た

っ
て

は
安

全
性

に
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

１
箇

所
／

１
基

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

9 遊 戯 施 設 整 備 工

3

基 礎

幅
Ｗ

8
遊

具
組

立
設

置
工

（
ス

プ
リ

ン
グ

遊
具

）

-
3
0

高
さ

ｈ
-
3
0

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

１
箇

所
／

１
基

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

9 遊 戯 施 設 整 備 工

3

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

9 遊 戯 施 設 整 備 工

3

7 9
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

厚
さ

ｔ
-
2
0

-
3
0

-
3
0

厚
さ

ｔ
1
～

ｔ
4

-
2
0

設
計

値
以

上

-
3
0

-
3
0

根
入

れ
長

設
置

高
さ

Ｈ
1
、

Ｈ
2

基 礎

長
さ

Ｌ

-
3
0

高
さ

ｈ
1
～

ｈ
4

±
3
0

幅
Ｗ

1
、

Ｗ
2

±
3
0

±
3
0

１
箇

所
／

１
基

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所
※

標
準

図
を

持
っ

て
い

る
、

又
は

単
一

断
面

の
場

合
に

適
用

す
る

。

※
施

工
に

当
た

っ
て

は
安

全
性

に
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

基
礎

１
基

毎

※
施

工
に

当
た

っ
て

は
安

全
性

に
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

-
3
0

-
3
0

-
3
0

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所
※

標
準

図
を

持
っ

て
い

る
、

又
は

単
一

断
面

の
場

合
に

適
用

す
る

。

※
施

工
に

当
た

っ
て

は
安

全
性

に
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

設
計

値
以

上

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

9 遊 戯 施 設 整 備 工

3

1

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

9 遊 戯 施 設 整 備 工

3
1
0

1
1

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

9 遊 戯 施 設 整 備 工

6
2

小
規

模
現

場
打

遊
具

工
（

現
場

打
遊

具
）

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

9 遊 戯 施 設 整 備 工

6
基

準
高

▽
±

3
0

１
箇

所
／

１
基

基
礎

１
基

毎
※

監
督

員
と

の
協

議
に

よ
る

。

※
施

工
に

当
た

っ
て

は
安

全
性

に
留

意
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
根

入
れ

長

遊
具

組
立

設
置

工
（

ア
ス

レ
チ

ッ
ク

遊
具

）

基 礎

設
置

高
さ

Ｈ
1
、

Ｈ
2

高
さ

ｈ

小
規

模
現

場
打

遊
具

工
（

砂
場

）

幅
Ｗ

高
さ

ｈ

幅
Ｗ

1
、

Ｗ
2

高
さ

ｈ
1
、

ｈ
2

遊
具

組
立

設
置

工
（

健
康

遊
具

施
設

）

幅
Ｗ
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：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

1
0

1
0

1
0

ベ
ン

チ
・

テ
ー

ブ
ル

工
（

ベ
ン

チ
）

（
縁

台
）

（
テ

ー
ブ

ル
）

（
ス

ツ
ー

ル
）

（
野

外
卓

）

設
置

高
さ

Ｈ
1
～

Ｈ
3

±
3
0

±
3
0

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

9 遊 戯 施 設 整 備 工

幅
Ｗ

1
、

Ｗ
2

-
3
0

高
さ

ｈ
1
、

ｈ
2

-
3
0

設
置

高
さ

Ｈ
±

3
0

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

サ ー ビ ス 施 設 整 備 工

3

基 礎

幅
ｗ

(
Ｄ

)
-
3
0

高
さ

ｈ
-
3
0

設
計

値
以

上
根

入
れ

長

6
3

小
規

模
現

場
打

遊
具

工
（

徒
渉

池
）

-
3
0

基
礎

１
基

毎

高
さ

ｈ
1
、

ｈ
2

-
3
0

基
礎

１
基

毎

１
箇

所
／

１
基

基 礎

幅
Ｗ

1
、

Ｗ
2

-
3
0

１
箇

所
／

１
基

基
準

高
▽

0
、

▽
1

設
置

高
さ

Ｈ
1
～

Ｈ
3

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

※
標

準
図

を
持

っ
て

い
る

、
又

は
単

一
断

面
の

場
合

に
適

用
す

る
。

時
計

台
工

（
時

計
台

）

１
箇

所
／

１
基

設
計

値
以

上

基
礎

１
基

毎

±
3
0

水
飲

み
場

工
（

水
飲

み
場

）

根
入

れ
長

幅
ｗ

(
Ｄ

)

高
さ

ｈ
基 礎

-
3
0

厚
さ

ｔ
1
～

ｔ
4

-
2
0

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

サ ー ビ ス 施 設 整 備 工

4

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

サ ー ビ ス 施 設 整 備 工

6

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

1
0

1
1

1
1

ご
み

施
設

工
（

く
ず

入
れ

）
（

吸
殻

入
れ

）

幅
ｗ

(
Ｄ

)
-
3
0

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

サ ー ビ ス 施 設 整 備 工

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

基
準

高
▽

±
3
0

基 礎

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

管 理 施 設 整 備 工

3
リ

サ
イ

ク
ル

施
設

工
（

リ
サ

イ
ク

ル
施

設
基

礎
）

8
炊

事
場

工
（

炊
事

場
）

長
さ

Ｌ

基
準

高
▽

-
2
0

幅
Ｗ

1
、
Ｗ

2
-
3
0

高
さ

Ｈ
1
～

Ｈ
３

-
3
0

±
3
0

厚
さ

ｔ
1
、
ｔ

2

高
さ

ｈ
-
3
0

-
3
0

基
礎

１
基

毎

１
箇

所
／

１
基

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

基
礎

１
基

毎

-
3
0

設
計

値
以

上

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

管 理 施 設 整 備 工

5
±

3
0

１
箇

所
／

１
基

基 礎

幅
ｗ

(
Ｄ

)
-
3
0

高
さ

ｈ

根
入

れ
長

設
置

高
さ

Ｈ
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単
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：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

1
1

1
1

門
扉

工
（

門
壁

）
（

門
柱

）
（

門
扉

）

1
1

柵
工

（
フ

ェ
ン

ス
）

（
柵

）
（

手
す

り
）

（
転

落
(
横

断
)
防

止
柵

）
（

ガ
ー

ド
レ

ー
ル

）
（

ガ
ー

ド
ケ

ー
ブ

ル
）

（
ガ

ー
ド

パ
イ

プ
）

基 礎

幅
ｗ

(
Ｄ

)
-
3
0

高
さ

ｈ
-
3
0

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

設
置

高
さ

Ｈ
±

3
0

延
長

Ｌ
-
1
0
0

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

管 理 施 設 整 備 工

6
2

井
戸

工
（

手
押

ポ
ン

プ
）

基
礎

１
基

毎

-
3
0

１
箇

所
／

１
基

基 礎

幅
ｗ

(
Ｄ

)
-
3
0

高
さ

ｈ
-
3
0

幅
ｗ

(
Ｄ

)

設
置

高
さ

Ｈ
±

3
0

設
計

値
以

上

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

管 理 施 設 整 備 工

7
設

置
高

さ
Ｈ

±
3
0

根
入

れ
長

1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

管 理 施 設 整 備 工

8

１
施

工
箇

所
毎

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

基
礎

１
基

毎
-
3
0

高
さ

ｈ

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

１
箇

所
／

１
基

基 礎
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位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

1
1

車
止

め
工

（
車

止
め

）
（

車
止

め
ポ

ス
ト

）
（

車
椅

子
ゲ

ー
ト

）

1
2

±
3
0

基
準

高
▽

-
3
0

高
さ

ｈ
-
3
0

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

基 礎

幅
ｗ

(
Ｄ

)

設
置

高
さ

Ｈ

基 礎

設
計

値
以

上

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

１
箇

所
／

１
基

基
礎

１
基

毎

幅
ｗ

(
Ｄ

)
-
3
0

基
礎

１
基

毎

±
3
0

3 施 設 整 備

管 理 施 設 整 備 工

9

四
阿

工
（

四
阿

基
礎

）
（

パ
ー

ゴ
ラ

基
礎

）
（

シ
ェ

ル
タ

ー
基

礎
）

（
キ

ャ
ビ

ン
(
ロ

ッ
ジ

)
基

礎
）

（
温

室
基

礎
）

（
観

察
施

設
基

礎
）

（
売

店
基

礎
）

（
荷

物
預

か
り

所
基

礎
）

（
更

衣
室

基
礎

）
（

便
所

基
礎

）
（

倉
庫

基
礎

）
（

自
転

車
置

場
基

礎
）

高
さ

ｈ
-
3
0

根
入

れ
長

1
1

公 園 編 1
1

公 園 編

3 施 設 整 備

建 築 施 設 組 立 設 置 工

3
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下

Ｘ＿

3
-
6

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
1
0

Ｘ＿

7
～

-
1
5

-
5
0

-
5
0

Ｘ＿

3
～

-
2
0

4
Ｘ＿

3
-
5

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
6

Ｘ＿

7
～

-
8

-
5
0

-
5
0

Ｘ＿

3
～

-
2
0

Ｘ＿

3
-
1

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
2

Ｘ＿

7
～

-
3

-
2
5

-
2
5

Ｘ＿

3
～

-
1
0

基
準

高
､
幅

は
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
､
 
１

箇
所

の
割

と
し

､
基

準
高

は
､
中

心
線

及
び

そ
の

端
部

で
測

定
す

る
｡

厚
さ

は
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
 
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
､
掘

起
こ

し
て

測
定

｡

規
格

値

幅
は

延
長

4
0
ｍ

ご
と

に
､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
 
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
､
掘

起
こ

し
て

測
定

｡

±
3
0

±
3
0

Ｘ＿

3
～

測
定

基
準

-
4
5

-
4
5

±
1
5

＊
工

事
規

模
の

考
え

方
(
舗

装
工

関
係

共
通

)
中

規
模

工
事

：
施

工
面

積
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

小
規

模
工

事
：

施
工

面
積

2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

な
お

､
施

工
面

積
3
0
0
㎡

未
満

に
お

い
て

は
厚

さ
管

理
を

掘
起

し
及

び
コ

ア
ー

以
外

の
方

法
→

水
糸

に
よ

る
管

理
を

す
る

こ
と

が
で

き
る

｡

測
定

箇
所

1
1

公 園 編

4 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 整 備

3 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 舗 装 工 3 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 舗 装 工

2

グ
ラ

ウ
ン

ド
・

コ
ー

ト
用

舗
装

工
（

基
層

）

4

厚
さ

基
準

高
▽

1
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
コ

－
ト

用
舗

装
工

（
下

層
路

盤
）

グ
ラ

ウ
ン

ド
・

コ
－

ト
用

舗
装

工
（

上
層

路
盤

）
（

中
層

）

3

幅
Ｗ

幅
Ｗ

測
定

項
目

1
1

公 園 編

4 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 整 備

3 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 舗 装 工

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

測
定

値
の

平
均

Ｘ＿

ｎ

厚
さ

編
章

節
条

4 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 整 備

4
幅

は
延

長
4
0
m
ご

と
に

､
１

箇
所

の
割

と
し

､
厚

さ
は

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
コ

ア
ー

を
採

取
し

て
測

定
｡

-
2
5

-
3
0

枝
番

工
　

　
種

-
9

-
1
2

幅
Ｗ

厚
さ

1
1

公 園 編

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下規

格
値

測
定

基
準

測
定

箇
所

測
定

項
目

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

測
定

値
の

平
均

Ｘ＿

ｎ

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
種

Ｘ＿

3
～

±
1
5

Ｘ＿

3
-
6

Ｘ＿

7
～

-
1
5

Ｘ＿

3
～

-
2
5

Ｘ＿

3
-
6

Ｘ＿

7
～

-
1
5

Ｘ＿

3
～

-
2
5

-
1
0

-
1
0

幅
は

､
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
｡
 
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

し
掘

起
し

測
定

｡
-
2
5

-
3
0

-
4
5

4

路 盤 工

グ
ラ

ウ
ン

ド
・

コ
ー

ト
用

舗
装

工
（

ク
レ

ー
舗

装
）

（
ア

ン
ツ

ー
カ

ー
舗

装
）

基
準

高
▽

4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
の

割
合

で
測

定
｡
 
厚

さ
は

､
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､
2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
を

掘
り

起
こ

し
て

測
定

｡
幅

は
､
延

長
4
0
ｍ

毎
に

１
箇

所
測

定
｡

基
準

高
▽

±
5
0

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6

厚 さ

ｔ
＜

1
5
0

ｔ
≧

1
5
0

平
坦

性
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
陸

上
競

技
場

野
球

場

±
5
㎜

以
内

±
1
0
㎜

以
内

±
2
0
㎜

以
内

－

表 層 工

厚
さ

幅

基
準

高
､
幅

は
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
､
 
１

個
所

の
割

と
し

､
基

準
高

は
､
中

心
線

及
び

そ
の

端
部

で
測

定
す

る
｡

厚
さ

は
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
 
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

す
る

。

ｔ
≧

1
5
0

-
3
0

-
4
5

4 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 整 備

３ グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 舗 装 工

4
5

グ
ラ

ウ
ン

ド
・

コ
ー

ト
用

舗
装

工
（

天
然

芝
舗

装
）

路 盤 工

±
5
0

厚
さ

-
1
0Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
1
0

幅
-
1
0
0

Ｘ＿

3
～

±
1
5

厚 さ

ｔ
＜

1
5
0

幅
-
1
0
0

1
1

公 園 編

表 層 工
幅

-
2
5

1
1

公 園 編

4
4 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 整 備

３ グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 舗 装 工

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下規

格
値

測
定

基
準

測
定

箇
所

測
定

項
目

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

測
定

値
の

平
均

Ｘ＿

ｎ

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
種

Ｘ＿

3
-
6

Ｘ＿

7
～

-
1
5

Ｘ＿

3
～

-
2
5

Ｘ＿

3
-
6

Ｘ＿

7
～

-
1
5

Ｘ＿

3
～

-
2
5

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
1
0

-
1
0

-
2
5

-
1
0
0

基
準

高
､
幅

は
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
､
 
１

個
所

の
割

と
し

､
基

準
高

は
､
中

心
線

及
び

そ
の

端
部

で
測

定
す

る
｡

厚
さ

は
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
 
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

す
る

｡

-
1
0

±
5
0

-
1
0
0

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6

基
準

高
､
幅

は
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
､
 
１

個
所

の
割

と
し

､
基

準
高

は
､
中

心
線

及
び

そ
の

端
部

で
測

定
す

る
｡

厚
さ

は
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
 
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

す
る

｡

Ｘ＿

3
～

±
1
5

±
5
㎜

以
内

±
1
0
㎜

以
内

－

±
5
0

-
3
0

-
4
5

-
1
0

ｔ
≧

1
5
0

幅

３ グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 舗 装 工

4
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
コ

ー
ト

用
舗

装
工

（
人

工
芝

舗
装

）

路 盤 工 表 層 工

ｔ
＜

1
5
0

ｔ
≧

1
5
0

幅幅

厚
さ

Ｘ＿

3
～

±
1
5

-
2
5

-
3
0

-
4
5

1
1

公 園 編

7

厚 さ

ｔ
＜

1
5
0

基
準

高
▽

厚 さ

6
1
1

公 園 編

4 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 整 備

幅

厚
さ

4 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 整 備

３ グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 舗 装 工

4
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
コ

ー
ト

用
舗

装
工

（
全

天
候

型
舗

装
（

樹
脂

系
）

）
（

全
天

候
型

舗
装

（
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
系

）
）

路 盤 工

基
準

高
▽

表 層 工 平
坦

性
テ

ニ
ス

コ
ー

ト
陸

上
競

技
場

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

中
規

模
以

上
小

規
模

以
下規

格
値

測
定

基
準

測
定

箇
所

測
定

項
目

摘
　

要
個

々
の

測
定

値
（

Ｘ
）

測
定

値
の

平
均

Ｘ＿

ｎ

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
種

Ｘ＿

3
-
6

Ｘ＿

7
～

-
1
5

Ｘ＿

3
～

-
2
5

ｔ
≧

1
5
0

厚
さ

4 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 整 備

３ グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 舗 装 工

4
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
コ

ー
ト

用
舗

装
工

（
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
コ

ー
ト

砂
舗

装
）

（
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
コ

ー
ト

ダ
ス

ト
舗

装
）

表 層 工
幅

-
3
0

-
4
5

Ｘ＿

3
～

±
1
5

基
準

高
､
幅

は
延

長
4
0
ｍ

ご
と

に
､
 
１

個
所

の
割

と
し

､
基

準
高

は
､
中

心
線

及
び

そ
の

端
部

で
測

定
す

る
｡

厚
さ

は
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
､
 
1
,
0
0
0
㎡

ご
と

に
１

個
と

す
る

｡

-
1
0

-
2
5

±
5
0

1
1

公 園 編

8

-
1
0
0

幅

路 盤 工

基
準

高
▽

ｔ
＜

1
5
0

Ｘ＿

4
～

Ｘ＿

6
-
1
0

厚 さ

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

-
5
0

ｈ
≧

3
ｍ

-
1
0
0

延
長

Ｌ
-
1
0
0

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

4 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 整 備

３ グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 舗 装 工

5
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
コ

ー
ト

縁
石

工 （
コ

ン
ク

リ
ー

ト
縁

石
）

（
舗

装
止

め
）

（
見

切
材

（
仕

切
材

）
）

（
内

圏
縁

石
）

第
３

編
2
-
3
-
5
縁

石
工

（
縁

石
・

ア
ス

カ
ー

ブ
）

に
準

ず
る

。
1
1

公 園 編 1
1

公 園 編

4 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 整 備

4 ス タ ン ド 整 備 工

1
1

公 園 編

4 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 整 備

4 ス タ ン ド 整 備 工

4
ベ

ン
チ

工
（

ス
タ

ン
ド

ベ
ン

チ
）

（
現

場
打

ベ
ン

チ
）

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

１
施

工
箇

所
毎

3
±

5
0

厚
さ

ｔ
-
2
0

幅
Ｗ

1
、

Ｗ
2

-
3
0

高
さ

ｈ

ｈ
＜

3
ｍ

ス
タ

ン
ド

擁
壁

工
（

ス
タ

ン
ド

擁
壁

）

延
長

Ｌ
-
1
0
0

基
準

高
▽

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

基
準

高
▽

幅
ｗ

(
Ｄ

)

±
3
0

1
競

技
施

設
工

（
フ

ァ
ー

ル
ポ

ー
ル

）
（

ポ
ス

ト
）

（
ゴ

ー
ル

ポ
ス

ト
）

（
支

柱
台

）
（

ス
ポ

ー
ツ

サ
ー

ク
ル

）
（

跳
躍

箱
）

（
踏

切
板

）

5 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 施 設 整 備 工

6

1
1

公 園 編

4 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 整 備

1
1

公 園 編

4 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 整 備

5 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 施 設 整 備 工

3

1
1

公 園 編

4 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 整 備

延
長

Ｌ

基 礎

±
3
0

設
置

高
さ

Ｈ

-
3
0

基 礎

幅
ｗ

(
Ｄ

)
-
3
0

高
さ

ｈ
-
3
0

根
入

れ
長

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

-
3
0

-
1
0
0

高
さ

Ｈ

基 礎

-
3
0

高
さ

ｈ
-
3
0

設
計

値
以

上

ダ
ッ

グ
ア

ウ
ト

工
（

ダ
ッ

グ
ア

ウ
ト

基
礎

）
（

ス
コ

ア
ボ

ー
ド

基
礎

）

5 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 施 設 整 備 工

5

幅
ｗ

高
さ

ｈ

±
3
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

１
箇

所
／

１
基

バ
ッ

ク
ネ

ッ
ト

工

１
箇

所
／

１
基

設
計

値
以

上

基
礎

１
基

毎

根
入

れ
長

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

法
長

ℓ
ℓ
＜

5
ｍ

-
1
0
0

ℓ
≧

5
ｍ

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

基 礎

幅
ｗ

(
Ｄ

)

基
準

高
▽

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
施

工
面

積
1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
１

箇
所

、
面

積
1
,
0
0
0
㎡

以
下

の
も

の
は

１
施

工
箇

所
に

つ
き

２
箇

所
。

基
準

高
は

各
法

肩
で

測
定

す
る

。
又

は
、

施
工

面
積

の
ほ

ぼ
中

心
と

各
法

肩
で

測
定

す
る

。

自
然

育
成

盛
土

工
（

蒔
き

出
し

）

設
置

高
さ

Ｈ

3

法
長

の
-
2
%

-
5
0

±
3
0

基 礎

幅
ｗ

(
Ｄ

)
-
3
0

高
さ

ｈ
-
3
0

1
1

公 園 編

4 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 整 備

5 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 施 設 整 備 工

6
2

競
技

施
設

工
（

塁
ベ

ー
ス

基
礎

）

-
1
0
0

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

2 自 然 育 成 施 設 工
幅

Ｗ
1
、

Ｗ
2

-
1
0
0

5 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 施 設 整 備 工

グ
ラ

ウ
ン

ド
・

コ
ー

ト
柵

工
（

高
尺

ネ
ッ

ト
フ

ェ
ン

ス
）

1
1

延
長

Ｌ

基
準

高
▽

±
3
0

-
3
0

高
さ

ｈ
-
3
0

１
施

工
箇

所
毎

１
箇

所
／

１
基

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

1
1

公 園 編

4 グ ラ ウ ン ド ・ コ ー ト 整 備

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

4

厚
さ

ｔ

ｔ
＜

1
5
c
m

-
2
5

幅
は

、
施

工
延

長
4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

、
延

長
4
0

ｍ
（

又
は

5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。
厚

さ
は

、
施

工
延

長
2
0
0
ｍ

に
つ

き
１

箇
所

、
2
0
0
ｍ

以
下

は
２

箇
所

、
中

央
で

測
定

。

高
さ

ｈ
-
3
0

-
5
0

基
準

高
▽

ℓ
／

2
≧

3
ｍ

-
1
0
0

-
1
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

自
然

水
路

工
（

遮
水

・
止

水
シ

ー
ト

）

幅
Ｗ

1
、

Ｗ
2

-
1
0
0

延
長

Ｌ

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

2 自 然 育 成 施 設 工

4

±
1
0
0

基
準

高
▽

1

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
、

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

１
施

工
箇

所
毎

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

面
積

Ａ
設

計
値

以
上

幅
Ｗ

-
1
0
0

3
自

然
水

路
工

（
砂

・
礫

敷
）

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

4

自
然

水
路

工
（

ご
ろ

た
石

積
）

（
崩

れ
積

）

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

2

延
長

Ｌ
-
1
0
0

１
箇

所
／

１
施

工
箇

所

ℓ
／

2
＜

3
ｍ

-
5
0

厚
さ

ｔ

法
長

ℓ

高
さ

ｈ
-
3
0

幅
Ｗ

-
5
0

ｔ
≧

1
5
c
m

-
5
0

-
5
0

5
水

田
工

（
遮

水
・

止
水

シ
ー

ト
）

基
準

高
▽

-
5
0

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

1
1

1
自

然
育

成
型

護
岸

工
（

じ
ゃ

か
ご

）
第

３
編

2
-
3
-
2
7
-
1
羽

口
工

（
じ

ゃ
か

ご
）

に
準

ず
る

。

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

1
1

2
自

然
育

成
型

護
岸

工
（

ふ
と

ん
か

ご
）

第
３

編
2
-
3
-
2
7
-
2
羽

口
工

（
ふ

と
ん

か
ご

、
か

ご
枠

）
に

準
ず

る
。

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

1
1

3
自

然
育

成
型

護
岸

工
（

階
段

ブ
ロ

ッ
ク

積
）

（
魚

巣
ブ

ロ
ッ

ク
積

）

第
３

編
2
-
5
-
3
コ

ン
ク

リ
ー

ト
ブ

ロ
ッ

ク
工

に
準

ず
る

。

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

1
1

4
自

然
育

成
型

護
岸

工
（

石
積

）
（

石
張

）
（

雑
割

石
張

）

第
３

編
2
-
5
-
5
石

積
（

張
）

工
に

準
ず

る
。

延
長

Ｌ
-
1
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

高
さ

ｈ
±

3
0

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

1
0

し
が

ら
み

柵
工

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

1
1

5
自

然
育

成
型

護
岸

工
（

か
ご

マ
ッ

ト
）

第
３

編
2
-
3
-
2
6
-
2
（

多
自

然
型

護
岸

工
）

か
ご

マ
ッ

ト
に

準
ず

る
。

自
然

育
成

型
護

岸
工

（
種

子
散

布
）

（
公

園
張

芝
）

（
公

園
筋

芝
）

（
公

園
市

松
芝

）

１
箇

所
／

１
基

幅
ｗ

(
Ｄ

)

基 礎

根
入

れ
長

設
計

値
以

上

設
置

高
さ

Ｈ
±

3
0

設
置

高
さ

Ｈ
±

3
0

基
礎

１
基

毎

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

1
1

7
第

３
編

2
-
1
4
-
2
植

生
工

（
種

子
散

布
）

（
張

芝
工

）
（

筋
芝

工
）

（
市

松
芝

工
）

（
植

生
シ

ー
ト

工
）

（
植

生
マ

ッ
ト

工
）

（
植

生
筋

工
）

（
人

工
張

芝
工

）
（

植
生

穴
工

）
に

準
ず

る
。

-
3
0

高
さ

ｈ

１
施

工
箇

所
毎

施
工

延
長

4
0
ｍ

（
測

点
間

隔
2
5
ｍ

の
場

合
は

5
0
ｍ

）
に

つ
き

１
箇

所
。

延
長

4
0
ｍ

（
又

は
5
0
ｍ

）
以

下
の

も
の

は
１

施
工

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

。

幅
ｗ

(
Ｄ

)

-
3
0

高
さ

ｈ

-
3
0

延
長

Ｌ
-
1
0
0

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

解
説

板
工

（
解

説
板

）

1
2

保
護

柵
工

（
保

護
柵

）

1
3

-
3
0

基 礎

出来形管理基準及び規格値

－197－



単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
基

　
　

準
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

1
6

1
自

然
育

成
型

護
岸

基
礎

工
（

現
場

打
基

礎
）

第
３

編
2
-
4
-
3
-
1
基

礎
工

（
護

岸
）

（
現

場
打

）
に

準
ず

る
。

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

1
6

2
自

然
育

成
型

護
岸

基
礎

工
（

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

基
礎

）
第

３
編

2
-
4
-
3
-
2
基

礎
工

（
護

岸
）

（
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
）

に
準

ず
る

。

沈
床

工
（

木
工

沈
床

）
（

改
良

沈
床

）
（

粗
朶

沈
床

）
（

袋
詰

玉
石

）
（

吸
出

し
防

止
材

）
（

粗
朶

単
床

）
（

粗
朶

柵
）

捨
石

工
（

捨
石

）
（

表
面

均
し

）
（

吸
出

し
防

止
材

）

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

2
2

杭
出

し
水

制
工

（
杭

出
し

水
制

）
第

６
編

1
-
1
0
-
6
杭

出
し

水
制

工
に

準
ず

る
。

第
３

編
2
-
3
-
1
8
沈

床
工

に
準

ず
る

。

第
３

編
2
-
3
-
1
9
捨

石
工

に
準

ず
る

。
1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

1
8

1
1

公 園 編

5 自 然 育 成

２ 自 然 育 成 施 設 工

1
7

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

基
　

準
　

高
　

▽
基

準
高

、
中

心
線

の
変

位
（

水
平

）
は

、
マ

ン
ホ

ー
ル

間
の

中
央

部
及

び
両

端
部

を
測

定
す

る
。

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目

－
ℓ
/
5
0
0

か
つ

－
2
0
0

-
2
0
0

基
　

準
　

高
　

▽

マ
ン

ホ
ー

ル
基

礎
工

幅
　

ｂ
（

内
法

）

壁
　

　
　

圧
　

ｔ

中
心

線
の

変
位

（
水

　
平

）

勾
　

 
 
　

　
配

総
 
 
延

 
 
長

 
 
L

1
2

下 水 道 編

１ 下 水 道 工 事

３ 開 削 工

延
　

 
　

長
　

ℓ

標
準

マ
ン

ホ
ー

ル
工

管
布

設
（

自
然

流
下

管
）

-
5
0

規
　

格
　

値

±
3
0

±
5
0

±
2
0
％

延
長

ℓ
は

マ
ン

ホ
ー

ル
間

を
測

定
す

る
。

±
3
0

-
3
0

-
2
0

±
3
0

±
3
0

1
施

工
箇

所
ご

と
に

測
定

す
る

。

人
 
孔

 
天

 
端

 
高

基
　

準
　

高
　

▽

床
 
 
掘

 
 
深

 
H

1
2

下 水 道 編 1
2

下 水 道 編

１ 下 水 道 工 事

５ 立 坑 ・ 人 孔 築 造 工

基
 
礎

 
工

 
幅

 
B
1

１ 下 水 道 工 事

５ 立 坑 ・ 人 孔 築 造 工

1
施

工
箇

所
ご

と
に

測
定

す
る

。

±
3
0

基
 
礎

 
工

 
厚

 
t
1

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
幅

B
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工
厚

t
2

-
3
0

-
3
0

-
1
0

b

ｔ
2

ｔ
1

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

基
　

準
　

高
　

▽

中
心

線
の

変
位

（
水

　
平

）

総
 
 
延

 
 
長

 
 
L

二
次

覆
工

仕
上

が
り

内
径

D

±
5
0

１ 下 水 道 工 事

６ 推 進 工

掘
進

工
３ 一 次 覆 工

±
1
0
0

延
　

 
　

長
　

ℓ

推
進

工

1
2

下 水 道 編

５ 二 次 覆 工

１ 下 水 道 工 事

1
2

下 水 道 編

基
　

準
　

高
　

▽

総
 
 
延

 
 
長

 
 
L

±
5
0

７ シ ー ル ド 工

基
準

高
、

中
心

線
の

変
位

（
水

平
）

は
、

セ
グ

メ
ン

ト
5
リ

ン
グ

に
つ

き
1
箇

所
測

定
す

る
。

延
長

ℓ
は

マ
ン

ホ
ー

ル
間

を
測

定
す

る
。

－
ℓ
/
5
0
0

か
つ

－
2
0
0

-
2
0
0

延
長

ℓ
は

マ
ン

ホ
ー

ル
間

を
測

定
す

る
。

1
2

下 水 道 編

１ 下 水 道 工 事

７ シ ー ル ド 工

中
心

線
の

変
位

（
水

　
平

）

勾
　

 
 
　

　
配

二
次

覆
工

厚
ｔ

±
5
0

-
2
0

±
2
0

延
　

 
　

長
　

ℓ

±
2
0
％

－
ℓ
/
5
0
0

か
つ

－
2
0
0

基
準

高
、

中
心

線
の

変
位

（
水

平
）

は
、

施
工

延
長

4
0
m
に

つ
き

1
箇

所
測

定
す

る
。

二
次

履
工

厚
は

、
1
打

設
に

つ
き

端
面

で
上

下
左

右
4
点

を
測

定
す

る
。

仕
上

が
り

内
径

は
、

施
工

延
長

4
0
m
に

つ
き

1
箇

所
測

定
す

る
。

基
　

準
　

高
　

▽

-
2
0
0

±
5
0

延
長

ℓ
は

マ
ン

ホ
ー

ル
間

を
測

定
す

る
。

-
2
0
0

基
準

高
、

中
心

線
の

変
位

（
水

平
）

は
、

推
進

管
１

本
ご

と
に

1
箇

所
測

定
す

る
。

±
2
0
％

中
心

線
の

変
位

（
水

　
平

）

勾
　

 
 
　

　
配

延
　

 
　

長
　

ℓ

総
 
 
延

 
 
長

 
 
L

±
5
0

－
ℓ
/
5
0
0

か
つ

－
2
0
0

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

5
m
<
L
≦

6
m

真
 
円

 
度

（
直

径
）

-
0

+
1
0

±
1
6

±
5
.
0

±
6
.
0

本
体

軸
方

向
の

曲
り

（
本

体
長

）

L
≦

3
m

1
2

下 水 道 編

１ 下 水 道 工 事

７ シ ー ル ド 工

-
0

+
1
6

シ
ー

ル
ド

製
作

ト
ン

ネ
ル

示
方

書
（

シ
ー

ル
ド

工
法

編
）

・
同

解
説

に
よ

る
。

4
m
<
L
≦

5
m

±
8

2
m
<
D
≦

4
m

4
m
<
D
≦

6
m

6
m
<
D
≦

8
m

8
m
<
D
≦

1
0
m

-
0

+
8

-
0

+
2
0

D
≦

2
m

本
体

長

※
1
0
m
を

超
え

る
径

に
つ

い
て

は
、

ト
ン

ネ
ル

標
準

示
方

書
(
シ

ー
ル

ド
工

法
編

)
・

同
解

説
に

よ
る

。

※
本

体
長

7
m
を

超
え

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
ト

ン
ネ

ル
標

準
示

方
書

(
シ

ー
ル

ド
工

法
編

)
・

同
解

説
に

よ
る

。

2
m
<
L
≦

3
m

3
m
<
L
≦

4
m

4
m
<
L
≦

5
m

3
m
<
L
≦

4
m

-
0

+
1
2

±
7
.
5

±
9
.
0

±
1
2
.
0

※
本

体
長

6
m
を

超
え

る
も

の
に

つ
い

て
は

、
ト

ン
ネ

ル
標

準
示

方
書

(
シ

ー
ル

ド
工

法
編

)
・

同
解

説
に

よ
る

。

L
≦

2
m

±
1
0

±
1
2

±
1
4

5
m
<
L
≦

6
m

6
m
<
L
≦

7
m

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

-
2
0

日
本

下
水

道
協

会
編

「
シ

ー
ル

ド
工

事
用

標
準

鋼
製

セ
グ

メ
ン

ト
」

に
よ

る

6
0
0
0
m
m
以

上
8
0
0
0
m
m
未

満

8
0
0
0
m
m
以
上

±
2
0
.
0

±
1
5
.
0

±
3
0

±
3
0

4
0
0
0
m
m
未
満

4
0
0
0
m
m
以

上
6
0
0
0
m
m
未

満
±

1
0
.
0

±
1
0
.
0

±
1
5
.
0

±
7
.
0

±
1
0
.
0

4
0
0
0
m
m
以

上
6
0
0
0
m
m
未

満

6
0
0
0
m
m
以

上
8
0
0
0
m
m
未

満

8
0
0
0
m
m
以
上

壁
　

　
　

厚
　

ｔ

幅
　

　
　

　
　

b

高
　

　
　

さ
　

h

セ
グ

メ
ン

ト
製

作
（

鋼
製

）
主

 
桁

 
高

 
さ

 
h

弧
 
長

 
s
1
、

s
2

1
2

下 水 道 編

１ 下 水 道 工 事

７ シ ー ル ド 工

1
池

（
又

は
1
槽

）
に

つ
い

て
、

図
面

の
主

要
な

る
寸

法
表

示
箇

所
を

測
定

す
る

。

J
I
S
 
G
 
3
1
9
2
,
3
1
9
3

及
び

3
1
9
4
の

規
定

に
よ

る

±
1
.
5

池
・

槽
の

主
要

構
造

物
基

　
準

　
高

　
▽

±
3
0

た
だ

し
床

版
厚

　
-
1
0

ボ
ル

ト
孔

ピ
ッ

チ
d

セ
グ

メ
ン

ト
幅

b
±

1
.
5

±
1
.
5

鋼
 
材

 
の

 
厚

 
さ

 
t

±
1
.
0

±
7
.
0

ボ
ル

ト
ピ

ッ
チ

サ
ー

ク
ル

径 D
1

外
 
 
 
径

D
2

4
0
0
0
m
m
未
満

1
2

下 水 道 編

１ 下 水 道 工 事

長
　

　
　

　
さ

±
5
0

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

＋
0

＋
0

法
　

面

水 　 深

１ 浚 渫 及 び 床 掘 り

２ 床 掘 工
法

　
面

水 　 深

底
　

面

＋
0

底
　

面
1
3

港 湾 編

１ 浚 渫 及 び 床 掘 り

１ 浚 渫 工

２

浚
渫

工
（

岩
盤

）

浚
渫

工
（

土
砂

）

±
3
0
0

外
側

　
2
,
0
0
0

内
側

　
　

3
0
0

±
5
0
0

延
長

方
向

は
測

点
毎

。
横

断
方

向
は

5
ｍ

以
下

法
面

に
直

角
の

値

１ 置 換 工

床
掘

工
２ ３

置
換

工

-
0

-
0

天
　

端
　

高

天
　

端
　

幅

1
3

港 湾 編 1
3

港 湾 編

２ 地 盤 改 良
法

　
　

　
面

延
　

　
　

長
-
0

測
線

間
隔

1
0
ｍ

以
下

測
点

間
隔

1
0
ｍ

以
下

＋
0

測
線

間
隔

2
0
ｍ

以
下

測
点

間
隔

陸
上

部
1
0
ｍ

以
下

測
点

間
隔

水
中

部
2
0
ｍ

以
下

（
－

）
に

つ
い

て
特

に
必

要
な

場
合

は
、

特
記

仕
様

書
で

定
め

る
。

（
－

）
に

つ
い

て
特

に
必

要
な

場
合

は
、

特
記

仕
様

書
で

定
め

る
。

水 　 深

底
　

面

法
　

面

測
線

間
隔

1
0
ｍ

以
下

測
点

間
隔

1
0
ｍ

以
下

施
工

完
了

後
。

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

――

1
3

港 湾 編

２ 地 盤 改 良

２ 敷 砂 工

敷
砂

工

ペ
ー

パ
ー

ド
レ

ー
ン

工
は

本
項

目
を

適
用

す
る

。
天

端
高

＋
：

設
計

値
よ

り
浅

い
こ

と －
：

設
計

値
よ

り
深

い
こ

と

サ
ン

ド
ド

レ
ー

ン

-
0

先
端

深
度

載
荷

工

延
　

　
　

長

天
　

端
　

幅

法
面

勾
配

位
　

　
　

置

５ 載 荷 工

３

法
　

　
　

面

延
　

　
　

長

天
　

端
　

高

天
　

端
　

幅

３

３ サ ン ド ド レ ー ン

1
3

港 湾 編

２ 地 盤 改 良

3
1
3

港 湾 編

２ 地 盤 改 良

-
0

施
工

完
了

後
。

転
船

毎
及

び
監

督
員

の
指

示
に

よ
る

砂
杭

全
数

―

施
工

完
了

後
。

-
0

-
0

±
3
0
0

＋
0

―

砂
の

投
入

量

天
　

端
　

高

天
　

端
　

高
±

5
0
0

-
0

測
線

間
隔

2
0
ｍ

以
下

測
点

間
隔

陸
上

部
1
0
ｍ

以
下

測
点

間
隔

水
中

部
2
0
ｍ

以
下

陸
上

部
：

側
線

間
隔

2
0
ｍ

以
下

測
点

間
隔

1
0
ｍ

以
下

水
上

部
：

側
線

間
隔

2
0
ｍ

以
下

測
点

間
隔

2
0
ｍ

以
下

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

改
良

前
、

改
良

後

８ 深 層 混 合 処 理 工

７

改
良

杭
全

数

改
良

杭
全

数

転
船

毎
及

び
監

督
員

の
指

示
に

よ
る

全
数

改
良

杭
全

数

位
　

　
　

置

天
　

端
　

高
-
0

-
0

＋
0

―
位

　
　

　
置

天
　

端
　

高

先
端

深
度

―

盛
上

り
量

―

充
填

剤
の

投
入

量

1
3

港 湾 編

２ 地 盤 改 良

７ ロ ッ ド コ ン パ ク シ ョ ン （ 振 動 棒 工 法 ） 工

先
端

深
度

砂
の

投
入

量

ロ
ッ

ド
コ

ン
パ

ク
シ

ョ
ン

（
振

動
棒

工
法

）
工

1
3

港 湾 編

２ 地 盤 改 良

６ サ ン ド コ ン パ ク シ ョ ン パ イ ル 工

３
サ

ン
ド

コ
ン

パ
ク

シ
ョ

ン
パ

イ
ル

工

――

深
層

混
合

処
理

工
―

盛
上

り
量

鉛
直

度
、

接
合

天
　

端
　

高

先
端

深
度

＋
0

― ―＋
0

1
3

港 湾 編

２ 地 盤 改 良

海
上

施
工

は
改

良
杭

全
数

転
船

毎
及

び
監

督
員

の
指

示
に

よ
る

砂
杭

全
数

完
了

後

― -
0

硬
化

材
吐

出
量

位
　

　
　

置

改
良

杭
全

数
深

度
方

向
に

2
～

5
ｍ

程
度

毎
に

測
定

（
引

き
抜

き
と

貫
入

時
）

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

始
、

終
端

及
び

変
化

す
る

箇
所

毎

敷
設

位
置

―

５
摩

擦
増

大
用

マ
ッ

ト

1
3

港 湾 編

３ マ ッ ト

１ マ ッ ト 工

1
3

港 湾 編

３ マ ッ ト

１ マ ッ ト 工

４

重
　

ね
　

幅
5
0
0
以

上
１

枚
に

２
点

延
　

　
長

-
1
0
0

マ
ッ

ト
の

中
心

を
区

間
毎

及
び

全
長

敷
設

位
置

―

重
ね

幅
3
0
0
以

上
１

枚
に

２
点

延
　

　
長

－
1
0
0

マ
ッ

ト
の

中
心

を
区

間
毎

及
び

全
長

―
始

、
終

端
及

び
変

化
す

る
箇

所
毎

並
び

に
2
0
ｍ

に
１

箇
所

以
上

敷
設

位
置

始
、

終
端

及
び

変
化

す
る

箇
所

毎
並

び
に

2
0
ｍ

に
１

箇
所

以
上

４
４

ゴ
ム

マ
ッ

ト

1
3

港 湾 編

３ マ ッ ト

１ マ ッ ト 工

４
３

合
成

樹
脂

系
マ

ッ
ト

重
　

ね
　

幅
5
0
0
以

上
１

枚
に

２
点

延
　

　
長

-
1
0
0

マ
ッ

ト
の

中
心

を
区

間
毎

及
び

全
長

―
始

、
終

端
及

び
変

化
す

る
箇

所
毎

並
び

に
2
0
ｍ

に
１

箇
所

以
上

重
ね

幅
5
0
0
以

上
１

枚
に

２
点

延
　

　
長

-
1
0
0

マ
ッ

ト
の

中
心

を
区

間
毎

及
び

全
長

敷
設

位
置

―

1
3

港 湾 編

３ マ ッ ト

１ マ ッ ト 工

４

敷
設

位
置

２
繊

維
系

マ
ッ

ト

1
3

港 湾 編

３ マ ッ ト

１ マ ッ ト 工

４
１

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

マ
ッ

ト
始

、
終

端
及

び
変

化
す

る
箇

所
毎

並
び

に
2
0
ｍ

に
１

箇
所

以
上

出来形管理基準及び規格値

－206－



単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

基
礎

の
上

に
消

波
用

異
型

ブ
ロ

ッ
ク

を
据

付
け

る
場

合
（

整
積

）
の

荒
均

し
基

準
高

は
±

3
0
0
（

法
面

に
直

角
で

測
定

す
る

）

基
礎

の
上

に
消

波
用

異
型

ブ
ロ

ッ
ク

を
据

付
け

る
場

合
（

整
積

）
の

荒
均

し
基

準
高

は
±

3
0
0
（

法
面

に
直

角
で

測
定

す
る

）

場
所

打
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

施
工

面
は

±
5
0

基
礎

の
上

に
消

波
用

異
型

ブ
ロ

ッ
ク

を
据

付
け

る
場

合
（

整
積

）
の

荒
均

し
基

準
高

は
±

3
0
0

測
線

間
隔

は
1
0
ｍ

以
下

＋
0

-
5
0

＋
0

-
2
0
0

係
留

施
設

護
岸

土
留

壁
等

の
背

面
に

つ
い

て
は

荒
均

し
を

適
用

し
な

い
。

法
線

上

マ
ッ

ト
等

を
使

用
す

る
場

合
を

含
む

。

測
点

は
3
点

以
上

（
法

面
に

直
角

）

測
線

及
び

測
点

間
隔

は
1
0
ｍ

以
下

1
3

港 湾 編

４ 捨 石 及 び 均 し

１ 基 礎 工

３
本

均
し

岸
壁

前
面

本
均

し

荒
均

し

延
　

　
長

基
礎

工

-
2
0
0

天 端 高

天
　

　
端

岸
壁

全
面

の
天

端
均

し

天
端

幅

岸
壁

前
面

荒
均

し

1
3

港 湾 編

天 端 高

＋
0

-
2
0
0

法
　

　
面

±
5
0
0

測
線

間
隔

は
1
0
ｍ

以
下

、
測

点
3
点

以
上

、
但

し
、

マ
ウ

ン
ド

厚
2
ｍ

以
下

の
場

合
は

2
点

以
上

天
　

端
　

幅

基
礎

の
上

に
消

波
用

異
型

ブ
ロ

ッ
ク

を
据

付
け

る
場

合
（

整
積

）
の

荒
均

し
基

準
高

は
±

3
0
0

1
3

港 湾 編

４ 捨 石 及 び 均 し

２ 被 覆 及 び 根 固 め 工

３

-
2
0
0

延
　

　
長

被
覆

及
び

根
固

め
工

±
5
0
0

４ 捨 石 及 び 均 し

３ 裏 込 め 工

３
裏

込
め

工

±
5
0

±
5
0
0

±
2
0
0

延
　

　
長

-
1
0
0

測
線

及
び

測
点

間
隔

は
1
0
ｍ

以
下

±
5
0
0

-
1
0
0

-
1
0
0

法
　

　
面

測
線

間
隔

は
1
0
ｍ

以
下

、
測

点
3
点

以
上

、
但

し
、

マ
ウ

ン
ド

厚
2
ｍ

以
下

の
場

合
は

2
点

以
上

測
線

間
隔

1
0
ｍ

以
下

天
　

端
　

高
±

2
0
0

天
端

中
心

上

天
端

中
心

上

測
線

及
び

測
点

間
隔

は
1
0
ｍ

以
下

天
　

端
　

幅
-
1
0
0

法
　

　
面

出来形管理基準及び規格値

－207－



単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
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所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

1
0
0
以

下

杭
天

端
高

杭
の

傾
斜

杭
頭

中
心

位
置

±
5
0

打
込

完
了

時
、

全
数

に
つ

い
て

杭
中

心
で

測
定

。
1
3

港 湾 編

５ 杭 及 び 矢 板

１ 鋼 杭 工

４

５ 杭 及 び 矢 板

２ コ ン ク リ ー ト 杭 工

２
1
3

港 湾 編

打
込

記
録

を
提

出
海

上
施

工
に

適
用

座
標

管
理

の
場

合
は

座
標

値
と

す
る

根
　

入
　

長
―

杭
天

端
高

コ
ン

ク
リ

ー
ト

杭
工

直
杭

2
°

以
下

斜
杭

3
°

以
下

鋼
杭

工

1
3

港 湾 編

５ 杭 及 び 矢 板

３ 鋼 矢 板 工 及 び 鋼 管 矢 板 工

５

1
0
/
1
,
0
0
0
以

下

上
下

の
差

が
矢

板
1
枚

幅
未

満
1
0
/
1
,
0
0
0
以

下

１
打

込
記

録
を

提
出

海
上

施
工

に
適

用

矢
板

法
線

に
対

す
る

出
入

り
　

　
　

　
ℓ

±
1
0
0

打
込

完
了

時
、

2
0
枚

に
1
枚

及
び

計
画

法
線

の
変

化
点

矢
板

法
線

に
対

す
る

傾
　

　
　

　
　

　
斜

施
工

中
適

宜
打

込
完

了
時

（
両

端
部

）

矢
板

壁
延

長
L

打
込

完
了

時
、

2
0
枚

に
1
枚

及
び

計
画

法
線

の
変

化
点

矢
板

法
線

方
向

の
傾

斜

打
込

記
録

を
提

出
海

上
施

工
に

適
用

座
標

管
理

の
場

合
は

座
標

値
と

す
る

根
　

入
　

長
―

杭
頭

中
心

位
置

1
0
0
以

下

±
5
0

打
込

完
了

時
、

全
数

に
つ

い
て

杭
中

心
で

測
定

。

根
　

入
　

長
―

杭
の

傾
斜

直
杭

2
°

以
下

斜
杭

3
°

以
下

打
込

完
了

時
、

2
0
枚

に
1
枚

4
0
枚

に
1
枚

施
工

中
適

宜
打

込
完

了
時

矢
板

天
端

高
▽

±
1
0
0

＋
矢

板
1
枚

幅
-
0

鋼
矢

板
工

出来形管理基準及び規格値
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定

　
　

基
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測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

矢
板

壁
延

長
L

＋
矢

板
1
枚

幅
-
0

施
工

中
適

宜
打

込
完

了
時

矢
板

法
線

に
対

す
る

出
入

り
　

　
　

　
ℓ

±
1
5
0

打
込

完
了

時
、

2
0
枚

に
1
枚

及
び

計
画

法
線

の
変

化
点

矢
板

法
線

に
対

す
る

傾
　

　
　

　
　

　
斜

1
0
/
1
,
0
0
0
以

下
打

込
完

了
時

、
2
0
枚

に
1
枚

及
び

計
画

法
線

の
変

化
点

矢
板

法
線

方
向

の
傾

斜
上

下
の

差
が

矢
板

1
枚

幅
未

満
2
/
1
0
0
以

下

根
　

入
　

長
―

矢
板

天
端

高
▽

±
5
0

施
工

中
適

宜
打

込
完

了
時

矢
板

法
線

に
対

す
る

傾
　

　
　

　
　

　
斜

1
0
/
1
,
0
0
0
以

下
打

込
完

了
時

、
全

数
確

認
後

1
0
枚

に
1
枚

及
び

変
化

点

矢
板

法
線

方
向

の
傾

斜
上

下
の

差
が

矢
板

1
枚

幅
未

満
1
0
/
1
,
0
0
0
以

下

施
工

中
適

宜
打

込
完

了
時

（
両

端
部

）

打
込

完
了

時
、

1
0
枚

に
1
枚

根
　

入
　

長
―

2
0
枚

に
1
枚

海
上

施
工

に
適

用
打

込
完

了
時

、
2
0
枚

に
1
枚

施
工

中
適

宜
打

込
完

了
時

（
両

端
部

）

打
込

完
了

時
、

1
0
枚

に
1
枚

及
び

計
画

法
線

の
変

化
点

矢
板

壁
延

長
L

―

鋼
管

矢
板

工
矢

板
天

端
高

▽

1
3

港 湾 編

５ 杭 及 び 矢 板

４ コ ン ク リ ー ト 矢 板 工

４

1
3

港 湾 編

５ 杭 及 び 矢 板

３ 鋼 矢 板 工 及 び 鋼 管 矢 板 工

５
２

コ
ン

ク
リ

ー
ト

矢
板

工

±
1
0
0

±
1
0
0

矢
板

法
線

に
対

す
る

出
入

り
　

　
　

　
ℓ

出来形管理基準及び規格値
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測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

底
版

完
成

時
及

び
完

成
時

各
室

中
央

部
1
箇

所

＋
3
0

－
1
0

底
版

完
成

時
、

四
隅

±
5
0

完
成

時
、

四
隅

幅
　

　
w
1
、

w
2

各
層

完
成

時
に

中
央

部
及

び
底

版
と

天
端

は
両

端

±
1
0

各
層

完
成

時
、

各
壁

1
箇

所

バ
ラ

ス
ト

砕
石

・
砂

　
±

1
0
0

コ
ン

ク
リ

ー
ト

　
　

　
　

　
±

5
0

長
　

　
さ

　
ℓ

1
3

港 湾 編

８ ケ ー ソ ン

１ ケ ー ソ ン 製 作 工

３

高
　

　
さ

　
h

各
層

完
成

時
に

中
央

部
及

び
底

版
と

天
端

は
両

端

底
板

厚
さ

　
a
1

底
版

完
成

時
、

各
室

中
央

部
1
箇

所

フ
ー

チ
ン

グ
高

さ
a
2
、

a
3

対
角

線
長

ℓ
1
、

ℓ
2

ケ
ー

ソ
ン

製
作

工
壁

　
　

厚
　

ｔ

出来形管理基準及び規格値
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工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

据
付

完
了

後
、

四
隅

中
詰

完
了

時
、

四
隅

天
端

高
さ

―
据

付
完

了
後

、
法

線
上

法
線

に
対

す
る

出
入

り
１

、
２

（
岸

壁
）

2
,
0
0
0
ｔ

未
満

1
0
0
以

下
2
,
0
0
0
ｔ

以
上

2
0
0
以

下

1
3

港 湾 編

８ ケ ー ソ ン

６ ケ ー ソ ン 掘 付 工

２

ケ
ー

ソ
ン

質
量

（
防

波
堤

）
2
,
0
0
0
ｔ

未
満

2
0
0
以

下
2
,
0
0
0
ｔ

以
上

3
0
0
以

下
据

付
目

地
間

隔
１

’
、

２
’

延
　

　
長

ケ
ー

ソ
ン

掘
付

工

据
付

完
了

後
、

天
端

2
箇

所

―

ケ
ー

ソ
ン

質
量

（
防

波
堤

）
2
,
0
0
0
ｔ

未
満

±
2
0
0

2
,
0
0
0
ｔ

以
上

±
3
0
0

（
岸

壁
）

2
,
0
0
0
ｔ

未
満

±
1
0
0

2
,
0
0
0
ｔ

以
上

±
1
5
0

据
付

完
了

後
、

両
端

2
箇

所

出来形管理基準及び規格値
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測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

壁
　

　
厚

　
ｔ

±
1
0

対
角

線
長

ℓ
1
、

ℓ
2

±
3
0

幅
　

　
　

　
A

高
　

　
さ

　
C

長
　

　
さ

　
B

＋
2
0

－
1
0

1
3

港 湾 編

９ コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク

１ ブ ロ ッ ク 工

３
ブ

ロ
ッ

ク
製

作
工

（
方

塊
）

（
L
型

ブ
ロ

ッ
ク

）
（

セ
ル

ラ
ー

ブ
ロ

ッ
ク

）
（

直
立

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

）

全
数

量
直

立
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
及

び
根

固
め

に
使

用
す

る
ブ

ロ
ッ

ク
は

1
0
個

に
1
個

以
上

測
定

出来形管理基準及び規格値
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所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

1
3

港 湾 編

1
0

中 詰

１ 中 詰 工

３
中

詰
工

1
3

港 湾 編

1
0

中 詰

２ 蓋 コ ン ク リ ー ト

２ 　 　 ３

プ
レ

キ
ャ

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

場
所

打
コ

ン
ク

リ
ー

ト

天
　

端
　

高

砂
、

石
材

等
　

陸
上

　
　

±
5
0

　
水

中
　

　
±

1
0
0

コ
ン

ク
リ

ー
ト

　
陸

上
　

　
±

3
0

　
水

中
　

　
±

5
0

―

1
3

港 湾 編

９ コ ン ク リ ー ト ブ ロ ッ ク

１ ブ ロ ッ ク 工

隣
接

ブ
ロ

ッ
ク

と
の

間
隔

１
’

、
２

’

L
型

ブ
ロ

ッ
ク

セ
ル

ラ
ー

ブ
ロ

ッ
ク

5
0
以

下
直

立
消

波
ブ

ロ
ッ

ク
ブ

ロ
ッ

ク
（

方
塊

）
3
0
以

下

延
　

　
　

長

天
　

端
　

高

±
5
0

据
付

後
ブ

ロ
ッ

ク
1
個

に
つ

き
２

箇
所

。
（

最
下

段
、

最
上

段
）

据
付

完
了

後
、

法
線

上
（

最
上

段
の

み
）

据
付

後
ブ

ロ
ッ

ク
１

箇
所

に
つ

き
２

箇
所

（
最

上
段

の
み

）

―

５
据

付
工

（
方

塊
）

（
L
型

ブ
ロ

ッ
ク

）
（

セ
ル

ラ
ー

ブ
ロ

ッ
ク

）
（

直
立

消
波

ブ
ロ

ッ
ク

）

法
線

に
対

す
る

出
入

り
１

，
２

1
室

に
つ

き
1
箇

所
（

中
心

）

1
室

に
つ

き
1
箇

所
（

中
心

）

天
　

端
　

高
陸

上
　

　
±

3
0

水
中

　
　

±
5
0

出来形管理基準及び規格値
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所
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要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

延
　

長
　

L

防 　 　 波 　 　 堤

天
　

端
　

高
　

▽

厚
　

　
さ

 
a
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
a
2

天
　

端
　

幅
　

b

上
部

コ
ン

ク
リ

ー
ト

工

天
端
高
厚
さ
a
1
、
a
2

法
線

上

岸 　 　 壁

±
2
0

１
ス

パ
ン

２
箇

所

±
2
0

±
3
0

天
　

端
　

幅
　

b

天
端

幅
1
0
ｍ

以
下

の
場

合
は

　
　

　
　

　
±

3
0

天
端

幅
1
0
ｍ

を
超

え
る

場
合

は
　

　
　

　
　

＋
5
0

　
　

　
　

　
－

3
0

1
3

港 湾 編

1
1

上 部 工

１ 上 部 コ ン ク リ ー ト 工

３

－
0

法
線

に
対

す
る

出
入

１
ス

パ
ン

３
箇

所

天
端

幅
1
0
ｍ

以
下

の
場

合
は

　
　

　
　

　
±

2
0

天
端

幅
1
0
ｍ

を
超

え
る

場
合

は
　

　
　

　
　

＋
5
0

　
　

　
　

　
－

2
0

天
端

面
は

1
ス

パ
ン

４
箇

所
以

上
パ

ラ
ペ

ッ
ト

頂
部

は
１

ス
パ

ン
２

箇
所

以
上

法
線

に
対

す
る

出
入

延
　

長
　

L

1
ス

パ
ン

３
箇

所

　
　

　
　

　
±

5
0

本
体

が
ケ

ー
ソ

ン
の

場
合

ケ
ー

ソ
ン

質
量

2
,
0
0
0
t
未

満
　

　
　

　
　

±
2
0
0

2
,
0
0
0
t
以

上
　

　
　

　
　

±
3
0
0

１
ス

パ
ン

２
箇

所

-
0

法
線

上

１
ス

パ
ン

３
箇

所

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

1
3

港 湾 編

1
2

舗 装 工

臨
港

道
路

等
の

舗
装

工

エ
プ

ロ
ン

舗
装

は
1
,
0
0
0
m
2
に

1
箇

所
係

留
施

設
荷

捌
施

設
等

の
エ

プ
ロ

ン
舗

装
に

適
用

-
3
0

-
5
0

エ
プ

ロ
ン

舗
装

は
延

長
2
0
ｍ

に
1
箇

所

-
0

厚 　 さ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

幅

延
　

　
　

長

-
2
5

1
3

港 湾 編

1
2

舗 装 工

２ 路 盤 工

１
3

上
層

路
盤

工
（

セ
メ

ン
ト

安
定

処
理

工
）

1
3

港 湾 編

1
2

舗 装 工

１ 路 床 工

１

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

高
　

　
　

さ

幅

下
層

路
盤

工
1
3

港 湾 編

1
2

舗 装 工

２ 路 盤 工

１
高 　 さ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

2
上

層
路

盤
工

（
粒

度
調

整
路

盤
工

）

延
　

　
　

長

エ
プ

ロ
ン

舗
装

は
延

長
2
0
ｍ

に
1
箇

所

延
　

　
　

長

エ
プ

ロ
ン

舗
装

は
中

心
及

び
両

端
部

の
3

点
を

延
長

2
0
ｍ

に
1
箇

所

１

エ
プ

ロ
ン

舗
装

は
延

長
2
0
ｍ

に
1
箇

所

±
4
0

1
3

港 湾 編

1
2

舗 装 工

２ 路 盤 工

１

路
床

工

厚 　 さ

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

厚
　

　
　

さ
-
4
5

第
1
編

第
3
章

第
6
節

の
一

般
舗

装
工

及
び

第
6
編

第
2
章

第
3
節

の
舗

装
工

を
適

用
す

る
。

エ
プ

ロ
ン

舗
装

は
1
,
0
0
0
m
2
に

1
箇

所

エ
プ

ロ
ン

舗
装

は
中

心
及

び
両

端
部

の
3

点
を

延
長

2
0
ｍ

に
1
箇

所

エ
プ

ロ
ン

舗
装

は
1
,
0
0
0
m
2
に

1
箇

所

－
0

±
5
0

－
1
0
0

係
留

施
設

荷
捌

施
設

等
の

エ
プ

ロ
ン

舗
装

に
適

用

係
留

施
設

荷
捌

施
設

等
の

エ
プ

ロ
ン

舗
装

に
適

用

係
留

施
設

荷
捌

施
設

等
の

エ
プ

ロ
ン

舗
装

に
適

用

-
2
5

延
　

　
　

長
-
0

幅
-
5
0

±
5
0

-
0

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

-
3
0

エ
プ

ロ
ン

舗
装

は
延

長
2
0
m
に

1
箇

所
幅

-
5
0

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

係
留

施
設

荷
捌

施
設

等
の

エ
プ

ロ
ン

舗
装

に
適

用

幅
-
2
5

エ
プ

ロ
ン

舗
装

は
延

長
2
0
ｍ

に
1
箇

所

延
　

　
　

長

-
9

エ
プ

ロ
ン

舗
装

は
1
,
0
0
0
m
2
に

1
箇

所
1
3

港 湾 編

1
2

舗 装 工

４ ア ス フ ァ ル ト 舗 装 工

１
２

平
　

坦
　

性
2
.
4
m
m
以

下

表
層

工
厚

　
　

　
さ

-
0

厚
　

　
　

さ
-
1
2

各
レ

ー
ン

毎
全

延
長

3
ｍ

プ
ロ

フ
ィ

ル
メ

ー
タ

に
よ

る
測

定

係
留

施
設

荷
捌

施
設

等
の

エ
プ

ロ
ン

舗
装

に
適

用

幅
-
2
5

エ
プ

ロ
ン

舗
装

は
延

長
2
0
ｍ

に
1
箇

所

延
　

　
　

長
-
0

エ
プ

ロ
ン

舗
装

は
1
,
0
0
0
m
2
に

1
箇

所

延
　

　
　

長

平
　

坦
　

性

機
械

舗
設

の
場

合
2
m
m
以

下
人

力
舗

設
の

場
合

3
m
m
以

下

各
レ

ー
ン

毎
全

延
長

3
ｍ

プ
ロ

フ
ィ

ル
メ

ー
タ

に
よ

る
測

定

1
3

港 湾 編

1
2

舗 装 工

４ ア ス フ ァ ル ト 舗 装 工

１
１

基
層

工

エ
プ

ロ
ン

舗
装

は
型

枠
据

付
後

中
心

及
び

両
端

部
の

3
点

を
延

長
2
0
ｍ

に
1
箇

所

エ
プ

ロ
ン

舗
装

は
延

長
2
0
ｍ

に
1
箇

所

厚
　

　
　

さ
-
1
0

係
留

施
設

荷
捌

施
設

等
の

エ
プ

ロ
ン

舗
装

に
適

用

-
2
5

幅

-
0

1
3

港 湾 編

1
2

舗 装 工

３ コ ン ク リ ー ト 舗 装 工

１
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

設

出来形管理基準及び規格値
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位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

1
施

工
箇

所
に

1
箇

所

延
　

　
　

長
－

防
護

柵
工

高
　

　
　

さ
＋

3
0

-
2
0

1
3

港 湾 編

1
2

舗 装 工

５ 道 路 付 属 工

５

1
3

港 湾 編

1
2

舗 装 工

５ 道 路 付 属 工

４

1
施

工
箇

所
に

1
箇

所

高
　

　
　

さ
±

5
0

区
画

線
工

1
箇

所
に

1
回

道
路

標
識

工

長
　

　
　

さ
±

1
0
0

延
　

　
　

長
-
5
0

1
施

工
箇

所
に

1
箇

所

1
3

港 湾 編

1
2

舗 装 工

５ 道 路 付 属 工

３
幅

±
1
0

縁
石

工
高

　
　

　
さ

±
3
0

1
3

港 湾 編

1
2

舗 装 工

５ 道 路 付 属 工

２

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

1
3

港 湾 編

1
3

付 属 工

２ 防 舷 材 工

４

中
心

間
隔

　
a

―
取

付
完

了
時

、
中

心
部

、
全

数

取
付

完
了

時
、

中
心

部
、

全
数

―

高
　

さ
　

h

防
舷

材
工

取
付

高
さ

　
h

―

係
船

柱
工

直
　

注
　

基
　

礎
コ

ン
ク

リ
ー

ト

幅
　

b

長
　

さ
　

ℓ

完
成

時
、

全
数

、
天

端
両

端

完
成

時
、

全
数

、
前

後
面

曲
柱

　
±

2
0

直
注

　
±

2
0

据
付

完
了

時
、

中
心

部
、

全
数

岸
壁
前
面
に
対
す
る
出
入
a

―
据

付
完

了
時

、
全

数

天
　

端
　

高
　

▽

中
心

間
隔

 
c

―

1
3

港 湾 編

1
3

付 属 工

１ 係 船 柱 工

５

据
付

完
了

時
、

各
ス

パ
ン

毎
中

心
部

、
各

基

―
完

成
時

、
全

数
、

中
心

点

―

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

被
覆

防
食

（
F
R
P
モ

ル
タ

ル
ラ

イ
ニ

ン
グ

）

被
覆

防
食

（
ペ

ト
ロ

ラ
タ

ム
ラ

イ
ニ

ン
グ

）
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

被
覆

）
防

食
塗

装

完
了

後
、

上
端

・
下

端
高

さ
鋼

管
杭

：
全

数
矢

板
：

1
打

設
3
箇

所
以

上

取
　

付
　

高
　

さ
―

取
付

完
了

後
、

上
端

高
さ

鋼
管

杭
：

全
数

矢
板

：
1
打

設
3
箇

所
以

上

飽
和

か
ん

こ
う

電
極

基
準

-
7
7
0
ｍ

V
海

水
塩

化
銀

基
準

-
7
8
0
ｍ

V
又

は
飽

和
硫

酸
銅

電
極

基
準

-
8
5
0
ｍ

V

取
付

完
了

後
、

測
定

端
子

取
付

箇
所

毎

―
取

付
完

了
後

、
全

数
取

　
付

　
位

　
置

高
　

　
　

さ
―

電
　

位
　

測
　

定

電
気

防
食

1
3

港 湾 編

４
車

止
め

工

２ ４

1
3

付 属 工

４ 防 食 工

1
3

付 属 工

取
付

間
隔

　
b

３ 車 止 め 工

1
3

港 湾 編

―
上

部
工

1
ス

パ
ン

に
2
箇

所

―

±
3
0

取
付

完
了

後
中

心
部

を
1
点

天
　

端
　

高
　

▽
取

付
完

了
時

、
中

心
部

、
全

数

岸
壁
前
面
に
対
す
る
出
入
a

出来形管理基準及び規格値

－219－



単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

幅
　

b
1
、

b
2

-
1
0
0

勾
　

　
　

配
－

0
.
5
分

施
工

延
長

4
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
、

延
長

4
0

ｍ
以

下
の

も
の

は
1
施

工
箇

所
に

つ
き

2
箇

所
。

基
準

高
は

各
法

肩
で

測
定

す
る

。

基
　

準
　

高
　

▽
-
5
0

1
3

港 湾 編

1
5

土 工

１ 土 工

６

基 準 高

延
　

長
　

L
-
2
0
0

1
施

工
箇

所
毎

。

勾
　

　
　

配
－

0
.
5
分

+
1
0
0

-
2
0
0

-
2
0
0

-
0

-
0

±
1
0
0

陸
上

部

水
中

部

平
　

坦
　

性
（

整
地

完
成

断
面

）

測
線

間
隔

2
0
ｍ

以
下

測
点

間
隔

2
0
ｍ

以
下

1
3

港 湾 編

1
6

埋 立 及 び 裏 埋

１ 埋 立 工 及 び 裏 埋 工

３
埋

立
裏

埋
工

1
5

土 工

１ 土 工

７
掘

削
工

（
浚

渫
は

除
く

）

-
1
0
0

法
長

の
-
2
%

法
長

の
-
4
%

盛
土

工

法
長

ℓ
＜

5
ｍ

ℓ
≧

5
ｍ

延
　

長
　

L
1
施

工
箇

所
毎

。

幅
　

　
　

B

-
2
0
0

基
　

準
　

高
　

▽
施

工
延

長
4
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
、

延
長

4
0

ｍ
以

下
の

も
の

は
1
施

工
箇

所
に

つ
き

2
箇

所
。

基
準

高
は

掘
削

部
の

両
端

で
測

定
す

る
。

1
3

港 湾 編

1
5

土 工

１ 土 工

８

法
長

ℓ
＜

5
ｍ

ℓ
≧

5
ｍ

-
1
0
0

-
2
0
0

-
3
0

法
面

工
厚

　
　

さ
　

t

1
3

港 湾 編

延
　

　
長

　
L

法
の

中
央

で
測

定
す

る
。

1
施

工
箇

所
毎

。

出来形管理基準及び規格値
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単
位

：
m
m

編
章

節
条

枝
番

工
　

　
　

　
　

種
測

　
　

定
　

　
箇

　
　

所
摘

　
要

1
1

総
延

長
　

L
（

5
0
0
ｍ

以
上

）
-
2
0
0

総
延

長
　

L
（

5
0
0
ｍ

未
満

）
-
1
0
0

管
布

設
（

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

管
）

布
設

位
置

は
、

官
民

境
界

又
は

道
路

構
造

物
等

か
ら

の
離

隔
幅

。

布
設

位
置

は
、

官
民

境
界

又
は

道
路

構
造

物
等

か
ら

の
離

隔
幅

。

ポ リ エ チ レ ン 管 布 設 工

施
工

延
長

4
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
、

延
長

4
0

ｍ
以

下
の

も
の

は
1
施

工
箇

所
に

つ
き

1
箇

所
。

総
延

長
　

L
（

5
0
0
ｍ

以
上

）
-
2
0
0

総
延

長
　

L
（

5
0
0
ｍ

未
満

）
-
1
0
0

施
工

延
長

4
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
、

延
長

4
0

ｍ
以

下
の

も
の

は
1
施

工
箇

所
に

つ
き

1
箇

所
。

1
5

水 道 編

1 水 道 工 事

6 管 路 土 工 (開 削 )

施
工

箇
所

1
0
箇

所
に

つ
き

1
箇

所
、

1
0
箇

所
以

下
の

も
の

は
1
工

事
に

つ
き

1
箇

所
。

管
路

土
工

（
給

水
管

）

厚
さ

　
ｔ

,
t
1
,
t
2

設
計

値
以

上

1
5

水 道 編

1 水 道 工 事

6 管 路 土 工 (開 削 )

施
工

延
長

4
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
、

延
長

4
0

ｍ
以

下
の

も
の

は
1
施

工
箇

所
に

つ
き

1
箇

所
。

管
路

土
工

（
ポ

リ
エ

チ
レ

ン
管

）
幅

　
B

±
3
0

1
5

水 道 編

1 水 道 工 事

6 管 路 土 工 (開 削 )

施
工

延
長

4
0
ｍ

に
つ

き
1
箇

所
、

延
長

4
0

ｍ
以

下
の

も
の

は
1
施

工
箇

所
に

つ
き

1
箇

所
。

管
路

土
工

（
鋳

鉄
管

）
幅

　
B

厚
さ

　
ｔ

,
t
1

1
5

水 道 編

1 水 道 工 事

1
0

鋳 鉄 管 布 設 工

管
布

設
（

鋳
鉄

管
）

1
5

水 道 編

1 水 道 工 事

土
被

り
　

D
P

±
3
0

布
設

位
置

　
W

±
5
0

土
被

り
　

D
P

±
3
0

布
設

位
置

　
W

±
5
0

幅
　

B
±

3
0

深
さ

　
H

-
3
0

深
さ

　
H

-
3
0

厚
さ

　
ｔ

,
t
1
,
t
2

設
計

値
以

上

測
　

　
定

　
　

基
　

　
準

設
計

値
以

上

±
3
0

深
さ

　
H

-
3
0

測
　

定
　

項
　

目
規

　
格

　
値

B

H

t1

t

B

H

t2

t

t1

B

H

t

t2 t1

DP

W

DP

W

出来形管理基準及び規格値

－221－





品質管理基準及び規格値





工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

4
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

設
計

図
書

に
よ

る
。

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
/
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。

○

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

4
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

絶
乾

密
度

：
2
.
5
以

上
細

骨
材

の
吸

水
率

：
3
.
5
%
以

下
粗

骨
材

の
吸

水
率

：
3
.
0
%
以

下
（

砕
砂

・
砕

石
、

高
炉

ス
ラ

グ
骨

材
、

フ
ェ

ロ
ニ

ッ
ケ

ル
ス

ラ
グ

細
骨

材
、

銅
ス

ラ
グ

細
骨

材
の

規
格

値
に

つ
い

て
は

摘
要

を
参

照
）

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
/
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
砕

石
及

び
砕

砂
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

１
部

：
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）
J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
2
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

２
部

：
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
3
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

３
部

：
銅

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
4
(
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
４

部
：

電
気

炉
酸

化
ス

ラ
グ

骨
材

)
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1
(
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

再
生

骨
材

H
)

○

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

4
0
%
以

下
、

舗
装

コ
ン

ク
リ

ー
ト

は
3
5
%
以

下 但
し

、
積

雪
寒

冷
地

の
舗

装
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
2
5
%
以

下

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
/
年

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。

○

「
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
取

扱
基

準
」

○

1 　 セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト （ 転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・ 覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く ）

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

材 料
必 須

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

対
策

同
左

骨
材

試
験

を
行

う
場

合
は

、
工

事
開

始
前

、
工

事
中

１
回

/
6
ヶ

月
以

上
お

よ
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
3

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

粗
骨

材
：

1
.
0
%
以

下
細

骨
材

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

表
面

が
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
3
.
0
%
以

下
、

そ
の

他
の

場
合

5
.
0
%
以

下
（

砕
砂

お
よ

び
ス

ラ
グ

細
骨

材
を

用
い

た
場

合
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

す
り

へ
り

作
用

を
受

け
る

場
合

5
.
0
%
以

下
そ

の
他

の
場

合
7
.
0
%
以

下
）

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
/
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
（

山
砂

の
場

合
は

、
工

事
中

１
回

／
週

以
上

）

　

○

砂
の

有
機

不
純

物
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
5

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
9
0
%
以

上
の

場
合

は
使

用
で

き
る

。

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
/
年

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
・

濃
い

場
合

は
、

J
I
S
 
A
 
1
1
4
2
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

モ
ル

タ
ル

圧
縮

強
度

に
よ

る
試

験
方

法
」

に
よ

る
。

○

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
に

よ
る

砂
の

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
4
2

圧
縮

強
度

の
9
0
%
以

上
試

料
と

な
る

砂
の

上
部

に
お

け
る

溶
液

の
色

が
標

準
色

液
の

色
よ

り
濃

い
場

合
。

　

○

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

細
骨

材
：

1
.
0
%
以

下
粗

骨
材

：
0
.
2
5
%
以

下
工

事
開

始
前

、
工

事
中

１
回

/
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
　

○

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

細
骨

材
：

1
0
%
以

下
粗

骨
材

：
1
2
%
以

下
工

事
開

始
前

、
工

事
中

１
回

／
年

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

寒
冷

地
で

凍
結

の
お

そ
れ

の
あ

る
地

点
に

適
用

す
る

。

○

1 　 セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト (転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・  覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く ）

材 料
そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

－226－

品質管理基準及び規格値



工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
J
I
S
 
R
 
5
2
0
1

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

　

○

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
J
I
S
 
R
 
5
2
0
2

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

　

○

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C

懸
濁

物
質

の
量

：
2
g
/
L
以

下
溶

解
性

蒸
発

残
留

物
の

量
：

1
g
/
L
以

下
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0

分
以

内
、

終
結

は
6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
％

以
上

上
水

道
を

使
用

し
て

る
場

合
は

試
験

に
換

え
、

上
水

道
を

使
用

し
て

る
こ

と
を

示
す

資
料

に
よ

る
確

認
を

行
う

。

○

回
収

水
の

場
合

：
J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0

分
以

内
、

終
結

は
6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
%
以

上

そ
の

原
水

は
、

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
規

定
に

適
合

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

○

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

/
月

以
上

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

練
混

ぜ
水

の
水

質
試

験
工

事
開

始
前

及
び

工
事

中
１

回
/
年

以
上

お
よ

び
水

質
が

変
わ

っ
た

場
合

。

1 　 セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト  (転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・  覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く ）

材 料
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

計
量

設
備

の
計

量
精

度
水

：
±

1
%
以

内
セ

メ
ン

ト
：

±
1
%
以

内
骨

材
　

：
±

3
%
以

内
混

和
材

：
±

2
%
以

内
（

高
炉

ス
ラ

グ
微

粉
末

の
場

合
は

±
1
%
以

内
）

混
和

剤
：

±
3
%
以

内

工
事

開
始

時
工

事
中

１
回

／
6
ヶ

月
以

上
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

、
印

字
記

録
に

よ
り

確
認

を
行

う
。

○

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の
場

合
：

　
J
I
S
 
A
 
1
1
1
9

　
J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
1

 
 
J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
公

称
容

量
の

場
合

：
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
%
以

下
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
%
以

下
　

圧
縮

強
度

平
均

値
か

ら
の

差
：

7
.
5
%
以

下 　
空

気
量

平
均

値
か

ら
の

差
：

1
0
%
以

下
　

ス
ラ

ン
プ

平
均

値
か

ら
の

差
：

1
5
%
以

下 公
称

容
量

の
1
/
2
の

場
合

：
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
%
以

下
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
%
以

下

○

連
続

ミ
キ

サ
の

場
合

：
土

木
学

会
規

準
J
S
C
E
-
I
 
5
0
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
%
以

下
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
単

位
粗

骨
材

量
の

差
：

5
%
以

下
圧

縮
強

度
差

：
7
.
5
%
以

下
空

気
量

差
：

1
%
以

下
ス

ラ
ン

プ
差

：
3
㎝

以
下

○

細
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
1

2
回

/
日

以
上

○

粗
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
5

1
回

/
日

以
上

○

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験

1 　 セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト  (転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・  覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く ）

設
計

図
書

に
よ

る

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

１
回

/
年

以
上

。

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

以
外

の
場

合
に

適
用

す
る

。

そ の 他

製 造  （ プ ラ ン ト ）
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

塩
化

物
総

量
規

制
「

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

取
扱

基
準

」

原
則

0
.
3
㎏

/
m
3
以

下
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
設

が
午

前
と

午
後

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
午

前
に

１
回

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
に

行
い

、
そ

の
試

験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

1
/
2
以

下
の

場
合

は
、

午
後

の
試

験
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

１
試

験
の

測
定

回
数

は
3

回
と

す
る

）
試

験
の

判
定

は
3
回

の
測

定
値

の
平

均
値

。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は

、
「

海
砂

の
塩

化
物

イ
オ

ン
含

有
率

試
験

方
法

」
（

J
S
C
E
-
C
5
0
2
,
5
0
3
）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行

う
。

・
用

心
鉄

筋
等

を
有

さ
な

い
無

筋
構

造
物

の
場

合
は

省
略

で
き

る
。

1 　 セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト  (転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・  覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く ）

必 須

示
方

配
合

の
単

位
水

量
の

上
限

値
は

、
粗

骨
材

の
最

大
寸

法
が

2
0
m
m
～

2
5
m
m
の

場
合

は
1
7
5
k
g
/
m
3
、

4
0
m
m
の

場
合

は
1
6
5
k
g
/
m
3

を
基

本
と

す
る

。

施 工

単
位

水
量

測
定

「
レ

デ
ィ

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
品

質
確

保
に

つ
い

て
」

1
）

測
定

し
た

単
位

水
量

が
、

配
合

設
計

±
1
5
k
g
/
m
3
の

範
囲

に
あ

る
場

合
は

そ
の

ま
ま

施
工

し
て

よ
い

。
2
）

測
定

し
た

単
位

水
量

が
、

配
合

設
計

±
1
5
k
g
/
m
3
を

超
え

±
2
0
k
g
/
m
3
の

範
囲

に
あ

る
場

合
は

、
水

量
変

動
の

原
因

を
調

査
し

、
生

コ
ン

製
造

者
に

改
善

を
指

示
し

、
そ

の
運

搬
車

の
生

コ
ン

は
打

設
す

る
。

そ
の

後
、

配
合

設
計

±
1
5
k
g
/
m
3
以

内
で

安
定

す
る

ま
で

、
運

搬
車

の
3
台

毎
に

1
回

、
単

位
水

量
の

測
定

を
行

う
。

3
）

配
合

設
計

±
2
0
k
g
/
m
3
の

指
示

値
を

越
え

る
場

合
は

、
生

コ
ン

を
打

込
ま

ず
に

、
持

ち
帰

ら
せ

、
水

量
変

動
の

原
因

を
調

査
し

、
生

コ
ン

製
造

業
者

に
改

善
を

指
示

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
の

後
の

全
運

搬
車

の
測

定
を

行
い

、
配

合
設

計
±

2
0
k
g
/
m
3
以

内
に

な
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

更
に

、
配

合
設

計
±

1
5
k
g
/
m
3
以

内
で

安
定

す
る

ま
で

、
運

搬
車

の
3
台

毎
に

1
回

、
単

位
水

量
の

測
定

を
行

う
。

な
お

、
管

理
値

ま
た

は
指

示
値

を
超

え
る

場
合

は
1
回

に
限

り
試

験
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
再

試
験

を
実

施
し

た
い

場
合

は
2
回

の
測

定
結

果
の

う
ち

、
配

合
設

計
と

の
差

の
絶

対
値

の
小

さ
い

方
で

評
価

し
て

よ
い

。

1
0
0
m
3
/
日

以
上

の
場

合
；

2
回

/
日

（
午

前
１

回
、

午
後

１
回

）
、

ま
た

は
重

要
構

造
物

で
は

重
要

度
に

応
じ

て
1
0
0
～

1
5
0
m
3
ご

と
に

１
回

、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
と

き
と

し
測

定
回

数
は

多
い

方
を

採
用

す
る

。
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

ス
ラ

ン
プ

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
1

ス
ラ

ン
プ

5
㎝

以
上

8
㎝

未
満

 
：

許
容

差
±

1
.
5
㎝

ス
ラ

ン
プ

8
㎝

以
上

1
8
㎝

以
下

：
許

容
差

±
2
.
5
㎝

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
の

場
合

）
ス

ラ
ン

プ
2
.
5
c
m
：

許
容

値
±

1
.
0
㎝

（
道

路
橋

床
版

の
場

合
)

ス
ラ

ン
プ

8
c
m
を

標
準

と
す

る
。

・
荷

卸
し

時
1
回

／
日

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
m
3
～

1
5
0
m
3
ご

と
に

1
回

、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。
た

だ
し

、
道

路
橋

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

床
版

に
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
用

い
る

場
合

は
原

則
と

し
て

全
車

測
定

を
行

う
。

・
道

路
橋

床
版

の
場

合
、

全
車

試
験

を
行

う
が

、
ス

ラ
ン

プ
試

験
の

結
果

が
安

定
し

良
好

な
場

合
は

そ
の

後
ス

ラ
ン

プ
試

験
の

頻
度

に
つ

い
て

監
督

員
と

協
議

し
低

減
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
8

1
回

の
試

験
結

果
は

指
定

し
た

呼
び

強
度

の
8
5
%
以

上
で

あ
る

こ
と

。
3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

、
指

定
し

た
呼

び
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と

。
（

1
回

の
試

験
結

果
は

、
3
個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

）

・
荷

卸
し

時
1
回

／
日

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
か

ら
1
5
0
m
3
ご

と
に

1
回

な
お

、
テ

ス
ト

ピ
ー

ス
は

打
設

場
所

で
採

取
し

、
1
回

に
つ

き
6
本

（
σ

7
･
･
･
3
本

、
σ

2
8
･
･
･
3
本

）
と

す
る

。
・

早
強

セ
メ

ン
ト

を
使

用
す

る
場

合
に

は
、

必
要

に
応

じ
て

1
回

に
つ

き
3
本

（
σ

３
）

を
採

取
す

る
。

空
気

量
測

定
J
I
S
 
A
 
1
1
1
6

J
I
S
 
A
 
1
1
1
8

J
I
S
 
A
 
1
1
2
8

±
1
.
5
%
（

許
容

差
）

・
荷

卸
し

時
1
回

／
日

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
m
3
～

1
5
0
m
3
ご

と
に

1
回

、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。

そ の 他

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
曲

げ
強

度
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
6

1
回

の
試

験
結

果
は

指
定

し
た

呼
び

強
度

の
8
5
%
以

上
で

あ
る

こ
と

。
3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

、
指

定
し

た
呼

び
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と

。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

の
場

合
に

適
用

し
、

打
設

日
1
日

に
つ

き
2
回

（
午

前
・

午
後

）
の

割
り

で
行

う
。

な
お

テ
ス

ト
ピ

ー
ス

は
打

設
場

所
で

採
取

し
、

1
回

に
つ

き
原

則
と

し
て

3
個

と
す

る
。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

の
場

合
に

は
、

曲
げ

強
度

試
験

を
適

用
す

る
。

1 　 セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト  (転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・  覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く ）

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

必 須
施 工
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
洗

い
分

析
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
1
2

ひ
び

割
れ

調
査

ス
ケ

ー
ル

に
よ

る
測

定
0
.
2
m
m

本
数

総
延

長
最

大
ひ

び
割

れ
幅

等

高
さ

が
、

5
m
以

上
の

鉄
筋

コ
ン

ク
リ

ー
ト

擁
壁

、
内

空
断

面
積

が
2
5
㎡

以
上

の
鉄

筋
コ

ン
ク

リ
ー

ト
カ

ル
バ

ー
ト

類
、

橋
梁

上
・

下
部

工
及

び
高

さ
が

3
m
以

上
の

堰
・

水
門

・
樋

門
を

対
象

(
た

だ
し

い
づ

れ
の

工
種

に
つ

い
て

も
プ

レ
キ

ャ
ス

ト
製

品
お

よ
び

プ
レ

ス
ト

レ
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
は

対
象

と
し

な
い

）
と

し
構

造
物

躯
体

の
地

盤
や

他
の

構
造

物
と

の
接

触
面

を
除

く
全

表
面

と
す

る
。

フ
ー

チ
ン

グ
・

底
版

等
で

竣
工

時
に

地
中

、
水

中
に

あ
る

部
位

に
つ

い
て

は
竣

工
前

に
調

査
す

る
。

テ
ス

ト
ハ

ン
マ

ー
に

よ
る

強
度

推
定

調
査

J
S
C
E
-
G
 
5
0
4

１
回

の
測

定
結

果
(
Ｘ

)
(
３

測
点

の
平

均
値

)
は

 
(
呼

び
強

度
)
以

上
と

す
る

｡
設

計
基

準
強

度

１
工

事
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

使
用

量
が

１
品

種
1
5
0
m
3
に

つ
き

１
回

行
な

う
も

の
と

す
る

｡

レ
デ

ィ
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
取

扱
基

準
に

よ
る

｡

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

設
計

基
準

強
度

所
定

の
強

度
を

得
ら

れ
な

い
箇

所
付

近
に

お
い

て
、

原
位

置
の

コ
ア

を
採

取
。

コ
ア

採
取

位
置

、
供

試
体

の
抜

き
取

り
寸

法
等

の
決

定
に

際
し

て
は

、
設

置
さ

れ
た

鉄
筋

を
損

傷
さ

せ
な

い
よ

う
十

分
な

検
討

を
行

う
。

圧
縮

強
度

試
験

の
平

均
強

度
が

所
定

の
強

度
が

得
ら

れ
な

い
場

合
、

も
し

く
は

１
カ

所
の

強
度

が
設

計
強

度
の

8
5
%
を

下
回

っ
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

す
る

も
の

と
す

る
。

配
筋

状
態

及
び

か
ぶ

り

○

強
度

測
定

○

そ の 他

施 工

同
左

同
左

必 須
施 工 後 試 験

そ の 他

同
左

「
非

破
壊

試
験

に
よ

る
コ

ン
ク

リ
ー

ト
構

造
物

中
の

配
筋

状
態

及
び

か
ぶ

り
測

定
要

領
」

に
よ

る

品
質

に
異

常
が

認
め

ら
れ

た
場

合
に

行
う

。
設

計
図

書
に

よ
る

。
1 　 セ メ ン ト ・ コ ン ク リ ー ト  (転 圧 コ ン ク リ ー ト ・ コ ン ク リ ー ト ダ ム ・  覆 工 コ ン ク リ ー ト ・ 吹 付 け コ ン ク リ ー ト を 除 く ）
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

熱
間

押
抜

法
以

外
の

場
合

①
軸

心
の

偏
心

が
鉄

筋
径

（
径

の
異

な
る

場
合

は
細

い
ほ

う
の

鉄
筋

）
の

1
/
5
以

下
。

②
ふ

く
ら

み
は

鉄
筋

径
（

径
の

異
な

る
場

合
は

細
い

ほ
う

の
鉄

筋
）

の
1
.
4
倍

以
上

。
た

だ
し

、
S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.
5
倍

以
上

。
③

ふ
く

ら
み

の
長

さ
が

1
.
1
D
以

上
。

た
だ

し
、

S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.
2
倍

以
上

。
④

ふ
く

ら
み

の
頂

点
と

圧
接

部
の

ず
れ

が
D
/
4
以

下
⑤

著
し

い
た

れ
下

が
り

、
折

れ
曲

が
り

が
な

い

熱
間

押
抜

法
の

場
合

①
ふ

く
ら

み
を

押
抜

い
た

後
の

圧
接

面
に

対
応

す
る

位
置

の
割

れ
、

へ
こ

み
が

な
い

②
ふ

く
ら

み
の

長
さ

が
1
.
1
D
以

上
。

た
だ

し
、

S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.
2
D
以

上
③

鉄
筋

表
面

に
オ

ー
バ

ー
ヒ

ー
ト

に
よ

る
表

面
不

整
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
④

そ
の

他
有

害
と

認
め

ら
れ

る
欠

陥
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

鉄
筋

メ
ー

カ
ー

、
圧

接
作

業
班

、
鉄

筋
径

毎
に

自
動

ガ
ス

圧
接

の
場

合
は

各
2
本

、
手

動
ガ

ス
圧

接
の

場
合

は
各

5
本

の
モ

デ
ル

供
試

体
を

作
成

し
実

施
す

る
。

施 工 前 試 験

外
観

検
査

2 　 ガ ス 圧 接

・
モ

デ
ル

供
試

体
の

作
成

は
、

実
際

の
作

業
と

同
一

条
件

・
同

一
材

料
で

行
う

。
(
1
)
S
D
4
9
0
以

外
の

鉄
筋

を
圧

接
す

る
場

合
・

手
動

ガ
ス

圧
接

及
び

熱
間

押
抜

ガ
ス

圧
接

を
行

う
場

合
、

材
料

、
施

工
条

件
な

ど
を

特
に

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
に

は
、

施
工

前
試

験
を

行
う

。
・

特
に

確
認

す
る

必
要

が
あ

る
場

合
と

は
、

施
工

実
績

の
少

な
い

材
料

を
使

用
す

る
場

合
、

過
酷

な
気

象
条

件
・

高
所

な
ど

の
作

業
環

境
下

で
の

施
工

条
件

、
圧

接
技

量
資

格
者

の
熟

練
度

な
ど

の
確

認
が

必
要

な
場

合
な

ど
で

あ
る

。
・

自
動

ガ
ス

圧
接

を
行

う
場

合
に

は
、

装
置

が
正

常
で

、
か

つ
装

置
の

設
定

条
件

に
誤

り
の

な
い

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
、

施
工

前
試

験
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
(
2
)
S
D
4
9
0
の

鉄
筋

を
圧

接
す

る
場

合
S
D
4
9
0
を

圧
接

す
る

場
合

、
手

動
ガ

ス
圧

接
、

自
動

ガ
ス

圧
接

、
熱

間
押

抜
法

の
い

ず
れ

に
お

い
て

も
、

施
工

前
試

験
を

行
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

・
目

視
　

圧
接

面
の

研
磨

状
況

　
た

れ
下

が
り

　
焼

き
割

れ
　

折
れ

曲
が

り
　

等
・

ノ
ギ

ス
等

に
よ

る
計

測
（

詳
細

外
観

検
査

）
　

軸
心

の
偏

心
　

ふ
く

ら
み

　
ふ

く
ら

み
の

長
さ 　

圧
接

部
の

ず
れ

　
等

必 須
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

熱
間

押
抜

法
以

外
の

場
合

①
軸

心
の

偏
心

が
鉄

筋
径

（
径

の
異

な
る

場
合

は
細

い
ほ

う
の

鉄
筋

）
の

1
/
5
以

下
。

②
ふ

く
ら

み
は

鉄
筋

径
（

径
の

異
な

る
場

合
は

細
い

ほ
う

の
鉄

筋
）

の
1
.
4
倍

以
上

。
た

だ
し

、
S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.
5
倍

以
上

。
③

ふ
く

ら
み

の
長

さ
が

1
.
1
D
以

上
。

た
だ

し
、

S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.
2
倍

以
上

。
④

ふ
く

ら
み

の
頂

点
と

圧
接

部
の

ず
れ

が
D
/
4
以

下
⑤

著
し

い
た

れ
下

が
り

、
折

れ
曲

が
り

が
な

い

熱
間

押
抜

法
以

外
の

場
合

・
規

格
値

を
外

れ
た

場
合

は
下

記
に

よ
る

。
い

ず
れ

の
場

合
も

監
督

員
の

承
諾

を
得

る
。

・
①

は
、

圧
接

部
を

切
り

取
っ

て
再

圧
接

し
、

外
観

検
査

お
よ

び
超

音
波

探
傷

検
査

を
行

う
。

・
②

③
は

、
再

加
熱

し
、

圧
力

を
加

え
て

所
定

の
ふ

く
ら

み
に

修
正

し
、

外
観

検
査

を
行

う
。

・
④

は
、

圧
接

部
を

切
り

取
っ

て
再

圧
接

修
正

し
、

外
観

検
査

お
よ

び
超

音
波

探
傷

検
査

を
行

う
。

・
⑤

は
、

著
し

い
折

れ
曲

が
り

が
生

じ
た

場
合

は
、

再
加

熱
し

て
修

正
し

、
外

観
検

査
を

行
う

。
又

、
著

し
い

焼
き

割
れ

お
よ

び
垂

れ
下

が
り

な
ど

が
生

じ
た

場
合

は
、

圧
接

部
を

切
り

取
っ

て
再

圧
接

し
、

外
観

検
査

お
よ

び
超

音
波

探
傷

検
査

を
行

う
.

　

熱
間

押
抜

法
の

場
合

①
ふ

く
ら

み
を

押
抜

い
た

後
の

圧
接

面
に

対
応

す
る

位
置

の
割

れ
、

へ
こ

み
が

な
い

②
ふ

く
ら

み
の

長
さ

が
1
.
1
D
以

上
。

た
だ

し
、

S
D
4
9
0
の

場
合

は
1
.
2
D
以

上
③

鉄
筋

表
面

に
オ

ー
バ

ー
ヒ

ー
ト

に
よ

る
表

面
不

整
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
④

そ
の

他
有

害
と

認
め

ら
れ

る
欠

陥
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。

熱
間

押
抜

法
の

場
合

・
規

格
値

を
外

れ
た

場
合

は
下

記
に

よ
る

。
い

ず
れ

の
場

合
も

監
督

員
の

承
諾

を
得

る
。

・
①

②
③

は
、

再
加

熱
、

再
加

圧
、

押
抜

き
を

行
っ

て
修

正
し

、
修

正
後

外
観

検
査

を
行

う
。

・
④

は
、

再
加

熱
し

て
修

正
し

、
修

正
後

外
観

検
査

を
行

う
。

た
だ

し
、

現
場

条
件

に
よ

り
溶

接
機

械
の

設
置

が
出

来
な

い
場

合
に

は
、

添
筋

で
補

強
す

る
（

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
充

填
性

が
低

下
し

な
い

場
合

に
限

る
）

。

外
観

検
査

・
目

視
は

全
数

実
施

す
る

。
・

特
に

必
要

と
認

め
ら

れ
た

も
の

に
対

し
て

の
み

詳
細

外
観

検
査

を
行

う
。

・
目

視
　

圧
接

面
の

研
磨

状
況

　
た

れ
下

が
り

　
焼

き
割

れ
　

折
れ

曲
が

り
　

等
・

ノ
ギ

ス
等

に
よ

る
計

測
（

詳
細

外
観

検
査

）
　

軸
心

の
偏

心
　

ふ
く

ら
み

　
ふ

く
ら

み
の

長
さ 　

圧
接

部
の

ず
れ

　
等

必 須
施 工 後 試 験

2 　 ガ ス 圧 接
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

2 　 ガ ス 圧 接

施 工 後 試 験

必 須
超

音
波

探
傷

検
査

J
I
S
 
Z
 
3
0
6
2

・
各

検
査

ロ
ッ

ト
ご

と
に

3
0
箇

所
の

ラ
ン

ダ
ム

サ
ン

プ
リ

ン
グ

を
行

い
、

超
音

波
探

傷
検

査
を

行
っ

た
結

果
、

不
合

格
箇

所
数

が
1
箇

所
以

下
の

時
は

ロ
ッ

ト
を

合
格

と
し

、
2
箇

所
以

上
の

と
き

は
ロ

ッ
ト

を
不

合
格

と
す

る
。

た
だ

し
、

合
否

判
定

レ
ベ

ル
は

基
準

レ
ベ

ル
よ

り
-
2
4
d
b
感

度
を

高
め

た
レ

ベ
ル

と
す

る
。

超
音

波
探

傷
検

査
は

技
取

検
査

を
原

則
と

す
る

。
抜

取
検

査
の

場
合

は
、

各
ロ

ッ
ト

の
3
0
箇

所
と

し
、

1
ロ

ッ
ト

の
大

き
さ

は
2
0
0
箇

所
程

度
を

標
準

と
す

る
。

 
た

だ
し

、
1
作

業
班

が
1
日

に
施

工
し

た
箇

所
を

1
ロ

ッ
ト

と
し

、
自

動
と

手
動

は
別

ロ
ッ

ト
と

す
る

。

規
格

値
を

外
れ

た
場

合
は

、
下

記
に

よ
る

。
・

不
合

格
ロ

ッ
ト

の
全

数
に

つ
い

て
超

音
波

深
傷

検
査

を
実

施
し

、
そ

の
結

果
不

合
格

と
な

っ
た

箇
所

は
、

監
督

員
の

承
認

を
得

て
、

補
強

筋
（

ラ
ッ

プ
長

の
2
倍

以
上

）
を

添
え

る
か

、
圧

接
部

を
切

り
取

っ
て

再
圧

接
す

る
。

・
圧

接
部

を
切

り
取

っ
て

再
圧

接
に

よ
っ

て
修

正
す

る
場

合
に

は
、

修
正

後
外

観
検

査
お

よ
び

超
音

波
探

傷
検

査
を

行
う

。

　

材 料
必 須

外
観

検
査

（
鋼

管
杭

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

・
H
鋼

杭
）

目
視

目
視

に
よ

り
使

用
上

有
害

な
欠

陥
（

鋼
管

杭
は

変
形

な
ど

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
杭

は
ひ

び
割

れ
や

損
傷

な
ど

）
が

な
い

こ
と

。

設
計

図
書

に
よ

る
。

　

○

外
観

検
査

（
鋼

管
杭

）
J
I
S
 
A
 
5
5
2
5

【
円

周
溶

接
部

の
目

違
い

】
外

径
7
0
0
㎜

未
満

：
許

容
値

2
㎜

以
下

外
径

7
0
0
㎜

以
上

1
,
0
1
6
㎜

以
下

：
許

容
値

3
㎜

以
下

外
径

1
,
0
1
6
㎜

を
超

え
2
,
0
0
0
㎜

以
下

：
許

容
値

4
㎜

以
下

　
・

外
径

7
0
0
㎜

未
満

：
上

ぐ
い

と
下

ぐ
い

の
外

周
長

の
差

で
表

し
、

そ
の

差
を

2
㎜

×
π

以
下

と
す

る
。

・
外

径
7
0
0
㎜

以
上

1
,
0
1
6
㎜

以
下

：
上

ぐ
い

と
下

ぐ
い

の
外

周
長

の
差

で
表

し
、

そ
の

差
を

3
㎜

×
π

以
下

と
す

る
。

・
外

径
1
,
0
1
6
㎜

を
超

え
2
,
0
0
0
㎜

以
下

：
上

ぐ
い

と
下

ぐ
い

の
外

周
長

の
差

で
表

し
、

そ
の

差
を

4
㎜

×
π

以
下

と
す

る
。

　

鋼
管

杭
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

杭
・

H
鋼

杭
の

現
場

溶
接

浸
透

深
傷

試
験

（
溶

剤
除

去
性

染
色

浸
透

探
傷

試
験

）

J
I
S
 
Z
 
2
3
4
3
-

1
,
2
,
3
,
4

わ
れ

及
び

有
害

な
欠

陥
が

な
い

こ
と

。
原

則
と

し
て

全
溶

接
箇

所
で

行
う

。
但

し
、

施
工

方
法

や
施

工
順

序
等

か
ら

全
数

量
の

実
施

が
困

難
な

場
合

は
監

督
員

と
の

協
議

に
よ

り
、

現
場

状
況

に
応

じ
た

数
量

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

 
な

お
、

全
溶

接
箇

所
の

1
0
%
以

上
は

、
J
I
S
 
Z
 
2
3
4
3
-

1
,
2
,
3
,
4
に

よ
り

定
め

ら
れ

た
認

定
技

術
者

が
行

う
も

の
と

す
る

。
試

験
箇

所
は

杭
の

全
周

と
す

る
。

　

　

3 　 既 製 杭 工
施 工

必 須
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

必 須
鋼

管
杭

・
H
鋼

杭
の

現
場

溶
接 放

射
線

透
過

試
験

J
I
S
 
Z
 
3
1
0
4

J
I
S
 
Z
 
3
1
0
4
の

3
類

以
上

原
則

と
し

て
溶

接
2
0
箇

所
毎

に
1
箇

所
と

す
る

が
、

施
工

方
法

や
施

工
順

序
等

か
ら

実
施

が
困

難
な

場
合

は
現

場
状

況
に

応
じ

た
数

量
と

す
る

。
な

お
、

対
象

箇
所

で
は

鋼
管

杭
を

4
方

向
か

ら
透

過
し

、
そ

の
撮

影
長

は
3
0
c
m
/
1
方

向
と

す
る

。
（

2
0
箇

所
毎

に
1
箇

所
と

は
、

溶
接

を
2
0

箇
所

施
工

し
た

毎
に

そ
の

2
0
箇

所
か

ら
任

意
の

1
箇

所
を

試
験

す
る

こ
と

で
あ

る
。

）

　

　

鋼
管

杭
の

現
場

溶
接

超
音

波
探

傷
試

験
J
I
S
 
Z
 
3
0
6
0

J
I
S
 
Z
 
3
0
6
0
の

3
類

以
上

原
則

と
し

て
溶

接
2
0
箇

所
毎

に
1
箇

所
と

す
る

が
、

施
工

方
法

や
施

工
順

序
等

か
ら

実
施

が
困

難
な

場
合

は
現

場
状

況
に

応
じ

た
数

量
と

す
る

。
な

お
、

対
象

箇
所

で
は

鋼
管

杭
を

4
方

向
か

ら
深

傷
し

、
そ

の
深

傷
長

は
3
0
c
m
/
1
方

向
と

す
る

。
（

2
0
箇

所
毎

に
1
箇

所
と

は
、

溶
接

を
2
0

箇
所

施
工

し
た

毎
に

そ
の

2
0
箇

所
か

ら
任

意
の

1
箇

所
を

試
験

す
る

こ
と

で
あ

る
。

）

中
堀

工
法

等
で

、
放

射
線

透
過

試
験

が
不

可
能

な
場

合
は

、
放

射
線

透
過

試
験

に
替

え
て

超
音

波
深

傷
試

験
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

　

鋼
管

杭
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

杭 （
根

固
め

）
水

セ
メ

ン
ト

比
試

験

比
重

の
測

定
設

計
図

書
に

よ
る

。
又

、
設

計
図

書
に

記
載

さ
れ

て
い

な
い

場
合

は
6
0
%
～

7
0
%
と

す
る

。

試
料

の
採

取
回

数
は

一
般

に
単

杭
で

は
3
0

本
に

1
回

、
継

杭
で

は
2
0
本

に
1
回

と
し

、
採

取
本

数
は

1
回

に
つ

き
3
本

と
す

る
。

　

　

鋼
管

杭
・

コ
ン

ク
リ

ー
ト

杭 （
根

固
め

）
セ

メ
ン

ト
ミ

ル
ク

の
圧

縮
強

度
試

験

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
工

法
に

用
い

る
根

固
め

液
及

び
く

い
周

固
定

液
の

圧
縮

強
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
8

設
計

図
書

に
よ

る
。

供
試

体
の

採
取

回
数

は
一

般
に

単
杭

で
は

3
0
本

に
1
回

、
継

杭
で

は
2
0
本

に
1
回

と
し

、
採

取
本

数
は

1
回

に
つ

き
3
本

と
す

る
こ

と
が

多
い

。
尚

、
供

試
体

は
セ

メ
ン

ト
ミ

ル
ク

の
供

試
体

の
作

成
方

法
に

従
っ

て
作

成
し

た
φ

5
×

1
0
c
m
の

円
柱

供
試

体
に

よ
っ

て
求

め
る

も
の

と
す

る
。

参
考

値
：

1
9
.
6
M
p
a

　

施 工
3 　 既 製 杭 工

そ の 他
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

修
正

C
B
R
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
5

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

○

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

○

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

・
鉄

鋼
ス

ラ
グ

に
は

適
用

し
な

い
。

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

○

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

水
浸

膨
張

性
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
1
6

・
水

硬
性

粒
度

調
整

ス
ラ

グ
に

適
用

す
る

｡
・

中
規

模
工

事
：

2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

○

道
路

用
ス

ラ
グ

の
呈

色
判

定
試

験
J
I
S
 
A
 
5
0
1
5

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡
○

必 須
・

中
規

模
以

上
の

工
事

：
施

工
前

、
材

料
変

更
時

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

施
工

前

規
格

値

粒
状

路
盤

：
修

正
C
B
R
2
0
%
以

上
（

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ラ

ン
鉄

鋼
ス

ラ
グ

は
修

正
C
B
R
3
0
%
以

上
）

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

再
生

骨
材

を
含

む
再

生
ク

ラ
ッ

シ
ャ

ラ
ン

を
用

い
る

場
合

で
、

上
層

路
盤

、
基

層
、

表
層

の
合

計
厚

が
4
0
c
m
よ

り
小

さ
い

場
合

は
3
0
%
以

上
と

す
る

。

J
I
S
 
A
 
5
0
0
1

表
2
参

照

塑
性

指
数

P
I
：

6
以

下

1
.
5
%
以

下

呈
色

な
し

材 料
4 　 下 層 路 盤
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

規
格

値

材 料
そ の 他

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

・
再

生
ク

ラ
ッ

シ
ャ

ラ
ン

に
適

用
す

る
｡

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

○

個
々

の
測

定
値

測
定

値
の

平
均

値
Ｘ＿

n

車
道

､
路

肩
等

最
大

乾
燥

密
度

の
9
3
％

以
上

Ｘ＿
3
＝

9
7
％

以
上

Ｘ＿
4
～

6
＝

9
6
％

以
上

Ｘ＿
7
～

1
0
＝

9
5
％

以
上

歩
道

(
密

度
を

落
と

し
た

場
合

)

最
大

乾
燥

密
度

の
8
8
％

以
上

Ｘ＿
3
＝

9
0
％

以
上

Ｘ＿
4
～

6
＝

8
9
.
5
％

以
上

Ｘ＿
7
～

1
0
＝

8
9
％

以
上

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
2
1
0

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

随
時

・
荷

重
車

に
つ

い
て

は
、

施
工

時
に

用
い

た
転

圧
機

械
と

同
等

以
上

の
締

固
効

果
を

持
つ

ロ
ー

ラ
や

ト
ラ

ッ
ク

等
を

用
い

る
も

の
と

す
る

。
・

中
規

模
工

事
：

2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

　

平
板

載
荷

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
5

1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
2
回

の
割

で
行

う
。

・
セ

メ
ン

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

路
盤

に
適

用
す

る
。

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

　

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

　

含
水

比
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

・
確

認
試

験
で

あ
る

｡
・

中
規

模
工

事
：

2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

　

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

現
場

密
度

の
測

定
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
1
9
1

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､
 
2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
、

1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
１

個
加

算
す

る
｡

施 工
必 須

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。

塑
性

指
数

P
I
：

6
以

下

設
計

図
書

に
よ

る

そ の 他

4 　 下 層 路 盤

再
生

ク
ラ

ッ
シ

ャ
ラ

ン
に

用
い

る
セ

メ
ン

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
再

生
骨

材
は

、
す

り
減

り
量

が
5
0
%
以

下
と

す
る

。
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

規
格

値

修
正

C
B
R
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
5

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

○

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

修
正

C
B
R
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
5

・
M
S
:
粒

度
調

整
鉄

鋼
ス

ラ
グ

及
び

H
M
S
：

水
硬

性
粒

度
調

整
鉄

鋼
ス

ラ
グ

に
適

用
す

る
。

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

○

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

○

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

・
但

し
、

鉄
鋼

ス
ラ

グ
に

は
適

用
し

な
い

。
・

中
規

模
工

事
：

2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

○

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

呈
色

判
定

試
験

J
I
S
 
A
 
5
0
1
5

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
4
]
-
1
0

○

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

水
浸

膨
張

性
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
1
6

○

・
M
S
:
粒

度
調

整
鉄

鋼
ス

ラ
グ

及
び

H
M
S
：

水
硬

性
粒

度
調

整
鉄

鋼
ス

ラ
グ

に
適

用
す

る
。

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

1
.
5
%
以

下

修
正

C
B
R
 
8
0
%
以

上

5 　 上 層 路 盤

材 料
必 須

J
I
S
 
A
 
5
0
0
1

表
2
参

照

塑
性

指
数

P
I
：

4
以

下

呈
色

な
し

修
正

C
B
R
 
8
0
%
以

上
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
再

生
骨

材
含

む
場

合
9
0
%
以

上
4
0
℃

で
行

っ
た

場
合

8
0
%
以

上

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

規
格

値

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

一
軸

圧
縮

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
4
]
-
1
2

・
H
M
S
：

水
硬

性
粒

度
調

整
鉄

鋼
ス

ラ
グ

に
適

用
す

る
。

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

○

鉄
鋼

ス
ラ

グ
の

単
位

容
積

質
量

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
2
]
-
1
0
6

・
M
S
:
粒

度
調

整
鉄

鋼
ス

ラ
グ

及
び

H
M
S
：

水
硬

性
粒

度
調

整
鉄

鋼
ス

ラ
グ

に
適

用
す

る
。

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

○

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

・
粒

度
調

整
及

び
再

生
粒

度
調

整
に

適
用

す
る

｡
・

中
規

模
工

事
：

2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

○

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡
○

材 料
5 　 上 層 路 盤

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

5
0
%
以

下

2
0
%
以

下

そ の 他

1
.
2
M
p
a
以

上
(
1
4
日

)

1
.
5
0
k
g
/
L
以

上

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

必 須
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

規
格

値

個
々

の
測

定
値

測
定

値
の

平
均

値
Ｘ＿

n

車
道

､
路

肩
等

最
大

乾
燥

密
度

の
9
3
％

以
上

Ｘ＿
3
＝

9
6
.
5
％

以
上

Ｘ＿
4
～

6
＝

9
5
.
5
％

以
上

Ｘ＿
7
～

1
0
＝

9
5
％

以
上

歩
道

(
密

度
を

落
と

し
た

場
合

)

最
大

乾
燥

密
度

の
8
8
％

以
上

Ｘ＿
3
＝

9
0
％

以
上

Ｘ＿
4
～

6
＝

8
9
.
5
％

以
上

Ｘ＿
7
～

1
0
＝

8
9
％

以
上

粒
度

（
2
.
3
6
m
m
フ

ル
イ

）
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
2
]
-
1
4

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

定
期

的
又

は
随

時
（

1
回

～
2
回

／
日

）
　

粒
度

（
7
5
μ

m
フ

ル
イ

）
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
2
]
-
1
4

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

｡
　

平
板

載
荷

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
5

1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
2
回

の
割

で
行

う
。

セ
メ

ン
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
路

盤
に

適
用

す
る

。

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

含
水

比
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

　

6  ア ス フ ァ ル ト 安 定 処 理 路 盤

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

に
準

じ
る

そ の 他

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

5 　 上 層 路 盤

施 工

観
察

に
よ

り
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
。

　

塑
性

指
数

P
I
：

4
以

下

設
計

図
書

に
よ

る
。

現
場

密
度

の
測

定
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
1
9
1

・
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
､
 
2
,
0
0
0

㎡
を

超
え

る
場

合
は

､
 
1
,
0
0
0
㎡

に
 
つ

き
１

個
加

算
す

る
｡

必 須

2
.
3
6
m
m
ふ

る
い

：
±

1
5
%
以

内

7
5
μ

m
ふ

る
い

：
±

6
%
以

内
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

規
格

値

一
軸

圧
縮

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
4
]
-
3
8

・
安

定
処

理
材

に
適

用
す

る
。

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

　

骨
材

の
修

正
C
B
R
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
5

○

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
4
]
-
1
0
3

　

粒
度

（
2
.
3
6
m
m
フ

ル
イ

）
J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

定
期

的
又

は
随

時
（

1
回

～
2
回

/
日

）
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
　

粒
度

（
7
5
μ

m
フ

ル
イ

）
J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。
　

個
々

の
測

定
値

測
定

値
の

平
均

値
Ｘ＿

n

車
道

､
路

肩
等

最
大

乾
燥

密
度

の
9
3
％

以
上

Ｘ＿
3
＝

9
6
.
5
％

以
上

Ｘ＿
4
～

6
＝

9
5
.
5
％

以
上

Ｘ＿
7
～

1
0
＝

9
5
％

以
上

歩
道

(
密

度
を

落
と

し
た

場
合

)

最
大

乾
燥

密
度

の
8
8
％

以
上

Ｘ＿
3
＝

9
0
％

以
上

Ｘ＿
4
～

6
＝

8
9
.
5
％

以
上

Ｘ＿
7
～

1
0
＝

8
9
％

以
上

施 工

7 　 セ メ ン ト 安 定 処 理 路 盤

下
層

路
盤

：
一

軸
圧

縮
強

さ
［

7
日

間
］

0
.
9
8
M
p
a

上
層

路
盤

：
一

軸
圧

縮
強

さ
［

7
日

間
］

2
.
9
M
p
a
（

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

）
、

2
.
0
M
p
a
（

セ
メ

ン
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

舗
装

）
。

下
層

路
盤

：
1
0
%
以

上
上

層
路

盤
：

2
0
%
以

上

下
層

路
盤

塑
性

指
数

P
I
：

9
以

下
上

層
路

盤
塑

性
指

数
P
I
：

9
以

下

必 須
・

中
規

模
工

事
：

2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

2
.
3
6
m
m
ふ

る
い

：
±

1
5
%
以

内

7
5
μ

m
ふ

る
い

：
±

6
%
以

内

現
場

密
度

の
測

定
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
1
9
1

・
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
、

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
、

1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
１

個
加

算
す

る
。

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

材 料
必 須

・
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
舗

装
に

適
用

す
る

。
・

中
規

模
工

事
：

2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

－241－

品質管理基準及び規格値



工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

規
格

値

含
水

比
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

観
察

に
よ

り
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
。

　

　

セ
メ

ン
ト

量
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-

2
1
3
,
[
4
]
-
2
1
8

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

異
常

が
認

め
ら

れ
た

と
き

（
1
～

2
回

/
日

）
・

中
規

模
工

事
：

2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

　

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

○

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

○

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

○

粗
骨

材
の

形
状

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
2
]
-
4
5

○

フ
ィ

ラ
ー

の
粒

度
試

験
J
I
S
 
A
 
5
0
0
8

○

フ
ィ

ラ
ー

の
水

分
試

験
J
I
S
 
A
 
5
0
0
8

○

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

当
初

､
試

験
練

り
検

査
結

果
に

よ
り

省
略

す
る

｡

7  セ メ ン ト 安 定 処 理 路 盤

施 工
そ の 他

便
覧

　
表

3
.
3
.
1
7
に

よ
る

。

1
%
以

下

材 料
8 　 ア ス フ ァ ル ト 舗 装

設
計

図
書

に
よ

る
。

±
1
.
2
%
以

内

J
I
S
 
A
 
5
0
0
1
 
表

2
参

照

表
層

・
基

層
　

表
乾

密
度

：
2
.
4
5
g
/
c
m
3
以

上
　

吸
水

率
　

：
3
.
0
%
以

下

必 須
・

中
規

模
以

上
の

工
事

：
施

工
前

、
材

料
変

更
時

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

施
工

前

粘
土

、
粘

土
塊

量
：

0
.
2
5
%
以

下

細
長

、
あ

る
い

は
偏

平
な

石
片

：
1
0
%
以

下
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

規
格

値

フ
ィ

ラ
ー

の
塑

性
指

数
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

○

フ
ィ

ラ
ー

の
フ

ロ
ー

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
2
]
-
6
5

○

フ
ィ

ラ
ー

の
水

浸
膨

張
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
2
]
-
5
9

○

フ
ィ

ラ
ー

の
剥

離
抵

抗
性

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
2
]
-
6
1

○

製
鋼

ス
ラ

グ
の

水
浸

膨
張

性
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
2
]
-
7
7

○

製
鋼

ス
ラ

グ
の

密
度

及
び

吸
水

率
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

○

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

○

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

○

粗
骨

材
中

の
軟

石
量

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
6

○

・
火

成
岩

類
を

粉
砕

し
た

石
粉

を
用

い
る

場
合

に
適

用
す

る
。

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

当
初

､
試

験
練

り
検

査
結

果
に

よ
り

省
略

す
る

｡

4
%
以

下

1
/
4
以

下

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡
S
S

　
表

乾
密

度
：

2
.
4
5
g
/
c
m
3
以

上
　

吸
水

率
　

：
3
.
0
%
以

下

す
り

減
り

量
　

砕
石

：
3
0
%
以

下
　

C
S
S
 
：

5
0
%
以

下
　

S
S
 
：

3
0
%
以

下

損
失

量
：

1
2
%
以

下

軟
石

量
：

5
%
以

下

4
以

下

5
0
%
以

下

材 料
そ の 他

8 　 ア ス フ ァ ル ト 舗 装

水
浸

膨
張

比
：

2
.
0
%
以

下

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

規
格

値

針
入

度
試

験
J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

○

軟
化

点
試

験
J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

○

伸
度

試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

○

ト
ル

エ
ン

可
溶

分
試

験
J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

○

引
火

点
試

験
J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
1

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
2

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
3

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
4

○

薄
膜

加
熱

試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

○

蒸
発

後
の

針
入

度
比

試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

○

8 　 ア ス フ ァ ル ト 舗 装

材 料
そ の 他

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3
.
3
.
1

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
3

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
4

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3
.
3
.
1

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3
.
3
.
1

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
3

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
4

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3
.
3
.
1

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
3

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3
.
3
.
1

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
3

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

当
初

､
試

験
練

り
検

査
結

果
に

よ
り

省
略

す
る

｡

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

当
初

､
試

験
練

り
検

査
結

果
に

よ
り

省
略

す
る

｡

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3
.
3
.
1

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
4

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3
.
3
.
1

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
3

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
4
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

規
格

値

密
度

試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

○

高
温

動
粘

度
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
2
]
-
1
8
0

○

6
0
℃

粘
度

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
2
]
-
1
9
2

○

タ
フ

ネ
ス

・
テ

ナ
シ

テ
ィ

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
2
]
-
2
4
4

○

粒
度

（
2
.
3
6
m
m
フ

ル
イ

）
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
2
]
-
1
4

○

粒
度

（
7
5
μ

m
フ

ル
イ

）
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
2
]
-
1
4

○

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
抽

出
粒

度
分

析
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
2
3
8

○

温
度

測
定

（
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
・

骨
材

・
混

合
物

）
温

度
計

に
よ

る
。

随
時

　

○

2
.
3
6
m
m
ふ

る
い

：
±

1
2
%
以

内
基

準
粒

度

7
5
μ

m
ふ

る
い

：
±

5
%
以

内
基

準
粒

度

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
：

±
0
.
9
%
以

内

・
混

合
物

の
種

類
毎

に
累

計
使

用
量

が
1
,
0
0
0
ｔ

毎
に

１
回

行
う

も
の

と
す

る
。

・
印

字
に

よ
る

場
合

は
、

舗
装

施
工

便
覧

（
平

成
1
8
年

版
）

表
1
0
.
5
.
1
に

よ
る

。

・
印

字
記

録
は

、
当

該
工

事
以

前
の

1
,
0
0
0
バ

ッ
チ

の
デ

ー
タ

を
提

出
す

る
こ

と
。

配
合

設
計

で
決

定
し

た
混

合
温

度
。

材 料
そ の 他

8 　 ア ス フ ァ ル ト 舗 装

プ ラ ン ト

必 須

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
舗

装
用

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
表

3
.
3
.
1

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
3

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
4

舗
装

施
行

便
覧

参
照

・
セ

ミ
ブ

ロ
ー

ン
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
4

舗
装

施
工

便
覧

参
照

・
ポ

リ
マ

ー
改

質
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
：

表
3
.
3
.
3

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

当
初

､
試

験
練

り
検

査
結

果
に

よ
り

省
略

す
る

｡

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

規
格

値

個
々

の
測

定
値

測
定

値
の

平
均

値
Ｘ＿

n

車
道

基
準

密
度

の
9
4
％

以
上

Ｘ＿
3
＝

9
6
.
5
％

以
上

Ｘ＿
4
～

6
＝

9
6
.
0
％

以
上

Ｘ＿
7
～

1
0
＝

9
6
.
0
％

以
上

歩
道

基
準

密
度

の
9
0
％

以
上

Ｘ＿
3
＝

9
2
.
5
％

以
上

Ｘ＿
4
～

6
＝

9
2
.
0
％

以
上

温
度

測
定

（
初

期
締

固
め

前
）

温
度

計
に

よ
る

。
測

定
値

の
記

録
は

、
1
日

4
回

（
午

前
・

午
後

各
2
回

）
。

　

外
観

検
査

（
混

合
物

）
目

視
　

　

そ の 他

す
べ

り
抵

抗
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
1
]
-
8
4

舗
設

車
線

毎
2
0
0
m
毎

に
1
回

8 　 ア ス フ ァ ル ト 舗 装

1
1
0
℃

以
上

　

随
時

設
計

図
書

に
よ

る

現
場

密
度

の
測

定
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
3
]
-
9
1

2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
、

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
、

1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
１

個
加

算
す

る
。

・
但

し
､
橋

面
舗

装
は

コ
ア

採
取

し
な

い
で

A
s
合

材
量

(
プ

ラ
ン

ト
出

荷
数

量
)
 
と

舗
設

面
積

及
び

厚
さ

で
の

密
度

管
理

､
ま

た
は

転
圧

回
数

に
よ

る
管

理
を

行
う

｡
・

中
規

模
工

事
：

2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

舗 設 現 場

必 須
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

V
C
試

験
　

舗
装

施
工

便
覧

8
-
3
-
3
に

よ
る

。
目

標
値

　
修

正
V
C
値

：
5
0
秒

マ
ー

シ
ャ

ル
突

き
固

め
試

験
転

圧
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装
技

術
指

針
（

案
）

※
い

ず
れ

か
1
方

法

舗
装

施
工

便
覧

8
-
3
-
3
に

よ
る

。
目

標
値

　
締

固
め

率
：

9
6
%

　

ラ
ン

マ
ー

突
き

固
め

試
験

　
舗

装
施

工
便

覧
8
-
3
-
3
に

よ
る

。
目

標
値

　
締

固
め

率
：

9
7
%

　

含
水

比
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

設
計

図
書

に
よ

る
。

含
水

比
は

、
品

質
管

理
試

験
と

し
て

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

試
験

が
や

む
え

ず
お

こ
な

え
な

い
場

合
に

適
用

す
る

。
な

お
測

定
方

法
は

試
験

の
迅

速
性

か
ら

直
火

法
に

よ
る

の
が

臨
ま

し
い

。

　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
曲

げ
強

度
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
6

設
計

図
書

に
よ

る
。

2
回

/
日

（
午

前
・

午
後

）
で

、
3
本

1
組

/
回

。
　

　

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

舗
装

施
工

便
覧

細
骨

材
表

-
3
.
3
.
2
0

粗
骨

材
表

-
3
.
3
.
2
2

　

○

骨
材

の
単

位
容

積
質

量
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
4

設
計

図
書

に
よ

る
。

　
○

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

設
計

図
書

に
よ

る
。

　
○

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

3
5
%
以

下
積

雪
寒

冷
地

2
5
%
以

下
ホ

ワ
イ

ト
ベ

ー
ス

に
使

用
す

る
場

合
：

4
0
%
以

下
○

粗
骨

材
中

の
軟

石
量

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
6

軟
石

量
：

5
%
以

下
観

察
で

問
題

な
け

れ
ば

省
略

で
き

る
。

○

砂
の

有
機

不
純

物
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
5

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
9
0
%
以

上
の

場
合

は
使

用
で

き
る

。

・
濃

い
場

合
は

、
J
I
S
 
A
 
1
1
4
2
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

モ
ル

タ
ル

圧
縮

強
度

に
よ

る
試

験
方

法
」

に
よ

る
。

○

そ の 他

材 料 　 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

9 　 転 圧 コ ン ク リ ー ト

必 須
当

初

細
骨

材
3
0
0
m
3
、

粗
骨

材
5
0
0
m
3
ご

と
に

1
回

、
あ

る
い

は
1
回

/
日

。

工
事

開
始

前
、

材
料

の
変

更
時
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
に

よ
る

砂
の

試
験

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
の

附
属

書
C

圧
縮

強
度

の
9
0
%
以

上
試

料
と

な
る

砂
の

上
部

に
お

け
る

溶
液

の
色

が
標

準
色

液
の

色
よ

り
濃

い
場

合
。

　

○

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

細
骨

材
：

1
.
0
%
以

下
粗

骨
材

：
0
.
2
5
%
以

下
観

察
で

問
題

な
け

れ
ば

省
略

で
き

る
。

○

骨
材

中
の

比
重

1
.
9
5
の

液
体

に
浮

く
粒

子
の

試
験

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
の

附
属

書
A

0
.
5
%
以

下
　

○

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

細
骨

材
：

1
0
%
未

満
粗

骨
材

：
1
2
%
以

下
寒

冷
地

で
凍

結
の

お
そ

れ
の

あ
る

地
点

に
適

用
す

る
。

○

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
J
I
S
 
R
 
5
2
0
1

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

　

○

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
J
I
S
 
R
 
5
2
0
2

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

　

○

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
付

属
書

C

懸
濁

物
質

の
量

：
2
g
/
L
以

下
溶

解
性

蒸
発

残
留

物
の

量
：

1
g
/
L
以

下
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0

分
以

内
、

終
結

は
6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
%
以

上

上
水

道
を

使
用

し
て

る
場

合
は

試
験

に
換

え
、

上
水

道
を

使
用

し
て

る
こ

と
を

示
す

資
料

に
よ

る
確

認
を

行
う

。

○

回
収

水
の

場
合

：
J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0

分
以

内
、

終
結

は
6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
%
以

上

・
そ

の
原

水
は

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
規

定
に

適
合

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

○

練
混

ぜ
水

の
水

質
試

験

そ の 他

9 　 転 圧 コ ン ク リ ー ト

材 料 　 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

工
事

開
始

前
、

材
料

の
変

更
時

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

/
月

以
上

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

１
回

/
年

以
上

お
よ

び
水

質
が

変
わ

っ
た

場
合

。
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

計
量

設
備

の
計

量
精

度
水

：
±

1
%
以

内
セ

メ
ン

ト
：

±
1
%
以

内
骨

材
　

：
±

3
%
以

内
混

和
材

：
±

2
%
以

内
（

高
炉

ス
ラ

グ
微

粉
末

の
場

合
は

±
1
%
以

内
）

混
和

剤
：

±
3
%
以

内

設
計

図
書

に
よ

る
。

・
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

、
印

字
記

録
に

よ
り

確
認

を
行

う
。

○

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
1
1
1
9

J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
1

J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
公

称
容

量
の

場
合

：
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
%
以

下
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
%
以

下
　

圧
縮

強
度

平
均

値
か

ら
の

差
：

7
.
5
%
以

下
　

空
気

量
平

均
値

か
ら

の
差

：
1
0
%
以

下
　

ス
ラ

ン
プ

平
均

値
か

ら
の

差
：

1
5
%
以

下
公

称
容

量
の

1
/
2
の

場
合

：
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
%
以

下
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
%
以

下

○

連
続

ミ
キ

サ
の

場
合

：
土

木
学

会
規

準
J
S
C
E
-
I
 
5
0
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
％

以
下

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
％

以
下

圧
縮

強
度

差
：

7
.
5
％

以
下

空
気

量
差

：
1
％

以
下

ス
ラ

ン
プ

差
：

3
㎝

以
下

○

細
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
1

2
回

/
日

以
上

○

粗
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
5

1
回

/
日

以
上

○

設
計

図
書

に
よ

る
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

コ
ン

ク
リ

ー
ト

以
外

の
場

合
に

適
用

す
る

。

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験
工

事
開

始
前

及
び

工
事

中
１

回
/
年

以
上

。
・

小
規

模
工

種
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

。
ま

た
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
（

J
I
S
マ

ー
ク

表
示

認
証

工
場

）
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

そ の 他

製 造 (プ ラ ン ト )(Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く )

9 　 転 圧 コ ン ク リ ー ト
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

コ
ン

シ
ス

テ
ン

シ
ー

V
C
試

験
　

修
正

V
C
値

の
±

1
0
秒

　

　

マ
ー

シ
ャ

ル
突

き
固

め
試

験
　

　

ラ
ン

マ
ー

突
き

固
め

試
験

　

　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
曲

げ
強

度
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
6

・
試

験
回

数
が

7
回

以
上

（
1
回

は
3
個

以
上

の
供

試
体

の
平

均
値

）
の

場
合

は
、

全
部

の
試

験
値

の
平

均
値

が
所

定
の

合
格

判
断

強
度

を
上

ま
わ

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

・
試

験
回

数
が

7
回

未
満

と
な

る
場

合
は

、
①

1
回

の
試

験
結

果
は

配
合

基
準

強
度

の
8
5
%
以

上
②

3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

配
合

基
準

強
度

以
上

2
回

/
日

（
午

前
・

午
後

）
で

、
3
本

1
組

/
回

（
材

令
2
8
日

）
。

小
規

模
工

種
で

１
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
１

工
種

１
回

以
上

｡
ま

た
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
｡

　

温
度

測
定

（
コ

ン
ク

リ
ー

ト
）

温
度

計
に

よ
る

。
　

2
回

/
日

（
午

前
・

午
後

）
以

上
　

　

現
場

密
度

の
測

定
R
I
水

分
密

度
計

基
準

密
度

の
9
5
.
5
%
以

上
。

4
0
m
に

1
回

（
横

断
方

向
に

3
箇

所
）

　

　

コ
ア

に
よ

る
密

度
測

定
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
3
]
-
3
0
0

　
1
,
0
0
0
㎡

に
1
個

の
割

合
で

コ
ア

ー
を

採
取

し
て

測
定

　

　

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
3
]
-
2
9
0

※
い

ず
れ

か
1
方

法

目
標

値
の

±
1
.
5
%

1
日

2
回

（
午

前
・

午
後

）
以

上
、

そ
の

他
コ

ン
シ

ス
テ

ン
シ

ー
の

変
動

が
認

め
ら

れ
る

場
合

な
ど

に
随

時
実

施
す

る
。

た
だ

し
運

搬
車

ご
と

に
目

視
観

察
を

行
う

。

施 工
必 須

9 　 転 圧 コ ン ク リ ー ト
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

1
0

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

表
層

・
基

層
　

表
乾

密
度

：
2
.
4
5
g
/
c
m
3
以

上
　

吸
水

率
　

：
3
.
0
%
以

下
○

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

粘
土

、
粘

土
塊

量
：

0
.
2
5
%
以

下

○

粗
骨

材
の

形
状

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
2
]
-
4
5

細
長

、
あ

る
い

は
偏

平
な

石
片

：
1
0
%
以

下
○

フ
ィ

ラ
ー

の
粒

度
試

験
J
I
S
 
A
 
5
0
0
8

便
覧

3
-
3
-
1
7
に

よ
る

。

○

フ
ィ

ラ
ー

の
水

分
試

験
J
I
S
 
A
 
5
0
0
8

1
%
以

下

○

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

3
0
%
以

下

○

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

損
失

量
：

1
2
%
以

下

○

粗
骨

材
中

の
軟

石
量

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
6

軟
石

量
：

5
%
以

下

○

針
入

度
試

験
J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

1
5
～

3
0
(
1
/
1
0
m
m
)

・
規

格
値

は
、

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

（
針

入
度

2
0
～

4
0
）

に
ト

リ
ニ

ダ
ッ

ト
レ

イ
ク

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

を
混

合
し

た
も

の
の

性
状

値
で

あ
る

。
・

中
規

模
工

事
：

2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

当
初

、
試

験
練

り
検

査
結

果
に

よ
り

省
略

す
る

｡

○

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

当
初

、
試

験
練

り
検

査
結

果
に

よ
り

省
略

す
る

｡

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

○

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

当
初

、
試

験
練

り
検

査
結

果
に

よ
り

省
略

す
る

｡

必 須
J
I
S
 
A
 
5
0
0
1
　

表
2
参

照

グ ー ス ア ス フ ァ ル ト 舗 装

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

そ の 他

材 料
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

1
0

伸
度

試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

1
0
㎝

以
上

（
2
5
℃

）

○

ト
ル

エ
ン

可
溶

分
試

験
J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

8
6
～

9
1
%

○

引
火

点
試

験
J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
1

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
2

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
3

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
4

2
4
0
℃

以
上

○

蒸
発

質
量

変
化

率
試

験
J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

0
.
5
%
以

下

○

密
度

試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

1
.
0
7
～

1
.
1
3
g
/
c
m
3

○

貫
入

試
験

4
0
℃

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
3
]
-
3
1
5

貫
入

量
（

4
0
℃

）
目

標
値

　
 
表

層
：

1
～

4
m
m

　
 
基

層
：

1
～

6
m
m

　

○

リ
ュ

エ
ル

流
動

性
試

験
2
4
0
℃

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
3
]
-
3
2
0

3
～

2
0
秒

（
目

標
値

）
　

○

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
3
]
-
3
9

3
0
0
以

上
　

○

曲
げ

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
3
]
-
6
9

破
断

ひ
ず

み
（

-
1
0
℃

、
5
0
m
m
/
m
i
n
）

8
.
0
×

1
0
-
3
以

上
　

○

グ ー ス ア ス フ ァ ル ト 舗 装

材 料
・

中
規

模
以

上
の

工
事

：
施

工
前

、
材

料
変

更
時

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

施
工

前

配
合

毎
に

各
1
回

。
た

だ
し

、
同

一
配

合
の

合
材

1
0
0
t
未

満
の

場
合

も
実

施
す

る
。

プ ラ ン ト

必 須

○

・
規

格
値

は
、

石
油

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

（
針

入
度

2
0
～

4
0
）

に
ト

リ
ニ

ダ
ッ

ト
レ

イ
ク

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

を
混

合
し

た
も

の
の

性
状

値
で

あ
る

。
・

中
規

模
工

事
：

2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

当
初

、
試

験
練

り
検

査
結

果
に

よ
り

省
略

す
る

｡

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

そ の 他

軟
化

点
試

験
5
8
～

6
8
℃

－252－

品質管理基準及び規格値



工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

1
0

粒
度

（
7
5
μ

m
フ

ル
イ

）
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
2
]
-
1
4

7
5
μ

m
ふ

る
い

：
±

5
%
以

内
基

準
粒

度

○

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
抽

出
粒

度
分

析
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
2
3
8

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
：

±
0
.
9
%
以

内

○

温
度

測
定

（
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
・

骨
材

・
混

合
物

）
温

度
計

に
よ

る
。

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

：
2
2
0
℃

以
下

石
　

粉
：

常
温

～
1
5
0
℃

随
時

　

○

舗 設 現 場

必 須
温

度
測

定
（

初
期

締
固

め
前

）
温

度
計

に
よ

る
。

　
随

時
測

定
値

の
記

録
は

、
1
日

4
回

（
午

前
・

午
後

各
2
回

）

土
の

締
固

め
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0

設
計

図
書

に
よ

る
。

　

C
B
R
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-

1
5
5
,
[
4
]
-
1
5
8

設
計

図
書

に
よ

る
。

　

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

○
グ ー ス ア ス フ ァ ル ト 舗 装

プ ラ ン ト

必 須
粒

度
（

2
.
3
6
m
m
フ

ル
イ

）
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
2
]
-
1
4

2
.
3
6
m
m
ふ

る
い

：
±

1
2
%
以

内
基

準
粒

度
・

中
規

模
以

上
の

工
事

：
定

期
的

又
は

随
時

。
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
異

常
が

認
め

ら
れ

た
と

き
。

印
字

記
録

の
場

合
：

全
数

又
は

抽
出

・
ふ

る
い

分
け

試
験

 
1
～

2
回

/
日

材 料
必 須

1
1

　 路 床 安 定 処 理 工

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
と

き
。
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

最
大

粒
径

≦
5
3
㎜

:
J
I
S
 
A
 
1
2
1
4

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
A
・

B
法 最

大
粒

径
＞

5
3
㎜

:
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
［

4
］

-
1
8
5

最
大

乾
燥

密
度

の
9
0
%
以

上
。

5
0
0
m
3
に

つ
き

1
回

の
割

合
で

行
う

。
（

１
回

は
３

個
の

試
料

採
取

）
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値
を

著
し

く
下

回
っ

て
い

る
点

が
存

在
し

た
場

合
は

、
監

督
員

と
の

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

　

ま
た

は
、

R
I
計

器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
（

案
）

1
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
9
0
%
以

上
。

又
は

、
設

計
図

書
に

よ
る

。

1
日

の
1
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基

準
と

す
る

。
管

理
単

位
の

面
積

は
1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

し
、

1
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

1
管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

は
以

下
の

と
お

り
。

・
5
0
0
㎡

未
満

：
5
点

・
5
0
0
㎡

以
上

～
1
0
0
0
㎡

未
満

：
　

1
0
点

・
1
0
0
0
㎡

以
上

～
2
0
0
0
㎡

未
満

：
　

1
5
点

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
・

左
記

の
規

格
値

を
満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

の
協

議
の

上
で

、
（

再
）

転
圧

を
行

う
も

の
と

す
る

。

　

「
Ｔ

Ｓ
・

Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ

を
用

い
た

盛
土

の
締

固
め

情
報

化
施

工
管

理
要

領
（

案
）

」
【

Ｔ
Ｓ

編
・

Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ

編
】

に
よ

る

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
た

だ
し

、
路

肩
か

ら
1
ｍ

以
内

と
締

固
め

機
械

が
近

寄
れ

な
い

構
造

物
周

辺
は

除
く

。

１
．

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
（

以
下

「
管

理
単

位
」

）
に

分
割

し
て

管
理

単
位

毎
に

管
理

を
行

う
。

２
．

管
理

単
位

は
築

堤
、

路
体

路
床

と
も

１
日

の
１

層
当

た
り

の
施

工
面

積
は

1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

す
る

。
ま

た
、

１
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

３
．

１
日

の
施

工
が

複
数

層
に

及
ぶ

場
合

で
も

１
管

理
単

位
を

複
数

層
に

ま
た

が
ら

せ
る

こ
と

は
し

な
い

も
の

と
す

る
。

４
．

土
取

り
場

の
状

況
や

土
質

状
況

が
変

わ
る

場
合

に
は

、
新

規
の

管
理

単
位

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。

現
場

密
度

の
測

定
※

右
記

試
験

方
法

（
3
種

類
）

の
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

。

施 工
必 須

1
1

　 路 床 安 定 処 理 工
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

必 須
プ

ル
ー

フ
ロ

ー
リ

ン
グ

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
4
]
-
2
1
0

沈
下

状
況

異
常

な
し

路
床

仕
上

げ
後

、
全

幅
,
全

区
間

で
実

施
す

る
。

・
荷

重
車

に
つ

い
て

は
、

施
工

時
に

用
い

た
転

圧
機

械
と

同
等

以
上

の
締

固
効

果
を

持
つ

ロ
ー

ラ
や

ト
ラ

ッ
ク

等
を

用
い

る
も

の
と

す
る

。
　

平
板

載
荷

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
5

　
延

長
4
0
m
に

つ
き

1
箇

所
の

割
で

行
う

。
・

セ
メ

ン
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
路

盤
に

適
用

す
る

。

　

現
場

C
B
R
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
2
2

各
車

線
ご

と
に

延
長

4
0
m
に

つ
き

1
回

の
割

で
行

う
。

　

含
水

比
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

降
雨

後
ま

た
は

含
水

比
の

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。

　

た
わ

み
量

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
1
]
-
2
2
7

（
ベ

ン
ゲ

ル
マ

ン
ビ

ー
ム

）

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
で

の
不

良
個

所
に

つ
い

て
実

施

　

1
2

表 層 安 定 処 理 工 （ 表 層 混 合 処 理 ）

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
と

き
。

配
合

を
定

め
る

た
め

の
試

験
で

あ
る

。
材 料

そ の 他

土
の

一
軸

圧
縮

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
6

設
計

図
書

に
よ

る
。

設
計

図
書

に
よ

る
。

そ の 他

1
1

　 路 床 安 定 処 理 工

施 工
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

1
2

ま
た

は
、

R
I
計

器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
（

案
）

1
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
9
0
%
以

上
。

又
は

、
設

計
図

書
に

よ
る

。

1
日

の
1
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基

準
と

す
る

。
管

理
単

位
の

面
積

は
1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

し
、

1
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

1
管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

は
以

下
の

と
お

り
。

・
5
0
0
㎡

未
満

：
5
点

・
5
0
0
㎡

以
上

～
1
0
0
0
㎡

未
満

：
　

1
0
点

・
1
0
0
0
㎡

以
上

～
2
0
0
0
㎡

未
満

：
　

1
5
点

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
・

左
記

の
規

格
値

を
満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

の
協

議
の

上
で

、
（

再
）

転
圧

を
行

う
も

の
と

す
る

。

　

「
Ｔ

Ｓ
・

Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ

を
用

い
た

盛
土

の
締

固
め

情
報

化
施

工
管

理
要

領
（

案
）

」
【

Ｔ
Ｓ

編
・

Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ

編
】

に
よ

る

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
た

だ
し

、
路

肩
か

ら
1
ｍ

以
内

と
締

固
め

機
械

が
近

寄
れ

な
い

構
造

物
周

辺
は

除
く

。

１
．

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
（

以
下

「
管

理
単

位
」

）
に

分
割

し
て

管
理

単
位

毎
に

管
理

を
行

う
。

２
．

管
理

単
位

は
築

堤
、

路
体

路
床

と
も

１
日

の
１

層
当

た
り

の
施

工
面

積
は

1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

す
る

。
ま

た
、

１
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

３
．

１
日

の
施

工
が

複
数

層
に

及
ぶ

場
合

で
も

１
管

理
単

位
を

複
数

層
に

ま
た

が
ら

せ
る

こ
と

は
し

な
い

も
の

と
す

る
。

４
．

土
取

り
場

の
状

況
や

土
質

状
況

が
変

わ
る

場
合

に
は

、
新

規
の

管
理

単
位

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。

必 須
表 層 安 定 処 理 工 （ 表 層 混 合 処 理 ）

5
0
0
m
3
に

つ
き

1
回

の
割

合
で

行
う

。
（

１
回

は
３

個
の

試
料

採
取

）
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値
を

著
し

く
下

回
っ

て
い

る
点

が
存

在
し

た
場

合
は

、
監

督
員

と
の

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

　

現
場

密
度

の
測

定
※

右
記

試
験

方
法

（
3
種

類
）

の
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

。

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
A
・

B
法

最
大

乾
燥

密
度

の
9
0
%
以

上
。

施 工
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

1
2

平
板

載
荷

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
5

　

　

現
場

C
B
R
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
2
2

　

含
水

比
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

降
雨

後
ま

た
は

含
水

比
の

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。
　

た
わ

み
量

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
1
]
-
2
2
7

（
ベ

ン
ゲ

ル
マ

ン
ビ

ー
ム

）

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
で

の
不

良
個

所
に

つ
い

て
実

施
。

　

1
3

　 固 結 工

施 工
必 須

土
の

一
軸

圧
縮

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
6

①
各

供
試

体
の

試
験

結
果

は
改

良
地

盤
設

計
強

度
の

8
5
%
以

上
。

②
1
回

の
試

験
結

果
は

改
良

地
盤

設
計

強
度

以
上

。
な

お
、

1
回

の
試

験
と

は
3
個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

で
表

し
た

も
の

改
良

体
5
0
0
本

未
満

は
3
本

、
5
0
0
本

以
上

は
2
5
0
本

増
え

る
ご

と
に

1
本

追
加

す
る

。
試

験
は

1
本

の
改

良
体

に
つ

い
て

、
上

、
中

、
下

そ
れ

ぞ
れ

1
回

、
計

3
回

と
す

る
。

た
だ

し
、

1
本

の
改

良
体

で
設

計
強

度
を

変
え

て
い

る
場

合
は

、
各

設
計

強
度

毎
に

3
回

と
す

る
。

現
場

の
条

件
、

規
模

等
に

よ
り

上
記

に
よ

り
が

た
い

場
合

は
監

督
員

の
指

示
に

よ
る

。

　

1
4

モ
ル

タ
ル

の
フ

ロ
ー

値
試

験
J
I
S
 
R
 
5
2
0
1

練
り

ま
ぜ

開
始

前
に

試
験

は
2
回

行
い

、
そ

の
平

均
値

を
フ

ロ
ー

値
と

す
る

。

2
回

（
午

前
・

午
後

）
/
日

　

　

施 工
必 須

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
8

設
計

図
書

に
よ

る
。

ア ン カ ー 工

・
荷

重
車

に
つ

い
て

は
、

施
工

時
に

用
い

た
転

圧
機

械
と

同
等

以
上

の
締

固
効

果
を

持
つ

ロ
ー

ラ
や

ト
ラ

ッ
ク

等
を

用
い

る
も

の
と

す
る

。
　

必 須

設
計

図
書

に
よ

る
。

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
4
]
-
2
1
0

沈
下

が
認

め
ら

れ
た

場
合

は
､
そ

の
箇

所
に

お
い

て
ベ

ン
ゲ

ル
マ

ン
ビ

ー
ム

等
に

よ
る

た
わ

み
量

測
定

を
行

う
も

の
と

す
る

｡

路
床

仕
上

げ
後

、
全

幅
,
全

区
間

で
実

施
す

る
。

表 層 安 定 処 理 工 （ 表 層 混 合 処 理 ）

各
車

線
ご

と
に

延
長

4
0
m
に

つ
き

1
回

の
割

で
行

う
。

そ の 他

施 工
プ

ル
ー

フ
ロ

ー
リ

ン
グ
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

1
4

１
サ

イ
ク

ル
確

認
試

験
グ

ラ
ウ

ン
ド

ア
ン

カ
ー

設
計

・
施

工
基

準
、

同
解

説
（

J
G
S
4
1
0
1
-

2
0
0
0
）

・
多

サ
イ

ク
ル

確
認

試
験

に
用

い
た

ア
ン

カ
ー

を
除

く
す

べ
て

。
・

初
期

荷
重

は
計

画
最

大
荷

重
の

約
0
.
1

倍
と

し
、

計
画

最
大

荷
重

ま
で

載
荷

し
た

後
、

初
期

荷
重

ま
で

除
荷

す
る

１
サ

イ
ク

ル
方

式
と

す
る

。

　

そ の 他

そ
の

他
の

確
認

試
験

グ
ラ

ウ
ン

ド
ア

ン
カ

ー
設

計
・

施
工

基
準

、
同

解
説

（
J
G
S
4
1
0
1
-

2
0
0
0
）

所
定

の
緊

張
力

が
導

入
さ

れ
て

い
る

こ
と

。
・

定
着

時
緊

張
力

確
認

試
験

・
残

存
引

張
力

確
認

試
験

・
リ

フ
ト

オ
ン

テ
ス

ト
等

が
あ

り
、

多
サ

イ
ク

ル
確

認
試

験
、

１
サ

イ
ク

ル
確

認
試

験
の

試
験

結
果

を
も

と
に

、
監

督
員

と
協

議
し

行
う

必
要

性
の

有
無

を
判

断
す

る
。

　

土
の

締
固

め
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
時

。
　

　

外
観

検
査

（
ス

ト
リ

ッ
プ

、
鋼

製
壁

面
材

、
コ

ン
ク

リ
ー

ト
製

壁
面

材
等

）

補
強

土
壁

工
法

各
設

計
・

施
工

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

よ
る

。

　

　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

製
壁

面
材

の
コ

ン
ク

リ
ー

ト
強

度
試

験

補
強

土
壁

工
法

各
設

計
・

施
工

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

よ
る

。

　

○

そ の 他

土
の

粒
度

試
験

補
強

土
壁

工
法

各
設

計
・

施
工

マ
ニ

ュ
ア

ル
に

よ
る

。

同
左

設
計

図
書

に
よ

る
。

　

　

施 工
ア ン カ ー 工

必 須

同
左

1
5

　 補 強 土 壁 工
同

左

多
サ

イ
ク

ル
確

認
試

験
グ

ラ
ウ

ン
ド

ア
ン

カ
ー

設
計

・
施

工
基

準
、

同
解

説
（

J
G
S
4
1
0
1
-

2
0
0
0
）

設
計

ア
ン

カ
ー

力
に

対
し

て
十

分
に

安
全

で
あ

る
こ

と
。

・
施

工
数

量
の

5
%
か

つ
3
本

以
上

。
・

初
期

荷
重

は
計

画
最

大
荷

重
の

約
0
.
1

倍
と

し
、

引
き

抜
き

試
験

に
準

じ
た

方
法

で
載

荷
と

除
荷

を
繰

り
返

す
。

但
し

、
モ

ル
タ

ル
の

必
要

強
度

の
確

認
後

に
実

施
す

る
こ

と
。

　

材 料
必 須

－258－

品質管理基準及び規格値



工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

最
大

粒
径

≦
5
3
㎜

:
J
I
S
 
A
 
1
2
1
4

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
A
・

B
法 最

大
粒

径
＞

5
3
㎜

:
　

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

［
4
］

-
1
8
5

最
大

乾
燥

密
度

の
9
0
%
以

上
。

ま
た

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

5
0
0
m
3
に

つ
き

1
回

の
割

合
で

行
う

。
（

１
回

は
３

個
の

試
料

採
取

）
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値
を

著
し

く
下

回
っ

て
い

る
点

が
存

在
し

た
場

合
は

、
監

督
員

と
協

議
の

上
で

、
（

再
）

転
圧

を
行

う
も

の
と

す
る

。

　

ま
た

は
、

「
R
I
計

器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
（

案
）

」

路
体

・
路

床
と

も
1
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
9
0
%
以

上
。

又
は

、
設

計
図

書
に

よ
る

。

路
体

・
路

床
と

も
、

1
日

の
1
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基

準
と

す
る

。
管

理
単

位
の

面
積

は
1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

し
、

1
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

1
管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

は
以

下
の

と
お

り
。

・
5
0
0
㎡

未
満

：
5
点

・
5
0
0
㎡

以
上

～
1
0
0
0
㎡

未
満

：
　

1
0
点

・
1
0
0
0
㎡

以
上

～
2
0
0
0
㎡

未
満

：
　

1
5
点

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
・

左
記

の
規

格
値

を
満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

　

「
Ｔ

Ｓ
・

Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ

を
用

い
た

盛
土

の
締

固
め

情
報

化
施

工
管

理
要

領
（

案
）

」
【

Ｔ
Ｓ

編
・

Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ

編
】

に
よ

る

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
た

だ
し

、
路

肩
か

ら
1
ｍ

以
内

と
締

固
め

機
械

が
近

寄
れ

な
い

構
造

物
周

辺
は

除
く

。

１
．

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
（

以
下

「
管

理
単

位
」

）
に

分
割

し
て

管
理

単
位

毎
に

管
理

を
行

う
。

２
．

管
理

単
位

は
築

堤
、

路
体

路
床

と
も

１
日

の
１

層
当

た
り

の
施

工
面

積
は

1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

す
る

。
ま

た
、

１
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

３
．

１
日

の
施

工
が

複
数

層
に

及
ぶ

場
合

で
も

１
管

理
単

位
を

複
数

層
に

ま
た

が
ら

せ
る

こ
と

は
し

な
い

も
の

と
す

る
。

４
．

土
取

り
場

の
状

況
や

土
質

状
況

が
変

わ
る

場
合

に
は

、
新

規
の

管
理

単
位

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。

現
場

密
度

の
測

定
※

右
記

試
験

方
法

（
3
種

類
）

の
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

。

施 工
必 須

1
5

　 補 強 土 壁 工
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

必 須
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
対

策
「

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

取
扱

基
準

」

同
左

骨
材

試
験

を
行

う
場

合
は

、
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

/
6
ヶ

月
以

上
お

よ
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

○

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

4
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

設
計

図
書

に
よ

る
。

○

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

4
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

絶
乾

密
度

：
2
.
5
以

上
細

骨
材

の
吸

水
率

：
3
.
5
%
以

下
粗

骨
材

の
吸

水
率

：
3
.
0
%
以

下
（

砕
砂

・
砕

石
、

高
炉

ス
ラ

グ
骨

材
、

フ
ェ

ロ
ニ

ッ
ケ

ル
ス

ラ
グ

細
骨

材
、

銅
ス

ラ
グ

細
骨

材
の

規
格

値
に

つ
い

て
は

摘
要

を
参

照
）

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
砕

石
及

び
砕

砂
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

１
部

：
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）
J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
2
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

２
部

：
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
3
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

３
部

：
銅

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
4
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

４
部

：
電

気
炉

酸
化

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1
(
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

再
生

骨
材

H
)

○

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
3

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

粗
骨

材
：

1
.
0
%
以

下
細

骨
材

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

表
面

が
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
3
.
0
%
以

下
、

そ
の

他
の

場
合

5
.
0
%
以

下
（

砕
砂

お
よ

び
ス

ラ
グ

細
骨

材
を

用
い

た
場

合
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

す
り

へ
り

作
用

を
受

け
る

場
合

5
.
0
%
以

下
そ

の
他

の
場

合
7
.
0
%
以

下
）

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
/
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
（

山
砂

の
場

合
は

、
工

事
中

１
回

／
週

以
上

）

　

○

砂
の

有
機

不
純

物
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
5

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
9
0
%
以

上
の

場
合

は
使

用
で

き
る

。

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
/
年

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
・

濃
い

場
合

は
、

J
I
S
 
A
 
1
1
4
2
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

モ
ル

タ
ル

圧
縮

強
度

に
よ

る
試

験
方

法
」

に
よ

る
。

○

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
/
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。

1
6

　 吹 付 工

材 料

そ の 他 (Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く )
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
に

よ
る

砂
の

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
4
2

圧
縮

強
度

の
9
0
%
以

上
試

料
と

な
る

砂
の

上
部

に
お

け
る

溶
液

の
色

が
標

準
色

液
の

色
よ

り
濃

い
場

合
。

　

○

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

細
骨

材
：

1
.
0
%
以

下
粗

骨
材

：
0
.
2
5
%
以

下
工

事
開

始
前

、
工

事
中

１
回

/
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
　

○

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

細
骨

材
：

1
0
%
以

下
粗

骨
材

：
1
2
%
以

下
工

事
開

始
前

、
工

事
中

１
回

/
年

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

寒
冷

地
で

凍
結

の
お

そ
れ

の
あ

る
地

点
に

適
用

す
る

。
○

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
J
I
S
 
R
 
5
2
0
1

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

/
月

以
上

　

○

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
J
I
S
 
R
 
5
2
0
2

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

工
事

開
始

前
､
工

事
中

１
回

／
月

以
上

　

○

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C

懸
濁

物
質

の
量

：
2
g
/
L
以

下
溶

解
性

蒸
発

残
留

物
の

量
：

1
g
/
L
以

下
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0

分
以

内
、

終
結

は
6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
%
以

上

上
水

道
を

使
用

し
て

る
場

合
は

試
験

に
換

え
、

上
水

道
を

使
用

し
て

る
こ

と
を

示
す

資
料

に
よ

る
確

認
を

行
う

。

○

回
収

水
の

場
合

：
J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0

分
以

内
、

終
結

は
6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
%
以

上

そ
の

原
水

は
、

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
規

定
に

適
合

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

○

練
混

ぜ
水

の
水

質
試

験
工

事
開

始
前

及
び

工
事

中
1
回

/
年

以
上

お
よ

び
水

質
が

変
わ

っ
た

場
合

。

材 料
1
6

　 吹 付 工

そ の 他 (Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く )
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

細
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
1

２
回

/
日

以
上

　

粗
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
5

1
回

/
日

以
上

　

計
量

設
備

の
計

量
精

度
水

：
±

1
%
以

内
セ

メ
ン

ト
：

±
1
%
以

内
骨

材
　

：
±

3
%
以

内
混

和
材

：
±

2
%
以

内
（

高
炉

ス
ラ

グ
微

粉
末

の
場

合
は

±
1
%
以

内
）

混
和

剤
：

±
3
%
以

内

設
計

図
書

に
よ

る
。

・
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

、
印

字
記

録
に

よ
り

確
認

を
行

う
。

・
急

結
剤

は
適

用
外

○

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の
場

合
：

　
J
I
S
 
A
 
1
1
1
9

　
J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
1

 
 
J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
公

称
容

量
の

場
合

：
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
%
以

下
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
%
以

下
　

圧
縮

強
度

平
均

値
か

ら
の

差
：

7
.
5
%
以

下 　
空

気
量

平
均

値
か

ら
の

差
：

1
0
%
以

下
　

ス
ラ

ン
プ

平
均

値
か

ら
の

差
：

1
5
%
以

下 公
称

容
量

の
1
/
2
の

場
合

：
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
%
以

下
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
%
以

下

○

連
続

ミ
キ

サ
の

場
合

：
土

木
学

会
規

準
J
S
C
E
-
I
 
5
0
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
%
以

下
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
単

位
粗

骨
材

量
の

差
：

5
%
以

下
圧

縮
強

度
差

：
7
.
5
%
以

下
空

気
量

差
：

1
%
以

下
ス

ラ
ン

プ
差

：
3
㎝

以
下

○

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

１
回

/
年

以
上

。
・

小
規

模
工

種
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

そ の 他

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

以
外

の
場

合
に

適
用

す
る

。
設

計
図

書
に

よ
る

必 須
1
6

　 吹 付 工

製 造  (プ ラ ン ト )(Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く )

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

塩
化

物
総

量
規

制
「

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

取
扱

基
準

」

原
則

0
.
3
㎏

/
m
3
以

下
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
設

が
午

前
と

午
後

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
午

前
に

１
回

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
に

行
い

、
そ

の
試

験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

1
/
2
以

下
の

場
合

は
、

午
後

の
試

験
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

１
試

験
の

測
定

回
数

は
3

回
と

す
る

）
試

験
の

判
定

は
3
回

の
測

定
値

の
平

均
値

。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は

、
「

海
砂

の
塩

化
物

イ
オ

ン
含

有
率

試
験

方
法

」
（

J
S
C
E
-
C
5
0
2
,
5
0
3
）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行

う
。

・
用

心
鉄

筋
等

を
有

さ
な

い
無

筋
構

造
物

の
場

合
は

省
略

で
き

る
。

ス
ラ

ン
プ

試
験

（
モ

ル
タ

ル
除

く
）

J
I
S
 
A
 
1
1
0
1

ス
ラ

ン
プ

5
㎝

以
上

8
㎝

未
満

 
：

許
容

差
±

1
.
5
㎝

ス
ラ

ン
プ

8
㎝

以
上

1
8
㎝

以
下

：
許

容
差

±
2
.
5
㎝

・
荷

卸
し

時
1
回

/
日

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
～

1
5
0
m
3
ご

と
に

1
回

、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

必 須
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

圧
縮

強
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
8

土
木

学
会

規
準

J
S
C
E
 
F
5
6
1
-
1
9
9
9

3
本

の
強

度
の

平
均

値
が

材
令

2
8
日

で
設

計
強

度
以

上
と

す
る

。
吹

付
1
日

に
つ

き
1
回

行
う

。
な

お
、

テ
ス

ト
ピ

ー
ス

は
現

場
に

配
置

さ
れ

た
型

枠
に

工
事

で
使

用
す

る
の

と
同

じ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
（

モ
ル

タ
ル

）
を

吹
付

け
、

現
場

で
2
8
日

養
生

し
、

直
径

5
0
㎜

の
コ

ア
ー

を
切

取
り

キ
ャ

ッ
ピ

ン
グ

を
行

う
。

原
則

と
し

て
1
回

に
3
本

と
す

る
。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

空
気

量
測

定
J
I
S
 
A
 
1
1
1
6

J
I
S
 
A
 
1
1
1
8

J
I
S
 
A
 
1
1
2
8

±
1
.
5
%
（

許
容

差
）

・
荷

卸
し

時
1
回

/
日

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
～

1
5
0
m
3
ご

と
に

1
回

、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

設
計

図
書

に
よ

る
。

品
質

に
異

常
が

認
め

ら
れ

た
場

合
に

行
う

。

そ の 他

1
6

　 吹 付 工

施 工
そ の 他
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

必 須
ア

ル
カ

リ
骨

材
反

応
対

策
「

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

取
扱

基
準

」

同
左

骨
材

試
験

を
行

う
場

合
は

、
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

/
6
ヶ

月
以

上
お

よ
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

○

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

4
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

設
計

図
書

に
よ

る
。

　

○

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

4
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

絶
乾

密
度

：
2
.
5
以

上
細

骨
材

の
吸

水
率

：
3
.
5
%
以

下
粗

骨
材

の
吸

水
率

：
3
.
0
%
以

下
（

砕
砂

・
砕

石
、

高
炉

ス
ラ

グ
骨

材
、

フ
ェ

ロ
ニ

ッ
ケ

ル
ス

ラ
グ

細
骨

材
、

銅
ス

ラ
グ

細
骨

材
の

規
格

値
に

つ
い

て
は

摘
要

を
参

照
）

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
（

砕
砂

及
び

砕
石

）
J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

１
部

：
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）
J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
2
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

２
部

：
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
3
(
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
３

部
：

銅
ス

ラ
グ

骨
材

)
J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
4
(
コ

ン
ク

リ
－

ト
用

ス
ラ

グ
骨

材
－

第
４

部
：

電
気

炉
酸

化
ス

ラ
グ

骨
材

)
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1
(
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

再
生

骨
材

H
)

○

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
3

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

粗
骨

材
：

1
.
0
%
以

下
細

骨
材

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

表
面

が
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
3
.
0
%
以

下
、

そ
の

他
の

場
合

5
.
0
%
以

下
（

砕
砂

お
よ

び
ス

ラ
グ

細
骨

材
を

用
い

た
場

合
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

す
り

へ
り

作
用

を
受

け
る

場
合

5
.
0
%
以

下
そ

の
他

の
場

合
7
.
0
%
以

下
）

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

/
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
（

山
砂

の
場

合
は

、
工

事
中

1
回

/
週

以
上

）

　

○

砂
の

有
機

不
純

物
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
5

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
9
0
%
以

上
の

場
合

は
使

用
で

き
る

。

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

/
年

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
・

濃
い

場
合

は
、

J
I
S
 
A
 
1
1
4
2
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

モ
ル

タ
ル

圧
縮

強
度

に
よ

る
試

験
方

法
」

に
よ

る
。

○

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
/
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。

そ の 他 (Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く )

材 料
1
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　 現 場 吹 付 法 枠 工
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
に

よ
る

砂
の

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
4
2

圧
縮

強
度

の
9
0
%
以

上
試

料
と

な
る

砂
の

上
部

に
お

け
る

溶
液

の
色

が
標

準
色

液
の

色
よ

り
濃

い
場

合
。

　

○

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

細
骨

材
：

1
.
0
%
以

下
粗

骨
材

：
0
.
2
5
%
以

下
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

/
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
　

○

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

細
骨

材
：

1
0
%
以

下
粗

骨
材

：
1
2
%
以

下
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

/
年

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
寒

冷
地

で
凍

結
の

お
そ

れ
の

あ
る

地
点

に
適

用
す

る
。

○

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
J
I
S
 
R
 
5
2
0
1

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

　

○

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
J
I
S
 
R
 
5
2
0
2

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

　

○

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C

懸
濁

物
質

の
量

：
2
g
/
L
以

下
溶

解
性

蒸
発

残
留

物
の

量
：

1
g
/
L
以

下
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0

分
以

内
、

終
結

は
6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
%
以

上

上
水

道
を

使
用

し
て

る
場

合
は

試
験

に
換

え
、

上
水

道
を

使
用

し
て

る
こ

と
を

示
す

資
料

に
よ

る
確

認
を

行
う

。

○

回
収

水
の

場
合

：
J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0

分
以

内
、

終
結

は
6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
%
以

上

・
そ

の
原

水
は

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
規

定
に

適
合

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

○

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

/
月

以
上

材 料
1
7

　 現 場 吹 付 法 枠 工

そ の 他 (Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く )

練
混

ぜ
水

の
水

質
試

験
工

事
開

始
前

及
び

工
事

中
１

回
/
年

以
上

お
よ

び
水

質
が

変
わ

っ
た

場
合

。
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

細
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
1

2
回

/
日

以
上

○

粗
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
5

1
回

/
日

以
上

○

計
量

設
備

の
計

量
精

度
水

：
±

1
%
以

内
セ

メ
ン

ト
：

±
1
%
以

内
骨

材
　

：
±

3
%
以

内
混

和
材

：
±

2
%
以

内
（

高
炉

ス
ラ

グ
微

粉
末

の
場

合
は

±
1
%
以

内
）

混
和

剤
：

±
3
%
以

内

設
計

図
書

に
よ

る
。

・
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

、
印

字
記

録
に

よ
り

確
認

を
行

う
。

○

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の
場

合
：

　
J
I
S
 
A
 
1
1
1
9

　
J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
1

 
 
J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
公

称
容

量
の

場
合

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
モ

ル
タ

ル
単

位
容

積
質

量
差

：
0
.
8
%
以

下
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
%
以

下
　

圧
縮

強
度

平
均

値
か

ら
の

差
：

7
.
5
%
以

下 　
空

気
量

平
均

値
か

ら
の

差
：

1
0
%
以

下
　

ス
ラ

ン
プ

平
均

値
か

ら
の

差
：

1
5
%
以

下 公
称

容
量

の
1
/
2
の

場
合

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
モ

ル
タ

ル
単

位
容

積
質

量
差

：
0
.
8
%
以

下
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
%
以

下

○

連
続

ミ
キ

サ
の

場
合

：
土

木
学

会
規

準
J
S
C
E
-
I
 
5
0
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
％

以
下

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
％

以
下

圧
縮

強
度

差
：

7
.
5
％

以
下

空
気

量
差

：
1
％

以
下

ス
ラ

ン
プ

差
：

3
㎝

以
下

○

製 造  （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

必 須 そ の 他

1
7

　 現 場 吹 付 法 枠 工

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験

設
計

図
書

に
よ

る
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
以

外
の

場
合

に
適

用
す

る
。

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

１
回

/
年

以
上

。
・

小
規

模
工

種
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

そ の 他

ス
ラ

ン
プ

試
験

（
モ

ル
タ

ル
除

く
）

J
I
S
 
A
 
1
1
0
1

ス
ラ

ン
プ

5
㎝

以
上

8
㎝

未
満

 
：

許
容

差
±

1
.
5
㎝

ス
ラ

ン
プ

8
㎝

以
上

1
8
㎝

以
下

：
許

容
差

±
2
.
5
㎝

・
荷

卸
し

時
1
回

/
日

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
～

1
5
0
m
3
ご

と
に

1
回

、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

必 須
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

圧
縮

強
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

J
I
S
 
A
 
1
1
0
8

土
木

学
会

規
準

J
S
C
E
 
F
5
6
1
-
2
0
0
5

設
計

図
書

に
よ

る
1
回

6
本

　
吹

付
1
日

に
つ

き
1
回

行
う

。
な

お
、

テ
ス

ト
ピ

ー
ス

は
現

場
に

配
置

さ
れ

た
型

枠
に

工
事

で
使

用
す

る
の

と
同

じ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
（

モ
ル

タ
ル

）
を

吹
付

け
、

現
場

で
7
日

間
お

よ
び

2
8
日

間
放

置
後

、
φ

5
㎝

の
コ

ア
ー

を
切

り
取

り
キ

ャ
ッ

ピ
ン

グ
を

行
う

。
1
回

に
6
本

（
σ

7
…

3
本

、
σ

2
8
…

3
本

、
）

と
す

る
。

・
参

考
値

：
1
8
N
/
m
m
2
以

上
（

材
令

2
8

日
）

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

塩
化

物
総

量
規

制
「

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

取
扱

基
準

」

原
則

0
.
3
㎏

/
m
3
以

下
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
設

が
午

前
と

午
後

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
午

前
に

１
回

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
に

行
い

、
そ

の
試

験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

1
/
2
以

下
の

場
合

は
、

午
後

の
試

験
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

１
試

験
の

測
定

回
数

は
３

回
）

試
験

の
判

定
は

３
回

の
測

定
値

の
平

均
値

。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は

、
「

海
砂

の
塩

化
物

イ
オ

ン
含

有
率

試
験

方
法

」
（

J
S
C
E
-
C
5
0
2
,
5
0
3
）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行

う
。

空
気

量
測

定
J
I
S
 
A
 
1
1
1
6

J
I
S
 
A
 
1
1
1
8

J
I
S
 
A
 
1
1
2
8

±
1
.
5
%
（

許
容

差
）

・
荷

卸
し

時
1
回

/
日

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
～

1
5
0
m
3
ご

と
に

1
回

、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト

の
引

抜
き

試
験

参
考

資
料

「
ロ

ッ
ク

ボ
ル

ト
の

引
抜

試
験

」
に

よ
る

引
抜

き
耐

力
の

8
0
%
程

度
以

上
。

設
計

図
書

に
よ

る
。

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

設
計

図
書

に
よ

る
。

品
質

に
異

常
が

認
め

ら
れ

た
場

合
に

行
う

。

そ の 他

1
7

　 現 場 吹 付 法 枠 工

施 工
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

必 須
土

の
締

固
め

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。

　

土
の

粒
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
4

　

　

土
粒

子
の

密
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
2

　

　

土
の

含
水

比
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

　

　

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

　

　

土
の

一
軸

圧
縮

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
6

必
要

に
応

じ
て

。
　

　

土
の

三
軸

圧
縮

試
験

土
質

試
験

の
方

法
と

解
説

　

　

土
の

圧
密

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
7

　

　

土
の

せ
ん

断
試

験
土

質
試

験
の

方
法

と
解

説
　

　

土
の

透
水

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
8

　

　

材 料

そ の 他

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
設

計
図

書
に

よ
る

。

必
要

に
応

じ
て

。
設

計
図

書
に

よ
る

。

1
8

　 河 川 ・ 海 岸 土 工
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

最
大

粒
径

≦
5
3

㎜
：

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
A
・

B
法 最

大
粒

径
＞

5
3

㎜
：

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
4
]
-
1
8
5

最
大

乾
燥

密
度

の
8
5
%
以

上
。

又
は

設
計

図
書

に
示

さ
れ

た
値

。
築

堤
は

､
 
1
,
0
0
0
m
3
に

つ
き

１
回

｡
(
１

回
は

３
個

の
試

料
採

取
)

・
左

記
の

規
格

値
を

満
た

し
て

い
て

も
、

規
格

値
を

著
し

く
下

回
っ

て
い

る
点

が
存

在
し

た
場

合
は

、
監

督
員

と
協

議
の

上
で

、
（

再
）

転
圧

を
行

う
も

の
と

す
る

。

　

ま
た

は
、

「
R
I
計

器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
（

案
）

」
に

よ
る

。

1
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
9
0
%
以

上
。

 
又

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

築
堤

は
、

1
日

の
1
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基

準
と

す
る

。
管

理
単

位
の

面
積

は
1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

し
、

1
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

1
管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

は
以

下
の

と
お

り
。

・
5
0
0
㎡

未
満

：
5
点

・
5
0
0
㎡

以
上

～
1
0
0
0
㎡

未
満

：
1
0
点

・
1
0
0
0
㎡

以
上

～
2
0
0
0
㎡

未
満

：
1
5
点

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
・

左
記

の
規

格
値

を
満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

　

「
Ｔ

Ｓ
・

Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
情

報
化

施
工

管
理

要
領

（
案

）
」

【
Ｔ

Ｓ
編

・
Ｇ

Ｎ
Ｓ

Ｓ
編

】
に

よ
る

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
た

だ
し

、
路

肩
か

ら
1
ｍ

以
内

と
締

固
め

機
械

が
近

寄
れ

な
い

構
造

物
周

辺
は

除
く

。

１
．

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
（

以
下

「
管

理
単

位
」

）
に

分
割

し
て

管
理

単
位

毎
に

管
理

を
行

う
。

２
．

管
理

単
位

は
築

堤
、

路
体

路
床

と
も

１
日

の
１

層
当

た
り

の
施

工
面

積
は

1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

す
る

。
ま

た
、

１
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

３
．

１
日

の
施

工
が

複
数

層
に

及
ぶ

場
合

で
も

１
管

理
単

位
を

複
数

層
に

ま
た

が
ら

せ
る

こ
と

は
し

な
い

も
の

と
す

る
。

４
．

土
取

り
場

の
状

況
や

土
質

状
況

が
変

わ
る

場
合

に
は

、
新

規
の

管
理

単
位

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。

土
の

含
水

比
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

含
水

比
の

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。
　

コ
ー

ン
指

数
の

測
定

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
1
]
-
2
1
6

ト
ラ

フ
ィ

カ
ビ

リ
テ

ィ
が

悪
い

と
き

。
　

施 工

そ の 他

設
計

図
書

に
よ

る
。

現
場

密
度

の
測

定
※

右
記

試
験

方
法

（
3
種

類
）

の
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

。

1
8

　 河 川 ・ 海 岸 土 工

必 須
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

材 料
必 須

土
の

締
固

め
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
時

。
　

最
大

粒
径

≦
5
3

㎜
：

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
A
・

B
法 最

大
粒

径
＞

5
3

㎜
：

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
4
]
-
1
8
5

最
大

乾
燥

密
度

の
8
5
%
以

上
。

又
は

設
計

図
書

に
示

さ
れ

た
値

。
1
,
0
0
0
m
3
に

１
回

の
割

で
行

う
｡

(
１

回
は

３
個

の
試

料
採

取
)

左
記

の
規

格
値

を
満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

ま
た

は
、

「
R
I
計

器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
（

案
）

」
に

よ
る

。

1
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
9
0
%
以

上
。

 
又

は
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

築
堤

は
、

1
日

の
1
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基

準
と

す
る

。
管

理
単

位
の

面
積

は
1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

し
、

1
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

1
管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

は
以

下
の

と
お

り
。

・
5
0
0
㎡

未
満

：
5
点

・
5
0
0
㎡

以
上

～
1
0
0
0
㎡

未
満

：
　

1
0
点

・
1
0
0
0
㎡

以
上

～
2
0
0
0
㎡

未
満

：
　

1
5
点

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
・

左
記

の
規

格
値

を
満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

　

「
Ｔ

Ｓ
・

Ｇ
Ｎ

Ｐ
Ｓ

を
用

い
た

盛
土

の
締

固
め

情
報

化
施

工
管

理
要

領
（

案
）

」
【

Ｔ
Ｓ

編
・

Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ

編
】

に
よ

る

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
た

だ
し

、
路

肩
か

ら
1
ｍ

以
内

と
締

固
め

機
械

が
近

寄
れ

な
い

構
造

物
周

辺
は

除
く

。

１
．

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
（

以
下

「
管

理
単

位
」

）
に

分
割

し
て

管
理

単
位

毎
に

管
理

を
行

う
。

２
．

管
理

単
位

は
築

堤
、

路
体

路
床

と
も

１
日

の
１

層
当

た
り

の
施

工
面

積
は

1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

す
る

。
ま

た
、

１
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

３
．

１
日

の
施

工
が

複
数

層
に

及
ぶ

場
合

で
も

１
管

理
単

位
を

複
数

層
に

ま
た

が
ら

せ
る

こ
と

は
し

な
い

も
の

と
す

る
。

４
．

土
取

り
場

の
状

況
や

土
質

状
況

が
変

わ
る

場
合

に
は

、
新

規
の

管
理

単
位

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。

1
9

　 砂 防 土 工

施 工
必 須

現
場

密
度

の
測

定
※

右
記

試
験

方
法

（
3
種

類
）

の
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

。
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

土
の

締
固

め
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

（
材

料
が

岩
砕

の
場

合
は

除
く

）
。

但
し

、
法

面
、

路
肩

部
の

土
量

は
除

く
。

　

C
B
R
試

験
（

路
床

）
J
I
S
 
A
 
1
2
1
1

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
（

材
料

が
岩

砕
の

場
合

は
除

く
）

　

　

土
の

粒
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
4

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
　

　

土
粒

子
の

密
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
2

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
　

　

土
の

含
水

比
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

・
路

体
：

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
・

路
床

：
含

水
比

の
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。

　

　

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

　

　

土
の

一
軸

圧
縮

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
6

　

　

土
の

三
軸

圧
縮

試
験

土
質

試
験

の
方

法
と

解
説

　

　

土
の

圧
密

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
7

　

　

土
の

せ
ん

断
試

験
土

質
試

験
の

方
法

と
解

説
　

　

土
の

透
水

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
8

　

　

設
計

図
書

に
よ

る
。

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。

2
0

　 道 路 土 工

必 須
材 料

そ の 他

－271－
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

最
大

粒
径

≦
5
3

㎜
：

J
I
S
 
A
 
1
2
1
4

J
I
S
 
A
 
1
2
1
0
 
A
・

B
法 最

大
粒

径
＞

5
3

㎜
：

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
4
]
-
1
8
5

・
路

体
：

最
大

乾
燥

密
度

の
8
5
%
以

上
。

（
下

水
道

工
事

は
最

大
乾

燥
密

度
の

9
0
%

以
上

。
）

・
路

床
：

最
大

乾
燥

密
度

の
9
0
%
以

上
。

そ
の

他
、

設
計

図
書

に
よ

る
。

路
体

の
場

合
､
 
1
,
0
0
0
m
3
に

つ
き

１
回

の
割

合
で

行
う

｡
路

床
の

場
合

､
 
5
0
0
m
3
に

つ
き

１
回

の
割

合
で

行
う

｡
(
１

回
は

３
個

の
試

料
採

取
)

路
体

2
0
0
m
3
、

路
床

1
0
0
m
3
未

満
は

省
略

で
き

る
。

左
記

の
規

格
値

を
満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

　

ま
た

は
、

「
R
I
計

器
を

用
い

た
盛

土
の

締
固

め
管

理
要

領
（

案
）

」

路
体

・
路

床
と

も
1
管

理
単

位
の

現
場

乾
燥

密
度

の
平

均
値

が
最

大
乾

燥
度

密
度

の
9
0
%
以

上
。

又
は

、
設

計
図

書
に

よ
る

。

路
体

・
路

床
と

も
、

1
日

の
1
層

あ
た

り
の

施
工

面
積

を
基

準
と

す
る

。
管

理
単

位
の

面
積

は
1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

し
、

1
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

1
管

理
単

位
あ

た
り

の
測

定
点

数
の

目
安

は
以

下
の

と
お

り
。

・
5
0
0
㎡

未
満

：
5
点

・
5
0
0
㎡

以
上

～
1
0
0
0
㎡

未
満

：
　

1
0
点

・
1
0
0
0
㎡

以
上

～
2
0
0
0
㎡

未
満

：
　

1
5
点

・
最

大
粒

径
＜

1
0
0
㎜

の
場

合
に

適
用

す
る

。
・

左
記

の
規

格
値

を
満

た
し

て
い

て
も

、
規

格
値

を
著

し
く

下
回

っ
て

い
る

点
が

存
在

し
た

場
合

は
、

監
督

員
と

協
議

の
上

で
、

（
再

）
転

圧
を

行
う

も
の

と
す

る
。

　

「
Ｔ

Ｓ
・

Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ

を
用

い
た

盛
土

の
締

固
め

情
報

化
施

工
管

理
要

領
（

案
）

」
【

Ｔ
Ｓ

編
・

Ｇ
Ｎ

Ｓ
Ｓ

編
】

に
よ

る

施
工

範
囲

を
小

分
割

し
た

管
理

ブ
ロ

ッ
ク

の
全

て
が

規
定

回
数

だ
け

締
め

固
め

ら
れ

た
こ

と
を

確
認

す
る

。
た

だ
し

、
路

肩
か

ら
1
ｍ

以
内

と
締

固
め

機
械

が
近

寄
れ

な
い

構
造

物
周

辺
は

除
く

。

１
．

盛
土

を
管

理
す

る
単

位
（

以
下

「
管

理
単

位
」

）
に

分
割

し
て

管
理

単
位

毎
に

管
理

を
行

う
。

２
．

管
理

単
位

は
築

堤
、

路
体

路
床

と
も

１
日

の
１

層
当

た
り

の
施

工
面

積
は

1
,
5
0
0
㎡

を
標

準
と

す
る

。
ま

た
、

１
日

の
施

工
面

積
が

2
,
0
0
0
㎡

以
上

の
場

合
、

そ
の

施
工

面
積

を
2
管

理
単

位
以

上
に

分
割

す
る

も
の

と
す

る
。

３
．

１
日

の
施

工
が

複
数

層
に

及
ぶ

場
合

で
も

１
管

理
単

位
を

複
数

層
に

ま
た

が
ら

せ
る

こ
と

は
し

な
い

も
の

と
す

る
。

４
．

土
取

り
場

の
状

況
や

土
質

状
況

が
変

わ
る

場
合

に
は

、
新

規
の

管
理

単
位

と
し

て
取

り
扱

う
も

の
と

す
る

。

2
0

　 道 路 土 工

必 須
施 工

現
場

密
度

の
測

定
※

右
記

試
験

方
法

（
3
種

類
）

の
い

ず
れ

か
を

実
施

す
る

。

品質管理基準及び規格値
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

必 須
プ

ル
ー

フ
ロ

ー
リ

ン
グ

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
4
]
-
2
1
0

沈
下

状
況

異
常

な
し

路
床

仕
上

げ
後

全
幅

、
全

区
間

に
つ

い
て

実
施

す
る

。
 
但

し
、

現
道

打
換

工
事

、
仮

設
用

道
路

維
持

工
事

は
除

く
。

・
荷

重
車

に
つ

い
て

は
、

施
工

時
に

用
い

た
転

圧
機

械
と

同
等

以
上

の
締

固
効

果
を

持
つ

ロ
ー

ラ
や

ト
ラ

ッ
ク

等
を

用
い

る
も

の
と

す
る

。
　

平
板

載
荷

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
5

　
各

車
線

ご
と

に
延

長
4
0
m
に

つ
い

て
1
箇

所
の

割
で

行
う

。
・

セ
メ

ン
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
路

盤
に

適
用

す
る

。
　

現
場

C
B
R
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
2
2

各
車

線
ご

と
に

延
長

4
0
m
に

つ
い

て
1
回

の
割

で
行

う
。

　

含
水

比
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

降
雨

後
又

は
、

含
水

比
の

変
化

が
認

め
ら

れ
た

と
き

。
　

コ
ー

ン
指

数
の

測
定

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
1
]
-
2
1
6

ト
ラ

フ
ィ

カ
ビ

リ
テ

ィ
が

悪
い

と
き

。
　

た
わ

み
量

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
1
]
-
2
2
7

（
ベ

ン
ゲ

ル
マ

ン
ビ

ー
ム

）

プ
ル

ー
フ

ロ
ー

リ
ン

グ
で

の
不

良
個

所
に

つ
い

て
実

施
。

　

岩
石

の
見

掛
比

重
J
I
S
 
A
 
5
0
0
6

・
5
0
0
m
3
以

下
は

監
督

員
承

諾
を

得
て

省
略

で
き

る
。

・
参

考
値

：
　

・
硬

石
　

：
約

2
.
7
g
/
c
m
3
～

2
.
5
g
/
c
m
3

　
・

準
硬

石
：

約
2
.
5
g
/
c
m
3
～

2
g
/
c
m
3

　
・

軟
石

　
：

約
2
g
/
c
m
3
未

満
○

岩
石

の
吸

水
率

J
I
S
 
A
 
5
0
0
6

・
5
0
0
m
3
以

下
は

監
督

員
承

諾
を

得
て

省
略

で
き

る
。

・
参

考
値

：
　

・
硬

石
　

：
5
%
未

満
　

・
準

硬
石

：
5
%
以

上
1
5
%
未

満
　

・
軟

石
　

：
1
5
%
以

上
○

必 須
2
1

　 捨 石 工

施 工

2
0

　 道 路 土 工

施 工

設
計

図
書

に
よ

る
。

設
計

図
書

に
よ

る
。

そ の 他

原
則

と
し

て
産

地
毎

に
当

初
及

び
岩

質
の

変
化

時
。
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

必 須
岩

石
の

圧
縮

強
さ

J
I
S
 
A
 
5
0
0
6

設
計

図
書

に
よ

る
。

原
則

と
し

て
産

地
毎

に
当

初
及

び
岩

質
の

変
化

時
。

・
5
0
0
m
3
以

下
は

監
督

員
承

諾
を

得
て

省
略

で
き

る
。

・
参

考
値

：
　

・
硬

石
：

4
9
0
3
N
/
c
m
2
以

上
　

・
準

硬
石

：
9
8
0
.
6
6
N
/
c
m
2
以

上
4
9
0
3
N
/
c
m
2
未

満
　

・
軟

石
：

9
8
0
.
6
6
N
/
c
m
2
未

満

○

そ の 他

岩
石

の
形

状
J
I
S
 
A
 
5
0
0
6

う
す

っ
ぺ

ら
な

も
の

、
細

長
い

も
の

で
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

5
,
0
0
0
m
3
に

つ
き

1
回

の
割

で
行

う
。

但
し

、
5
,
0
0
0
m
3
以

下
の

も
の

は
1
工

事
2

回
実

施
す

る
。

5
0
0
m
3
以

下
は

監
督

員
承

諾
を

得
て

省
略

で
き

る
。

○

2
2

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

4
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

設
計

図
書

に
よ

る
。

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
/
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
　

○

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
～

4
J
I
S
 
A
 
5
0
2
1

絶
乾

密
度

：
2
.
5
以

上
細

骨
材

の
吸

水
率

：
3
.
5
%
以

下
粗

骨
材

の
吸

水
率

：
3
.
0
%
以

下
（

砕
砂

・
砕

石
、

高
炉

ス
ラ

グ
骨

材
、

フ
ェ

ロ
ニ

ッ
ケ

ル
ス

ラ
グ

細
骨

材
、

銅
ス

ラ
グ

細
骨

材
の

規
格

値
に

つ
い

て
は

適
用

を
参

照
）

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
/
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
J
I
S
 
A
 
5
0
0
5
（

砕
砂

及
び

砕
石

）
J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
1
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

１
部

：
高

炉
ス

ラ
グ

骨
材

）
J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
2
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

２
部

：
フ

ェ
ロ

ニ
ッ

ケ
ル

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
3
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

３
部

：
銅

ス
ラ

グ
骨

材
）

J
I
S
 
A
 
5
0
1
1
-
4
（

コ
ン

ク
リ

－
ト

用
ス

ラ
グ

骨
材

－
第

４
部

：
電

気
炉

酸
化

ス
ラ

グ
骨

材
)

J
I
S
 
A
 
5
0
2
1
(
コ

ン
ク

リ
ー

ト
用

再
生

骨
材

H
)

○

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

対
策

「
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
取

扱
基

準
」

施 工

必 須

材 料 (Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く )

覆 工 コ ン ク リ ー ト (N A T M )

○

同
左

そ の 他

2
1

　 捨 石 工

骨
材

試
験

を
行

う
場

合
は

、
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

/
6
ヶ

月
以

上
お

よ
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

2
2

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
3

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

粗
骨

材
：

1
.
0
%
以

下
細

骨
材

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

表
面

が
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
3
.
0
%
以

下
、

そ
の

他
の

場
合

5
.
0
%
以

下
（

砕
砂

お
よ

び
ス

ラ
グ

細
骨

材
を

用
い

た
場

合
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

す
り

へ
り

作
用

を
受

け
る

場
合

5
.
0
%
以

下
そ

の
他

の
場

合
7
.
0
%
以

下
）

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
/
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
（

山
砂

の
場

合
は

、
工

事
中

１
回

／
週

以
上

）

　

○

砂
の

有
機

不
純

物
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
5

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
9
0
%
以

上
の

場
合

は
使

用
で

き
る

。

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
/
年

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
・

濃
い

場
合

は
、

J
I
S
 
A
 
1
1
4
2
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

モ
ル

タ
ル

圧
縮

強
度

に
よ

る
試

験
方

法
」

に
よ

る
。

○

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
に

よ
る

砂
の

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
4
2

圧
縮

強
度

の
9
0
%
以

上
試

料
と

な
る

砂
の

上
部

に
お

け
る

溶
液

の
色

が
標

準
色

液
の

色
よ

り
濃

い
場

合
。

　

○

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

細
骨

材
：

1
.
0
%
以

下
粗

骨
材

：
0
.
2
5
%
以

下
工

事
開

始
前

、
工

事
中

１
回

/
月

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
　

○

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

細
骨

材
：

1
0
%
以

下
粗

骨
材

：
1
2
%
以

下
工

事
開

始
前

、
工

事
中

１
回

/
年

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。
寒

冷
地

で
凍

結
の

お
そ

れ
の

あ
る

地
点

に
適

用
す

る
。

○

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
J
I
S
 
R
 
5
2
0
1

　

○

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
J
I
S
 
R
 
5
2
0
2

　

○○

材 料 (Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く )

そ の 他

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

4
0
%
以

下
、

舗
装

コ
ン

ク
リ

ー
ト

は
3
5
%
以

下 但
し

、
積

雪
寒

冷
地

の
舗

装
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

は
2
5
%
以

下

工
事

開
始

前
、

工
事

中
１

回
/
年

以
上

お
よ

び
産

地
が

変
わ

っ
た

場
合

。

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

/
月

以
上

。

覆 工 コ ン ク リ ー ト (N A T M )
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

2
2

回
収

水
の

場
合

：
J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0

分
以

内
、

終
結

は
6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
%
以

上

そ
の

原
水

は
、

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
規

定
に

適
合

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

○

計
量

設
備

の
計

量
精

度
水

：
±

1
%
以

内
セ

メ
ン

ト
：

±
1
%
以

内
骨

材
　

：
±

3
%
以

内
混

和
材

：
±

2
%
以

内
（

高
炉

ス
ラ

グ
微

粉
末

の
場

合
は

±
1
%
以

内
）

混
和

剤
：

±
3
%
以

内

設
計

図
書

に
よ

る
。

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
場

合
、

印
字

記
録

に
よ

り
確

認
を

行
う

。

○

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験
バ

ッ
チ

ミ
キ

サ
の

場
合

：
　

J
I
S
 
A
 
1
1
1
9

　
J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
1

 
 
J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
公

称
容

量
の

場
合

：
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
%
以

下
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
%
以

下
　

圧
縮

強
度

平
均

値
か

ら
の

差
：

7
.
5
%
以

下 　
空

気
量

平
均

値
か

ら
の

差
：

1
0
%
以

下
　

ス
ラ

ン
プ

平
均

値
か

ら
の

差
：

1
5
%
以

下 公
称

容
量

の
1
/
2
の

場
合

：
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
%
以

下
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
%
以

下

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

１
回

/
年

以
上

。
・

小
規

模
工

種
で

1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

○

そ の 他

上
水

道
を

使
用

し
て

る
場

合
は

試
験

に
換

え
、

上
水

道
を

使
用

し
て

る
こ

と
を

示
す

資
料

に
よ

る
確

認
を

行
う

。

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

１
回

/
年

以
上

お
よ

び
水

質
が

変
わ

っ
た

場
合

。
練

混
ぜ

水
の

水
質

試
験

懸
濁

物
質

の
量

：
2
g
/
L
以

下
溶

解
性

蒸
発

残
留

物
の

量
：

1
g
/
L
以

下
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0

分
以

内
、

終
結

は
6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
%
以

上

○

材 料 (Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ

ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く )

そ の 他

製 造 （ プ ラ ン ト ） （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使

用 す る 場 合 は 除 く ）

覆 工 コ ン ク リ ー ト (N A T M )
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

2
2

細
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
1

2
回

/
日

以
上

○

粗
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
5

1
回

/
日

以
上

○

施 工
必 須

ス
ラ

ン
プ

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
1

ス
ラ

ン
プ

5
㎝

以
上

8
㎝

未
満

 
：

許
容

差
±

1
.
5
㎝

ス
ラ

ン
プ

8
㎝

以
上

1
8
㎝

以
下

：
許

容
差

±
2
.
5
㎝

・
荷

卸
し

時
1
回

/
日

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
～

1
5
0
m
3
ご

と
に

1
回

、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

そ の 他

製 造 （ プ ラ ン ト ） （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク

リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験
連

続
ミ

キ
サ

の
場

合
：

土
木

学
会

規
準

J
S
C
E
-
I
 
5
0
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
%
以

下
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
単

位
粗

骨
材

量
の

差
：

5
%
以

下
圧

縮
強

度
差

：
7
.
5
%
以

下
空

気
量

差
：

1
%
以

下
ス

ラ
ン

プ
差

：
3
㎝

以
下

覆 工 コ ン ク リ ー ト (N A T M )

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

１
回

/
年

以
上

。
同

上

○

設
計

図
書

に
よ

る
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
以

外
の

場
合

に
適

用
す

る
。
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

2
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
8

1
回

の
試

験
結

果
は

指
定

し
た

呼
び

強
度

の
8
5
%
以

上
で

あ
る

こ
と

。
3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

、
指

定
し

た
呼

び
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と

。
（

1
回

の
試

験
結

果
は

、
3
個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

）

・
荷

卸
し

時
1
回

/
日

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
m
3
か

ら
1
5
0
m
3
ご

と
に

1
回

、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。
な

お
、

テ
ス

ト
ピ

ー
ス

は
打

設
場

所
で

採
取

し
、

1
回

に
つ

き
6

本
（

σ
7
･
･
･
3
本

、
σ

2
8
･
･
･
3
本

）
と

す
る

。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

1
0
0
m
3
/
日

以
上

の
場

合
；

2
回

/
日

（
午

前
１

回
、

午
後

１
回

）
、

ま
た

は
重

要
構

造
物

で
は

重
要

度
に

応
じ

て
1
0
0
m
3
～

1
5
0
m
3
ご

と
に

１
回

、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
と

き
と

し
測

定
回

数
は

多
い

方
を

採
用

す
る

。

施 工
単

位
水

量
測

定
「

レ
デ

ィ
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

品
質

確
保

に
つ

い
て

」

1
）

測
定

し
た

単
位

水
量

が
、

配
合

設
計

±
1
5
k
g
/
m
3
の

範
囲

に
あ

る
場

合
は

そ
の

ま
ま

施
工

し
て

よ
い

。
2
）

測
定

し
た

単
位

水
量

が
、

配
合

設
計

±
1
5
k
g
/
m
3
を

超
え

±
2
0
k
g
/
m
3
の

範
囲

に
あ

る
場

合
は

、
水

量
変

動
の

原
因

を
調

査
し

、
生

コ
ン

製
造

者
に

改
善

を
指

示
し

、
そ

の
運

搬
車

の
生

コ
ン

は
打

設
す

る
。

そ
の

後
、

配
合

設
計

±
1
5
k
g
/
m
3
以

内
で

安
定

す
る

ま
で

、
運

搬
車

の
3
台

毎
に

1
回

、
単

位
水

量
の

測
定

を
行

う
。

3
）

配
合

設
計

±
2
0
k
g
/
m
3
の

指
示

値
を

超
え

る
場

合
は

、
生

コ
ン

を
打

込
ま

ず
に

、
持

ち
帰

ら
せ

、
水

量
変

動
の

原
因

を
調

査
し

、
生

コ
ン

製
造

業
者

に
改

善
を

指
示

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

そ
の

後
の

全
運

搬
車

の
測

定
を

行
い

、
配

合
設

計
±

2
0
k
g
/
m
3
以

内
に

な
る

こ
と

を
確

認
す

る
。

更
に

、
配

合
設

計
±

1
5
k
g
/
m
3
以

内
で

安
定

す
る

ま
で

、
運

搬
車

の
3
台

毎
に

1
回

、
単

位
水

量
の

測
定

を
行

う
。

な
お

、
管

理
値

ま
た

は
指

示
値

を
超

え
る

場
合

は
1
回

に
限

り
試

験
を

実
施

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
再

試
験

を
実

施
し

た
い

場
合

は
2
回

の
測

定
結

果
の

う
ち

、
配

合
設

計
と

の
差

の
絶

対
値

の
小

さ
い

方
で

評
価

し
て

よ
い

。

覆 工 コ ン ク リ ー ト (N A T M )

必 須
示

方
配

合
の

単
位

水
量

の
上

限
値

は
、

粗
骨

材
の

最
大

寸
法

が
2
0
m
m
～

2
5
ｍ

ｍ
の

場
合

は
1
7
5
k
g
/
m
3
、

4
0
m
m
の

場
合

は
1
6
5
k
g
/
m
3
を

基
本

と
す

る
。
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

2
2

空
気

量
測

定
J
I
S
 
A
 
1
1
1
6

J
I
S
 
A
 
1
1
1
8

J
I
S
 
A
 
1
1
2
8

±
1
.
5
%
（

許
容

差
）

・
荷

卸
し

時
1
回

/
日

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
～

1
5
0
m
3
ご

と
に

1
回

、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

品
質

に
異

常
が

認
め

ら
れ

た
場

合
に

行
う

。
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
洗

い
分

析
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
1
2

1
回

　
品

質
に

異
常

が
認

め
ら

れ
た

場
合

に
行

う
。

　

2
3

吹 付 け コ ン ク リ ー ト (N A T M )

施 工
必 須

塩
化

物
総

量
規

制
「

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

取
扱

基
準

」

原
則

0
.
3
㎏

/
m
3
以

下

そ の 他

覆 工 コ ン ク リ ー ト (N A T M )

設
計

図
書

に
よ

る
。

ア
ル

カ
リ

骨
材

反
応

対
策

「
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
取

扱
基

準
」

同
左

骨
材

試
験

を
行

う
場

合
は

、
工

事
開

始
前

、
工

事
中

1
回

/
6
ヶ

月
以

上
お

よ
び

産
地

が
変

わ
っ

た
場

合
。

○

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
打

設
が

午
前

と
午

後
に

ま
た

が
る

場
合

は
、

午
前

に
１

回
コ

ン
ク

リ
ー

ト
打

設
前

に
行

い
、

そ
の

試
験

結
果

が
塩

化
物

総
量

の
規

制
値

の
1
/
2
以

下
の

場
合

は
、

午
後

の
試

験
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

１
試

験
の

測
定

回
数

は
3

回
と

す
る

）
試

験
の

判
定

は
3
回

の
測

定
値

の
平

均
値

。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は

、
「

海
砂

の
塩

化
物

イ
オ

ン
含

有
率

試
験

方
法

」
（

J
S
C
E
-
C
5
0
2
,
5
0
3
）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行

う
。

材 料
必 須
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

2
3

骨
材

の
単

位
容

積
質

量
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
4

　

○

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

絶
乾

密
度

：
2
.
5
以

上
細

骨
材

の
吸

水
率

：
3
.
5
%
以

下
粗

骨
材

の
吸

水
率

：
3
.
0
%
以

下
○

骨
材

の
微

粒
分

量
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
3

粗
骨

材
：

1
.
0
%
以

下
細

骨
材

：
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

表
面

が
す

り
へ

り
作

用
を

受
け

る
場

合
3
.
0
%
以

下
、

そ
の

他
の

場
合

5
.
0
%
以

下
（

砕
砂

お
よ

び
ス

ラ
グ

細
骨

材
を

用
い

た
場

合
は

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
表

面
が

す
り

へ
り

作
用

を
受

け
る

場
合

5
.
0
%
以

下
そ

の
他

の
場

合
7
.
0
%
以

下
）

　

○

砂
の

有
機

不
純

物
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
5

標
準

色
よ

り
淡

い
こ

と
。

濃
い

場
合

で
も

圧
縮

強
度

が
9
0
%
以

上
の

場
合

は
使

用
で

き
る

。

・
濃

い
場

合
は

、
J
I
S
 
A
 
1
1
4
2
「

有
機

不
純

物
を

含
む

細
骨

材
の

モ
ル

タ
ル

圧
縮

強
度

に
よ

る
試

験
方

法
」

に
よ

る
。

○

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
に

よ
る

砂
の

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
4
2

圧
縮

強
度

の
9
0
%
以

上
試

料
と

な
る

砂
の

上
部

に
お

け
る

溶
液

の
色

が
標

準
色

液
の

色
よ

り
濃

い
場

合
。

　

○

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

細
骨

材
：

1
.
0
%
以

下
粗

骨
材

：
0
.
2
5
%
以

下
　

○

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

細
骨

材
：

1
0
%
以

下
粗

骨
材

：
1
2
%
以

下
寒

冷
地

で
凍

結
の

お
そ

れ
の

あ
る

地
点

に
適

用
す

る
。

○

粗
骨

材
の

粒
形

判
定

実
績

率
試

験
J
I
S
 
A
 
5
0
0
5

5
5
%
以

上
粗

骨
材

は
採

取
箇

所
ま

た
は

、
品

質
の

変
更

が
あ

る
ご

と
に

1
回

。
　

○

細
骨

材
は

採
取

箇
所

ま
た

は
、

品
質

の
変

更
が

あ
る

ご
と

に
1
回

。
た

だ
し

、
覆

工
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
一

材
料

の
場

合
は

省
略

で
き

る
。

粗
骨

材
は

採
取

箇
所

ま
た

は
、

品
質

の
変

更
が

あ
る

ご
と

に
1
回

。

そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

材 料
吹 付 け コ ン ク リ ー ト (N A T M )

○

細
骨

材
は

採
取

箇
所

ま
た

は
、

品
質

の
変

更
が

あ
る

ご
と

に
1
回

。
た

だ
し

、
覆

工
コ

ン
ク

リ
ー

ト
と

同
一

材
料

の
場

合
は

省
略

で
き

る
。

粗
骨

材
は

採
取

箇
所

ま
た

は
、

品
質

の
変

更
が

あ
る

ご
と

に
1
回

。

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

設
計

図
書

に
よ

る
。
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

2
3

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
J
I
S
 
R
 
5
2
0
2

　

○

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
場

合
：

J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C

懸
濁

物
質

の
量

：
2
g
/
L
以

下
溶

解
性

蒸
発

残
留

物
の

量
：

1
g
/
L
以

下
塩

化
物

イ
オ

ン
量

：
2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0

分
以

内
、

終
結

は
6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
%
以

上

上
水

道
を

使
用

し
て

る
場

合
は

試
験

に
換

え
、

上
水

道
を

使
用

し
て

る
こ

と
を

示
す

資
料

に
よ

る
確

認
を

行
う

。

○

回
収

水
の

場
合

：
J
I
S
 
A
 
5
3
0
8
附

属
書

C

塩
化

物
イ

オ
ン

量
：

2
0
0
p
p
m
以

下
セ

メ
ン

ト
の

凝
結

時
間

の
差

：
始

発
は

3
0

分
以

内
、

終
結

は
6
0
分

以
内

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
比

：
材

齢
7
及

び
2
8
日

で
9
0
%
以

上

・
そ

の
原

水
は

上
水

道
水

及
び

上
水

道
水

以
外

の
水

の
規

定
に

適
合

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
。

○

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
J
I
S
 
R
 
5
2
0
1

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

/
月

以
上

　

○

吹 付 け コ ン ク リ ー ト (N A T M )

材 料
そ の 他 （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

１
回

/
年

以
上

お
よ

び
水

質
が

変
わ

っ
た

場
合

。
練

混
ぜ

水
の

水
質

試
験
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

2
3

バ
ッ

チ
ミ

キ
サ

の
場

合
：

　
J
I
S
 
A
 
1
1
1
9

　
J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
1

 
 
J
I
S
 
A
 
8
6
0
3
-
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
練

混
ぜ

量
公

称
容

量
の

場
合

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
モ

ル
タ

ル
単

位
容

積
質

量
差

：
0
.
8
%
以

下
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

：
5
%
以

下
　

圧
縮

強
度

平
均

値
か

ら
の

差
：

7
.
5
%
以

下 　
空

気
量

平
均

値
か

ら
の

差
：

1
0
%
以

下
　

ス
ラ

ン
プ

平
均

値
か

ら
の

差
：

1
5
%
以

下 公
称

容
量

の
1
/
2
の

場
合

　
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
モ

ル
タ

ル
単

位
容

積
質

量
差

0
.
8
%
以

下
　

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

単
位

粗
骨

材
量

の
差

5
%
以

下

○

連
続

ミ
キ

サ
の

場
合

：
土

木
学

会
規

準
J
S
C
E
-
I
 
5
0
2

コ
ン

ク
リ

ー
ト

中
の

モ
ル

タ
ル

単
位

容
積

質
量

差
：

0
.
8
%
以

下
コ

ン
ク

リ
ー

ト
中

の
単

位
粗

骨
材

量
の

差
：

5
%
以

下
圧

縮
強

度
差

：
7
.
5
%
以

下
空

気
量

差
：

1
%
以

下
ス

ラ
ン

プ
差

：
3
㎝

以
下

○

細
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
1
1

2
回

/
日

以
上

○

粗
骨

材
の

表
面

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
5

1
回

/
日

以
上

。

○

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ミ
キ

サ
の

練
混

ぜ
性

能
試

験

設
計

図
書

に
よ

る
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
以

外
の

場
合

に
適

用
す

る
。

吹 付 け コ ン ク リ ー ト (N A T M )

そ の 他

・
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

場
合

、
印

字
記

録
に

よ
り

確
認

を
行

う
。

水
：

±
1
%
以

内
セ

メ
ン

ト
：

±
1
%
以

内
骨

材
　

：
±

3
%
以

内
混

和
材

：
±

2
%
以

内
（

高
炉

ス
ラ

グ
微

粉
末

の
場

合
は

±
1
%
以

内
）

混
和

剤
：

±
3
%
以

内

計
量

設
備

の
計

量
精

度

工
事

開
始

前
及

び
工

事
中

１
回

/
年

以
上

。

製 造 （ プ ラ ン ト ） （ Ｊ Ｉ Ｓ マ ー ク 表 示 さ れ た レ デ ィ ミ ク ス ト コ ン ク リ ー ト を 使 用 す る 場 合 は 除 く ）

○

設
計

図
書

に
よ

る
。
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

2
3

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
圧

縮
強

度
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
8

土
木

学
会

規
準

J
S
C
E
 
F
5
6
1
-
2
0
0
5

1
回

の
試

験
結

果
は

指
定

し
た

呼
び

強
度

の
8
5
%
以

上
で

あ
る

こ
と

。
3
回

の
試

験
結

果
の

平
均

値
は

、
指

定
し

た
呼

び
強

度
以

上
で

あ
る

こ
と

。
（

1
回

の
試

験
結

果
は

、
3
個

の
供

試
体

の
試

験
値

の
平

均
値

）

ト
ン

ネ
ル

施
工

長
4
0
m
毎

に
1
回

　
材

齢
7

日
、

2
8
日

（
2
×

3
=
6
供

試
体

）
な

お
、

テ
ス

ト
ピ

ー
ス

は
現

場
に

配
置

さ
れ

た
型

枠
に

工
事

で
使

用
す

る
の

と
同

じ
コ

ン
ク

リ
ー

ト
を

吹
付

け
、

現
場

で
7
日

間
お

よ
び

2
8
日

間
放

置
後

、
φ

5
㎝

の
コ

ア
ー

を
切

り
取

り
キ

ャ
ッ

ピ
ン

グ
を

行
う

。
1
回

に
6
本

（
σ

7
…

3
本

、
σ

2
8
…

3
本

、
）

と
す

る
。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ス
ラ

ン
プ

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
1

ス
ラ

ン
プ

5
㎝

以
上

8
㎝

未
満

 
：

許
容

差
±

1
.
5
㎝

ス
ラ

ン
プ

8
㎝

以
上

1
8
㎝

以
下

：
許

容
差

±
2
.
5
㎝

・
荷

卸
し

時
1
回

/
日

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
～

1
5
0
m
3
ご

と
に

1
回

、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。

空
気

量
測

定
J
I
S
 
A
 
1
1
1
6

J
I
S
 
A
 
1
1
1
8

J
I
S
 
A
 
1
1
2
8

±
1
.
5
%
（

許
容

差
）

・
荷

卸
し

時
1
回

/
日

ま
た

は
構

造
物

の
重

要
度

と
工

事
の

規
模

に
応

じ
て

2
0
m
3
～

1
5
0
m
3
ご

と
に

1
回

、
お

よ
び

荷
卸

し
時

に
品

質
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。

コ
ア

に
よ

る
強

度
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
7

設
計

図
書

に
よ

る
。

品
質

に
異

常
が

認
め

ら
れ

た
場

合
に

行
う

。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

吹 付 け コ ン ク リ ー ト (N A T M )

施 工
必 須

塩
化

物
総

量
規

制
「

レ
デ

ィ
ー

ミ
ク

ス
ト

コ
ン

ク
リ

ー
ト

取
扱

基
準

」

原
則

0
.
3
㎏

/
m
3
以

下
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

打
設

が
午

前
と

午
後

に
ま

た
が

る
場

合
は

、
午

前
に

１
回

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

前
に

行
い

、
そ

の
試

験
結

果
が

塩
化

物
総

量
の

規
制

値
の

1
/
2
以

下
の

場
合

は
、

午
後

の
試

験
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

１
試

験
の

測
定

回
数

は
3

回
と

す
る

）
試

験
の

判
定

は
3
回

の
測

定
値

の
平

均
値

。

・
小

規
模

工
種

で
1
工

種
当

り
の

総
使

用
量

が
5
0
m
3
未

満
の

場
合

は
1
工

種
1
回

以
上

の
試

験
、

ま
た

は
レ

デ
ィ

ー
ミ

ク
ス

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
工

場
の

品
質

証
明

書
等

の
み

と
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
骨

材
に

海
砂

を
使

用
す

る
場

合
は

、
「

海
砂

の
塩

化
物

イ
オ

ン
含

有
率

試
験

方
法

」
（

J
S
C
E
-
C
5
0
2
,
5
0
3
）

ま
た

は
設

計
図

書
の

規
定

に
よ

り
行

う
。

そ の 他

－283－

品質管理基準及び規格値



工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

2
4

モ
ル

タ
ル

の
圧

縮
強

度
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
0
8

設
計

図
書

に
よ

る
。

1
)
施

工
開

始
前

に
1
回

2
)
施

工
中

は
、

ト
ン

ネ
ル

施
工

延
長

5
0
m

ご
と

に
1
回

3
)
製

造
工

場
ま

た
は

品
質

の
変

更
が

あ
る

ご
と

に
1
回

　

　

モ
ル

タ
ル

の
フ

ロ
ー

値
試

験
J
I
S
 
R
 
5
2
0
1

1
)
施

工
開

始
前

に
1
回

2
)
施

工
中

ま
た

は
必

要
の

都
度

3
)
製

造
工

場
ま

た
は

品
質

の
変

更
が

あ
る

ご
と

に
1
回

　

　

ロ
ッ

ク
ボ

ル
ト

の
引

抜
き

試
験

参
考

資
料

「
ロ

ッ
ク

ボ
ル

ト
の

引
抜

試
験

」
に

よ
る

掘
削

の
初

期
段

階
は

2
0
m
ご

と
に

、
そ

の
後

は
5
0
m
ご

と
に

実
施

、
１

断
面

当
た

り
３

本
均

等
に

行
う

（
た

だ
し

、
坑

口
部

で
は

両
側

壁
各

１
本

）
。

　

　

修
正

C
B
R
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
5

修
正

C
B
R
2
0
%
以

上
・

中
規

模
以

上
の

工
事

：
施

工
前

、
材

料
変

更
時

・
小

規
模

以
下

の
工

事
：

施
工

前

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡
　

土
の

粒
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
4

舗
装

再
生

便
覧

参
照

資
表

-
4
.
7
 
路

上
再

生
路

盤
骨

材
の

望
ま

し
い

粒
度

範
囲

に
よ

る

　

　

土
の

含
水

比
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

設
計

図
書

に
よ

る
。

　

　

土
の

液
性

限
界

・
塑

性
限

界
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

塑
性

指
数

P
I
：

9
以

下
　

　

材 料
2
5

　 路 上 再 生 路 盤 工

必 須

○

材 料
そ の 他

ロ ッ ク ボ ル ト (N A T M )

必 須
施 工

設
計

図
書

に
よ

る
。

外
観

検
査

（
ロ

ッ
ク

ボ
ル

ト
）

・
目

視
・

寸
法

計
測

設
計

図
書

に
よ

る
。

材
質

は
製

造
会

社
の

試
験

に
よ

る
。

　

当
初

及
び

材
料

の
変

化
時
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

セ
メ

ン
ト

の
物

理
試

験
J
I
S
 
R
 
5
2
0
1

　

○

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

の
化

学
分

析
J
I
S
 
R
 
5
2
0
2

　

○

現
場

密
度

の
測

定
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
1
9
1

基
準

密
度

の
9
3
%
以

上
。

1
,
0
0
0
㎡

に
1
回

　

　

土
の

一
軸

圧
縮

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
4
]
-
6
8

　

　

C
A
E
の

一
軸

圧
縮

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
4
]
-
6
9

C
A
E
の

一
軸

圧
縮

試
験

と
は

、
路

上
再

生
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
乳

剤
安

定
処

理
路

盤
材

料
の

一
軸

圧
縮

試
験

を
指

す
。

　

含
水

比
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

1
～

2
回

/
日

　

　

旧
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
針

入
度

　

　

旧
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
の

軟
化

点
　

　

既
設

表
層

混
合

物
の

密
度

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
3
]
-
9
1

　

　

既
設

表
層

混
合

物
の

最
大

比
重

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
4
]
-
2
2
9

　

　

十
分

な
デ

ー
タ

が
あ

る
場

合
や

事
前

調
査

時
の

デ
ー

タ
が

利
用

で
き

る
場

合
に

は
そ

れ
ら

を
用

い
て

も
よ

い
。

2
6

　 路 上 表 層 再 生 工

材 料
必 須

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

材
料

の
変

化
時

2
5

　 路 上 再 生 路 盤 工

当
初

及
び

材
料

の
変

化
時

そ の 他

工
事

開
始

前
、

工
事

中
1
回

/
月

以
上

J
I
S
 
R
 
5
2
1
0
（

ポ
ル

ト
ラ

ン
ド

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
1
（

高
炉

セ
メ

ン
ト

）
J
I
S
 
R
 
5
2
1
2
（

シ
リ

カ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
3
（

フ
ラ

イ
ア

ッ
シ

ュ
セ

メ
ン

ト
）

J
I
S
 
R
 
5
2
1
4
（

エ
コ

セ
メ

ン
ト

）

施 工
必 須

材 料

－285－

品質管理基準及び規格値



工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

既
設

表
層

混
合

物
の

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
抽

出
粒

度
分

析
試

験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
4
]
-
2
3
8

　

　

既
設

表
層

混
合

物
の

ふ
る

い
分

け
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
2
]
-
1
4

　

　

新
規

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
「

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

」
に

準
じ

る
。

同
左

　

○

現
場

密
度

の
測

定
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
3
]
-
9
1

9
6
%
以

上
1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
１

個
空

隙
率

に
よ

る
管

理
で

も
よ

い
。

　

温
度

測
定

温
度

計
に

よ
る

。
1
1
0
℃

以
上

随
時

測
定

値
の

記
録

は
、

1
日

4
回

（
午

前
・

午
後

各
2
回

）
　

か
き

ほ
ぐ

し
深

さ
「

舗
装

再
生

便
覧

」
付

録
-
8
に

準
じ

る
。

-
0
.
7
c
m
以

内
1
,
0
0
0
㎡

毎
　

　

粒
度

（
2
.
3
6
m
m
フ

ル
イ

）
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
2
]
-
1
4

2
.
3
6
m
m
ふ

る
い

：
±

1
2
%
以

内

　

粒
度

（
7
5
μ

m
フ

ル
イ

）
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
2
]
-
1
4

7
5
μ

m
ふ

る
い

：
±

5
%
以

内

　

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
抽

出
粒

度
分

析
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
2
3
8

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
：

±
0
.
9
%
以

内

　

適
宜

目
標

値
を

設
定

し
た

場
合

の
み

実
施

す
る

。

2
6

　 路 上 表 層 再 生 工

十
分

な
デ

ー
タ

が
あ

る
場

合
や

事
前

調
査

時
の

デ
ー

タ
が

利
用

で
き

る
場

合
に

は
そ

れ
ら

を
用

い
て

も
よ

い
。

当
初

及
び

材
料

の
変

化
時

材 料
必 須

施 工
必 須 そ の 他

－286－

品質管理基準及び規格値



工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
2

○

骨
材

の
密

度
及

び
吸

水
率

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
0
9

J
I
S
 
A
 
1
1
1
0

○

骨
材

中
の

粘
土

塊
量

の
試

験
J
I
S
 
A
 
1
1
3
7

○

粗
骨

材
の

形
状

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
2
]
-
4
5

○

フ
ィ

ラ
ー

の
粒

度
試

験
J
I
S
 
A
 
5
0
0
8

○

フ
ィ

ラ
ー

の
水

分
試

験
J
I
S
 
A
 
5
0
0
8

○

フ
ィ

ラ
ー

の
塑

性
指

数
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
5

○

フ
ィ

ラ
ー

の
フ

ロ
ー

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
2
]
-
6
5

○

製
鋼

ス
ラ

グ
の

水
浸

膨
張

性
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
2
]
-
7
7

○

規
格

値

「
舗

装
施

工
便

覧
」

3
-
3
-
2
(
3
)
に

よ
る

。

砕
石

・
玉

砕
、

製
鋼

ス
ラ

グ
（

S
S
）

　
 
表

乾
比

重
：

2
.
4
5
以

上
　

 
吸

水
率

　
：

3
.
0
%
以

下

粘
土

、
粘

土
塊

量
：

0
.
2
5
%
以

下

細
長

、
あ

る
い

は
偏

平
な

石
片

：
1
0
%
以

下

「
舗

装
施

工
便

覧
」

3
-
3
-
2
(
4
)
に

よ
る

。

1
%
以

下

水
浸

膨
張

比
：

2
.
0
%
以

下

2
7

　 排 水 性 舗 装 工 ・ 透 水 性 舗 装 工

材 料
必 須

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

当
初

、
試

験
練

り
検

査
結

果
に

よ
り

省
略

す
る

｡

そ の 他

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

当
初

、
試

験
練

り
検

査
結

果
に

よ
り

省
略

す
る

｡

4
以

下

5
0
%
以

下
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

規
格

値

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

○

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
に

よ
る

骨
材

の
安

定
性

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

○

粗
骨

材
中

の
軟

石
量

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
6

○

針
入

度
試

験
J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

○

軟
化

点
試

験
J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

○

伸
度

試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

○

引
火

点
試

験
J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
1

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
2

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
3

J
I
S
 
K
 
2
2
6
5
-
4

○

薄
膜

加
熱

質
量

変
化

率
J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

○

薄
膜

加
熱

針
入

度
残

留
率

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

○

タ
フ

ネ
ス

・
テ

ナ
シ

テ
ィ

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
2
]
-
2
4
4

○

密
度

試
験

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

○

6
5
%
以

上

2
7

　 排 水 性 舗 装 工 ・ 透 水 性 舗 装 工

材 料
そ の 他

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前

8
0
.
0
℃

以
上

5
0
c
m
以

上
（

1
5
℃

）

2
6
0
℃

以
上

0
.
6
%
以

下

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

当
初

、
試

験
練

り
検

査
結

果
に

よ
り

省
略

す
る

｡

砕
石

・
玉

砕
、

製
鋼

ス
ラ

グ
（

S
S
）

：
3
0
%

以
下

損
失

量
：

1
2
%
以

下

軟
石

量
：

5
%
以

下

4
0
(
1
/
1
0
m
m
）

以
上

タ
フ

ネ
ス

：
2
0
N
・

m
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

規
格

値

粒
度

（
2
.
3
6
m
m
フ

ル
イ

）
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
2
]
-
1
4

○

粒
度

（
7
5
μ

m
フ

ル
イ

）
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
2
]
-
1
4

○

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
抽

出
粒

度
分

析
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
2
3
8

○

温
度

測
定

（
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
・

骨
材

・
混

合
物

）
温

度
計

に
よ

る
。

随
時

　

○

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
3
]
-
3
9

○

ラ
ベ

リ
ン

グ
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
3
]
-
1
7

○

カ
ン

タ
ブ

ロ
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
3
]
-
1
1
1

○

温
度

測
定

（
初

期
締

固
め

前
）

温
度

計
に

よ
る

。
随

時
測

定
値

の
記

録
は

、
1
日

4
回

（
午

前
・

午
後

各
2
回

）
　

現
場

透
水

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
1
]
-
1
2
2

・
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
、

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
、

1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
１

個
加

算
す

る
。

・
3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

。
　

設
計

図
書

に
よ

る
。

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

耐
流

動
性

の
確

認

プ ラ ン ト

必 須
・

混
合

物
の

種
類

毎
に

累
計

使
用

量
が

1
,
0
0
0
ｔ

毎
に

１
回

行
う

も
の

と
す

る
。

・
印

字
に

よ
る

場
合

は
、

舗
装

施
工

便
覧

（
平

成
1
8
年

版
）

表
1
0
.
5
.
1
に

よ
る

。

・
印

字
記

録
は

、
当

該
工

事
以

前
の

1
,
0
0
0
バ

ッ
チ

の
デ

ー
タ

を
提

出
す

る
こ

と
。

そ の 他

2
.
3
6
m
m
ふ

る
い

：
±

1
2
%
以

内
基

準
粒

度

7
5
μ

m
ふ

る
い

：
±

5
%
以

内
基

準
粒

度

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
：

±
0
.
9
%
以

内

配
合

設
計

で
決

定
し

た
混

合
温

度
。

設
計

図
書

に
よ

る
。

1
4
0
～

1
6
0
℃

1
,
0
0
0
m
L
/
1
5
s
e
c
以

上
3
0
0
m
L
/
1
5
s
e
c
以

上
（

歩
道

箇
所

）

2
7

　 排 水 性 舗 装 工 ・ 透 水 性 舗 装 工

舗 設 現 場

必 須
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

規
格

値

個
々

の
測

定
値

測
定

値
の

平
均

値
Ｘ＿

n

車
道

基
準

密
度

の
9
4
％

以
上

Ｘ＿
3
＝

9
6
.
5
％

以
上

Ｘ＿
4
～

6
＝

9
6
.
0
％

以
上

Ｘ＿
7
～

1
0
＝

9
6
.
0
％

以
上

歩
道

基
準

密
度

の
9
0
％

以
上

Ｘ＿
3
＝

9
2
.
5
％

以
上

Ｘ＿
4
～

6
＝

9
2
.
0
％

以
上

外
観

検
査

（
混

合
物

）
目

視
随

時
　

　

再
生

骨
材

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

抽
出

後
の

骨
材

粒
度

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
2
]
-
1
4

○

再
生

骨
材

旧
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
含

有
量

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
4
]
-
2
3
8

○

再
生

骨
材

旧
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
針

入
度

マ
ー

シ
ャ

ル
安

定
度

試
験

に
よ

る
再

生
骨

材
の

旧
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
性

状
判

定
方

法

再
生

混
合

物
製

造
日

ご
と

に
1
回

。
１

日
の

再
生

骨
材

使
用

量
が

5
0
0
ｔ

を
超

え
る

場
合

は
2
回

。
１

日
の

再
生

骨
材

使
用

量
が

1
0
0
ｔ

未
満

の
場

合
は

、
再

生
骨

材
を

使
用

し
な

い
日

を
除

い
て

2
日

に
1
回

と
す

る
。

試
験

練
り

立
会

い
検

査
結

果
の

提
出

に
よ

り
省

略
で

き
る

。

○

再
生

骨
材

洗
い

試
験

で
失

わ
れ

る
量

舗
装

再
生

便
覧

再
生

骨
材

使
用

量
5
0
0
ｔ

ご
と

に
1
回

。
洗

い
試

験
で

失
わ

れ
る

量
と

は
、

試
料

の
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
コ

ン
ク

リ
ー

ト
再

生
骨

材
の

水
洗

前
の

7
5
μ

m
ふ

る
い

に
と

ど
ま

る
も

の
と

、
水

洗
後

の
7
5
μ

m
ふ

る
い

に
と

ど
ま

る
も

の
を

気
乾

も
し

く
は

6
0
℃

以
下

の
炉

乾
燥

し
、

そ
の

質
量

の
差

か
ら

も
と

め
る

。

○

再
生

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
J
I
S
 
K
 
2
2
0
7

2
回

以
上

及
び

材
料

の
変

化
　

○

　

3
.
8
%
以

上

2
0
(
1
/
1
0
m
m
)
以

上
（

2
5
℃

）

5
%
以

下

J
I
S
 
K
 
2
2
0
7
石

油
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
規

格

材 料
必 須

試
験

練
り

立
会

い
検

査
結

果
の

提
出

に
よ

り
省

略
で

き
る

。

舗 設 現 場

必 須

再
生

骨
材

使
用

量
5
0
0
ｔ

ご
と

に
1
回

。
2
8

　 プ ラ ン ト 再 生 舗 装 工2
7

　 排 水 性 舗 装 工 ・ 透 水 性 舗 装 工

現
場

密
度

の
測

定
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
3
]
-
9
7

　

・
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
、

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
、

1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
１

個
加

算
す

る
。

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

試
験

基
準

摘
　

　
要

試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

規
格

値

粒
度

（
2
.
3
6
m
m
フ

ル
イ

）

○

粒
度

（
7
5
μ

m
フ

ル
イ

）

○

再
生

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
4
]
-
2
3
8

○

水
浸

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
3
]
-
5
7

耐
水

性
の

確
認

○

ホ
イ

ー
ル

ト
ラ

ッ
キ

ン
グ

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
3
]
-
3
9

耐
流

動
性

の
確

認
○

ラ
ベ

リ
ン

グ
試

験
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
3
]
-
1
7

耐
磨

耗
性

の
確

認
○

外
観

検
査

（
混

合
物

）
目

視
　

　

温
度

測
定

（
初

期
締

固
め

前
）

温
度

計
に

よ
る

。
測

定
値

の
記

録
は

、
1
日

4
回

（
午

前
・

午
後

各
2
回

）
　

個
々

の
測

定
値

測
定

値
の

平
均

値
Ｘ＿

n

車
道

基
準

密
度

の
9
4
％

以
上

Ｘ＿
3
＝

9
6
.
5
％

以
上

Ｘ＿
4
～

6
＝

9
6
.
0
％

以
上

Ｘ＿
7
～
＝

9
6
.
0
％

以
上

歩
道

基
準

密
度

の
9
0
％

以
上

Ｘ＿
3
＝

9
2
.
5
％

以
上

Ｘ＿
4
～
＝

9
2
.
0
％

以
上

そ の 他

プ ラ ン ト

必 須
2
.
3
6
m
m
ふ

る
い

：
±

1
2
%
以

内
再

ア
ス

処
理

の
場

合
、

2
.
3
6
㎜

：
±

1
5
%
以

内 印
字

記
録

に
よ

る
場

合
は

、
舗

装
再

生
便

覧
表

-
2
.
8
.
5
に

よ
る

。

同
左

・
混

合
物

の
種

類
毎

に
累

計
使

用
量

が
1
,
0
0
0
ｔ

毎
に

１
回

行
う

も
の

と
す

る
。

・
印

字
に

よ
る

場
合

は
、

舗
装

施
工

便
覧

（
平

成
1
8
年

版
）

表
1
0
.
5
.
1
に

よ
る

。

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

 
[
2
]
-
1
4

随
時

　 　

・
印

字
記

録
は

、
当

該
工

事
以

前
の

1
,
0
0
0
バ

ッ
チ

の
デ

ー
タ

を
提

出
す

る
こ

と
。

7
5
μ

m
ふ

る
い

：
±

5
%
以

内
再

ア
ス

処
理

の
場

合
、

7
5
μ

m
：

±
6
%
以

内
印

字
記

録
に

よ
る

場
合

は
、

舗
装

再
生

便
覧

表
-
2
.
8
.
5
に

よ
る

。

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
：

±
0
.
9
%
以

内
再

ア
ス

処
理

の
場

合
、

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

量
：

±
1
.
2
%
以

内
印

字
記

録
に

よ
る

場
合

は
舗

装
再

生
便

覧
表

-
2
.
8
.
5
に

よ
る

。

設
計

図
書

に
よ

る
。

現
場

密
度

の
測

定
舗

装
調

査
・

試
験

法
便

覧
 
[
3
]
-
9
1

・
2
,
0
0
0
㎡

ま
で

は
３

個
と

し
、

2
,
0
0
0
㎡

を
超

え
る

場
合

は
、

1
,
0
0
0
㎡

に
つ

き
１

個
加

算
す

る
。

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
3
0
0
㎡

以
下

は
省

略
で

き
る

｡

　

2
8

　 プ ラ ン ト 再 生 舗 装 工

舗 設 現 場

必 須
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

2
9

機
械

試
験

（
Ｊ

Ｉ
Ｓ

マ
ー

ク
表

示
品

以
外

か
つ

ミ
ル

シ
ー

ト
照

合
不

可
な

主
部

材
）

J
I
S
に

よ
る

試
験

対
象

と
す

る
材

料
は

監
督

員
と

協
議

の
う

え
選

定
す

る
。

外
観

検
査

（
付

属
部

材
）

目
視

お
よ

び
計

測

表
面

粗
さ

目
視

主
要

部
材

：
5
0
μ

m
Ｒ

y
以

下
二

次
部

材
：

1
0
0
μ

m
Ｒ

y
以

下
　

表
面

あ
ら

さ
と

は
、

J
I
S
 
B
 
0
6
0
1
に

規
定

す
る

表
面

の
粗

度
を

あ
ら

わ
し

、
5
0
μ

m
Ｒ

y
と

は
表

面
あ

ら
さ

5
0
/
1
,
0
0
0
m
m
の

凸
凹

を
示

す
。

　

ノ
ッ

チ
深

さ
・

目
視

・
計

測
主

要
部

材
：

ノ
ッ

チ
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い 二

次
部

材
：

1
m
m
以

下

　
ノ

ッ
チ

深
さ

と
は

、
ノ

ッ
チ

上
縁

か
ら

谷
ま

で
の

深
さ

を
示

す
。

　

ス
ラ

グ
塊

状
の

ス
ラ

グ
が

点
在

し
、

付
着

し
て

い
る

が
、

こ
ん

跡
を

残
さ

ず
容

易
に

は
く

離
す

る
も

の
。

　

　

上
縁

の
溶

け
わ

ず
か

に
丸

み
を

お
び

て
い

る
が

、
滑

ら
か

な
状

態
の

も
の

。
　

　

平
面

度
目

視
　

　

　

ベ
ベ

ル
精

度
　

　

　

真
直

度
　

　

　

J
I
S
に

よ
る

J
I
S
に

よ
る

外
観

・
規

格
（

主
部

材
）

現
物

照
合

、
帳

票
確

認
現

物
と

ミ
ル

シ
ー

ト
の

整
合

性
が

確
認

で
き

る
こ

と
。

規
格

、
品

質
が

ミ
ル

シ
ー

ト
で

確
認

で
き

る
こ

と
。

設
計

図
書

に
よ

る
（

日
本

溶
接

協
会

規
格

「
ガ

ス
切

断
面

の
品

質
基

準
」

に
基

づ
く

）

○
工 場 製 作 工 (鋼 橋 用 鋼 材 ）

材 料
必 須

目
視

計
測

器
に

よ
る

計
測

3
0

　 ガ ス 切 断 工

施 工
必 須 そ の 他

－292－
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

引
張

試
験

：
開

先
溶

接
J
I
S
 
Z
 
2
2
4
1

引
張

強
さ

が
母

材
の

規
格

値
以

上
。

試
験

片
の

形
状

：
J
I
S
 
Z
 
3
1
2
1
　

1
号

試
験

片
の

個
数

：
2

○

型
曲

げ
試

験
（

1
9
m
m
未

満
裏

曲
げ

）
（

1
9
m
m
以

上
側

曲
げ

）
：

開
先

溶
接

J
I
S
 
Z
 
3
1
2
2

亀
裂

が
生

じ
て

は
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

亀
裂

の
発

生
原

因
が

ブ
ロ

ー
ホ

ー
ル

あ
る

い
は

ス
ラ

グ
巻

き
込

み
で

あ
る

こ
と

が
確

認
さ

れ
、

か
つ

、
亀

裂
の

長
さ

が
3
m
m
以

下
の

場
合

は
許

容
す

る
も

の
と

す
る

。

試
験

片
の

形
状

：
J
I
S
 
Z
 
3
1
2
2

試
験

片
の

個
数

：
2

○

衝
撃

試
験

：
開

先
溶

接
J
I
S
 
Z
 
2
2
4
2

溶
接

金
属

お
よ

び
溶

接
熱

影
響

部
で

母
材

の
規

格
値

以
上

（
そ

れ
ぞ

れ
3
個

の
平

均
）

。

試
験

片
の

形
状

：
J
I
S
 
Z
 
2
2
4
2
　

4
号

試
験

片
の

採
取

位
置

：
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋

編
1
7
.
4
.
4
溶

接
施

工
法

　
図

-
1
7
.
4
.
2
衝

撃
試

験
片

試
験

片
の

個
数

：
各

部
位

に
つ

き
3

○

マ
ク

ロ
試

験
：

開
先

溶
接

J
I
S
 
G
 
0
5
5
3
に

準
じ

る
。

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

試
験

片
の

個
数

：
1

○

非
破

壊
試

験
：

開
先

溶
接

J
I
S
 
Z
 
3
1
0
4

引
張

側
：

2
類

以
上

圧
縮

側
：

3
類

以
上

試
験

片
の

個
数

：
試

験
片

継
手

全
長

○

マ
ク

ロ
試

験
：

す
み

肉
溶

接
J
I
S
 
G
 
0
5
5
3
に

準
じ

る
。

欠
陥

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

試
験

片
の

形
状

：
「

日
本

道
路

協
会

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

」
Ⅱ

鋼
橋

編
1
7
.
4
.
4

溶
接

　
図

-
1
7
.
4
.
3
す

み
肉

溶
接

試
験

（
マ

ク
ロ

試
験

）
溶

接
方

法
お

よ
び

試
験

片
の

形
状

試
験

片
の

個
数

：
1

・
溶

接
方

法
は

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・

同
解

説
」

Ⅱ
鋼

橋
編

1
8
.
4
.
4
溶

接
施

工
法

　
図

-
1
8
.
4
.
3
す

み
肉

溶
接

試
験

（
マ

ク
ロ

試
験

）
溶

接
方

法
及

び
試

験
片

の
形

状
に

よ
る

。
・

な
お

、
過

去
に

同
等

も
し

く
は

そ
れ

以
上

の
条

件
で

溶
接

施
工

試
験

を
行

い
、

か
つ

施
工

経
験

を
も

つ
工

場
で

は
、

そ
の

時
の

試
験

報
告

書
に

よ
っ

て
判

断
し

、
溶

接
施

工
試

験
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

○

・
溶

接
方

法
は

「
日

本
道

路
協

会
道

路
橋

示
方

書
・

同
解

説
」

Ⅱ
鋼

橋
編

1
8
.
4
.
4
溶

接
施

工
法

　
図

-
1
8
.
4
.
1
開

先
溶

接
試

験
溶

接
方

法
に

よ
る

。
・

な
お

、
過

去
に

同
等

も
し

く
は

そ
れ

以
上

の
条

件
で

溶
接

施
工

試
験

を
行

い
、

か
つ

施
工

経
験

を
も

つ
工

場
で

は
、

そ
の

時
の

試
験

報
告

書
に

よ
っ

て
判

断
し

、
溶

接
施

工
試

験
を

省
略

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

3
1

　 溶 接 工

施 工
必 須
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

引
張

試
験

：
ス

タ
ッ

ド
溶

接
J
I
S
 
Z
 
2
2
4
1

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

に
よ

る
試

験
片

の
形

状
：

J
I
S
 
B
 
1
1
9
8

試
験

片
の

個
数

：
3

○

曲
げ

試
験

：
ス

タ
ッ

ド
溶

接
J
I
S
 
Z
 
3
1
4
5

溶
接

部
に

亀
裂

を
生

じ
て

は
な

ら
な

い
。

試
験

片
の

形
状

：
J
I
S
 
Z
 
3
1
4
5

試
験

片
の

個
数

：
3

○

突
合

せ
継

手
の

内
部

欠
陥

に
対

す
る

検
査

J
I
S
 
Z
 
3
1
0
4

引
張

側
：

2
類

以
上

圧
縮

側
：

3
類

以
上

R
T
の

場
合

は
J
I
S
 
Z
 
3
1
0
4
に

よ
る

。
U
T
の

場
合

は
J
I
S
 
Z
 
3
0
6
0
に

よ
る

。
「

鋼
道

路
橋

の
疲

労
設

計
指

針
H
1
4
.
3
」

に
よ

る
継

手
の

設
計

を
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

疲
労

強
度

等
級

の
条

件
に

よ
る

こ
と

。
（

等
級

に
応

じ
て

、
内

部
キ

ズ
の

規
格

値
は

3
m
m
以

下
あ

る
い

は
、

板
厚

/
6
m
m

以
下

と
な

る
）

○

外
観

検
査

（
割

れ
）

・
目

視
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明
確

に
し

た
上

で
目

視
検

査
す

る
。

目
視

は
全

延
長

実
施

す
る

。
た

だ
し

、
疑

わ
し

い
場

合
は

、
磁

粉
深

傷
法

又
は

浸
透

液
深

傷
法

を
用

い
る

。

外
観

形
状

検
査

（
ビ

ー
ド

表
面

の
ピ

ッ
ト

）
主

要
部

材
の

突
合

せ
継

手
及

び
断

面
を

構
成

す
る

Ｔ
継

手
、

か
ど

継
手

に
は

、
ビ

ー
ド

表
面

に
ピ

ッ
ト

が
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

そ
の

他
の

す
み

肉
溶

接
及

び
部

分
溶

込
み

開
先

溶
接

に
は

、
1
継

手
に

つ
き

３
個

又
は

継
手

長
さ

1
m
に

つ
き

3
個

ま
で

を
許

容
す

る
も

の
と

す
る

。
た

だ
し

、
ピ

ッ
ト

の
大

き
さ

が
1
m
m
以

下
の

場
合

は
、

3
個

を
1
個

と
し

て
計

算
す

る
も

の
と

す
る

。

外
観

形
状

検
査

（
ビ

ー
ド

表
面

の
凹

凸
）

ビ
ー

ド
表

面
の

凹
凸

は
、

ビ
ー

ド
長

さ
2
5
m
m
の

範
囲

で
3
m
m
以

下
。

　

外
観

形
状

検
査

（
ア

ン
ダ

ー
カ

ッ
ト

）
ア

ン
ダ

ー
カ

ッ
ト

の
深

さ
は

、
0
.
5
m
m
以

下
で

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
「

鋼
道

路
橋

の
疲

労
設

計
指

針
H
1
4
.
3
」

に
よ

る
継

手
の

設
計

を
行

っ
て

い
る

場
合

は
、

疲
労

強
度

等
級

の
条

件
に

よ
る

こ
と

。
（

等
級

に
応

じ
て

、
ア

ン
ダ

ー
カ

ッ
ト

の
規

格
値

は
0
.
3
m
m
以

下
あ

る
い

は
、

0
.
0
m
m
と

な
る

）

な
お

、
過

去
に

同
等

も
し

く
は

そ
れ

以
上

の
条

件
で

溶
接

施
工

試
験

を
行

い
、

か
つ

施
工

経
験

を
も

つ
工

場
で

は
、

そ
の

時
の

試
験

報
告

書
に

よ
っ

て
判

断
し

溶
接

施
工

試
験

を
省

略
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

3
1

　 溶 接 工

施 工
必 須

・
目

視
及

び
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計
測

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明
確

に
し

た
上

で
、

目
視

確
認

に
よ

り
疑

わ
し

い
箇

所
を

測
定

す
る

。
目

視
は

全
延

長
実

施
す

る
。
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

外
観

検
査

（
オ

ー
バ

ー
ラ

ッ
プ

）
・

目
視

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
検

査
体

制
、

検
査

方
法

を
明

確
に

し
た

上
で

目
視

検
査

す
る

。
　

外
観

形
状

検
査

（
す

み
肉

溶
接

サ
イ

ズ
）

す
み

肉
溶

接
の

サ
イ

ズ
お

よ
び

の
ど

厚
は

、
指

定
す

み
肉

サ
イ

ズ
お

よ
び

の
ど

厚
を

下
回

っ
て

は
な

ら
な

い
。

た
だ

し
、

１
溶

接
線

の
両

端
各

5
0
m
m
を

除
く

部
分

で
は

、
溶

接
長

さ
の

1
0
%
ま

で
の

範
囲

で
、

サ
イ

ズ
お

よ
び

の
ど

厚
と

も
に

-
1
.
0
m
m
の

誤
差

を
認

め
る

も
の

と
す

る
。

　

外
観

形
状

検
査

（
余

盛
高

さ
）

道
路

橋
示

方
書

・
同

解
説

に
よ

る
　

外
観

形
状

検
査

（
ア

ー
ク

ス
タ

ッ
ド

）
・

余
盛

り
形

状
の

不
整

：
余

盛
り

は
全

周
に

わ
た

り
包

囲
し

て
い

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
な

お
、

余
盛

り
は

高
さ

1
m
m
、

幅
0
.
5
m
m
以

上
・

ク
ラ

ッ
ク

お
よ

び
ス

ラ
グ

巻
込

み
：

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
・

ア
ン

ダ
ー

カ
ッ

ト
：

す
る

ど
い

切
欠

状
の

ア
ン

ダ
ー

カ
ッ

ト
が

あ
っ

て
は

な
ら

な
い

。
た

だ
し

、
グ

ラ
イ

ン
ダ

ー
仕

上
げ

量
が

０
.
5
m
m
以

内
に

納
ま

る
も

の
は

仕
上

げ
て

合
格

と
す

る
。

・
ス

タ
ッ

ド
ジ

ベ
ル

の
仕

上
り

高
さ

：
（

設
計

値
±

2
m
m
）

を
こ

え
て

は
な

ら
な

い
。

　

そ の 他

ハ
ン

マ
ー

打
撃

試
験

ハ
ン

マ
ー

打
撃

わ
れ

な
ど

の
欠

陥
を

生
じ

な
い

も
の

を
合

格
。

外
観

検
査

の
結

果
が

不
合

格
と

な
っ

た
ス

タ
ッ

ド
ジ

ベ
ル

に
つ

い
て

全
数

。
外

観
検

査
の

結
果

が
合

格
の

ス
タ

ッ
ド

ジ
ベ

ル
の

中
か

ら
１

％
に

つ
い

て
抜

取
り

曲
げ

検
査

を
行

な
う

も
の

と
す

る
。

・
余

盛
が

包
囲

し
て

い
な

い
ス

タ
ッ

ド
ジ

ベ
ル

は
、

そ
の

方
向

と
反

対
の

1
5
°

の
角

度
ま

で
曲

げ
る

も
の

と
す

る
。

・
1
5
°

曲
げ

て
も

欠
陥

の
生

じ
な

い
も

の
は

、
元

に
戻

す
こ

と
な

く
、

曲
げ

た
ま

ま
に

し
て

お
く

も
の

と
す

る
。

　

・
目

視
及

び
ノ

ギ
ス

等
に

よ
る

計
測

検
査

体
制

、
検

査
方

法
を

明
確

に
し

た
上

で
、

目
視

確
認

に
よ

り
疑

わ
し

い
箇

所
を

測
定

す
る

。
目

視
は

全
延

長
実

施
す

る
。

3
1

　 溶 接 工

施 工
必 須
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

3
2

土
粒

子
の

密
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
2

土
の

含
水

比
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。

土
の

透
水

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
8

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。

3
3

土
粒

子
の

密
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
2

土
の

含
水

比
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

3
4

土
粒

子
の

密
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
2

土
の

含
水

比
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

施 工
そ の 他

硬
度

プ
ロ

ク
タ

ー
ニ

ド
ー

ル
陸

上
競

技
場

　
5
0
～

1
1
0

野
球

場
　

3
0
～

8
0

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

　
4
0
～

1
1
0

1
,
0
0
0
㎡

毎

J
I
S
 
A
 
1
2
0
4

土 舗 装 材 （ 公 園 ） ク レ ー 舗 装 材 （ 公 園 ）

土
の

粒
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
4

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。

○ ○ ○

材 料
そ の 他そ の 他

土
の

粒
度

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
0
4

た た き 粘 土 （ 公 園 ）

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。

材 料
そ の 他

設
計

図
書

に
よ

る
。

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。

材 料

土
の

粒
度

試
験
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

3
5

土
の

含
水

比
試

験
J
I
S
 
A
 
1
2
0
3

設
計

図
書

に
よ

る
。

・
路

体
：

当
初

及
び

土
質

の
変

化
し

た
時

。
・

路
床

：
含

水
比

の
変

化
が

認
め

ら
れ

た
時

。

○

施 工
そ の 他

硬
度

プ
ロ

ク
タ

ー
ニ

ド
ー

ル
陸

上
競

技
場

　
5
0
～

1
1
0

テ
ニ

ス
コ

ー
ト

　
4
0
～

1
1
0

1
,
0
0
0
㎡

毎

3
6

岩
石

の
吸

水
率

J
I
S
 
A
 
5
0
0
6

設
計

図
書

に
よ

る
。

原
則

と
し

て
産

地
毎

に
当

初
及

び
岩

質
の

変
化

し
た

時
。

・
5
0
0
m
3
以

下
は

監
督

員
承

諾
を

得
て

省
略

で
き

る
。

・
参

考
値

：
　

・
硬

石
　

：
5
%
未

満
　

・
準

硬
石

：
5
%
以

上
1
5
%
未

満
　

・
軟

石
　

：
1
5
%
以

上

○

岩
石

の
圧

縮
強

さ
J
I
S
 
A
 
5
0
0
6

設
計

図
書

に
よ

る
。

原
則

と
し

て
産

地
毎

に
当

初
及

び
岩

質
の

変
化

し
た

時
。

・
5
0
0
m
3
以

下
は

監
督

員
承

諾
を

得
て

省
略

で
き

る
。

・
参

考
値

：
　

・
硬

石
：

4
9
0
3
N
/
c
m
2
以

上
　

・
準

硬
石

：
9
8
0
.
6
6
N
/
c
m
2
以

上
　

　
　

　
　

　
4
9
0
3
N
/
c
m
2
未

満
　

・
軟

石
：

9
8
0
.
6
6
N
/
c
m
2
未

満

○

岩
石

の
形

状
J
I
S
 
A
 
5
0
0
6

う
す

っ
ぺ

ら
な

も
の

、
細

長
い

も
の

で
あ

っ
て

は
な

ら
な

い
。

5
,
0
0
0
m
3
に

つ
き

1
回

の
割

で
行

う
。

但
し

、
5
,
0
0
0
m
3
以

下
の

も
の

は
1
工

事
2

回
実

施
す

る
。

5
0
0
m
3
以

下
は

監
督

員
承

諾
を

得
て

省
略

で
き

る
。

○

原
則

と
し

て
産

地
毎

に
当

初
及

び
岩

質
の

変
化

し
た

時
。

・
5
0
0
m
3
以

下
は

監
督

員
承

諾
を

得
て

省
略

で
き

る
。

・
参

考
値

：
　

・
硬

石
　

：
約

2
.
7
～

2
.
5
g
/
c
m
3

　
・

準
硬

石
：

約
2
.
5
～

2
g
/
c
m
3

　
・

軟
石

　
：

約
2
g
/
c
m
3
未

満

○

舗 装 用 石 材  積 み ・ 張 り 用 石 材 （ 公 園 ）ア ン ツ ー カ ー 舗 装 材 （ 公 園 ）

岩
石

の
見

掛
比

重
材 料

そ の 他

J
I
S
 
A
 
5
0
0
6

設
計

図
書

に
よ

る
。

物
性

値
･
成

分
値

は
製

造
者

か
ら

の
試

験
表

に
よ

る
○ ○

材 料
そ の 他

材 料
そ の 他

粗
骨

材
の

形
状

試
験

舗
装

調
査

・
試

験
法

便
覧

[
2
]
-
4
5

・
中

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

以
上

と
す

る
｡

・
小

規
模

工
事

：
2
,
0
0
0
㎡

未
満

と
す

る
｡

・
材

料
の

品
質

証
明

書
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
・

当
初

、
試

験
練

り
検

査
結

果
に

よ
り

省
略

す
る

｡

試
験

表
の

確
認

細
長

、
あ

る
い

は
扁

平
な

石
片

：
1
0
％

以
下

・
中

規
模

以
上

の
工

事
：

施
工

前
、

材
料

変
更

時
・

小
規

模
以

下
の

工
事

：
施

工
前
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

3
7

修
正

Ｃ
Ｂ

Ｒ
の

測
定

舗
装

試
験

便
覧

路
盤

材
料

の
修

正
Ｃ

Ｂ
Ｒ

試
験

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

５
㎜

以
下

9
～

1
5
％

以
下

骨
材

の
洗

い
試

験

粗
骨

材
の

す
り

へ
り

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
1

4
5
％

以
下

骨
材

の
安

定
性

試
験

J
I
S
 
A
 
1
1
2
2

2
0
％

以
下

凍
上

試
験

強
熱

減
量

試
験

土
の

透
水

試
験

J
I
S
 
A
 
1
2
1
8

特
記

仕
様

書
に

よ
る

。

締
固

め
度

の
測

定
現

場
密

度
測

定
方

法
・

Ａ
類

3
0
0
㎡

毎
に

１
箇

所
。

・
Ｂ

･
Ｃ

類
1
,
5
0
0
㎡

毎
に

１
箇

所
。

骨
材

の
ふ

る
い

分
け

試
験

５
㎜

以
下

9
～

1
5
％

以
下

搬
入

時
１

回
。

そ
の

後
､
観

察
に

よ
り

異
常

が
認

め
ら

れ
た

時
､
随

時
。

骨
材

の
洗

い
試

験

火 山 砂 利 （ 公 園 ）

最
大

乾
燥

密
度

の
測

定
J
I
S
 
A
 
1
2
1
0

(
試

験
方

法
Ｅ

法
)

・
採

取
地

ご
と

に
１

回
。

・
生

産
者

等
の

試
験

成
績

結
果

に
よ

る
こ

と
が

で
き

る
。

(
た

だ
し

､
試

験
実

施
日

が
施

工
期

間
を

著
し

く
ず

れ
て

い
な

い
場

合
に

限
る

。
)

施 工

3
0
％

以
上

そ の 他そ の 他

・
採

取
地

ご
と

に
１

回
及

び
採

取
地

の
変

わ
っ

た
場

合
に

は
そ

の
都

度
測

定
す

る
。

・
突

固
め

試
験

は
骨

材
の

最
大

寸
法

を
取

り
除

い
て

行
う

。
・

生
産

者
等

の
試

験
成

績
結

果
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

。
(
た

だ
し

､
試

験
実

施
日

が
施

工
期

間
を

著
し

く
ず

れ
て

い
な

い
場

合
に

限
る

。
)

材 料

○
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

3
8

有
害

物
質

電
気

伝
導

度
(
Ｅ

Ｃ
メ

ー
タ

ー
)

0
.
1
～

1
.
0
m
S
/
c
m

3
9

幹
周

（
Ｃ

）
計

測
用

具
に

よ
る

計
測

設
計

値
≦

Ｃ
＜

上
位

階
級

の
寸

法
値

枝
張

（
Ｗ

）
計

測
用

具
に

よ
る

計
測

設
計

値
≦

Ｗ

4
0

枝
張

（
Ｗ

）
計

測
用

具
に

よ
る

計
測

設
計

値
≦

Ｗ

4
1

幹
周

（
Ｃ

）
計

測
用

具
に

よ
る

計
測

設
計

値
≦

Ｃ
＜

上
位

階
級

の
寸

法
値

枝
張

又
は

尺
（

Ｗ
）

計
測

用
具

に
よ

る
計

測
設

計
値

≦
Ｗ

客 土 （ 公 園 ）

ｐ
H
(
H
2
O
)

簡
易

p
h
計

高
さ

（
Ｈ

）
計

測
用

具
に

よ
る

計
測

設
計

値
≦

Ｈ
設

計
数

量
の

全
数

を
計

測
す

る
｡

材 料
必 須

材 料
必 須

高 木 （ 公 園 ） 中 低 木 （ 公 園 ） 特 殊 樹 木 （ 公 園 ）

そ の 他 必 須

高
さ

（
Ｈ

）
計

測
用

具
に

よ
る

計
測

設
計

値
≦

Ｈ
＜

上
位

階
級

の
寸

法
値

高
さ

（
Ｈ

）

4
.
5
～

8
.
0

材 料 材 料
設

計
数

量
の

1
0
％

を
計

測
す

る
｡
 
た

だ
し

､
株

立
ち

樹
木

に
つ

い
て

は
､
全

数
を

計
測

す
る

｡

設
計

数
量

の
５

％
を

計
測

す
る

｡

計
測

用
具

に
よ

る
計

測

各
採

取
地

毎

設
計

値
≦

Ｈ

○
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工 種
種 別

試
験

区
分

試
験

項
目

試
験

方
法

規
格

値
試

験
基

準
摘

　
　

要
試
験
成
績

表
等
に
よ

る
確
認

4
2

芽
立

目
視

設
計

値
≦

芽
立

数

4
3

木
材

の
浸

漬
式

防
腐

処
理

方
法

含
水

率
J
A
S

保
存

処
理

剤
浸

度
試

験
J
A
S

4
4

薄
板

ゲ
ー

ジ
に

よ
る

測
定

日
本

ダ
ク

タ
イ

ル
鉄

管
協

会
発

行
の

「
接

合
要

領
書

」
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

管
継

手
接

合
時

管
路

水
圧

試
験

試
験

水
圧

0
.
6
M
P
a

で
1
0
分

保
持

し
て

こ
の

間
の

圧
力

変
化

を
測

定

管
路

に
異

常
が

な
く

、
急

激
な

圧
力

降
下

が
な

い
こ

と
管

路
工

事
完

了
時

継
手

部
水

圧
試

験
試

験
水

圧
0
.
5
M
P
a

で
5
分

保
持

し
て

こ
の

間
の

圧
力

変
化

を
測

定

0
.
4
M
P
a
以

上
を

保
持

管
径

9
0
0
㎜

程
度

以
上

の
管

接
合

時
継

手
部

ご
と

内
面

か
ら

テ
ス

ト
バ

ン
ド

で
水

圧
試

験
を

行
う

原
則

と
し

て
監

督
員

の
立

会
い

地 被 類 （ 公 園 ） 木 材 （ 公 園 ） 鋳 鉄 管 布 設 工 （ 水 道 ）

ト
ル

ク
レ

ン
チ

に
て

ボ
ル

ト
締

付
け

木
材

の
加

圧
式

保
存

処
理

方
法

J
I
S
 
A
 
9
0
0
2

茎
長

 
(
Ｌ

)
計

測
用

具
に

よ
る

計
測

施 工
必 須

ダ
ク

タ
イ

ル
鋳

鉄
管

継
手

部
接

合
検

査
締

付
け

ト
ル

ク
数

値
を

確
認

設
計

値
≦

Ｌ

日
本

ダ
ク

タ
イ

ル
鉄

管
協

会
発

行
の

「
接

合
要

領
書

」
に

よ
る

も
の

と
す

る
。

管
継

手
接

合
時

必 須

材 料
そ の 他

設
計

数
量

の
２

％
を

計
測

す
る

｡
材 料

○
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加
熱

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
材

料
試

験
区

分
加

熱
ア

ス
フ

ァ
ル

ト
混

合
物

及
び

再
生

加
熱

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

混
合

物
の

試
験

等
の

取
扱

い
は

以
下

に
よ

る
｡
(
但

し
､
施

工
面

積
3
0
0
㎡

以
下

の
場

合
は

､
過

去
３

年
以

内
に

公
共

団
体

等
に

お
い

て
実

施
し

た
使

用
混

合
物

の
｢
現

場
配

合
設

計
結

果
｣
に

よ
る

こ
と

が
で

き
る

｡
)
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｢ロックボルトの引抜試験｣ 

 
（1）計測の目的 

ロックボルトの定着効果を確認することを目的とする｡ 

（2）測定の要領 

ロックボルトの引抜試験方法に従って行う｡ 

実施時期は施工後３日経過後とし､ 最大引抜荷重は10tonとする｡ 

（3）結果の報告 

計測結果は図４－１の要領で整理する｡ 

（4）試験後のボルトの処置 

引抜試験の結果が荷重変位曲線図４－１のＡ領域に留まっている状態の場合には、

試験後のボルトはそのままとし､ これを補うボルトは打設しないものとする｡ 

図のＢ領域に入る場合には､ その他のボルトの状況を判断して施工が悪いと思わ

れるものについては､試験したボルトを補うボルトを打設する｡ また地山条件による

と思われる場合には地中変位や､ ロックボルトの軸力分布等を勘案して､ ロックボ

ルトの設計を修正する｡ 
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(ロックボルトの引抜試験方法) 

この方法はＩＳＲＭの提案する方法に準拠したものである｡ 

(International Socicty for Rock Mechanics,Comission on Standadization of Laboratory 

and Field Tests,Comillce on Field Tests Document No.２.1974) 

（1）引抜試験準備 

ロックボルト打接後に､ 載荷時にボルトに曲げを発生しないように図４－２のよう

に反力プレートをボルト軸に直角にセットし､ 地山との間は早強石膏をはりつける｡ 

（2）引抜試験 

引抜試験は､ 図４－３のようにセンターホールジャッキを用い､ 油圧ポンプで１

ton毎の段階載荷を行って､ ダイヤルゲージでボルトの伸びを読み取る｡ 

（3）全面接着式ボルトの場合の注意事項 

（イ）吹付コンクリートが施工されている時は､ コンクリートを取りこわして岩盤面を

露出させるか､ あるいは､ あらかじめ引抜試験用のロックボルトに､ 吹付コンクリ

ートの付着の影響を無くすよう布等を巻いて設置して試験を行うのが望ましい｡ ロ

ックボルトに歪みゲージを貼付けて引抜試験の結果が得られている場合には､ その

結果を活用することにより､ 特に吹付コンクリートを取り壊す必要がない場合もあ

る｡ 

（ロ）反力は､ ロックボルトの定着効果としてピラミッド形を考慮する場合には､ でき

るだけ孔等は大きいものを用い､ ボルト周辺岩盤壁面を拘束しないこと｡ 

（ハ）ロックボルトの付着のみを考慮する場合は､ 反力をできるだけロックボルトに近

づけること｡ 
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写真管理基準





写真管理基準 
 
（適用範囲） 

１．この写真管理基準は、土木工事施工管理基準に定める土木工事の工事写真（電子媒体

によるものを含む）の撮影に適用する。 

 

（工事写真の分類） 

２．工事写真は次のように分類する。 

   着手前及び完成写真（既済部分写真等を含む） 

   施工状況写真 

   安全管理写真 

   使用材料写真 

 工事写真 品質管理写真 

   出来形管理写真 

   災害写真 

   事故写真 

   その他（公害、環境、補償等） 

 

（工事写真の撮影基準） 

３．工事写真の撮影は以下の要領で行う。 

 (1) 撮影頻度 

   工事写真の撮影頻度は別紙撮影箇所一覧表に示すものとする。 

 (2) 撮影方法 

写真撮影にあたっては、次の項目のうち必要事項を記載した小黒板を文字が判読で

きるよう被写体とともに写しこむものとする。 

  ① 工事名 

  ② 工種等 

  ③ 測点（位置） 

  ④ 設計寸法 

  ⑤ 実測寸法 

  ⑥ 略図 

小黒板の判読が困難となる場合は、別紙に必要事項を記入し、写真に添付して整理

する。 

また、特殊な場合で監督員が指示するものは、指示した項目を指示した頻度で撮影

するものとする。 

 

（写真の省略） 

４．工事写真は次の場合に省略するものとする。 

(1) 品質管理写真について、公的機関で実施された品質証明書を保管整備できる場合は、

撮影を省略するものとする。 
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(2) 出来形管理写真について、完成後測定可能な部分については、出来形管理状況のわ

かる写真を工種ごとに１回撮影し、後は撮影を省略するものとする。 

(3) 監督員または現場技術員が臨場して段階確認した箇所は、出来形管理写真の撮影を

省略するものとする。 

 

（写真の色彩） 

５．写真はカラーとする。 

 

（写真の大きさ） 

６．写真の大きさは、サービスサイズ程度とする。ただし､ 次の場合は別の大きさとする

ことができる｡ 

(1) 着手前､ 完成写真等はキャビネ版又はパノラマ写真 (つなぎ写真可) とすることが

できる｡ 

(2) 監督員が指示するものは､ その指示した大きさとする｡ 

 

（工事写真帳の大きさ） 

７．工事写真帳は、４切版のフリーアルバム又はＡ４版とする。 

 

（工事写真の提出部数及び形式） 

８．工事写真の提出部数及び形式は次によるものとする。 

(1) 工事写真として、工事写真帳と原本を工事完成時に各１部提出する。 

(2) 原本としては、ネガ（ＡＰＳの場合はカートリッジフィルム）または電子媒体とする。 

 

（工事写真の整理方法） 

９．工事写真の整理方法は次によるものとする。 

(1) 工事写真の原本をネガで提出する場合は密着写真とともにネガアルバムに、撮影内

容等がわかるように整理し提出する。ＡＰＳのカートリッジフィルムで提出する場合

はカートリッジフィルム内の撮影内容がわかるように明示し、インデックス・プリン

トとともに提出する。 

(2) 工事写真帳の整理については、工種毎に別紙撮影箇所一覧表の整理条件に示すもの

を標準とする。 

  なお、整理条件とは受注者が撮影頻度に基づき撮影した工事写真のうち、工事写真

帳として貼付整理し提出する枚数を示したものである。 

(3)工事写真の原本を電子媒体で提出する場合は、「デジタル写真管理情報基準」に基づ

き整理し提出するものとする。 

この場合、工事写真帳の提出は不要とする。 

 

（留意事項等） 

１０．別紙撮影箇所一覧表の適用について、次の事項を留意するものとする。 

(1) 撮影項目、撮影頻度等が工事内容に合致しない場合は、監督員の指示により追加、
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削減するものとする。 

(2) 施工状況等の写真については、ビデオ等の活用ができるものとする。 

(3) 不可視となる出来形部分については、出来形寸法（上墨寸法含む）が確認できるよ

う、特に注意して撮影するものとする。 

(4) 撮影箇所がわかりにくい場合には、写真と同時に見取り図等を工事写真帳に添付す

る。 

(5) 撮影箇所一覧表に記載のない工種については監督員と写真管理項目を協議のうえ取

り扱いを定めるものとする。 

 

（その他） 

１１．用語の定義 

(1) 代表箇所とは、当該工種の代表箇所でその仕様が確認できる箇所をいう。 

(2) 適宜とは、設計図書の仕様が写真により確認できる必要最小限の箇所や枚数のこと

をいう。 

(3) 整理条件の不要とは、原本は提出するが、工事写真帳として貼付整理し提出する必

要がないことをいう。 
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撮影項目 撮影頻度〔時期〕 整理条件

着手前 全景又は代表部分写真 着手前１回
　　　　　　　〔着手前〕

着手前
１枚

完成 全景又は代表部分写真 施工完了後１回
　　　　　　　〔完成後〕

施工完了後
１枚

全景又は代表部分の工
事進捗状況

月１回　　　　　〔月末〕 不要

工種、種別毎に設計図書、
施工計画書に従い施工して
いることが確認できるよう
に適宜
　　　　　　　〔施工中〕

適宜

高度技術・創意工夫・社会
性等に関する実施状況が確
認できるように適宜
　　　　　　　〔施工中〕

不要 高度技術・
創意工夫・
社会性等に
関する実施
状況の提出
資料に添付

仮設(指定仮設) 使用材料、仮設状況、
形状寸法

１施工箇所に１回
　　　　　　〔施工前後〕

代表箇所
１枚

図面との不一致 図面と現地との不一致
の写真

必要に応じて
　　　　　　　〔発生時〕

不要 工事打合簿
に添付す
る。

各種標識類の設置状況 各種類毎に１回
　　　　　　　〔設置後〕

各種保安施設の設置状
況

各種類毎に１回
　　　　　　　〔設置後〕

監視員交通整理状況 各１回　　　　〔作業中〕

安全訓練等の実施状況 実施毎に１回
　　　　　　　〔実施中〕

不要 実施状況資
料に添付す
る。

形状寸法
使用数量
保管状況

各品目毎に１回
　　　　　　　〔使用前〕

品質証明に
添付する。

品質証明
(JISマーク表示）

各品目毎に１回

検査実施状況 各品目毎に１回
　　　　　　　〔検査時〕

着手前・完成

使用材料

不要

写真管理項目

撮影箇所一覧表

使用材料 不要

施工中の写真

安全管理 安全管理

施工状況 工事施工中

摘要区分
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撮影項目 撮影頻度〔時期〕 整理条件

写真管理項目
摘要区分

適宜

出来形管理基準が定め
られていない

監督員と協議事項

災害 被災状況 被災状況及び被災規模
等

その都度
　　　　　　　〔被災前〕
　　　　　　〔被災直後〕
　　　　　　　〔被災後〕

適宜

事故 事故報告 事故の状況 その都度
　　　　　　　〔発生前〕
　　　　　　〔発生直後〕
　　　　　　　〔発生後〕

適宜 発生前は付
近の写真で
も可

補償関係 被害又は損害状況等 その都度
　　　　　　　〔発生前〕
　　　　　　〔発生直後〕
　　　　　　　〔発生後〕

適宜

環境対策
イメージアップ等

各施設設置状況 各種毎１回
　　　　　　　〔設置後〕

適宜

適宜

別添　撮影箇所一覧表（出来形管理）に準じて撮影

その他

品質管理

不可視部分の施工

出来形管理

不可視部分の施工

別添　撮影箇所一覧表（品質管理）に準じて撮影
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 撮影項目  撮影頻度　〔時期〕 整理条件

塩化物総量規制

スランプ試験

コンクリートの圧縮強
度試験

圧縮強度試
験に使用し
たコンク
リートの供
試体が、当
該現場の供
試体である
ことが確認
できるもの

空気量測定 品質に変化が見られた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

コンクリートの曲げ強
度試験

コンクリートの種類毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

コンクリー
ト舗装の場
合適用

コアによる強度試験

コンクリートの洗い分
析試験

ひび割れ調査

テストハンマーによる
強度推定調査

コアによる強度試験 テストハンマー試験により必要
が認められた時
　　　　　　　〔試験実施中〕

外観検査

超音波探傷検査

外観検査 検査毎に１回
　　　　　　　〔検査実施中〕

浸透探傷試験

放射線透過試験

超音波探傷試験

水セメント比試験

セメントミルクの圧縮
強度試験

現場密度の測定 各種路盤毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

プルフローリング 路盤毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

平板載荷試験 各種路盤毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

骨材のふるい分け試験

土の液性限界・塑性限
界試験

含水比試験

撮影箇所一覧表（品質管理）

3 既製杭工 不要

試験毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

下層路盤 不要

品質に異常が認められた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

摘要

不要

番号 工種
写真管理項目

セメント・コンクリート(転
圧コンクリート・コンク
リートダム・覆工コンク
リート・吹付けコンクリー
トを除く）
（施工後試験）

対象構造物毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

1 セメント・コンクリート(転
圧コンクリート・コンク
リートダム・覆工コンク
リート・吹付けコンクリー
トを除く）
（施工）

コンクリートの種類毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

品質に異常が認められた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

2 ガス圧接 検査毎に１回
　　　　　　　〔検査実施中〕

4
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 撮影項目  撮影頻度　〔時期〕 整理条件
摘要番号 工種

写真管理項目

現場密度の測定

粒度

平板載荷試験

土の液性限界・塑性限
界試験

含水比試験

6 アスファルト安定処理路盤 アスファルト舗装に準
拠

　 不要

粒度

現場密度の測定

含水比試験 観察により異常が認められた場
合
　　　　　　　〔試験実施中〕

セメント量試験 品質に異常が認められた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

粒度

アスファルト量抽出粒
度分析試験

温度測定

現場密度の測定

温度測定

外観検査

すべり抵抗試験

コンシステンシーＶＣ
試験

マーシャル突き固め試
験

ランマー突き固め試験

コンクリートの曲げ強
度試験

温度測定 （コンクリー
ト）

コンクリートの種類毎に１回
　　　　　　　〔温度測定中〕

現場密度の測定

コアによる密度測定

貫入試験40℃

リュエル流動性試験
240℃

ホイールトラッキング
試験

曲げ試験

粒度

アスファルト量抽出粒
度分析試験

温度測定

9 転圧コンクリート
（施工）

コンクリートの種類毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

コンクリートの種類毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

10 グースアスファルト舗装
（プラント）

不要

セメント安定処理路盤（施
工）

各種路盤毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

8 アスファルト舗装
（プラント）

合材の種類毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

アスファルト舗装
（舗設現場）

各種路盤毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

観察により異常が認められた場
合
　　　　　　　〔試験実施中〕

合材の種類毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

合材の種類毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

7

5 上層路盤 不要

－313－

写真管理基準



 撮影項目  撮影頻度　〔時期〕 整理条件
摘要番号 工種

写真管理項目

現場密度の測定

プルーフローリング

平板載荷試験

現場ＣＢＲ試験

含水比試験 降雨後又は含水比の変化が認め
られた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

たわみ量 プルーフローリングの不良個所
について実施
　　　　　　　〔試験実施中〕

含水比試験 降雨後又は含水比の変化が認め
られた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

現場密度の測定 材質毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

プルーフローリング 工種毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

平板載荷試験

現場ＣＢＲ試験

たわみ量 プルーフローリングの不良個所
について実施
　　　　　　　〔試験実施中〕

13 固結工 土の一軸圧縮試験 材質毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

モルタルのフロー値試
験

モルタルの圧縮強度試
験
多サイクル確認試験

１サイクル確認試験

15 補強土壁工 現場密度の測定 土質毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

塩化物総量規制

コンクリートの圧縮強
度試験

スランプ試験 モルタルを
除く

空気量測定

コアによる強度試験 品質に異常が認められた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

コンクリートの圧縮強
度試験

塩化物総量規制

コアによる強度試験 品質に異常が認められた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

スランプ試験 モルタルを
除く

空気量測定

ロックボルトの引抜き
試験

試験毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

11 路床安定処理工 路床毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

17 現場吹付法枠工 配合毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

品質に変化がみられた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

アンカー工 適宜
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

12 表層安定処理工
（表層混合処理）

不要

材質毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

16 吹付工（施工） 配合毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

14

品質に変化がみられた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕
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 撮影項目  撮影頻度　〔時期〕 整理条件
摘要番号 工種

写真管理項目

現場密度の測定 土質毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

土の含水比試験 含水比に変化が認められた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

コーン指数の測定 トラフィカビリティが悪い場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

19 砂防土工 現場密度の測定 土質毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

現場密度の測定 土質毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

プルーフローリング 工種毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

平板載荷試験

現場ＣＢＲ試験

含水比試験 降雨後又は含水比の変化が認め
られた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

コーン指数の測定 トラフィカビリティが悪い場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

たわみ量 プルーフローリングの不良個所
について実施
　　　　　　　〔試験実施中〕

岩石の見掛比重

岩石の吸水率

岩石の圧縮強さ

岩石の形状

スランプ試験 品質に変化が認められた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

コンクリートの圧縮強
度試験

塩化物総量規制

空気量測定 品質に変化が認められた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

コアによる強度試験

コンクリートの洗い分
析試験

塩化物総量規制

コンクリートの圧縮強
度試験

圧縮強度試
験に使用し
たコンク
リートの供
試体が、当
該現場の供
試体である
ことが確認
できるもの

スランプ試験

空気量測定

コアによる強度試験 品質に異常が認められた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

吹付けコンクリート（ＮＡ
ＴＭ）

22 覆工コンクリート（ＮＡＴ
Ｍ）

配合毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

品質に異常が認められた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

配合毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

20 道路土工
（施工）

不要

21 捨石工  

土質毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要18 河川・海岸土工（施工）

23

品質に変化が認められた場合
　　　　　　　〔試験実施中〕

産地又は岩質毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要
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 撮影項目  撮影頻度　〔時期〕 整理条件
摘要番号 工種

写真管理項目

モルタルの圧縮強度試
験

モルタルのフロー値試
験

ロックボルトの引抜き
試験

適宜

修正ＣＢＲ試験

土の粒度試験

土の含水比試験

土の液性限界・塑性限
界試験

現場密度の測定

土の一軸圧縮試験

ＣＡＥの一軸圧縮試験

含水比試験

旧アスファルト針入度

旧アスファルトの軟化
点

現場密度の測定

温度測定

かきほぐし深さ

粒度

アスファルト量抽出粒
度分析試験

粒度

アスファルト量抽出粒
度分析試験

温度測定

温度測定

現場透水試験

現場密度の測定

外観検査

粒度

再生アスファルト量

外観検査

温度測定

現場密度の測定

外観検査 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　〔現物照合時〕

在庫品切出 当初の物件で１枚〔切出時〕※
他は焼き増し

機械試験 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

不要

排水性舗装工・透水性舗装
工
（舗設現場）

不要

路上表層再生工（施工）

工場製作工

排水性舗装工・透水性舗装
工
（プラント）

合材の種類毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

不要

プラント再生舗装工（舗設
現場）

材料毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

路上表層再生工（材料）

合材の種類毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

24 ロックボルト（ＮＡＴＭ）

材料毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

25 路上再生路盤工（材料） 材料毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

配合毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

29

27

26

28 プラント再生舗装工（プラ
ント）

路上再生路盤工（施工） 材料毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕
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 撮影項目  撮影頻度　〔時期〕 整理条件
摘要番号 工種

写真管理項目

表面粗さ

ノッチ深さ

スラグ

上縁の溶け

平面度

ベベル精度

真直度

引張試験

型曲げ試験

衝撃試験

マクロ試験

非破壊試験

突合せ継手の内部欠陥
に対する検査

外観検査

曲げ試験

ハンマー打撃試験 外観検査が不合格となったス
タッドジベルについて
　　　　　　　〔試験実施中〕

32

土粒子の密度試験

土の含水試験

土の透水試験

33

土粒子の密度試験

土の含水試験

34

土粒子の密度試験

土の含水試験

硬度（施工） 1,000m
2毎に１回

　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

35

粒度

硬度（施工） 1,000m2毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

36

積み・張り用石材 岩石の圧縮強さ

岩石の形状

(

公
園

)
(

公
園

)
(

公
園

)
(

公
園

)

土の粒度試験

(

公
園

)
土の粒度試験

土の粒度試験

含水比

産地又は岩質毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要舗装用石材

クレー舗装材 土質毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

アンツーカー舗装材 観察により異常が認められた場
合
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

たたき粘土 土質毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

土舗装材 土質毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

31 溶接工 試験毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

30 試験毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要ガス切断工

岩石の見掛比重
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 撮影項目  撮影頻度　〔時期〕 整理条件
摘要番号 工種

写真管理項目

37

修正ＣＢＲの測定

骨材のふるい分け試験

骨材の洗い試験

粗骨材のすりへり試験

骨材の安定性試験

凍上試験

強熱減量試験

土の透水試験 採取地毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

締固め度の測定(施工) Ａ類300m2毎に１回
Ｂ・Ｃ類1,500m2毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

骨材のふるい分け試験
（施工）

搬入時に１回
観察により異常が認められた場
合

〔試験実施中〕

不要

38

有害物質
［電気伝導度（ECメー
ター）］

39

幹周

枝張

40

枝張

41

幹周

枝張又は尺

42

芽立

43

クレオソート油、加工
タール、タールピッチ
（特記による）

木材の浸漬式防腐処理
方法

含水率

保存処理剤浸度試験

(

公
園

)
(

公
園

)

茎長

木材の加圧式防腐処理
方法

(

公
園

)
(

公
園

)
(

公
園

)
(

公
園

)

木材 材料毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

地被類 樹種別、規格別に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

(

公
園

)

高さ

特殊樹木 樹種別、規格別に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

高木 樹種別、規格別に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

中低木 樹種別、規格別に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

高さ

客土 採取地毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要pH（H2O）［簡易pH計］

火山砂利 採取地毎に１回
　　　　　　　〔試験実施中〕

不要

骨材の洗い試験(施工)

高さ

最大乾燥密度の測定
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 撮影項目  撮影頻度　〔時期〕 整理条件
摘要番号 工種

写真管理項目

44

すきまゲージによる測
定

各管種口径毎に1回
　　　　　　　　　〔施工中〕

不要

管路水圧試験 試験毎に1回
　　　　　　　　　〔開始時〕
　　　　　　　　〔試験状況〕
　　　　　　　　　〔10分後〕

不要 水圧ゲージ
計確認

鋳鉄管布設工

(

水
道

)

締付けトルク数値 不要 締付けトル
ク数値確認

静水圧測定 試験毎に1回
　　　　　　　　　〔試験前〕

不要 水圧ゲージ
計確認

各管種口径毎に1回
　　　　　〔施工中・施工後〕
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

土質等の判別 地質が変わる毎に１回
　　　　　　　　〔掘削中〕

法長 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔掘削後〕

巻出し厚 40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　〔巻出し時〕

締固め状況 転圧機械又は地質が変わる毎
に１回
　　　　　　　〔締固め時〕

法長
幅

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

１
共
通
編

２
土
工

３
河
川
・
海
岸
・
砂
防
土
工

4 盛土補強工
（補強土（テールアル
メ）壁工法）
（多数アンカー式補強
土工法）
（ジオテキスタイルを
用いた補強土工法）

厚さ 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

１
共
通
編

２
土
工

３
河
川
・
海
岸
・
砂
防
土
工

5 法面整形工（盛土部） 仕上げ状況
厚さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　〔仕上げ時〕

代表箇所
　　各１枚

１
共
通
編

２
土
工

３
河
川
・
海
岸
・
砂
防
土
工

6 堤防天端工 厚さ
幅

40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

土質等の判別 地質が変わる毎に１回
　　　　　　　　〔掘削中〕

法長 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔掘削後〕

代表箇所
　　各１枚

代表箇所
　　各１枚

2 掘削工２
土
工

４
道
路
土
工

撮影箇所一覧表（出来形管理）
※撮影頻度の（　）は測点間隔25ｍの場合

１
共
通
編

１
共
通
編

２
土
工

３
河
川
・
海
岸
・
砂
防
土
工

3 盛土工

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

摘　要

１
共
通
編

２
土
工

３
河
川
・
海
岸
・
砂
防
土
工

2 掘削工 代表箇所
　　各１枚
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

摘　要

巻出し厚 40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　〔巻出し時〕

締固め状況 転圧機械又は地質が変わる毎
に１回
　　　　　　　〔締固め時〕

法長
幅

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

１
共
通
編

２
土
工

４
道
路
土
工

5 法面整形工（盛土部） 仕上げ状況
厚さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　〔仕上げ時〕

代表箇所
　　各１枚

平均間隔 コンクリート打設毎に１回
(重要構造物かつ主鉄筋につ
いて適用)

代表箇所
　　各１枚

かぶり コンクリート打設毎に１回
(重要構造物かつ主鉄筋につ
いて適用)

代表箇所
　　各１枚

１
共
通
編

３
無
筋
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト

７
鉄
筋
工

4 組立て
※新設のコンクリート
構造物の内、橋梁上部
工事と下部工事

非破壊試験
（電磁誘導法、電
磁波レーダ法）

試験毎に１回
　　　　　　〔試験実施中〕

代表箇所各
１枚〔試験
種別毎〕

１
共
通
編

３
無
筋
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト

７
鉄
筋
工

4

１
共
通
編

２
土
工

3
4

路体盛土工
路床盛土工

代表箇所
　　各１枚

組立て

４
道
路
土
工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

根入長 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　〔打込前後〕

変位 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔打込後〕

数量 全数量　　　　　〔打込後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

5 縁石工（縁石・アス
カーブ）

施工状況 種別毎に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

不要

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

6 小型標識工 基礎幅
基礎高さ
根入れ長

基礎タイプ毎５箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

不要

※基礎幅
※基礎高さ

１施工箇所に１回
（※印は現場打ち部分がある
場合）
　　 　　　　　 〔施工後〕

パイプ取付高 １施工箇所に１回
　　　　　　　  〔施工後〕

※基礎幅
※基礎高さ
※配筋状況

１施工箇所に１回
（※印は現場打ち部分がある
場合）
　　 　　　　 　〔施工後〕

ビーム取付高 １施工箇所に１回
　　　　  　　　〔施工後〕

※基礎幅
※基礎高さ
※基礎延長

１施工箇所に１回
（※印は現場打ち部分がある
場合）
　　　　　　　　〔施工後〕

ケーブル取付高 １施工箇所に１回
　　　　　　　  〔施工後〕

材料使用量 全数量　　　　〔施工前後〕

施工状況 施工日に１回
　　　　　　  〔施工前後〕

2 路側防護柵工（ガード
ケーブル）

不要

区画線工３
共
通
的
工
種

9

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

8

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

8

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

7 不要防止柵工
（立入防止柵）
（転落（横断）防止
柵）
（車止めポスト）

不要

不要1 路側防護柵工（ガード
レール）

写真管理項目
摘　要

矢板工〔指定仮設・任
意仮設は除く〕
（鋼矢板）
（軽量鋼矢板）
（コンクリート矢板）
（広幅鋼矢板）
（可とう鋼矢板）

枝
番

工　　　　　種

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

4

編 章 節 条
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

10 道路付属物工
（視線誘導標）
（距離標）

高さ １施工箇所に１回
　 　　 　　　　〔施工後〕

不要

材料使用量
（塗料缶）

全数量　　　　〔使用前後〕

素地調整状況
（塗替）

スパン毎、部材別
　　　　　　　〔施工前後〕

塗装状況 各層毎に１回
　　　　　　　　〔塗装後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

12 1 プレテンション桁製作
工（購入工）
（けた橋）

断面の外形寸法
橋桁のそり
横方向の曲がり

１スパンに１回
　　　　　　　　〔製作後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

12 2 プレテンション桁製作
工（購入工）
（スラブ橋）

断面の外形寸法
橋桁のそり
横方向の曲がり

１スパンに１回
　　　　　　　  〔製作後〕

代表箇所
　　各１枚

シース、PC鋼材配
置状況

桁毎に１回
　　　　　　　　〔打設前〕

幅（上）
幅（下）
高さ

桁毎に１回
　　　　　　〔型枠取外後〕

中詰め及びグラウ
ト状況

１スパンに１回
　　　　　　　　〔施工時〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

14 1 プレキャストセグメン
ト製作工（購入工）

断面の外形寸法 １スパンに１回
　　　　　　　　〔製作後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

14 2 プレキャストセグメン
ト主桁組立工

組立状況 １スパンに１回
　　　　　　　　〔組立時〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

13

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

11

代表箇所
　　各１枚

ポストテンション桁製
作工

代表箇所
　　各１枚

コンクリート面塗装工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

シース、PC鋼材配
置状況

桁毎に１回
　　　　　　　　〔打設前〕

幅
厚さ

桁毎に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

中詰め及びグラウ
ト状況

１スパンに１回
　　　　　　　　〔施工時〕

シース、PC鋼材配
置状況

桁毎に１回
　　　　　　　　〔打設前〕

幅（上）
幅（下）
高さ

桁毎に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

内空幅
円空高さ

桁毎に１回
　　　　　　〔型枠設置後〕

中詰め及びグラウ
ト状況

１スパンに１回
　　　　　　　　〔施工時〕

シース、PC鋼材配
置状況

桁毎に１回
　　　　　　　　〔打設前〕

幅（上）
幅（下）
高さ

桁毎に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

内空幅
円空高さ

桁毎に１回
　　　　　　〔型枠設置後〕

中詰め及びグラウ
ト状況

１スパンに１回
　　　　　　　　〔施工時〕

数量 全数量　　　　　〔製作後〕

ブロックの形状寸
法

形状寸法変わる毎に１回
　　　　　　　　〔製作後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

18 沈床工 格子寸法
厚さ
割石状況
幅

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

19 捨石工 幅 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

17

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

16

代表箇所
　　各１枚

根固めブロック工

代表箇所
　　各１枚

2 ＰＣ押出し箱桁製作工

代表箇所
　　各１枚

1 ＰＣ箱桁製作工 代表箇所
　　各１枚

３
共
通
的
工
種

16

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

15

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

ＰＣホロースラブ製作
工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

22 階段工 幅
高さ
長さ

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

24 1 伸縮装置工（ゴムジョ
イント）

設置状況 １スパンに１回
　　　　　　　　〔設置後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

24 2 伸縮装置工（鋼製フィ
ンガージョイント）

設置状況 １スパンに１回
　　　　　　　　〔設置後〕

代表箇所
　　各１枚

胴込裏込厚 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

法長 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

26 2 多自然型護岸工
（かごマット）

高さ
法長

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

27 1 羽口工
（じゃかご）

法長
厚さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

27 2 羽口工
（ふとんかご、かご
枠）

高さ 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

26 1 多自然型護岸工
（巨石張り、巨石積
み）
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

据付状況 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

※幅
※高さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
（※印は場所打ちのある場
合）　　　　　〔埋戻し前〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

29 1 側溝工
（プレキャストＵ型側
溝）
（Ｌ型側溝）
（自由勾配側溝）
（管渠）

据付状況 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　〔埋戻し前〕

不要

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

29 2 側溝工
（場所打水路工）

厚さ
幅
高さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

29 3 側溝工
（暗渠工）

幅
深さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　〔埋戻し前〕

不要

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

30 集水桝工 厚さ
幅
高さ

１施工箇所に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

不要

材料使用量
（塗料缶）

全数量
　　　　　　　〔使用前後〕

ケレン状況
（塗替）

スパン毎、部材別
　　　　　　　〔施工前後〕

塗装状況 各層毎１スパンに１回
　　　　　　　　〔塗装後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

1 一般事項
（切込砂利）
（砕石基礎工）
（割ぐり石基礎工）
（均しコンクリート）

幅
厚さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

不要

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
共
通
的
工
種

31 代表箇所
　　各１枚

現場塗装工

プレキャストカルバー
ト工
（プレキャストボック
ス工）
（プレキャストパイプ
工）

代表箇所
　　各１枚

３
共
通
的
工
種

28３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

3 1 基礎工護岸（現場打） 幅
高さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

3 2 基礎工護岸（プレキャ
スト）

据付状況 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

偏心量 １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔打込後〕

根入長 １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔打込前〕

数量 全数量　　　　　〔打込後〕

杭頭処理状況 １施工箇所に１回
　　　　〔処理前、中、後〕

根入長 １施工箇所に１回
　　　    　　　〔施工中〕

偏心量 １施工箇所に１回
　　 　   　　　〔打込後〕

数量、杭径 全数量　杭頭余盛部の撤去
前、杭頭処理後

杭頭処理状況 １施工箇所に１回
　　　　〔処理前、中、後〕

鉄筋組立状況 １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔組立後〕

根入長 全数量  　　　  〔掘削後〕

偏心量
数量

全数量　  　　　〔施工後〕

ライナープレート
設置状況

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔掘削後〕

土質 土質の変わる毎に１回
　　　　　　　　〔掘削中〕

鉄筋組立状況 全数量　　　　　〔組立後〕

沓 １基に１回
　　　　　　　　〔据付後〕

ケーソンの長さ
ケーソンの幅
ケーソンの高さ
ケーソンの壁厚
偏心量
鉄筋組立状況

１ロットに１回
〔設置後及び型枠取外し後〕

載荷状況 １基に１回　　　〔載荷時〕

封鎖コンクリート
打設状況
中埋状況

１基に１回　　　〔施工時〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

7 全枚数オープンケーソン基礎
工

代表箇所
　　各１枚

深礎工 代表箇所
　　各１枚

４
基
礎
工

6

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

5

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

4 代表箇所
　　各１枚

1 既製杭工
（既製コンクリート
杭）
（鋼管杭）
（Ｈ鋼杭）

場所打杭工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

沓 １基に１回
　　　　　　　　〔据付後〕

ケーソンの長さ
ケーソンの幅
ケーソンの高さ
ケーソンの壁厚
偏心量
鉄筋組立状況

１ロットに１回
〔設置後及び型枠取外し後〕

載荷状況 １基に１回　　　〔載荷時〕

封鎖コンクリート
打設状況
中埋状況

１基に１回　　　〔施工時〕

沓 １基に１回
　　　　　　　　〔据付後〕

根入長
偏心量
鉄筋組立状況

１基に１回
　　　　　　　　〔設置後〕

載荷状況 １基に１回　　　〔載荷時〕

封鎖コンクリート
打設状況
中埋状況

１基に１回　　　〔施工時〕

厚さ(裏込) 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

法長
厚さ
(ブロック積張)

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

５
石
・
ブ
ロ
ッ

ク
積
（

張
）

工

3 2 コンクリートブロック
工（連節ブロック張
り）

法長 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕
ただし、根入部は40ｍに１回

代表箇所
　　各１枚

全枚数

1 コンクリートブロック
工
（コンクリートブロッ
ク積）
（コンクリートブロッ
ク張り）

代表箇所
　　各１枚

５
石
・
ブ
ロ
ッ

ク
積
（

張
）

工

3

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

9

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

４
基
礎
工

8 全枚数ニューマチックケーソ
ン基礎工

鋼管矢板基礎工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

５
石
・
ブ
ロ
ッ

ク
積
（

張
）

工

3 3 コンクリートブロック
工（天端保護ブロッ
ク）

幅 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

厚さ(裏込) 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

法長
厚さ(ブロック)

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕
ただし、根入部は40ｍに１回

厚さ(裏込) 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

法長
厚さ(石積・張)

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕
ただし、根入部は40ｍに１回

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

代表箇所
　　各１枚

2 アスファルト舗装工
（上層路盤工）
粒度調整路盤工

代表箇所
　　各１枚

６
一
般
舗
装
工

7

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

7

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

５
石
・
ブ
ロ
ッ

ク
積
（

張
）

工

5

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

５
石
・
ブ
ロ
ッ

ク
積
（

張
）

工

4

代表箇所
　　各１枚

石積（張）工

1 アスファルト舗装工
（下層路盤工）

代表箇所
　　各１枚

緑化ブロック工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕
※コアを採取した場合は写真
不要

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

整正状況 200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

タックコート、
プライムコート

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

整正状況 200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

タックコート、
プライムコート

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

平坦性 １工事に１回　　〔実施中〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

8

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

8

代表箇所
　　各１枚

2 半たわみ性舗装工（上
層路盤工）
　粒度調整路盤工

代表箇所
　　各１枚

1 半たわみ性舗装工（下
層路盤工）

代表箇所
　　各１枚

6 アスファルト舗装工
（表層工）

代表箇所
　　各１枚

６
一
般
舗
装
工

7

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

7

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

7

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

7

代表箇所
　　各１枚

4 アスファルト舗装工
（加熱アスファルト安
定処理工）

5 アスファルト舗装工
（基層工）

代表箇所
　　各１枚

3 アスファルト舗装工
（上層路盤工）
セメント（石灰）安定
処理工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕
※コアを採取した場合は写真
不要

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

整正状況 200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

タックコート、
プライムコート

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

整正状況 200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

タックコート、
プライムコート

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

浸透性ミルク注入
状況

200ｍに１回
　　　　　　　　〔注入時〕

平坦性 １工事に１回
　　　　　　　　〔実施中〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

代表箇所
　　各１枚

2 排水性舗装工（上層路
盤工）
　粒度調整路盤工

代表箇所
　　各１枚

６
一
般
舗
装
工

9

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

9

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

8

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

8

代表箇所
　　各１枚

6 半たわみ性舗装工（表
層工）

1 排水性舗装工（下層路
盤工）

代表箇所
　　各１枚

5 半たわみ性舗装工（基
層工）

代表箇所
　　各１枚

4 半たわみ性舗装工（加
熱アスファルト安定処
理工）

代表箇所
　　各１枚

６
一
般
舗
装
工

8

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

8

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

3 半たわみ性舗装工（上
層路盤工）
セメント（石灰）安定
処理工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕
※コアを採取した場合は写真
不要

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

整正状況 200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

タックコート、
プライムコート

各層毎に１回
　　　　　　　  〔散布時〕

整正状況 200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

タックコート、
プライムコート

各層毎に１回
　　　　　　　  〔散布時〕

平坦性 １工事に１回
　　　　　　　　〔実施中〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

整正状況 200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

タックコート、
プライムコート

各層毎に１回
　　　　 　　　 〔散布時〕

平坦性 １工事に１回
　　　　　　　　〔実施中〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

10

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

10

代表箇所
　　各１枚

2 透水性舗装工
（表層工）

代表箇所
　　各１枚

1 透水性舗装工
（路盤工）

代表箇所
　　各１枚

6 排水性舗装工（表層
工）

代表箇所
　　各１枚

６
一
般
舗
装
工

9

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

9

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

9

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

9

代表箇所
　　各１枚

4 排水性舗装工
（加熱アスファルト安
定処理工）

5 排水性舗装工（基層
工）

代表箇所
　　各１枚

3 排水性舗装工（上層路
盤工）
　セメント（石灰）安
定処理工

－332－
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

整正状況 200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

タックコート、
プライムコート

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

整正状況 200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

タックコート、
プライムコート

各層毎に１回
　　　　　　　  〔散布時〕

平坦性 １工事に１回
　　　　　　　　〔実施中〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕
※コアを採取した場合は写真
不要

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

代表箇所
　　各１枚

3 コンクリート舗装工
（セメント（石灰・瀝
青）安定処理工）

代表箇所
　　各１枚

６
一
般
舗
装
工

12

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

12

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

12

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

11

代表箇所
　　各１枚

1 コンクリート舗装工
（下層路盤工）

2 コンクリート舗装工
（粒度調整路盤工）

代表箇所
　　各１枚

3 グースアスファルト舗
装工（表層工）

代表箇所
　　各１枚

2 グースアスファルト舗
装工（基層工）

代表箇所
　　各１枚

６
一
般
舗
装
工

11

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

11

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

1 グースアスファルト舗
装工
（加熱アスファルト安
定処理工）

－333－
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

整正状況 400ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

タックコート、
プライムコート

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

石粉、
プライムコート

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

スリップバー、
タイバー寸法､
位置

40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔据付後〕

鉄網寸法
位置

40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔据付後〕

平坦性 １工事に１回　　〔実施中〕

厚さ 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　〔型枠据付後〕

目地段差 １工事に１回

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕
※コアを採取した場合は写真
不要

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

12 代表箇所
　　各１枚

8 コンクリート舗装工
（転圧コンクリート版
工）
セメント（石灰・瀝
青）安定処理工

代表箇所
　　各１枚

7 コンクリート舗装工
（転圧コンクリート版
工）
粒度調整路盤工

代表箇所
　　各１枚

６
一
般
舗
装
工

12

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

12

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

12

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

12

代表箇所
　　各１枚

5 コンクリート舗装工
（コンクリート舗装版
工）

6 コンクリート舗装工
（転圧コンクリート版
工）
下層路盤工

代表箇所
　　各１枚

4 コンクリート舗装工
（アスファルト中間
層）
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

整正状況 200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

タックコート、
プライムコート

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

厚さ 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　〔型枠据付後〕

平坦性 １工事に１回
　　　　　　　　〔実施中〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕
※コアを採取した場合は写真
不要

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

13

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

13

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

13

代表箇所
　　各１枚

3 薄層カラー舗装工（上
層路盤工）
セメント（石灰）安定
処理工

4 薄層カラー舗装工（加
熱アスファルト安定処
理工）

代表箇所
　　各１枚

2 薄層カラー舗装工（上
層路盤工）
粒度調整路盤工

代表箇所
　　各１枚

1 薄層カラー舗装工（下
層路盤工）

代表箇所
　　各１枚

６
一
般
舗
装
工

13

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

12

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

12 代表箇所
　　各１枚

9 コンクリート舗装工
（転圧コンクリート版
工）
アスファルト中間層

10 コンクリート舗装工
（転圧コンクリート版
工）
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

整正状況 200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

タックコート、
プライムコート

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

厚さ 1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕
※コアを採取した場合は写真
不要

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

整正状況 200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

タックコート、
プライムコート

各層毎に１回
　　　　  　　　〔散布時〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

14 代表箇所
　　各１枚

5 ブロック舗装工（基層
工）

代表箇所
　　各１枚

4 ブロック舗装工
（加熱アスファルト安
定処理工）

代表箇所
　　各１枚

６
一
般
舗
装
工

14

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

14

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

14

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

14

代表箇所
　　各１枚

2 ブロック舗装工（上層
路盤工）
　粒度調整路盤工

3 ブロック舗装工（上層
路盤工）
　セメント（石灰）安
定処理工

代表箇所
　　各１枚

1 ブロック舗装工（下層
路盤工）

5 薄層カラー舗装工（基
層工）

代表箇所
　　各１枚

６
一
般
舗
装
工

13３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

15 路面切削工 幅
厚さ

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

16 舗装打換え工 幅
延長
厚さ

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

平坦性 １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

タックコート 各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

整正状況 200ｍに１回
　　　　　　　  〔施工後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

2 路床安定処理工 施工厚さ
幅

40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

3 置換工 置換厚さ
幅

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

5 パイルネット工 厚さ
幅

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

6 サンドマット工 施工厚さ
幅

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

６
一
般
舗
装
工

17 代表箇所
　　各１枚

オーバーレイ工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

打込長さ
施工状況

200㎡又は１施工箇所に１回
　　〔打込み前後、施工中〕

杭径
位置・間隔

200㎡又は１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔打込後〕

8 締固め改良工
（サンドコンパクショ
ンパイル工）

砂の投入量 全数量　　　　〔打込前後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

9 固結工
（粉末噴射攪拌工）
（高圧噴射攪拌工）
（スラリー攪拌工）
（生石灰パイル工）

位置・間隔
杭径
深度

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔打込後〕

代表箇所
　　各１枚

変位
根入長

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔打込前〕

数量 全数量　　　　　〔打込後〕

削孔深さ １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔削孔後〕

配置誤差 １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

10
仮
設
工

5 3 土留・仮締切工（連節
ブロック張り工）

法長 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回　　　　　〔施工後〕
ただし、根入部は40ｍに１回

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

10
仮
設
工

5 4 土留・仮締切工（締切
盛土）

天端幅
法長

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

10
仮
設
工

5 代表箇所
　　各１枚

2 土留・仮締切工（アン
カー工）

代表箇所
　　各１枚

1 土留・仮締切工
（Ｈ鋼杭）
（鋼矢板）

代表箇所
　　各１枚

10
仮
設
工

5

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

７
地
盤
改
良
工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

7 バーチカルドレーン工
（サンドドレーン工）
（ペーパードレーン
工）
（袋詰式サンドドレー
ン工）
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

10
仮
設
工

5 5 土留・仮締切工（中詰
盛土）

施工状況 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

10
仮
設
工

9 地中連続壁工（壁式） 連壁の長さ
変位

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

10
仮
設
工

10 地中連続壁工（柱列
式）

連壁の長さ
変位

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

10
仮
設
工

22 法面吹付工 第３編２－１４－３吹付工に
準ずる

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

12
工
場
製
作
工

1 1 鋳造費（金属支承工） 製作状況 適宜　　　　　　〔製作中〕 代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

12
工
場
製
作
工

1 2 鋳造費（大型ゴム支承
工）

製作状況 適宜　　　　　　〔製作中〕 代表箇所
　　各１枚

原寸状況 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　　〔原寸時〕

製作状況 適宜　　　　　　〔製作中〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

12
工
場
製
作
工

1 代表箇所
　　各１枚

3 仮設材製作工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

12
工
場
製
作
工

1 4 刃口金物製作工 刃口高さ
外周長

１施工箇所に１回
　　　　　　　〔仮組立時〕

代表箇所
　　各１枚

原寸状況 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　　〔原寸時〕

製作状況 適宜　　　　　　〔製作中〕

仮組立寸法
(撮影項目は適宜)

１橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　〔仮組立時〕

原寸状況 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　　〔原寸時〕

製作状況 適宜　　　　　　〔製作中〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

12
工
場
製
作
工

3 3 桁製作工（鋼製えん堤
製作工（仮組立時））

仮組立寸法
(撮影項目は適宜)

１基に１回又は１工事に１回
　　　　　　　〔仮組立時〕

代表箇所
　　各１枚

原寸状況 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　　〔原寸時〕

製作状況 適宜　　　　　　〔製作中〕

原寸状況 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　　〔原寸時〕

製作状況 適宜　　　　　　〔製作中〕

仮組立寸法 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　〔仮組立時〕

原寸状況 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　　〔原寸時〕

製作状況 適宜　　　　　　〔製作中〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

12
工
場
製
作
工

6

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

12
工
場
製
作
工

5

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

12
工
場
製
作
工

4

代表箇所
　　各１枚

鋼製伸縮継手製作工

落橋防止装置製作工

代表箇所
　　各１枚

検査路製作工

代表箇所
　　各１枚

※シミュ
レーショ
ン仮組立
検査の場
合は仮組
立寸法を
省略

2 桁製作工（仮組立検査
を実施しない場合）

代表箇所
　　各１枚

12
工
場
製
作
工

3

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

12
工
場
製
作
工

3

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

1 桁製作工（仮組立によ
る検査を実施する場
合）
（シミュレーション仮
組立検査を行う場合）
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

原寸状況 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　　〔原寸時〕

製作状況 適宜　　　　　　〔製作中〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

12
工
場
製
作
工

8 アンカーフレーム製作
工

仮組立寸法
（撮影項目は適
宜）

１橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　〔仮組立時〕

代表箇所
　　各１枚

原寸状況 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　　〔原寸時〕

製作状況 適宜　　　　　　〔製作中〕

仮組立寸法 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　〔仮組立時〕

原寸状況 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　　〔原寸時〕

製作状況 適宜　　　　　　〔製作中〕

材料使用量
（塗料缶）

全数量　　　　〔使用前後〕

素地調整状況
（塗替）

部材別 　　　 〔施工前後〕

塗装状況 各層毎に１回
　　　　 　　　 〔塗装後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

13
橋
梁
架
設
工

架設工（鋼橋）
（クレーン架設）
（ケーブルクレーン架
設）
（ケーブルエレクショ
ン架設）
（架設桁架設）
（送出し架設）
（トラベラークレーン
架設）

架設状況 架設工法が変わる毎に１回
　　　　　　　　〔架設中〕

代表箇所
　　各１枚

代表箇所
　　各１枚

工場塗装工

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

12
工
場
製
作
工

9

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

12
工
場
製
作
工

11

代表箇所
　　各１枚

鋼製排水管製作工３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

12
工
場
製
作
工

10

代表箇所
　　各１枚

プレビーム用桁製作工

橋梁用防護柵製作工 代表箇所
　　各１枚

12
工
場
製
作
工

7３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

材料使用量 １工事に１回
　　　　　　　　〔混合前〕

土羽土の厚さ 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

法長 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

清掃状況 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔清掃後〕

ラス鉄網の重ね合
せ寸法

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔吹付前〕

厚さ（検測孔） 200㎡又は１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔吹付後〕

法長 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

材料使用量 １工事に１回
　　　　　　　　〔混合前〕

清掃状況 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔清掃後〕

ラス鉄網の重ね合
せ寸法

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔吹付前〕

法長 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

厚さ（検測孔） 200㎡又は１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔吹付後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

14
法
面
工

4 1 法枠工
（現場打法枠工）
（現場吹付法枠工）

法長、
幅、
高さ、
枠中心間隔

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

14
法
面
工

4 2 法枠工（プレキャスト
法枠工）

法長 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

14
法
面
工

2

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

14
法
面
工

3

代表箇所
　　各１枚

2 植生工
（植生基材吹付工）
（客土吹付工）

吹付工（仮設を含む）
（コンクリート）
（モルタル）

代表箇所
　　各１枚

1 植生工
（種子散布工）
（張芝工）
（筋芝工）
（市松芝工）
（植生シート工、植生
マット工）
（植生筋工）
（人工張芝工）
（植生穴工）

代表箇所
　　各１枚

14
法
面
工

2３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

削孔深さ １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔削孔後〕

配置誤差 １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

裏込厚さ 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

厚さ
幅
高さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

15
擁
壁
工

2 プレキャスト擁壁工 据付状況 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　〔埋戻し前〕

代表箇所
　　各１枚

裏込厚さ 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

法長
厚さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

16
浚
渫
工

3 浚渫船運転工
（ポンプ浚渫船）
（グラブ船）

運転状況 １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

18
床
版
工

2 床版・横組工 幅
厚さ
鉄筋の有効高さ
鉄筋のかぶり
鉄筋間隔

１スパンに１回
　　　　　　　〔打設前後〕

代表箇所
　　各１枚

アンカー工３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

14
法
面
工

6 代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

15
擁
壁
工

1 場所打擁壁工 代表箇所
　　各１枚

代表箇所
　　各１枚

３
土
木
工
事
共
通
編

２
一
般
施
工

15
擁
壁
工

4 井桁ブロック工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

６
河
川
編

１
築
堤
・
護
岸

７
法
覆
護
岸
工

4 護岸付属物工
（横帯コンクリート）
（縦帯コンクリート）
（小口止工）
（巻コンクリート）

幅
高さ

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

径
杭長

１施工箇所に１回
　　　　　　　〔打込み前〕

幅
方向

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

６
河
川
編

１
築
堤
・
護
岸

13
光
ケ
｜
ブ
ル
配
管
工

3 配管工 配管状況 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

不要

６
河
川
編

１
築
堤
・
護
岸

13
光
ケ
｜
ブ
ル
配
管
工

4 ハンドホール工 厚さ
幅
高さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

不要

６
河
川
編

３
樋
門
・
樋
管

５
樋
門
・
樋
管
本
体
工

6 1 函渠工（本体工） 厚さ
幅
内空幅
内空高

１施工箇所に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

代表箇所
　　各１枚

６
河
川
編

３
樋
門
・
樋
管

５
樋
門
・
樋
管
本
体
工

6 2 函渠工
（ヒューム管）
（ＰＣ管）
（コルゲートパイプ）
（ダクタイル鋳鉄管）

据付状況 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔巻立前〕

不要

６
河
川
編

３
樋
門
・
樋
管

５
樋
門
・
樋
管
本
体
工

7 翼壁工 厚さ
幅
高さ

１施工箇所に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

代表箇所
　　各１枚

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条
写真管理項目

摘　要

６
河
川
編

１
築
堤
・
護
岸

10
水
制
工

8 杭出し水制工 代表箇所
　　各１枚
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条
写真管理項目

摘　要

６
河
川
編

３
樋
門
・
樋
管

５
樋
門
・
樋
管
本
体
工

8 水叩工 厚さ
幅
高さ

１施工箇所に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

代表箇所
　　各１枚

６
河
川
編

４
水
門

６
水
門
本
体
工

7
8
9
10
11

床版工
堰柱工
門柱工
ゲート操作台工
胸壁工

厚さ
幅
高さ

１施工箇所に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

代表箇所
　　各１枚

６
河
川
編

４
水
門

９
鋼
管
理
橋
上
部
工

10 1 支承工（鋼製支承） 支承取付状況 １スパンに１回
　　　　　　　　〔取付後〕

代表箇所
　　各１枚

６
河
川
編

４
水
門

９
鋼
管
理
橋
上
部
工

10 2 支承工（ゴム支承） 支承取付状況 １スパンに１回
　　　　　　　　〔取付後〕

代表箇所
　　各１枚

６
河
川
編

４
水
門

12
橋
梁
付
属
物
工
∩
鋼
管
理
橋
∪

4 地覆工 地覆の幅
地覆の高さ
有効幅員

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

６
河
川
編

４
水
門

12
橋
梁
付
属
物
工
∩
鋼
管
理
橋
∪

5
6

橋梁用防護柵工
橋梁用高欄工

幅
高さ

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

－345－
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条
写真管理項目

摘　要

６
河
川
編

４
水
門

12
橋
梁
付
属
物
工
∩
鋼
管
理
橋
∪

7 検査路工 幅
高さ

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

６
河
川
編

５
堰

６
可
動
堰
本
体
工

13
14

閘門工
土砂吐工

厚さ
幅
高さ
延長

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

６
河
川
編

５
堰

７
固
定
堰
本
体
工

8
9
10

堰本体工
水叩工
土砂吐工

厚さ
幅
高さ

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

６
河
川
編

５
堰

８
魚
道
工

3 魚道本体工 厚さ
幅
高さ

測定箇所毎に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

６
河
川
編

５
堰

９
管
理
橋
下
部
工

2 管理橋橋台工 厚さ
天端幅
(橋軸方向)
敷幅
(橋軸方向)
高さ
胸壁の高さ
天端長
敷長

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

６
河
川
編

６
排
水
機
場

４
機
場
本
体
工

6 本体工 厚さ
幅
高さ

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

－346－
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条
写真管理項目

摘　要

６
河
川
編

６
排
水
機
場

４
機
場
本
体
工

7 燃料貯油槽工 厚さ
幅
高さ

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

６
河
川
編

６
排
水
機
場

５
沈
砂
池
工

7 コンクリート床版工 厚さ
幅
高さ

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

６
河
川
編

７
床
止
め
・
床
固
め

４
床
止
め
工

6 本体工（床固め本体
工）

天端幅
堤幅
水通し幅

測定箇所毎に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

６
河
川
編

７
床
止
め
・
床
固
め

４
床
止
め
工

8 水叩工 幅
厚さ

測定箇所毎に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

６
河
川
編

７
床
止
め
・
床
固
め

５
床
固
め
工

6 側壁工 天端幅
長さ

測定箇所毎に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

７
河
川
海
岸
編

１
堤
防
・
護
岸

５
護
岸
基
礎
工

5 場所打コンクリート工 幅
高さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　〔型枠取外後〕

代表箇所
　　各１枚

数量 全数量　　　　　〔製作後〕

ブロックの形状寸
法

形状寸法変わる毎に１回
　　　　　　　　〔製作後〕

据付状況 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

数量 全数量　　　　　〔製作後〕

ブロックの形状寸
法

形状寸法変わる毎に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

法長
厚さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

法長
厚さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

裏込材厚 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

幅
厚さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

基礎厚 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

７
河
川
海
岸
編

１
堤
防
・
護
岸

９
波
返
工

3 波返工 幅
高さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

７
河
川
海
岸
編

２
突
堤
・
人
工
岬

４
突
堤
基
礎
工

4 捨石工 法長
天端幅

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

代表箇所
　　各１枚

コンクリート被覆工

７
河
川
海
岸
編

１
堤
防
・
護
岸

６
護
岸
工

4

７
河
川
海
岸
編

１
堤
防
・
護
岸

８
天
端
被
覆
工

2

コンクリート被覆工７
河
川
海
岸
編

１
堤
防
・
護
岸

６
護
岸
工

5

代表箇所
　　各１枚

海岸コンクリートブ
ロック工

代表箇所
　　各１枚

写真管理項目
摘　要

海岸コンクリートブ
ロック工

枝
番

工　　　　　種

代表箇所
　　各１枚

７
河
川
海
岸
編

１
堤
防
・
護
岸

５
護
岸
基
礎
工

6

編 章 節 条
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

７
河
川
海
岸
編

２
突
堤
・
人
工
岬

４
突
堤
基
礎
工

5 吸出し防止工 幅 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

７
河
川
海
岸
編

２
突
堤
・
人
工
岬

５
突
堤
本
体
工

2 捨石工 法長
天端幅

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

数量 全数量　　　　　〔製作後〕

ブロックの形状寸
法

形状寸法変わる毎に１回
　　　　　　　　〔製作後〕

天端幅 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

厚さ
高さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

間詰石状況 １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

７
河
川
海
岸
編

２
突
堤
・
人
工
岬

５
突
堤
本
体
工

10 場所打コンクリート工 幅
高さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

７
河
川
海
岸
編

２
突
堤
・
人
工
岬

５
突
堤
本
体
工

11 1 ケーソン工（ケーソン
工製作）

壁厚
幅
高さ
長さ
底版厚さ
フーチング高さ

１基に１回
　　　　　　　　〔製作後〕

代表箇所
　　各１枚

７
河
川
海
岸
編

２
突
堤
・
人
工
岬

５
突
堤
本
体
工

11 2 ケーソン工（ケーソン
工据付）

据付状況 １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔据付後〕

代表箇所
　　各１枚

７
河
川
海
岸
編

２
突
堤
・
人
工
岬

５
突
堤
本
体
工

9 代表箇所
　　各１枚

石砕工

海岸コンクリートブ
ロック工

代表箇所
　　各１枚

５
突
堤
本
体
工

5７
河
川
海
岸
編

２
突
堤
・
人
工
岬
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

７
河
川
海
岸
編

２
突
堤
・
人
工
岬

５
突
堤
本
体
工

11 3 ケーソン工（突堤上部
工）
場所打コンクリート
海岸コンクリートブ
ロック

厚さ
幅

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

７
河
川
海
岸
編

２
突
堤
・
人
工
岬

５
突
堤
本
体
工

12 1 セルラー工（セルラー
工製作）

壁厚
幅
高さ

１基に１回
　　　　　　　　〔製作後〕

代表箇所
　　各１枚

７
河
川
海
岸
編

２
突
堤
・
人
工
岬

５
突
堤
本
体
工

12 2 セルラー工（セルラー
工据付）

据付状況 １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔据付後〕

代表箇所
　　各１枚

７
河
川
海
岸
編

２
突
堤
・
人
工
岬

５
突
堤
本
体
工

12 3 セルラー工（突堤上部
工）
場所打コンクリート
海岸コンクリートブ
ロック

厚さ
幅

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

７
河
川
海
岸
編

２
突
堤
・
人
工
岬

６
根
固
め
工

2 捨石工 法長
天端幅

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

数量 全数量　　〔製作後〕

ブロックの形状寸
法

形状寸法変わる毎に１回
　　　　　　　　〔製作後〕

数量 全数量　　　　　〔製作後〕

ブロックの形状寸
法

形状寸法変わる毎に１回
　　　　　　　　〔製作後〕

代表箇所
　　各１枚

７
河
川
海
岸
編

２
突
堤
・
人
工
岬

７
消
波
工

3 消波ブロック工

７
河
川
海
岸
編

２
突
堤
・
人
工
岬

６
根
固
め
工

3 根固めブロック工 代表箇所
　　各１枚
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種編 章 節 条

７
河
川
海
岸
編

３
海
域
堤
防
（

人
工
リ
ー

フ
、

離
岸
堤
、

潜
堤
）

３
海
域
堤
基
礎
工

3 捨石工 法長
天端幅

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

原寸状況 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　　〔原寸時〕

製作状況 適宜　　　　　　〔製作中〕

骨材採取製造
コンクリート製造
運搬

月に１回　　　　〔施工中〕 各月１枚

打継目処理
打込・養生

４リフトに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

天端幅
堤幅
水通しの幅

測定箇所毎に１回
　　　　　　　  〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

８
砂
防
編

１
砂
防
え
ん
堤

８
コ
ン
ク
リ
ー

ト
え
ん
堤
工

6 コンクリート側壁工 天端幅
長さ

測定箇所毎に１回
　　　　 　　　 〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

８
砂
防
編

１
砂
防
え
ん
堤

８
コ
ン
ク
リ
ー

ト
え
ん
堤
工

8 水叩工 幅
厚さ

測定箇所毎に１回
　　　　　　　  〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

８
砂
防
編

１
砂
防
え
ん
堤

９
鋼
製
え
ん
堤
工

5 1 鋼製えん堤本体工（不
透過型）

長さ
幅
下流側倒れ

測定箇所毎に１回
　　　　 　　　 〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

８
砂
防
編

１
砂
防
え
ん
堤

９
鋼
製
え
ん
堤
工

5 2 鋼製えん堤本体工（透
過型）

堤長
堤幅
高さ

測定箇所毎に１回
　　　　　　　  〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

編 章 節 条

８
砂
防
編

１
砂
防
え
ん
堤

4

８
コ
ン
ク
リ
ー

ト
え
ん
堤
工

4８
砂
防
編

枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

３
工
場
製
作
工

摘　要

鋼製えん堤仮設材製作
工

コンクリートえん堤本
体工

１
砂
防
え
ん
堤

代表箇所
　　各１枚
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

摘　要

８
砂
防
編

１
砂
防
え
ん
堤

９
鋼
製
え
ん
堤
工

6 鋼製側壁工 長さ
幅
下流側倒れ
高さ

測定箇所毎に１回
　　　　　　　  〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

８
砂
防
編

２
流
路

５
床
固
め
工

8 魚道工 幅
高さ
厚さ

40ｍ（50ｍ）又は測定箇所毎
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

８
砂
防
編

３
斜
面
対
策

６
山
腹
水
路
工

4 山腹明暗渠工 厚さ
幅
高さ
深さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

不要

８
砂
防
編

３
斜
面
対
策

７
地
下
水
排
除
工

4 集排水ボーリング工 削孔深さ
配置誤差

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

不要

８
砂
防
編

３
斜
面
対
策

７
地
下
水
排
除
工

5 集水井工 偏心量
長さ
巻立て幅
巻立て厚さ

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

不要

偏心量 １施行箇所に１回
　　　　　　　  〔施工後〕

数量 全数量　　　　　〔打込後〕

８
砂
防
編

３
斜
面
対
策

９
抑
止
杭
工

6 合成杭工 代表箇所
　　各１枚
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

10
道
路
編

１
道
路
改
良

３
工
場
製
作
工

2 遮音壁支柱製作工 部材長 １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔製作後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

１
道
路
改
良

９
カ
ル
バ
ー

ト
工

6 場所打函渠工 厚さ
幅（内空）
高さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

１
道
路
改
良

11
落
石
雪
害
防
止
工

4 落石防止網工 幅 １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

１
道
路
改
良

11
落
石
雪
害
防
止
工

5 落石防護柵工 高さ 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

１
道
路
改
良

11
落
石
雪
害
防
止
工

6 防雪柵工 高さ
基礎幅
基礎高さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

１
道
路
改
良

11
落
石
雪
害
防
止
工

7 雪崩予防柵工 高さ
基礎幅
基礎高さ
アンカー長

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

１
道
路
改
良

12
遮
音
壁
工

4 遮音壁基礎工 幅
高さ

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　　　　〔施工前後〕

適宜

編 章 節 条
写真管理項目

摘　要
枝
番

工　　　　　種
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件
編 章 節 条

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種

10
道
路
編

１
道
路
改
良

12
遮
音
壁
工

5 遮音壁本体工 支柱間隔
支柱ずれ
支柱倒れ
高さ

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

敷均し厚さ
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

整正状況 200ｍに１回
　　　　　　　　〔整正後〕

タックコート、
プライムコート

各層毎に１回
　　　　　　　  〔散布時〕

平坦性 １工事に１回
　　　　　　　　〔実施中〕

10
道
路
編

２
舗
装

５
排
水
構
造
物
工
（

路
面
排
水
工
）

9 排水性舗装用路肩排水
工

据付状況 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

不要

<コンクリート工>
各部の厚さ
各部の長さ

<ラバーシュー>
各部の長さ
厚さ

<アンカーボルト>
中心のずれ
アンカー長

10
道
路
編

２
舗
装

９
標
識
工

4 1 大型標識工（標識基礎
工）

幅
高さ

基礎タイプ毎５箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

10
道
路
編

10
道
路
編

２
舗
装

４
舗
装
工

歩道舗装工
取合舗装工
路肩舗装工
表層工

２
舗
装

７
踏
掛
版
工

4 代表箇所
　　各１枚

踏掛版工
（コンクリート工）
（ラバーシュー）
（アンカーボルト）

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

10
道
路
編

２
舗
装

４
舗
装
工

歩道路盤工
取合舗装路盤工
路肩舗装路盤工

代表箇所
　　各１枚

代表箇所
　　各１枚
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件
編 章 節 条

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種

10
道
路
編

２
舗
装

９
標
識
工

4 2 大型標識工（標識柱
工）

設置高さ １施工箇所に１回 適宜

10
道
路
編

２
舗
装

12
道
路
付
属
施
設
工

5 1 ケーブル配管工 配管状況 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

不要

10
道
路
編

２
舗
装

12
道
路
付
属
施
設
工

5 2 ケーブル配管工（ハン
ドホール）

厚さ
幅
高さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

不要

10
道
路
編

２
舗
装

12
道
路
付
属
施
設
工

6 照明工（照明柱基礎
工）

幅
高さ

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　　　　〔施工前後〕

適宜

原寸状況 １脚に１回又は１工事に１回
　　　　　　　　〔原寸時〕

製作状況 適宜　　　　　　〔製作中〕

仮組立寸法
(撮影項目は適宜)

１脚に１回又は１工事に１回
　　　　　　　〔仮組立時〕

10
道
路
編

３
橋
梁
下
部

６
橋
台
工

8 橋台躯体工 厚さ
天端幅(橋軸方向)
敷幅(橋軸方向)
高さ
胸壁の高さ
天端長
敷長

全数量
　　　　　〔型枠取外し後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

３
橋
梁
下
部

７
Ｒ
Ｃ
橋
脚
工

9 1 橋脚躯体工
（張出式）
（重力式）
（半動式）

厚さ
天端幅
敷幅
高さ
天端長
敷長

全数量
　　　　　〔型枠取外し後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

３
橋
梁
下
部

３
工
場
製
作
工

3 鋼製橋脚製作工 代表箇所
　　各１枚
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件
編 章 節 条

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種

10
道
路
編

３
橋
梁
下
部

７
Ｒ
Ｃ
橋
脚
工

9 2 橋脚躯体工（ラーメン
式）

厚さ
天端幅
敷幅
高さ
長さ

全数量
　　　　　〔型枠取外し後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

３
橋
梁
下
部

８
鋼
製
橋
脚
工

9 1 橋脚フーチング工（Ｉ
型・Ｔ型）

幅
高さ
長さ

全数量
　　　　　　〔型枠取外後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

３
橋
梁
下
部

８
鋼
製
橋
脚
工

9 2 橋脚フーチング工（門
型）

幅
高さ

全数量
　　　　　　〔型枠取外後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

３
橋
梁
下
部

８
鋼
製
橋
脚
工

10 1 橋脚架設工（Ｉ型・Ｔ
型）

架設状況 架設工法が変わる毎に１回
　　　　　　　　〔架設中〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

３
橋
梁
下
部

８
鋼
製
橋
脚
工

10 2 橋脚架設工（門型） 架設状況 架設工法が変わる毎に１回
　　　　　　　　〔架設中〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

３
橋
梁
下
部

８
鋼
製
橋
脚
工

11 現場継手工 継手部のすき間 １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

原寸状況 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　　〔原寸時〕

製作状況 適宜　　　　　　〔製作中〕

橋梁用高欄製作工 代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

３
工
場
製
作
工

9
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件
編 章 節 条

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種

10
道
路
編

４
鋼
橋
上
部

８
橋
梁
付
属
物
工

3 落橋防止装置工 アンカーボルト孔
の削孔長

全数 代表箇所
　　各１枚

原寸状況 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　　〔原寸時〕

製作状況 適宜　　　　　　〔製作中〕

仮組立寸法
(撮影項目は適宜)

１橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　〔仮組立時〕

幅
高さ

桁毎に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

岩質 岩質の変わる毎に１回
　　　　　　　　〔掘削中〕

湧水状況 適宜　　　　　  〔掘削中〕

吹付面の清掃状況 40ｍ毎に１回
　　　　　　　　〔清掃後〕

金網の重合せ状況 40ｍ毎に１回
　　　　　　〔２次吹付前〕

吹付け厚さ（検測
孔）

40ｍ毎に１回
　　　　　　　　〔吹付後〕

位置間隔
角度
削孔深さ
孔径
突出量

施工パターン毎又は40ｍに１
断面
　　　　　　　　〔穿孔中〕

ロックボルト注入
状況

施工パターン毎又は40ｍに１
断面
　　　　　　　　〔注入中〕

ロックボルト打設
後の状況

施工パターン毎又は40ｍに１
断面
　　　　　　　　〔打設後〕

覆工
(巻立空間)

１セントルに１回
　　　　　　〔型枠組立後〕

覆工
（厚さ）

１セントルに１回
　 　　　 〔型枠取外し後〕

幅
高さ

40ｍ又は１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

10
道
路
編

６
ト
ン
ネ
ル
（

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

５
覆
工

5 床版コンクリート工 幅
厚さ

40ｍ又は１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

覆工コンクリート工10
道
路
編

６
ト
ン
ネ
ル
（

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

５
覆
工

3 代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

６
ト
ン
ネ
ル
（

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

４
支
保
工

4

10
道
路
編

６
ト
ン
ネ
ル
（

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

４
支
保
工

3

代表箇所
　　各１枚

ロックボルト工

代表箇所
　　各１枚

吹付工

プレビーム桁製作工
（現場）

10
道
路
編

５
コ
ン
ク
リ
ー

ト
橋
上
部

６
プ
レ
ビ
ー

ム
桁
橋
工

2 代表箇所
　　各１枚
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件
編 章 節 条

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種

インバート
（厚さ）

40ｍ又は１施工箇所に１回
　　　　　　　〔埋戻し前〕

幅（全幅） 40ｍ又は１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

10
道
路
編

６
ト
ン
ネ
ル
（

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

８
坑
門
工

4 坑門本体工 幅
高さ

１施工箇所に１回
　　　 　　　 〔埋戻し前〕

代表箇所
　　各１枚

覆工
(巻立空間)

40ｍ又は１施工箇所に１回
　　　　　　〔型枠組立後〕

覆工
（厚さ）

40ｍ又は１施工箇所に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

幅　(全幅)
高さ(内法)

40ｍ又は１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

10
道
路
編

11
共
同
溝

６
現
場
打
構
築
工

2 現場打躯体工 厚さ
内空幅
内空高

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

11
共
同
溝

６
現
場
打
構
築
工

4 カラー継手工 厚さ
幅
長さ

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔設置後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

11
共
同
溝

６
現
場
打
構
築
工

5 1 防水工（防水） 幅 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

６
ト
ン
ネ
ル
（

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

８
坑
門
工

5 明り巻工

６
イ
ン
バ
ー

ト
工

4 インバート本体工

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

６
ト
ン
ネ
ル
（

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
）

代表箇所
　　各１枚
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件
編 章 節 条

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種

10
道
路
編

11
共
同
溝

６
現
場
打
構
築
工

5 2 防水工（防水保護工） 厚さ 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

11
共
同
溝

６
現
場
打
構
築
工

5 3 防水工（防水壁） 高さ
幅
厚さ

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

11
共
同
溝

７
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
構
築
工

2 プレキャスト躯体工 据付状況 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　〔埋戻し前〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

12
電
線
共
同
溝

５
電
線
共
同
溝
工

2 管路工（管路部） 敷設状況 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔敷設後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

12
電
線
共
同
溝

５
電
線
共
同
溝
工

3 プレキャストボックス
工（特殊部）

据付状況 40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔据付後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

12
電
線
共
同
溝

５
電
線
共
同
溝
工

4 現場打ちボックス工
（特殊部）

厚さ
内空幅
内空高

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

12
電
線
共
同
溝

６
付
帯
設
備
工

2 ハンドホール工 厚さ
幅
高さ

１施工箇所に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

不要
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件
編 章 節 条

写真管理項目
摘　要

枝
番

工　　　　　種

平坦性 １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

タックコート 各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

整正状況 200ｍに１回
　　　　　　　 〔施工後〕

敷均厚
転圧状況

各層毎200ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況
厚さ

各層毎1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

10
道
路
編

14
道
路
維
持

４
舗
装
工

11 グルービング工 施工状況 施工日に１回
　　　　　　　〔施工前後〕

不要

原寸状況 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　　〔原寸時〕

製作状況 適宜　　　　　　〔製作中〕

仮組立寸法
（撮影項目は適
宜）

１橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　　〔仮組立時〕

長さ、径、材質 １橋に１回又は１工事に１回
　　　　　　〔材料搬入時〕

施工状況 適宜　　　　　　〔施工中〕

路上再生工10
道
路
編

14
道
路
維
持

４
舗
装
工

7 代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

16
道
路
修
繕

３
工
場
製
作
工

4 桁補強材製作工 代表箇所
　　各１枚

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

16
道
路
修
繕

22
橋
梁
付
属
物
工

4 落橋防止装置工

代表箇所
　　各１枚

10
道
路
編

14
道
路
維
持

４
舗
装
工

5 切削オーバーレイ工
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撮影頻度[時期] 整理条件

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔掘削中〕

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔掘削後〕

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

３
敷
地
造
成
工

3 整地工
（整地）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　〔仕上げ時〕

代表箇所
　　各１枚

地質が変わる毎に１回
　　　　　　　　〔掘削中〕

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔掘削後〕

40ｍ（50ｍ）に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　〔巻出し時〕

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

３
敷
地
造
成
工

7 法面整形工
（法面整形工（盛土
部））

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　〔仕上げ時〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

３
敷
地
造
成
工

8 路床安定処理工
（安定処理）

40ｍ（50ｍ）に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

仕上げ状況
厚さ

施工厚さ
幅

巻出し厚 40ｍ（50ｍ）に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　〔巻出し時〕

代表箇所
　　各１枚

締固め状況 転圧機械又は地質が変わる毎
に１回
　　　　　　　〔締固め時〕

法長
幅

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

３
敷
地
造
成
工

6 路床盛土工
（路床（流用土））
（路床（発生土））
（路床（採取土））
（路床（購入土））

巻出し厚 代表箇所
　　各１枚

締固め状況 転圧機械又は地質が変わる毎
に１回
　　　　　　　〔締固め時〕

幅
法長

土質等の判別 代表箇所
　　各１枚

法長

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

３
敷
地
造
成
工

5 盛土工
（盛土（流用土））
（盛土（発生土））
（盛土（採取土））
（盛土（購入土））

代表箇所
　　各１枚

幅
深さ
法長

仕上げ状況
仕上げ厚さ

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

３
敷
地
造
成
工

4 掘削工
（掘削（土砂））
（掘削（軟岩））
（掘削（硬岩））

写真管理項目
摘　要

撮影項目

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

３
敷
地
造
成
工

2 表土保全工
（表土掘削）

土質等の判断

編 章 節 条
枝
番

工　　　　　種
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

３
敷
地
造
成
工

10 サンドマット工
（サンドマット）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　〔打込前後〕

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔打込後〕

全数量　　　　〔打込前後〕

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

５
植
栽
基
盤
工

3 1 透水層工
（開渠排水）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　〔埋戻し前〕

不要

幅
深さ
施工状況

施肥配合タイプ毎に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　〔施工中、施工後〕

不要

幅
深さ
施工状況

耕耘タイプ毎に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　〔施工中、施工後〕

不要

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

５
植
栽
基
盤
工

5 土性改良工
（土性改良）
（中和剤施用）
（除塩）
（施肥）

高さ
幅
厚さ
長さ

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　〔埋戻し前〕

不要

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

５
植
栽
基
盤
工

4 土層改良工
（普通耕）
（深耕）
（混層耕）
（心土破砕）

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

５
植
栽
基
盤
工

3 2 透水層工
（暗渠排水）

打込長さ
施工状況

代表箇所
　　各１枚

杭径
位置・間隔

砂の投入量

高さ
幅

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

施工厚さ
幅

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

３
敷
地
造
成
工

11 バーチカルドレーン工
（サンドドレーン）
（袋詰式サンドドレー
ン）
（ペーパードレーン）

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

３
敷
地
造
成
工

9 置換工
（置換）

置換厚さ
幅
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

転圧機械が変わる毎に１回
　　　　　　　〔締固め時〕

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

５
植
栽
基
盤
工

7 2 人工地盤工
（人工地盤排水層）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　〔埋戻し前〕

不要

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

５
植
栽
基
盤
工

7 3 人工地盤工
（フィルター）
（防根シート）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　〔埋戻し前〕

不要

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

５
植
栽
基
盤
工

7 4 人工地盤工
（立排水浸透桝）

１施工箇所に１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

不要

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

５
植
栽
基
盤
工

8 造形工
（表面仕上げ）
（築山）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

６
法
面
工

3 法面ネット工
（法面ネット）

第３編2-14-4-2法枠工（プレ
キャスト法枠工）に準ずる。

１工事につき１回
　　　　　　　　〔混合前〕

200㎡又は１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

植生工
（種子散布）
（植生シート）
（植生マット）
（公園種子帯）
（公園張芝）
（公園筋芝）
（公園市松芝）
（人工張芝）
（植生穴）

材料使用量 代表箇所
　　各１枚

土羽土の厚さ

法長

高さ
幅
厚さ
長さ

高さ
幅
厚さ

厚さ
幅
高さ

仕上げ状況

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

６
法
面
工

4 1

巻出し厚 40ｍ（50ｍ）に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　〔巻出し時〕

不要

締固め度

幅
法長

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

５
植
栽
基
盤
工

6 表土盛土工
（盛土（流用表土））
（盛土（発生表土））
（盛土（採取表土））
（盛土（購入表土））
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔清掃後〕

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔吹付前〕

200㎡又は１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔吹付後〕

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

１工事に１回
　　　　　　　　〔混合前〕

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

６
法
面
工

5 1 法枠工
（現場打法枠）
（現場吹付法枠）

第３編2-14-4-1法枠工（現場
打法枠工）（現場吹付法枠
工）に準ずる。

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

６
法
面
工

5 2 法枠工
（プレキャスト法枠）
（金属製法枠）

第３編2-14-4-2法枠工（プレ
キャスト法枠工）に準ずる。

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

６
法
面
工

6 編柵工
（編柵）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

６
法
面
工

7 1 かご工
（じゃかご）

第３編2-3-27-1羽口工（じゃ
かご）に準ずる。

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

６
法
面
工

7 2 かご工
（ふとんかご）

第３編2-3-27-2羽口工（ふと
んかご、かご枠）に準ずる。

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

７
軽
量
盛
土
工

2 軽量盛土工
（軽量盛土）
（コンクリート床版）
（基礎コンクリート）
（壁体）
（裏込砕石）

第１編2-4-3路体盛土工に準ず
る。

高さ

清掃状況 代表箇所
　　各１枚

ラス鉄鋼の重ね合
せ寸法

厚さ（検測孔）

法長

材料使用量

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

６
法
面
工

4 2 植生工
（客土吹付）
（植生基材吹付）
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

８
擁
壁
工

4 1 場所打擁壁工
（小型擁壁）
（重力式擁壁）
（もたれ式擁壁）
（逆T型擁壁）
（L型擁壁）
（鉄筋）
（裏込砕石）
（止水板）
（コンクリート）
（型枠）
（足場）
（目地板）
（水抜パイプ）
（吸出し防止材）

第３編2-15-1場所打擁壁工に
準ずる。

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

８
擁
壁
工

4 2 場所打擁壁工
（基礎材）
（均しコンクリート）

第３編2-4-1一般事項（砕石基
礎工）（均しコンクリート）
に準ずる。

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

８
擁
壁
工

4 3 場所打擁壁工
（擁壁高さ調整）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

８
擁
壁
工

5 プレキャスト擁壁工
（プレキャストL型擁
壁
（プレキャスト逆T型
擁壁）
（側溝付プレキャスト
擁壁）

第３編2-15-2プレキャスト擁
壁工に準ずる。

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

８
擁
壁
工

6 補強土壁工
（補強土壁基礎）
（帯鋼補強土壁・アン
カー補強土壁）
（ジオテキスタイル補
強土壁）

第１編2-3-4盛土補強工に準ず
る。

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

８
擁
壁
工

7 コンクリートブロック
工
（コンクリートブロッ
ク基礎）
（コンクリートブロッ
ク積）
（間知ブロック張）
（平ブロック張）
（連節ブロック張）
（緑化ブロック積）
（ブロック植栽）
（天端コンクリート）
（小口止コンクリー
ト）

第３編2-5-3コンクリートブ
ロック工、第３編2-5-4緑化ブ
ロック工に準ずる。

施工状況
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

８
擁
壁
工

8 2 石積工
（面積）
（玉石積）
（小端積）
（こぶだし石積）
（切石積）
（間知石積）
（雑割石積）
（雑石積）
（割石積）
（雑割石張）
（雑石張）

第３編2-5-5石積（張）工に準
ずる。

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

８
擁
壁
工

8 3 石積工
（石積高さ調整）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

９
公
園
カ
ル
バ
ー

ト
工

4 場所打函渠工
（函渠）
（鉄筋）
（コンクリート）
（型枠）
（足場）
（支保）
（目地板）
（止水板）
（水抜パイプ）

第10編1-9-6場所打函渠工に準
ずる。

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

９
公
園
カ
ル
バ
ー

ト
工

5 プレキャストカルバー
ト工
（プレキャストカル
バート）

第３編2-3-28プレキャストカ
ルバート工に準ずる。

高さ
延長

代表箇所
　　各１枚

法長又は高さ

施工状況

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

８
擁
壁
工

9

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

８
擁
壁
工

8 1 石積工
（崩れ積）

胴込裏込厚

土留め工
（土留め）

基礎高
基礎幅
根入れ長
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

１回／１基
　　　　　　　　〔施工後〕

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

10
公
園
施
設
等
撤
去
・
移
設
工

3 2 移設工
（小工作物移設）

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

10
公
園
施
設
等
撤
去
・
移
設
工

3 3 移設工
（景石移設）

５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

①植穴 径
深さ

樹種別、規格別に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

②樹木 施工状況 樹種別、規格別に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

③支柱 施工状況 樹種別、規格別に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

④客土
⑤肥料
⑥土壌
改良材
⑦幹巻

施工状況
材料の使
用量（空
袋）

樹種別、規格別に１回
　　　　〔施工中、施工後〕

適宜

11
公
園
編

２
植
栽

３
植
栽
工

6 地被類植栽工
（地被類植栽）

樹種別、規格別に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

高木植栽工
（高木植栽）
（高木植栽（支柱有・
幹巻有））
（高木植栽（支柱有・
幹巻無））

施工状況

適宜

基礎高
基礎幅
根入れ長

基礎高
基礎幅
根入れ長

施工状況

11
公
園
編

２
植
栽

３
植
栽
工

3

11
公
園
編

１
基
盤
整
備

10
公
園
施
設
等
撤
去
・
移
設
工

3 1 移設工
（遊具移設）

設置高さ
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

種子別又は１工事につき１回
　　　　　　　　〔混合前〕

種子別又は１施工箇所に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

①種子 播種状況 種子別１回
　　　　　　　　〔施工中〕

②肥料
③養生
材

施工状況
材料の使
用量（空
袋）

種子別１回
　　　　〔搬入時、施工中〕

11
公
園
編

２
植
栽

３
植
栽
工

9 花壇植栽工
（花壇植栽）

花壇植物別１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

11
公
園
編

２
植
栽

３
植
栽
工

10 1 樹木養生工
（防風ネット）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

２
植
栽

３
植
栽
工

10 2 樹木養生工
（寒冷紗巻き）

樹種別１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

11
公
園
編

２
植
栽

３
植
栽
工

10 3 樹木養生工
（植穴透水層）

樹種別１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

11
公
園
編

２
植
栽

３
植
栽
工

10 4 樹木養生工
（空気管）

樹種別１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

施工状況

支柱の高さ
延長

施工状況

厚さ
幅
長さ

施工状況

代表箇所
　　各１枚

厚さ

11
公
園
編

２
植
栽

３
植
栽
工

8 播種工
（播種）

適宜

11
公
園
編

２
植
栽

３
植
栽
工

7 草花種子散布工
（草花種子散布）
（草花植生マット）

材料使用量
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

２
植
栽

３
植
栽
工

10 8 樹木養生工
（支柱設置）

樹種別、規格別に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

11
公
園
編

２
植
栽

３
植
栽
工

11 1 樹名板工
（埋込型樹名板）

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

２
植
栽

３
植
栽
工

11 2 樹名板工
（幹巻型樹名板）

樹種別１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

11
公
園
編

２
植
栽

３
植
栽
工

12 根囲い保護工
（根囲い保護）

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

２
植
栽

３
植
栽
工

14 壁面緑化施設工
（壁面緑化フェンス）
（壁面緑化パネル）
（登はん補助資材）

１施工箇所（タイプ毎）に１
回
　　　　〔施工中、施工後〕

適宜

11
公
園
編

２
植
栽

４
移
植
工

3 根回し工
（高中木根回し）

樹種別、規格別に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

施工状況

基礎高
基礎幅
根入れ長

施工状況

根回し状況

樹木養生工
（養生柵）

基礎高
基礎幅
根入れ長

高さ
延長

施工状況

基礎高
基礎幅

11
公
園
編

２
植
栽

３
植
栽
工

10 7
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

①樹木 施工状況 樹種別、規格別に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

②支柱 施工状況 樹種別、規格別に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

11
公
園
編

２
植
栽

４
移
植
工

5 根株移植工
（根株移植）
（根株運搬）
（特殊機械掘取）
（特殊機械運搬）

樹種別、規格別に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

①樹木 施工状況 樹種別、規格別に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

②支柱 施工状況 樹種別、規格別に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

11
公
園
編

２
植
栽

４
移
植
工

7 地被類移植工
（地被類移植）
（地被類運搬）

樹種別、規格別に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

11
公
園
編

２
植
栽

５
樹
木
整
姿
工

3 高中木整姿工
（基本剪定）
（軽剪定）
（機械剪定）

樹種別、規格別に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

11
公
園
編

２
植
栽

５
樹
木
整
姿
工

4 低木整姿工
（手刈）
（機械刈）

樹種別、規格別に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

11
公
園
編

２
植
栽

５
樹
木
整
姿
工

5 1 樹勢回復工
（樹勢回復）

樹種別、規格別に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

施工状況

施工状況

施工状況

施工状況

施工状況

11
公
園
編

２
植
栽

４
移
植
工

6 中低木移植工
（中低木移植）

11
公
園
編

２
植
栽

４
移
植
工

4 高木移植工
（高木移植）
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

11
公
園
編

２
植
栽

５
樹
木
整
姿
工

5 2 樹勢回復工
（樹木修復）

修復方法別１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

３
給
水
設
備
工

3 水栓類取付工
（メーターボックス）
（止水栓）
（止水栓ボックス）
（不凍水栓）
（ボックス類高さ調
整）

５箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

不要

11
公
園
編

３
施
設
整
備

３
給
水
設
備
工

6 1 散水施設工
（ミスト）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

不要

11
公
園
編

３
施
設
整
備

３
給
水
設
備
工

6 2 散水施設工
（ドリップパイプ）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　〔埋戻し前〕

不要

11
公
園
編

３
施
設
整
備

３
給
水
設
備
工

6 3 散水施設工
（散水栓）
（散水栓ボックス）

５箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

不要

11
公
園
編

３
施
設
整
備

３
給
水
設
備
工

6 4 散水施設工
（散水栓高さ調整）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

３
給
水
設
備
工

8 給水設備修繕工
（給水設備修繕）

１施工箇所（修繕内容毎）に
１回
〔施工前、施工中、施工後〕

適宜

施工状況

高さ
据付状況

据付状況

施工状況

施工状況

施工状況

据付状況
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

11
公
園
編

３
施
設
整
備

３
給
水
設
備
工

10 1 給水管路工
（給水管）
（埋設シート）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　〔埋戻し前〕

不要

11
公
園
編

３
施
設
整
備

３
給
水
設
備
工

10 2 給水管路工
（埋設標）

５箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

不要

11
公
園
編

３
施
設
整
備

４
雨
水
排
水
設
備
工

6 1 側溝工
（L型側溝）
（管(函)渠型側溝）
（プレキャストU型側
溝）
（プレキャスト皿形側
溝）
（コルゲートフリュー
ム）
（自由勾配側溝）
（特殊円形側溝）

第３編2-3-29-1側溝工（プレ
キャストU型側溝）（L型側
溝）（自由勾配側溝）に準ず
る。

11
公
園
編

３
施
設
整
備

４
雨
水
排
水
設
備
工

6 2 側溝工
（現場打L型側溝）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　〔型枠取外後〕

不要

11
公
園
編

３
施
設
整
備

４
雨
水
排
水
設
備
工

6 3 側溝工
（現場打側溝）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　〔型枠取外後〕

不要

11
公
園
編

３
施
設
整
備

４
雨
水
排
水
設
備
工

6 4 側溝工
（公園素掘側溝）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

不要

11
公
園
編

３
施
設
整
備

４
雨
水
排
水
設
備
工

6 5 側溝工
（側溝高さ調整）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

据付状況

厚さ
幅
高さ

厚さ
幅
高さ

高さ
幅

施工状況

高さ
据付状況
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

11
公
園
編

３
施
設
整
備

４
雨
水
排
水
設
備
工

7 管渠工
（コルゲートパイプ）
（ヒューム管）
（ＰＣ管）
（陶管）
（副管）
（硬質塩化ビニール
管）

第３編2-3-29-3側溝工（暗渠
工）に準ずる。

11
公
園
編

３
施
設
整
備

４
雨
水
排
水
設
備
工

8 1 集水桝・マンホール工
（街渠桝）
（集水桝）
（浸透桝）
（プレキャスト街渠
桝）
（プレキャスト集水
桝）
（塩化ビニル製桝）
（マンホール）
（プレキャストマン
ホール）
（公園マンホール）
（浸透マンホール）

第３編2-3-30集水桝工に準ず
る。

11
公
園
編

３
施
設
整
備

４
雨
水
排
水
設
備
工

8 2 集水桝・マンホール工
（桝高さ調整）
（マンホール高さ調
整）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

４
雨
水
排
水
設
備
工

9 地下排水工
（有孔ヒューム管）
（有孔塩化ビニール
管）
（透水コンクリート
管）
（化学繊維管）

第３編2-3-29-3側溝工（暗渠
工）に準ずる。

11
公
園
編

３
施
設
整
備

４
雨
水
排
水
設
備
工

10 公園水路工
（現場打水路）
（プレキャスト水路）

第３編2-3-29-2側溝工（場所
打水路工）に準ずる。

11
公
園
編

３
施
設
整
備

６
電
気
設
備
工

3 1 照明設備工
（ハンドホール）

第10編2-12-5-2ケーブル配管
工（ハンドホール）に準ず
る。

11
公
園
編

３
施
設
整
備

６
電
気
設
備
工

3 2 照明設備工
（ハンドホール高さ調
整）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜施工状況

施工状況
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

11
公
園
編

３
施
設
整
備

６
電
気
設
備
工

3 3 照明設備工
（引込柱）

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

６
電
気
設
備
工

3 4 照明設備工
（分電盤高さ調整）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

６
電
気
設
備
工

3 5 照明設備工
（照明灯基礎）

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

６
電
気
設
備
工

4 放送設備工
（スピーカー柱基礎）

基礎タイプ毎５箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

６
電
気
設
備
工

5 監視カメラ設置工
（監視カメラ基礎）

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前に必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

６
電
気
設
備
工

6 電気設備修繕工
（電気設備修繕）

１施工箇所（修繕内容毎）に
１回
〔施工前、施工中、施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

６
電
気
設
備
工

8 電線管路工
（電線管）
（電線）
（埋設シート）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　〔埋戻し前〕

不要

施工状況

深さ
据付状況

基礎高
基礎幅
根入れ長

施工状況

基礎高
基礎幅
根入れ長

基礎高
基礎幅
根入れ長

基礎高
基礎幅
根入れ長
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

１工事１回
　　　　　　　　〔実施中〕

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

１工事１回
　　　　　　　　〔実施中〕

排水性舗装工
（表層）

整正状況 代表箇所
　　各１枚

タックコート
プライムコート

平坦性

整正状況 代表箇所
　　各１枚

タックコート
プライムコート

幅

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

6 4

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

6 3 排水性舗装工
（基層）

排水性舗装工
（下層路盤）
（上層路盤）

敷均し厚
転圧状況

代表箇所
　　各１枚

整正状況

厚さ

幅

整正状況 代表箇所
　　各１枚

タックコート
プライムコート

平坦性

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

6 1

2

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

5 4 アスファルト舗装工
（表層）

アスファルト舗装工
（基層）

整正状況 代表箇所
　　各１枚

タックコート
プライムコート

幅

代表箇所
　　各１枚

整正状況

厚さ

幅

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

5 3

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

5 1

2

アスファルト舗装工
（下層路盤）
（上層路盤）

敷均し厚
転圧状況
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

１工事１回
　　　　　　　　〔実施中〕

敷均し厚
転圧状況

各層毎200ｍに１回
又は施工面積500㎡に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
又は施工面積500㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎200ｍに１回
又は施工面積500㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
又は施工面積500㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

整正
（敷設）
状況

各層毎200ｍに１回
又は施工面積500㎡に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

タック
コート
プライム
コート

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

敷均し厚
転圧状況

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況
厚さ

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

整正
（敷設）
状況

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

タック
コート
プライム
コート

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

14７
園
路
広
場
整
備
工

３
施
設
整
備

11
公
園
編

路
盤
工

表
層
工

アスファルト系舗装工
（公園アスファルト舗
装）
（公園アスファルト薄
層カラー舗装）
（透水性アスファルト
舗装）
（脱色アスファルト舗
装）

路
盤
工

代表箇所
　　各１枚

表
層
工

石材系舗装工
（砂利舗装）
（砕石舗装）
（平石張り舗装）
（ごろた石張舗装）
（玉石張舗装）
（野面平石張舗装）
（修景割板石張舗装）
（修景切板石張舗装）
（割板石張舗装）
（小舗石張舗装）
（切板石張舗装）
（延段）

代表箇所
　　各１枚

整正状況 代表箇所
　　各１枚

タックコート
プライムコート

平坦性

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

8

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

7 2 透水性舗装工
（表層）

敷均し厚
転圧状況

代表箇所
　　各１枚

整正状況

厚さ

幅

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

7 1 透水性舗装工
（路盤）

1
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

14 2 石材系舗装工
（飛石）

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

不要

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

16 園路縁石工
（コンクリート縁石）
（現場打縁石）
（駒止めブロック）
（舗装止め）
（擬石縁石）
（レンガ縁石）
（木縁石）
（見切材（仕切材））
（石材縁石）
（縁石高さ調整）

第３編2-3-5縁石工（縁石・ア
スカーブ）に準ずる。

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

17 区画線工
（溶融式区画線）
（ペイント式区画線）
（区画線消去）

第３編2-3-9区画線工に準ず
る。

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

18 1 階段工
（コンクリート階段）
（コンクリートブロッ
ク階段）
（丸太階段）
（擬木階段）
（石材階段）

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

18 2 階段工
（階段高さ調整）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

19 1 公園橋工
（公園橋橋台）
（石橋橋台）
（木橋橋台）

全数量
　　　　　　〔型枠取外後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

19 2 公園橋工
（公園橋設置）
（八ッ橋）
（石橋設置）
（木橋設置）
（浮き桟橋）

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

幅
高さ
長さ
段数

施工状況

幅
厚さ
高さ

幅
高さ
長さ

砕石基礎
厚さ
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

20 デッキ工
（デッキ基礎）
（デッキ設置）

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

３
施
設
整
備

７
園
路
広
場
整
備
工

23 植樹ブロック工
（植樹ブロック）

第３編2-3-5縁石工（縁石・ア
スカーブ）に準ずる。

11
公
園
編

３
施
設
整
備

８
修
景
施
設
整
備
工

3 石組工
（石組）
（景石）

１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

８
修
景
施
設
整
備
工

4 添景物工
（つくばい）
（井筒）
（灯篭）
（石塔）
（擬岩造形）

５箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

８
修
景
施
設
整
備
工

5 袖垣・垣根工
（袖垣）
（垣根）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

３
施
設
整
備

８
修
景
施
設
整
備
工

9 1 小規模水景施設工
（流れ）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

代表箇所
　　各１枚

トレリス工
（トレリス）
（緑化フェンス）

基礎高
基礎幅
根入れ長

高さ
延長

厚さ
幅
高さ
施工状況

基礎高
基礎幅
根入れ長

施工状況

施工状況

高さ
延長

11
公
園
編

３
施
設
整
備

８
修
景
施
設
整
備
工

7
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

11
公
園
編

３
施
設
整
備

８
修
景
施
設
整
備
工

9 2 小規模水景施設工
（滝）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

３
施
設
整
備

８
修
景
施
設
整
備
工

9 3 小規模水景施設工
（池）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

３
施
設
整
備

８
修
景
施
設
整
備
工

9 4 小規模水景施設工
（州浜）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

３
施
設
整
備

８
修
景
施
設
整
備
工

9 5 小規模水景施設工
（壁泉）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

３
施
設
整
備

８
修
景
施
設
整
備
工

9 6 小規模水景施設工
（カスケード）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

３
施
設
整
備

８
修
景
施
設
整
備
工

9 7 小規模水景施設工
（カナール）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

３
施
設
整
備

８
修
景
施
設
整
備
工

10 修景施設修繕工
（修景施設修繕）

１施工箇所（修繕内容毎）に
１回
〔施工前、施工中、施工後〕

適宜

厚さ
幅
高さ
施工状況

厚さ
幅
高さ
施工状況

厚さ
幅
高さ
施工状況

厚さ
幅
高さ
施工状況

厚さ
幅
高さ
施工状況

施工状況

厚さ
幅
高さ
施工状況
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

１回／１基
　　　　　　　　〔施工後〕

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

11
公
園
編

３
施
設
整
備

９
遊
戯
施
設
整
備
工

6 1 小規模現場打遊具工
（砂場）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

３
施
設
整
備

９
遊
戯
施
設
整
備
工

6 2 小規模現場打遊具工
（現場打遊具）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

３
施
設
整
備

９
遊
戯
施
設
整
備
工

6 3 小規模現場打遊具工
（徒渉池）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

３
施
設
整
備

９
遊
戯
施
設
整
備
工

7 遊具施設修繕工
（遊具施設修繕）

１施工箇所（修繕内容毎）に
１回
〔施工前、施工中、施工後〕

適宜

10
サ
ー

ビ
ス
施
設
整
備

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

厚さ
幅
高さ
施工状況

施工状況

11
公
園
編

３
施
設
整
備

3 時計台工
（時計台）

基礎高
基礎幅
根入れ長

設置高さ 代表箇所
　　各１枚

基礎高
基礎幅
根入れ長

厚さ
幅
高さ
施工状況

厚さ
幅
高さ
施工状況

11
公
園
編

３
施
設
整
備

９
遊
戯
施
設
整
備
工

3 遊具組立設置工
（ブランコ）
（ジャングルジム）
（滑台）
（シーソー）
（鉄棒）
（ラダー）
（はん登棒）
（スプリング遊具）
（複合遊具）
（アスレチック遊具）
（健康遊具施設）
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

10

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

10

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

10

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

10
サ
ー

ビ
ス
施
設
整
備

11
公
園
編

３
施
設
整
備

11
管
理
施
設
整
備
工

3 リサイクル施設工
（リサイクル施設基
礎）

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

11
管
理
施
設
整
備
工

5 ごみ施設工
（くず入れ）
（吸殻入れ）

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

11
管
理
施
設
整
備
工

6 1 井戸工
（さく井）

１施工箇所に１回
〔施工前、施工中、施工後〕

代表箇所
　　各１枚

１施工箇所（修繕内容毎）に
１回
〔施工前、施工中、施工後〕

適宜

基礎高
基礎幅
根入れ長

基礎高
基礎幅
根入れ長

施工状況

11
公
園
編

３
施
設
整
備

10 サービス施設修繕工
（サービス施設修繕）

施工状況

設置高さ １回／１基
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜
サ
ー

ビ
ス
施
設
整
備

基礎高
基礎幅
根入れ長

１回／１基
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜
サ
ー

ビ
ス
施
設
整
備

基礎高
基礎幅
根入れ長

11
公
園
編

３
施
設
整
備

8 炊事場工
（炊事場）

適宜
サ
ー

ビ
ス
施
設
整
備

基礎高
基礎幅
根入れ長

11
公
園
編

３
施
設
整
備

6 ベンチ・テーブル工
（ベンチ）
（縁台）
（テーブル）
（スツール）
（野外卓）

設置高さ

11
公
園
編

３
施
設
整
備

4 水飲み場工
（水飲み場）

設置高さ １回／１基
　　　　　　　　〔施工後〕
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

11
公
園
編

３
施
設
整
備

11
管
理
施
設
整
備
工

6 2 井戸工
（手押ポンプ）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

11
管
理
施
設
整
備
工

7 門扉工
（門壁）
（門柱）
（門扉）

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

３
施
設
整
備

11
管
理
施
設
整
備
工

9 車止め工
（車止め）
（車止めポスト）
（車椅子ゲート）

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

11
管
理
施
設
整
備
工

14 管理施設修繕工
（管理施設修繕）

１施工箇所（修繕内容毎）に
１回
〔施工前、施工中、施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

12
建
築
施
設
組
立
設
置
工

3 四阿工
（四阿基礎）

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

11
公
園
編

３
施
設
整
備

12
建
築
施
設
組
立
設
置
工

15 建築施設修繕工
（建築施設修繕）

１施工箇所（修繕内容毎）に
１回
〔施工前、施工中、施工後〕

適宜

高さ
延長

基礎高
基礎幅
根入れ長

施工状況

基礎高
基礎幅
根入れ長

施工状況

基礎高
基礎幅
根入れ長

基礎高
基礎幅
根入れ長

11
公
園
編

３
施
設
整
備

11
管
理
施
設
整
備
工

8 柵工
（フェンス）
（柵）
（手すり）
（転落(横断)防止柵）
（ガードレール）
（ガードケーブル）
（ガードパイプ）

基礎高
基礎幅
根入れ長
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

全数量
　　　　　　　〔抜取り後〕

敷均し厚
転圧状況

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

表
層
工

整正（施
工）状況

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

路
盤
工

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

４
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
整
備

３
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
舗
装
工

4 4

5

8

グラウンド・コート用
舗装工
（クレー舗装）
（アンツーカー舗装）
（天然芝舗装）
（グラウンド・コート
砂舗装）
（グラウンド・コート
ダスト舗装）

整正状況 代表箇所
　　各１枚

タックコート
プライムコート

幅

抜取りコア厚さ

11
公
園
編

４
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
整
備

３
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
舗
装
工

4 3 グラウンド・コート用
舗装工
（基層）

敷均し厚
転圧状況

代表箇所
　　各１枚

整正状況

厚さ

幅

11
公
園
編

４
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
整
備

３
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
舗
装
工

4 1

2

グラウンド・コート用
舗装工
（下層路盤工）
（上層路盤工）
（中層）
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

敷均し厚
転圧状況

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍ（50ｍ）に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

整正（施
工）状況

各層毎200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔整正後〕

タック
コート
プライム
コート

各層毎に１回
　　　　　　　　〔散布時〕

抜取りコ
ア厚さ

全数量
　　　　　　　〔抜取り後〕

11
公
園
編

４
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
整
備

３
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
舗
装
工

5 グラウンド・コート縁
石工
（コンクリート縁石）
（舗装止め）
（見切材（仕切材））
（内圏縁石）

第３編2-3-5縁石工（縁石・ア
スカーブ）に準ずる。

11
公
園
編

４
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
整
備

４
ス
タ
ン
ド
整
備
工

3 スタンド擁壁工
（スタンド擁壁）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　〔型枠取外後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

４
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
整
備

４
ス
タ
ン
ド
整
備
工

4 ベンチ工
（スタンドベンチ）
（現場打ベンチ）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　〔型枠取外後〕

代表箇所
　　各１枚

代表箇所
　　各１枚

表
層
工

幅
高さ
厚さ
法長

幅
高さ
厚さ

11
公
園
編

４
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
整
備

３
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
舗
装
工

4 6

7

グラウンド・コート用
舗装工
（人工芝舗装）
（全天候型舗装（樹脂
系））
（全天候型舗装（アス
ファルト系））

路
盤
工
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

11
公
園
編

４
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
整
備

４
ス
タ
ン
ド
整
備
工

5 スタンド施設修繕工
（スタンド施設修繕）

１施工箇所（修繕内容毎）に
１回
〔施工前、施工中、施工後〕

適宜

11
公
園
編

４
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
整
備

５
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
施
設
整
備
工

3 ダッグアウト工
（ダッグアウト基礎）
（スコアボード基礎）

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

１回／１基
　　　　　　　　〔施工後〕

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

11
公
園
編

４
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
整
備

５
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
施
設
整
備
工

6 2 競技施設工
（塁ベース基礎）

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

基礎高
基礎幅
根入れ長

基礎高
基礎幅
根入れ長

高さ
延長

11
公
園
編

４
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
整
備

５
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
施
設
整
備
工

6 1 競技施設工
（ファールポール）
（ポスト）
（ゴールポスト）
（支柱台）
（スポーツサークル）
（跳躍箱）
（踏切板）

設置高さ 適宜

施工状況

基礎高
基礎幅
根入れ長

11
公
園
編

４
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
整
備

５
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
施
設
整
備
工

5 バックネット工
（バックネット基礎）

基礎高
基礎幅
根入れ長
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

11
公
園
編

４
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
整
備

５
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
施
設
整
備
工

11 グラウンド・コート柵
工
（高尺ネットフェン
ス）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　〔型枠取外後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

４
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
整
備

５
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
コ
ー

ト
施
設
整
備
工

12 グラウンド・コート施
設修繕工
（グラウンド・コート
施設修繕）

１施工箇所（修繕内容毎）に
１回
〔施工前、施工中、施工後〕

適宜

40ｍ（50ｍ）に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　〔巻出し時〕

転圧機械又は地質が変わる毎
に１回
　　　　　　　〔巻出し時〕

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

4 1 自然水路工
（遮水・止水シート）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　〔施工中、施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

4 2 自然水路工
（ごろた石積）
（崩れ積）

第３編2-5-5石積（張）工に準
ずる。

100ｍ又は１施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

200ｍに１回
又は施工面積1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

厚さ
幅

幅
高さ
施工状況

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

4 3 自然水路工
（砂・礫敷）

法長又は高さ

自然育成盛土工
（蒔き出し）

巻出し厚 代表箇所
　　各１枚

巻出し状況

幅
法長

基礎高
基礎幅
根入れ長

施工状況

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

3
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

5 水田工
（遮水・止水シート）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工中、施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

6 ガレ山工
（ガレ山）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工中、施工後〕

適宜

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

7 粗朶山工
（粗朶山）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工中、施工後〕

適宜

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

8 カントリーヘッジ工
（カントリーヘッジ）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工中、施工後〕

適宜

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

9 石積土堰堤工
（石積土堰堤）

１施工箇所に１回
　　　　〔施工中、施工後〕

適宜

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

10 しがらみ柵工
（しがらみ柵）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

11 3 自然育成型護岸工
（階段ブロック積み）
（魚巣ブロック積み）

第３編2-5-3コンクリートブ
ロック工に準ずる。

高さ
幅
施工状況

高さ
幅
施工状況

高さ
幅

高さ
施工状況

高さ
幅
施工状況

高さ
幅
施工状況
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

11 4 自然育成型護岸工
（石積）
（石張）
（雑割石張）

第３編2-5-5石積（張）工に準
ずる。

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

11 5 自然育成型護岸工
（かごマット）

第３編2-3-26-2多自然型護岸
工（かごマット）に準ずる。

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

11 6 自然育成型護岸工
（玉石階段）

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

１工事につき１回
　　　　　　　　〔混合前〕

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
又は施工面積1,000㎡毎に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

11 8 自然育成型護岸工
（覆土（流用土））
（覆土（発生土））
（覆土（採取土））
（覆土（購入土））

第１編2-3-5法面整形工（盛土
部）に準ずる。

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

40ｍ（50ｍ）又は１施工箇所
に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

13 解説板工
（解説板）

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　〔施工前、施工後〕

適宜

保護柵工
（保護柵）

基礎高
基礎幅
根入れ長

高さ
延長

基礎高
基礎幅
根入れ長

代表箇所
　　各１枚

土羽土の厚さ

法長

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

12

法長又は高さ
幅
高さ
長さ
段数

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

11 7 自然育成型護岸工
（種子散布）
（公園張芝）
（公園筋芝）
（公園市松芝）

材料使用量
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撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要

撮影項目
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

14 自然育成施設修繕工
（自然育成施設修繕）

１施工箇所（修繕内容毎）に
１回
〔施工前、施工中、施工後〕

適宜

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

16 1 自然育成型護岸基礎工
（現場打基礎）

第３編2-4-3-1基礎工（護岸）
（現場打）に準ずる。

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

16 2 自然育成型護岸基礎工
（プレキャスト基礎）

第３編2-4-3-2基礎工（護岸）
（プレキャスト）に準ずる。

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

17 沈床工
（木工沈床）
（改良沈床）
（粗朶沈床）
（袋詰玉石）
（吸出し防止材）
（粗朶単床）
（粗朶柵）

第３編2-3-18沈床工に準ず
る。

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

18 捨石工
（捨石）
（表面均し）
（吸出し防止材）

第３編2-3-19捨石工に準ず
る。

11
公
園
編

５
自
然
育
成

２
自
然
育
成
施
設
工

22 杭出し水制工
（杭出し水制）

第６編1-10-8杭出し水制工に
準ずる。

11
公
園
編

５
自
然
育
成

３
自
然
育
成
植
栽
工

4 水生植物植栽工
（水生植物植栽）

樹種別１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜施工状況

施工状況
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

12
下
水
道
編

１
下
水
道
工
事

3
開
削
工

3
4
5
6

矢板工
管渠工
現場打カルバート工
プレキャストカルバー
ト工

施工状況
据付
出来形

全測点に１回　　〔施工後〕 代表箇所
　　各１枚

12
下
水
道
編

１
下
水
道
工
事

4
排
水
工

2 ウェルポイント排水及
びディープウェル排水

施工状況 全数　　　　　　〔施工中〕 代表箇所
　　各１枚

12
下
水
道
編

１
下
水
道
工
事

5
立
抗
・
人
孔
築
造
工

2
3

立抗工
人孔築造工

施工状況
出来形

１施工箇所に１回
　　　　　　〔施工中、後〕

代表箇所
　　各１枚

12
下
水
道
編

１
下
水
道
工
事

6
推
進
工

2 推進工
掘削及び推進

掘削の地山状態 地質の変化毎に１回
　　　　　　　　〔掘削中〕

代表箇所
　　各１枚

12
下
水
道
編

１
下
水
道
工
事

7
シ
ー

ル
ド
工

2 シールド工
掘削及び推進

掘削の地山状態 地質の変化毎に１回
　　　　　　　　〔掘削中〕

代表箇所
　　各１枚

12
下
水
道
編

１
下
水
道
工
事

7
シ
ー

ル
ド
工

3 一次覆工
セグメント組立

施工状況
出来形

80ｍに１回　　〔組立後〕 代表箇所
　　各１枚

12
下
水
道
編

１
下
水
道
工
事

7
シ
ー

ル
ド
工

5 二次覆工（セグメント
清掃状況）
二次覆工

施工状況
二次覆工の厚さ

１セントルに１回
　　　　　　　　〔清掃後〕
　　　　　〔型枠取外し後〕

代表箇所
　　各１枚

写真管理項目
摘　要編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

13
港
湾
編

１
浚
渫
及
び
床
掘

１
浚
渫
工

2 浚渫工
（土砂）
（岩盤）

深さ、幅 80ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

１
浚
渫
及
び
床
掘

２
床
掘
工

2 床掘工 深さ、幅 80ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

２
地
盤
改
良

１
置
換
工

3 置換工 高さ、幅、全景 40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

２
地
盤
改
良

２
敷
砂
土

3 敷砂土 高さ、幅、全景 40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

２
地
盤
改
良

３
サ
ン
ド
ド
レ
ー

ン
工

3 サンドドレーン工 高さ、全景 40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

２
地
盤
改
良

４
ペ
ー

パ
ー

ド
レ
ー

ン
工

3 ペーパードレーン工 高さ、全景 40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

２
地
盤
改
良

５
載
荷
工

3 載荷工 高さ、幅、全景 40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

写真管理項目
摘　要編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

13
港
湾
編

２
地
盤
改
良

６
サ
ン
ド
コ
ン
パ
ク
シ
ョ

ン
パ
イ
ル
工

3 サンドコンパクション
パイル工

高さ 全数
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

２
地
盤
改
良

７
ロ
ッ

ド
コ
ン
パ
ク
シ
ョ

ン
（

振
動
棒
工
法
）

工

3 ロッドコンパクション
（振動棒工法）工

高さ 全数
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

２
地
盤
改
良

８
深
層
混
合
処
理
工

7 深層混合処理工 高さ 全数
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

３
マ
ッ

ト

１
マ
ッ

ト
工

４
マ
ッ

ト
工

１

２

３

４

５

アスファルトマット

繊維系マット

合成樹脂系マット

ゴムマット

摩擦増大用マット

敷設位置、重ね
幅、延長及びジョ
イント

40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　〔敷設完了時〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

４
捨
石
及
び
均
し

１
基
礎
工

3 基礎工 幅、高さ、長さ 40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

13
港
湾
編

４
捨
石
及
び
均
し

２
被
覆
及
び
根
固
め
工

3 被覆及び根固め工 幅、高さ、長さ 40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

４
捨
石
及
び
均
し

3
裏
込
め
工

3 裏込め工 幅、高さ、長さ 40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

偏心量 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔打込後〕

根入長 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔打込前〕

数量 全数量
　　　　　　　　〔打込後〕

杭頭処理状況 1施工箇所に1回
　　　　〔処理前、中、後〕

偏心量 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔打込後〕

根入長 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔打込前〕

数量 全数量
　　　　　　　　〔打込後〕

杭頭処理状況 1施工箇所に1回
　　　　〔処理前、中、後〕

根入長 40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　〔打込前、後〕

変位 40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔打込後〕

数量 全数量
　　　　　　　　〔打込後〕

根入長 40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　〔打込前、後〕

変位 40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔打込後〕

数量 全数量
　　　　　　　　〔打込後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

５
杭
及
び
矢
板

４
コ
ン
ク
リ
ー

ト
矢
板
工

4 コンクリート矢板工

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

５
杭
及
び
矢
板

３
鋼
矢
板
工
及
び
鋼
管
矢
板
工

5 １

２

鋼矢板工

鋼管矢板工

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

５
杭
及
び
矢
板

２
コ
ン
ク
リ
ー

ト
杭
工

2 コンクリート杭工

13
港
湾
編

５
杭
及
び
矢
板

１
鋼
杭
工

4 鋼杭工 代表箇所
　　各１枚
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

根入長 40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　〔打込前、後〕

変位 40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔打込後〕

数量 全数量
　　　　　　　　〔打込後〕

13
港
湾
編

８
ケ
ー

ソ
ン

１
ケ
ー

ソ
ン
製
作
工

3 ケーソン製作工 壁厚
幅
高さ
長さ
底版厚さ
フーチング高さ

１基毎に１回
　　　　　　　　〔製作後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

８
ケ
ー

ソ
ン

2 ケーソン進水工 浮上 進水
１基毎に１回
　　　　　〔吊上げ完了時〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

８
ケ
ー

ソ
ン

3 ケーソン仮置工 仮置状況 １基毎に１回
　　　　　　　　〔完了時〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

８
ケ
ー

ソ
ン

4 ケーソン曳航 曳航完了状況 １基毎に１回
　　　　　　　　〔完了時〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

８
ケ
ー

ソ
ン

5 ケーソン回航 回航完了状況 １基毎に１回
　　　　　　　　〔完了時〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

８
ケ
ー

ソ
ン

６
ケ
ー

ソ
ン
据
付
工

2 ケーソン据付工 据付状況 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔据付後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

６
控
工

１
控
工

3 控工 代表箇所
　　各１枚
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

数量 全数量
　　　　　　　　〔製作後〕

ブロックの形状寸
法

形状寸法変わる毎に１回
　　　　　　　　〔製作後〕

13
港
湾
編

９
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ

ク

１
ブ
ロ
ッ

ク
工

4 運搬及び仮置 運搬仮置状況 全数量
　　　　　　　　〔仮置後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

９
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ

ク

１
ブ
ロ
ッ

ク
工

5 据付
（方塊）
（L型ブロック）
（セルラーブロック）
（直立消波ブロック）

天端幅
据付状況

40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

数量 全数量
　　　　　　　　〔製作後〕

ブロックの形状寸
法

形状寸法変わる毎に１回
　　　　　　　　〔製作後〕

13
港
湾
編

９
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ

ク

２
異
形
ブ
ロ
ッ

ク
工

4 運搬及び仮置き 運搬仮置状況 全数量
　　　　　　　　〔仮置後〕

代表箇所
　　各１枚

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

９
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ

ク

２
異
形
ブ
ロ
ッ

ク
工

3 製作 代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

９
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ

ク

１
ブ
ロ
ッ

ク
工

3 製作
（方塊）
（L型ブロック）
（セルラーブロック）
（直立消波ブロック）
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

13
港
湾
編

９
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ

ク

２
異
形
ブ
ロ
ッ

ク
工

5 据付 天端幅
据付状況

40ｍ又は1施工箇所に1回
　
〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

10
中
詰
工

１
中
詰
工

3 中詰工 高さ 1基毎1回
　　　　　　〔均し完了後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

10
中
詰
工

２
蓋
コ
ン
ク
リ
ー

ト

2
　
　
3

プレキャストコンク
リート

場所打コンクリート

高さ 1基毎1回
　　　　　　〔均し完了後〕

13
港
湾
編

11
上
部
工

１
上
部
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工

3 上部コンクリート工 幅、高さ、厚さ 40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

12
舗
装
工

１
路
床
工

路床工 施工厚さ、幅 40ｍに1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

臨港道路
等適用

敷均し厚さ
状況

200ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工中〕

整正状況 200ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔整正後〕

厚さ 1000㎡に1回
　　　　　　　　〔整正後〕

幅 各層毎40ｍに1回
　　　　　　　　〔整正後〕

代表箇所
　　各１枚

係留施
設、荷捌
施設に適
用

13
港
湾
編

12
舗
装
工

２
路
盤
工

下層路盤

上層路盤
［粒度調整路盤］

セメント安定処理路盤
工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

路盤紙重ね寸法 40ｍに1回
　　　　　　　　　〔設後〕

石粉、プライム
コート

各層毎に1回
　　　　　　　　〔散布時〕

ストリップバー、
タイバー寸法、
位置
鉄網寸法位置

40ｍに1回
　　　　　　　　〔据付後〕

厚さ 40ｍに1回
　　　　　　〔型枠据付後〕

整正状況 200ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔整正後〕

タックコート、
プライムコート

各層に1回
　　　　　　　　〔散布時〕

抜取りコア厚さ 全数量
　　　　　　　　〔抜取後〕

平坦性
〔表層工〕

1工事1回
　　　　　　　　〔実施中〕

13
港
湾
編

12
舗
装
工

５
道
路
付
属
工

2 縁石工
（縁石、アスカーブ）

施工状況 1種別毎に1回
　　　　　　　　〔施工中〕

不要

材料使用量 全数量
　　　　　　　〔施工前後〕

施工状況 施工中に1回
　　　　　　　〔施工前後〕

13
港
湾
編

12
舗
装
工

５
道
路
付
属
工

4 道路標識工 基礎幅
基礎高さ

基礎タイプ毎５箇所に１回
　
［施工後］

不要

※基礎幅
※基礎高さ

１施工箇所に１回
（※印は現場打ち部分がある
場合）
　　　　　　　　〔施工後〕

パイプ取付高 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

不要13
港
湾
編

12
舗
装
工

５
道
路
付
属
工

5 防護柵工
（立入防止柵）
（転落（横断）防止
柵）
（車止めポスト）

代表箇所
　　各１枚

係留施
設、荷捌
施設に適
用

13
港
湾
編

12
舗
装
工

５
道
路
付
属
工

3 区画線工 不要

13
港
湾
編

12
舗
装
工

４
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
工

アスファルト舗装工

基層工

表層工

13
港
湾
編

12
舗
装
工

３
コ
ン
ク
リ
ー

ト
舗
装
工

コンクリート舗設工 代表箇所
　　各１枚

係留施
設、荷捌
施設に適
用
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

13
港
湾
編

13
付
属
工

1
係
船
柱
工

5 係船柱工 基礎幅、高さ、長
さ

1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

13
付
属
工

2
防
舷
材
工

4 防舷材工 取付状況 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

13
付
属
工

3
車
止
め
工

4 車止め工 取付状況 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

13
付
属
工

４
防
食
工

2 電気防食 電位測定状況 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔測定時〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

13
付
属
工

４
防
食
工

3 防食塗装 陽極取付状況 1施工箇所に1回
　　　　　　〔取付完了時〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

13
付
属
工

４
防
食
工

4 被覆防食 電位測定状況 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔測定時〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

15
土
工

1
土
工

3 排水処理 施工状況 1施工箇所に1回
　　　　　　　〔施工前後〕

代表箇所
　　各１枚
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

13
港
湾
編

15
土
工

１
土
工

5 伐開工 出来形確認状況 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔仕上時〕

代表箇所
　　各１枚

巻出し厚 40ｍに1回
　　　　　　　〔巻出し時〕

締固め状況 転圧機械が変わる毎に1回
　　　　　　　〔締固め時〕

法長
幅

40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

13
港
湾
編

15
土
工

１
土
工

7 掘削工
（浚渫は除く）

法長
幅

40ｍに1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

15
土
工

1
土
工

8 法面工 仕上状況 40ｍに1回
　　　　　　　〔仕上げ時〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

16
埋
立
及
び
裏
埋

１
埋
立
及
び
裏
埋
工

3 埋立及び裏埋工 出来形確認状況 40ｍ又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

17
汚
濁
防
止
膜
工

１
汚
濁
防
止
膜
工

3 汚濁防止膜工 設置状況 1施工箇所に1回
　　　　　　〔設置完了後〕

代表箇所
　　各１枚

13
港
湾
編

15
土
工

１
土
工

6 盛土工 代表箇所
　　各１枚
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

管路土工
（鋳鉄管・ポリエチレ
ン管）

掘削寸法 40ｍ毎又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔掘削後〕

代表箇所
　　各１枚

管路土工
（給水管）

掘削寸法 10箇所毎又は1工事に1回
　　　　　　　　〔掘削中〕

代表箇所
　　各１枚

15
水
道
編

1
水
道
工
事

10
鋳
鉄
管
布
設
工

2 管布設（鋳鉄管） 布設位置・土被り 40ｍ毎又は変化点毎に1回
　　　　　　　　〔掘削後〕

代表箇所
　　各１枚

15
水
道
編

1
水
道
工
事

11
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
布
設
工

2 管布設（ポリエチレン
管）

布設位置・土被り 40ｍ毎又は変化点毎に1回
　　　　　　　　〔掘削後〕

代表箇所
　　各１枚

試験掘掘削作業状
況

10箇所毎又は1工事に1回
　　　　　　　　〔掘削中〕

代表箇所
　　各１枚

地下埋設物の種
類・布設位置・土
被り等

埋設物毎に1回
　　　　　　　　〔掘削後〕

代表箇所
　　各１枚

水替設備設置状況 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

水替ポン
プ

排水設備設置状況 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

ノッチタ
ンク

仮配管状況 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

既設管の
仮設取出
部は全箇
所

仮配管の種類・布
設位置・土被り等

1施工箇所又は変化点毎に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

写真管理項目
摘　要編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

15
水
道
編

1
水
道
工
事

6
管
路
土
工
（

開
削
）

1

15
水
道
編

1
水
道
工
事

仮配管工

試験掘工

水替工

15
水
道
編

1
水
道
工
事

15
水
道
編

1
水
道
工
事
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

掘削作業状況 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔掘削中〕

代表箇所
　　各１枚

既設管の口径・布
設位置・土被り等

全箇所
　　　　　　　　〔掘削後〕

代表箇所
　　各１枚

割T字管・不断水
式制水弁取付作業
状況

全箇所
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

穿孔作業状況 全箇所
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

切断片及び切屑等
除去状況

全箇所
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

水圧試験状況 全箇所
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

割T字管・不断水
式制水弁取付完了
状況

全箇所
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

埋設状況
（埋設深さ）

100ｍ毎又は変化点毎に1回
　　　　　　　　〔掘削後〕

代表箇所
　　各１枚

切断状況 100ｍ毎又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

管閉塞状況 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

流入口・
流出口・
帽部・栓
部設置箇
所は全箇
所

搬出状況 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔搬出時〕

代表箇所
　　各１枚

積み込み
等
全数量が
確認出来
ること

処分状況 1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔処分時〕

代表箇所
　　各１枚

15
水
道
編

1
水
道
工
事

15
水
道
編

1
水
道
工
事

15
水
道
編

1
水
道
工
事

管撤去工
（閉塞工）

管撤去工
（閉塞工）

不断水式連絡工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

掘削状況 40ｍ毎又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

管吊り込み状況 40ｍ毎又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

管切断・管端面防
食処理・挿し口リ
ング取付状況

適宜
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

切管寸法 全箇所
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

黒板へ切
管寸法・
挿し口リ
ング数量
等を記入

受口・挿口清掃状
況

適宜
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

管接合状況 適宜
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

チェック
シート記
入状況

管継手接合状況 全箇所
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

黒板へ配
管図等に
より使用
材料、数
量等を記
入

管明示テープ表示
状況

40ｍ毎又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

ポリエチレンス
リーブ被覆状況

40ｍ毎又は1施工箇所に1回
　　　　〔施工中・施工後〕

代表箇所
　　各１枚

ロケーティングワ
イヤ設置状況

40ｍ毎又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

管防護工（砂基
礎）

40ｍ毎又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

幅・厚
さ・被り
等

管明示シート表示
状況

40ｍ毎又は1施工箇所に1回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

通水・洗管実施状
況

適宜
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

15
水
道
編

1
水
道
工
事

鋳鉄管布設工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

写真管理項目
摘　要編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種

弁類設置、取付状
況

全箇所
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

弁ボックス据付状
況

全箇所
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

黒板へ弁
ブロック
使用部
材、数量
等を記入

掘削状況 10箇所毎又は1工事に1回
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

給水切替実施状況 10箇所毎又は1工事に1回
　　　　〔施工中・施工後〕

代表箇所
　　各１枚

給水管布設状況 全箇所
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

黒板へ切
替延長及
び使用部
材、数量
等を記入

15
水
道
編

1
水
道
工
事

給水切替工

15
水
道
編

1
水
道
工
事

弁類設置工
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件

舗
装
工
関
係

塗布又は設置状況 １施工箇所に１回
　　　　　　　　〔施工中〕

代表箇所
　　各１枚

厚さ、幅、高さ １施工箇所に１回
　　　　　　　〔埋戻し前〕

代表箇所
　　各１枚

掘削の地山状態 地質の変化の毎に１回
　　　　　　　　〔掘削中〕

セグメント組立状
況

１工事に１回
　　　　　　　 〔組立後〕

二次覆工（セグメ
ント清掃状況）

１工事に１回
　　　　　　　 〔清掃後〕

二次覆工の厚さ １スパンに１回
　　　　　〔型枠取外し後〕

打換パッチング 施工日に１回
　　　　　　　〔施工前後〕

不要

目地掃除 1,500㎡に１回
　　　　　　　〔施工前後〕

目地充填 1,500㎡に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

注入工、削孔状況
（位置、間隔）

1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔削孔後〕

注入工、注入圧 1,000㎡に１回
　　　　　　　　〔注入時〕

目地亀裂防止材、
張付け状況

1,500㎡に１回
　　　　　　　〔張付け後〕

局部打換、各層厚
さ

各層毎50ｍに１回又は１施工
箇所に１回
　　　　　　　〔施工前後〕

厚さ 40ｍに１回又は１施工箇所に
１回
　　　　　　　　〔施工後〕

代表箇所
　　各１枚

施工状況 0.5㎞に１回（１回刈毎）
　　　　　　　〔施工前後〕

適宜

施工状況 0.5㎞に１回 適宜

施工状況 １施工箇所に１回（施工前は
必要に応じて）
　　　　　　　〔施工前後〕

適宜

基礎幅、深さ、
施工状況

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　　　　〔施工前後〕

適宜

基礎幅、深さ、
施工状況

基礎タイプ毎５箇所に１回
（施工前は必要に応じて）
　　　　　　　〔施工前後〕

適宜

施工状況 施工日に１回
　　　　　　　　〔施工後〕

適宜

施工状況 施工日に１回
　　　　　　　〔施工前後〕

適宜

維
持
修
繕
工
関
係

編 章 節 条

シールド

枝
番

工　　　　　種

アスファルト舗装

コンクリート舗装

写真管理項目

不要

摘要

道路除草

路肩整正

新設、更新、修理防
護柵類

トンネル坑門工

橋面防水工

代表箇所
　　各１枚

路肩、路側路盤工

そ
の
他

新設、更新、修理標
識類

新設、更新、修理照
明灯

視線誘導標

清掃（路面、標識、
側溝、集水桝）

ト
ン
ネ
ル
関
係
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撮影項目 撮影頻度[時期] 整理条件
編 章 節 条

枝
番

工　　　　　種
写真管理項目

摘要

施工状況 施工日に１回
　　　　　　　〔施工前後〕

適宜

材料使用量 全数量　　　　〔施工前後〕 適宜

施工状況 適宜　　　　　〔施工前後〕 適宜

施工状況 適宜　　　　　〔施工前後〕 適宜

施工状況 街路樹50本に１回、グリーン
ベルト100ｍに１回
　　　　　　　〔施工前後〕

適宜

施工状況 街路樹50本に１回、グリーン
ベルト100ｍに１回
　　　　　　　　〔施工中〕

適宜

施工状況 適宜　　　　　　〔施工後〕 適宜

施工状況、機種 施工中に１回　　〔施工中〕 適宜

施工状況 施工中に１回　　〔施工中〕 適宜

材料使用量 全数量　　　　〔施工前後〕 適宜

施工状況、刈草処
理状況

0.5㎞に１回（１回刈毎）
　　　　　　　〔施工前後〕

適宜

配筋 位置、間隔、継手
寸法

打設ロット毎に１回又は１施
工箇所に１回
　　　　　　　　〔組立後〕

適宜

コンクリート打
設

打継目処理、締固
施工状況

工種種別毎に１回
　　　　　　　　〔施工時〕

養生 養生状況 工種種別毎に１回、養生方法
毎に１回
　　　　　　　　〔養生時〕

河川除草

そ
の
他

街路樹植樹

鉄
筋
・
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
関
係

維
持
修
繕
工
関
係

１施工ブ
ロック各１
枚

街路樹剪力

街路樹消毒、施肥

街路樹雪囲

排雪除雪

街路樹補強補植

区画線路面表示

凍結防止剤散布
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参考資料

写真撮影箇所 撮影上の注意

1 栗石のＸ方向の幅 寸法が判読出来る様に (端部の拡大写真を)

2 栗石のＹ方向の幅 　　　　　〃　　　　 (　　　 〃　　　 )

3 栗石の厚さ

4 ならしコンクリートのＸ方向の幅 寸法が判読出来る様に (端部の拡大写真を)

5 ならしコンクリートのＹ方向の幅 　　　　　〃　　　　 (　　　 〃　　　 )

6 ならしコンクリートの厚さ

7 １－１断面前趾Ｘ方向の鉄筋ピッチ 二段の場合､ 下部配筋寸法の明確さ

8 １－１断面前趾Ｙ方向の鉄筋ピッチ 　  〃　　 (上面鉄筋組立前に撮影)

9 ２－２断面前趾Ｘ方向の鉄筋ピッチ

10 ２－２断面前趾Ｙ方向の鉄筋ピッチ

11 スターラップ筋間隔 明確に

12 主鉄筋､ 配力鉄筋の継手重ね長さ   〃

13 フーチング鉄筋組立全景

14 底版型枠のＸ､Ｙ方向の幅及び厚さ 24で確認できれば不用

15 ３－３断面壁のＶ方向の鉄筋ピッチ 複鉄筋の場合､ 裏側の配筋寸法の明確さ

16 ３－３断面壁のＨ方向の鉄筋ピッチ 　　 〃 　　 (両面を撮影する)

17 ４－４断面壁のＶ方向の鉄筋ピッチ      〃

18 ４－４断面壁のＨ方向の鉄筋ピッチ      〃

19 ３－３断面壁のＶ方向の鉄筋長

20 スターラップ筋間隔 11に同じ

21 パラペットの配筋間隔

22 ５－５断面橋座のＸ､ Ｙ方向の鉄筋ピッチ 明確に

23 壁の型枠寸法 24で確認できれば不用

24 出来形管理に基づくコンクリートの仕上がり寸法 寸法が判読出来る様に (端部の拡大写真を)

25 埋戻し前の全景

 橋台および擁壁等の写真撮影 (例)
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その他の取扱基準等





その他の取扱基準等 
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レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形
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レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形
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レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形



供試体型枠の内側にグリース塗布後、所定の事項を記入した供試体確認版等を型枠側部におき、コ 

ンクリートを打設すること。 

－418－

レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形
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レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形
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レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形
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レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形
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レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形



－423－

レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形
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レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形
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レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形
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レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形
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レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形
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レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形
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レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形
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レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形



－431－

レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形
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レディーミクストコンクリート取扱基準

長方形
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盛土材料取扱基準 

１． 適用範囲 

静岡市が発注する道路工事に盛土材料を使用する場合には、この基準によるものとする。 

２．用語の定義 

１）スコリア 

スコリアとは、火山砕くずの中の火山砂レキで、良好な粒度分布を有するものをいう。 

２）切込砕石 

切込砕石とは、岩石を破砕する機械（リッパー、バックホウ、ブレーカー等）およびクラッシャーで

小割し、フルイ等でオーバーサイズを除き岩砕と山土が混合したものをいう。 

３）山 砂 利 

砂利層の地山から採取したもので、良好な粒度分布を有するものをいう。 

４）山 土 

道路用盛土材料として十分な強度と支持力を有し、変形量が少なく水が侵入しても膨潤弱化しにくい

ものをいう。 

５）再 生 材 

再生材とは、コンクリート殻、アスファルト・コンクリート殻を再生処理工場で破砕した製品をいう。 

６）土質改良材 

土質改良とは、土砂を石灰安定処理等の安定処理したもの及び焼成処理したものをいう。 

７）泥土改良材 

泥土改良土とは、泥土（浚渫土のうちおおむねコーン指数 2以下のもの及び建設汚泥）を安定処理し

たもの及び焼成処理したものをいう。（汚泥土を除く。） 

※ 泥土のうち建設汚泥は、廃棄物処理法に定められた手続きが必要である。 

３． 材料の品質規格 

１）路 床 材 

路床材は、道路土工施工指針や舗装施工便覧などに規定する品質及び施工性を満足し、次に掲げる規

格に適合しなければならない。 

① 4,750μmフルイを通るものの重量百分率（％） 25～100

② 75μmフルイを通るものの重量百分率（％） 0～25

③ 425μmフルイパス分の PIが 10 以下

④ 変状土 CBR 20 以上

⑤ 最大粒径 100mm

２）路 体 材 

現場発生土、山土等の路体材は、道路土工施工指針の品質及び施工方法に適し、次に掲げる規格に適

合しなければならない。 

① 4,750μmフルイを通る試料の中に占める 75μmフルイパス分が 50%以下
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② 425μmフルイパス分の PIが 30 以下

③ 変状土 CBR 5 以上

④ 最大粒径 300mm

３）流 用 土 

  掘削土等を路体材として使用する場合には、路体に適した盛土材料でなければならない。 

４）土質改良土 

① アスファルト塊、コンクリート塊、木片、ゴミ、金属類及び有害物質等の異物をふくんではならな

い。 

② 改良材との発熱反応が終了したものをしようしなければならない。

改良後の養生期間は次のとおりとする。

セメント系改良土・・・・３～５日

石灰系改良土・・・・・・７～10日

③ セメント系固化材による改良土は、六価クロムの有無について、平成 3年 8月 23日付環境庁告示第

46号に規定される測定方法に基づき、土壌の汚染に係る環境基準に適用しなければならない。

４．材料の使用承諾 

１）採取場の承諾 

静岡市建設局土木部技術政策課（以下「技術政策課」という。）は、年度当初市内の盛土材料の販売

業者に、次に掲げる資料を提出させ、立ち会いの上、必要な試験を実施し、その試験に合格した材料以

外は使用してはならない。 

合格した盛土材料使用承諾有効期限は１年間とし通年とする。ただし、新規等で年度途中に合格した

場合の有効期限は翌年度当初の検査時までとする。 

材料の使用承諾について、新規・継続申請する場合は、事前に盛土材立会申請書（様式３）に下記の

資料を添付して技術政策課に提出する。  

① 採取のために必要な関係法令に係る採取許可書等の写

② 前年度盛土材土質試験結果調査表（別紙Ｂ）の写し（新規箇所は不要）

２）工事に使用する場合の承諾 

請負者は、路床及び路体材料を使用するときは、あらかじめ承諾を受けなければならない。 

５．材料の検査 

盛土材の検査は、盛土販売業者からの申請を受付後、技術政策課検査員の立会いのもと以下の項目に

ついて実施する。 

１）書類審査 

（１） 現地採取土砂がある場合は、採取計画認可書、採取に関する認可期間並びに採取、採取範囲 

及び内容の確認 

（２） 再生砕石の受入れ時の確認状況がわかる書類の確認 

 （３） 材料の出荷状況がわかる書類の確認 

２） 生産施設の現地検査 

（１） 生産工程のフロー図に基づく生産施設の確認 
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（２） 破砕材料受入れヤードにおける木片、レンガ、瓦、細長いまたは扁平な石片、ごみ、泥、有機

物、石綿含有産業廃棄物などの不純物や有害物等の混入の有無を確認（目視検査） 

（３） 生産物ストックヤードにおける木片、レンガ、瓦、細長いまたは扁平な石片、ごみ、泥、有機

物、石綿含有産業廃棄物などの不純物や有害物等の混入の有無を確認（目視検査） 

３） 土質試験による品質検査 

（１） 土質試験試料採取 

材料の品質試験用の試料採取は、技術政策課検査員立会のうえ、生産物ストックヤードからラ

ンダムに抽出して採取する。 

（２） 土質試験資料採取数 

採取土取場が前年度承諾を得た土取場に変更がない場合は、試料数 3試料とし、前年度調査済

みの土質試験結果報告書の「写し」を添付する。また、新規申請箇所及び土取場が変更になる場

合は、試料数６試料とする。 

（３） 土質試験内容 

材料の品質を検査するため、次の土質試験により実施するものとするし、調査に要する費用は

申請者が負担するものとする。 

試験項目 試験方法 備   考 

土の含水比試験 JIS A 1203 3 資料又は 6資料 

土の粒度分析試験 JIS A 1204 3 資料又は 6資料 

土の液性・塑性限界試験 JIS A 1205 3 資料又は 6資料 

土の締固め試験 JIS A 1210 3 資料又は 6資料 

変状土ＣＢＲ試験 JIS A 1211 3 資料又は 6資料 

土粒子の比重、レキのカ

サ比重及びレキの吸水

量試験 

(KODAN A 1202) 3 資料又は 6資料 

６．材料の検査結果と通知 

（１）土質試験の結果提出 

申請者は、土質試験の結果を土質試験結果報告書にまとめ、盛土材使用申請書（様式４）に下記

の資料を添付して技術政策課に提出する。 

①土質試験結果報告書鏡

②位置図

③盛土材等採取土取場調査票（様式１．様式２）

④調査結果総括表

⑤各材料試験データ

⑥写真（土取場全景及び資料採取状況）

⑦「盛土材一覧表（別紙Ａ）」及び「土質試験結果調査表（別紙Ｂ）」

（２）土質試験結果報告書の審査 

検査員は、現地で実施した書類審査、生産施設の現地検査と合わせて土質試験結果報告書の内容

を審査する。 
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（３）検査結果の通知 

検査員は、検査結果に基づき、材料を承諾する場合は、盛土材の使用承諾について（通知）（別紙

５）に「盛土材一覧表（別紙Ａ）」及び「盛土材土質試験結果調査表（別紙Ｂ）」を添付して盛土材

使用申請者に使用承諾の通知を行う。また、「盛土材一覧表（別紙Ａ）」を関係職員及び静岡県に通

知する。 

７．施 工 

（１）請負者は、材料の受入れ時には、木片、レンガ、瓦、細長いまたは扁平な石片、ごみ、泥、有機

物、石綿含有産業廃棄物などの不純物や有害物の混入状況を目視で確認し、混入していた場合に

は、当該現場から除去するものとする。 

（２）施工にあたっては、特に最大粒径に注意し、又含水比も最適含水比に近いものとして最大乾燥密 

度で締め固められるようにするものとする。 

８．品質管理 

工事施工現場における品質管理は、下記のとおりとする。 

１）路床盛土工 

（１） 現場に搬入された路床材料 1,000ｍ３につき１回の割りで、土の粒度、土の含水量の測定を行う。

（１回目は工事の初期に行う。） 

（２） 仕上がり数量 500ｍ３につき１回（1回は 3個の資料採取）の割りで、路床盛土工の中間層の仕上

がり面で現場密度の測定を行う。 

（３） 路床仕上げ後、全幅全区間についてプルーフローリングを行い支持力の均一性を照査し、不良箇

所の無い事を確認する。 

２）路体盛土工 

（１） 仕上がり数量 1000ｍ３につき１回（1 回は 3 個の資料採取）の割りで、路体盛土工の中間層の

仕上がり面で現場密度の測定を行う。 

（２） 密度管理が不適当な場合は、土の粒度、土の含水量の測定を路床土に準じて行い設計図書に規

定する締固め機械の機種、締固め回数などの工法規定方式とする。 

３）現場密度の測定方法 

（１） 現場密度の測定は、舗装調査・試験法便覧に定める方法によるものとし、 

① 最大粒径 50mm 以下の土には、径 15法（穴の深さは約 150mm、突き回数は 15回）

② 最大粒径 100mm 以下の土には、径 25法（穴の深さは約 200mm、突き回数は 35回）

で測定する。 

（２） 礫を含む土の最大乾燥密度の補正 

施工した盛土材料中に、室内の基準締固め試験における制限粒径より大きな礫が含まれる場合に

は、その量（泥礫率）に応じて次の式により最大乾燥密度の補正を行う。 

ただし、この式が適用されるのは、礫の混入率が 30%以下の場合に限る。 

2d
5.37p

1d
5.37p1
1dp
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ここに 

γdp：混礫率 P37.5 に対する修正最大乾燥密度（g/cm３） 

P37.5：少数で現した混礫率 

（現場における締固め度測定で採取した試料を 37.5mm フルイでふるい分け、フルイにとどま

る礫分の重量を求め全乾燥重量に対する比を混礫率とする。） 

γd1：盛土材料調査時の最大乾燥密度（g/cm３） 

γd2：Gb・γw（γwは、水の単位体積重量で約１g） 

Gb：盛土材料調査時に求めた礫のカサ比重 

９．その他 

１）年度当初に立ち会いのうえ試験を行い、合格した採取場の盛土材料でも、採取する位置および時期に

よっては、土質の性状の変化が予想されるので、その使用にあたっては、試験結果表により適否を判定

するものとする。 
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小規模工事事務取扱要領

１ 趣旨 

静岡市は、小規模工事の施工に伴う事業の効率的な執行を図るため、受注者が提出する書類の省略

等による手続の簡略化を実施するものとし、その実施その他小規模工事における事務の取扱いに関し

ては、静岡市土木工事共通仕様書（静岡市建設局監修）、公共建築工事標準仕様書（国土交通省営繕

部監修）、公共建築改修工事標準仕様書（国土交通省営繕部監修）及び特記仕様書（以下これらを「仕

様書等」という。）並びにこの要領の定めるところによる。 

２ 定義 

この要領において「小規模工事」とは、静岡市が発注する当初請負代金額が500万円未満（補助事

業を含む。）の建設工事をいう。 

３ 提出書類

受注者は、小規模工事の施工に当たり、別紙１及び別紙２に示すとおり書類の提出を省略すること

ができる。ただし、監督員が特に提出を求めた場合は、この限りでない。

４ 施工管理

（１）出来形管埋

出来形管理は、仕様書等に定める出来形管理基準により行うものとする。

（２）品質管理

品質管理は、仕様書等に定める品質管理基準により行うものとする。

（３）写真管理

写真管理は、仕様書等に定める写真管理基準により行うものとする。

５ 小規模工事の施工における監督員、受注者等の注意義務

（１）監督員は、受注者が自主管理（工事目的物の品質、精度を完全なものとするため、仕様書等の規

格に適合するよう、社内検査を行う等自らが管理（コントロール）することをいう。以下同じ。）

の体制（工程、出来形、品質、写真、交通、安全等をいう。以下同じ。）を確立し、施工管理を行

うよう指導するものとする。

（２）受注者は、自主管理体制を確立し、施工管理に責任を持つものとする。

（３）受注者は、工事の施工に当たり疑義が生じたときは、監督員と協議するものとする。

６ 附則

この要領は、平成 24 年４月１日から適用する。 
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別紙１    契約関係書類チェックリス卜 【静岡市 H24.4】

※１ 記入例のとおり 

項 目 細 目 摘  要
小規模

工 事

契約書 当初、変更

建設業退職金共済組合掛金収納書 契約締結時

工程表
当初

契約締結後 14 日以内 
省略

変更 変更した部分は朱書き 省略

主任技術者等
2,500 万円以上は専任、下請契約総額 3,000 万円以上は監理技術者（監理技術者資格者証の交付を受けている者） 

注）変更増で 2,500 万円以上になった場合は、その時点で専任の届出を提出 

請負代金内訳書 発注者の請求のあった場合、契約締結後 140 日以内（契約約款第３条） 省略

施
工
計
画
書
※
１

工事概要 省略

計画工程表

現場組織表

指定機械 機械の名称、規格、指定番号、台数 省略

主要資材 品名、規格・寸法、購入会社名

施工方法 仮設備計画、工事用地等含む コンクリートの打設高、型枠の取り外し時期等 省略

施工管理 工程管理、出来形管理、品質管理、写真管理 省略

安全管理 安全訓練等の実施は月あたり半日以上

緊急時の体制及び

対応
緊急時の連絡系統、連絡方法を系統図で記入 省略

交通管理 発生土等の運搬、現場周辺の交通対策 省略

環境対策 騒音、振動、水質汚濁等について周辺住民対策 省略

現場作業環境の整備 省略

再生資源の利用の

促進

建築副産物の量及び処理方法、処理場所

再生資源利用計

画

建設省令に規定する建設資材（土砂 1,000  以上、砕石 500t 以上、加熱アスファルト混合物 200t 以上）

を工事現場に搬入する場合、ただし、その目的に照らし全ての工事を対象とする。 

再生資源利用促進

計画

建設省令に規定する指定副産物（建設発生土 1,000  以上、コンクリート塊。アスファルト塊。建設発生

木材 200t 以上）を工事現場から搬出する場合、ただし、その目的に照らし全ての工事を対象とする。 

その他

工事カルテ

契約後 受注時工事カルテ受領書 工事請負代金額 500 万円以上、契約後 10 日以内 省略

変更契約後 途中変更時工事カルテ受領書 変更があった日から 10 日以内 省略

完了後 竣工時工事カルテ受領書 完成後 10 日以内に提出 省略

施工体制台帳
施工体制台帳 一次下請契約金額の合計が3,000万

円以上（建築一式工事の場合は

4,500万円以上）となるとき

工事現場ごとに備え置く 省略

施工体制図 工事現場の見やすい場所に掲示 省略

下請負人通知書

下請負契約書（写）

再下請負通知書 省略

休日・夜問作業届

材
料
承
諾
願

鋼材・コンクリート二

次製品、その他材

料

JIS 規格品で JIS 工場製品 品質規格証明書

省 
 

 

略

JIS 規格外品 品質規格証明書・検査結果表

JIS 規格品で JIS 指定外工場製品 品質規格証明書・検査結果表

コンクリート積ブロッ

ク、U 型側溝用溝蓋 
品質規格適合通知書の写し 

製品検査表 

レディーミクストコン

クリート（JIS 工場） 

JIS 表示許可の写し 

配合報告書（様式１）

配合報告書（様式２）

骨材試験成績表（様式３）

アルカリ骨材反応性試験成績表 有効期限６箇月

化学混和材（AE 剤、減水剤標準形、AE 減水剤標準形を除く）の場合、結果報告書をもとに協議

レディミクストコンク

リート非ＪＩＳ工場

上記の他に

プラント施設概要書

計量機械の検定証明書

品質管理デー夕

セメントの品質証明書

加熱アスファルト混

合物

骨材成績試験表

アスファルト試験成績表

室内配合設計書

現場配合設計書

盛土材 路体材・路床材 試験結果表又は土木事務所の試験合格証明書

路盤材 道路用砕石品質管理試験表

道路用砕石

品質証明書

盛土材料の使用承諾（写し）

材料試験結果報告書（粒度、含水比等）
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別紙２ 完成図書チェックリスト 完成期限の 5 日前程度に担当監督員に提出し、審査を受ける。 【静岡市 H24.4】 

項 目 細 目 適 用
小規模

工 事

表紙.目次 目次はこのチェックリスト項目に順ずる

出来形管理

数量総括表 設計計上数量に対する出来形数量の過不足のチェック（マイナスは規格値以内）

出来形管理表
面積計算、数量計算表等数箇所抽出してチェック 中間検査検測値（朱書）.段階確認検

測値（青書）

段階確認立会願

工事記録簿 着手から完成日まで日曜.祝日は明示 安全訓練。段階確認等の記載及び立会、検査等の監督員の氏名も記載する

安全、訓練等の実施報告書 ひと月に半日以上、実施ごとに写真

材料検査簿
主要な工事材料（鋼材、セメント、杭等）で完成検査時に外部から明視できないものについて、監督員の検印を受ける。生コン納入伝

票等は整理して検査時に提示

建築副産物

搬出調書 省 略

マニフェスト（産業廃棄物管理票）総括表 個票は整理して保存、検査時に提示

再生資源利用計画及び再生資源利用促進計画の利用状況

産業廃棄物処理委託契約書（写）、産業廃棄物収集運搬業許可証（写）

残土処分 残土処分地位置図、平面図、運搬経路、写真

建設業退職金共済証紙受払簿（写） 工事完成時

品質管理表 測点数が 10 点以上は工程能力図又は品質管画図表（ヒストグラム等）を作成 

盛土 

土の粒度、含水量試験 路床材料 1,000  につき１回 

現場密度試験 
路体 1,000  に 1 回、ただし土量 5,000  未満は３回以上、 

路床 500  に１回、ただし 500  未満は３回以上 

プルフローリング試験 路床、路盤仕上げ後、全幅、全区間 

路盤 

300 ㎡以下省略可 

締固め密度試験 2,000 ㎡までは３個、2,000 ㎡を超える場合は、1,000 ㎡につき１回加算 

平板載荷試験 1,000  につき２回 

プルフローリング試験 全幅、全区間（2,000 ㎡以上中規模） 

舗装 

300 ㎡以下省略可 

骨材、As 混合物の材料試験 試験練り検査結果により省略可 

温度測定 110℃以上（トラック１台

ごと） 
１日４回（午前、午後各２回） 

密度測定 2,000 ㎡までは３個、2,000 ㎡を超える場合は、1,000 ㎡につき１回加算 

レディミクストコンク

リート 

レディミクストコンクリート強度試

験成績報告書（様式４） 
１品種 150  につき１回６個、δ7（3 個）、δ28（３個） 

コンクリート強度検査報告書（様

式５） 
１品種 50  未満の場合、生コン工場における δ28 の品質検査結果を提出 

コンクリート強度管理表（様式６） 

管理対象構造物（高さ 2m 以上の擁壁・橋台・橋脚・内空４㎡以上の函渠・1 工種 10  以

上のもの） 

気温及びコンクリート打設記録表

（様式７） 

コンクリートテストハンマーによる

強度試験結果表（様式８） 

コンクリート中の塩化物含有量測

定表（様式９） 

当初１回以後 150  を超えるごとに１回、測定中の写真提出、0.30kg／ 以下（用心鉄筋

等を有しない無筋コンクリートは不要） 

スランプ試験 強度試験用供試体採取時及び品質が変化したとき 

空気量測定記録表 〃 

アルカリ骨材反応抑制対策 コンクリート使用前に監督員に報告 

セメントコンクリート

二次製品 

コンクリート積ブロック 1,000 個又はその端数を１ロット（２個）として形状寸法、強度試験結果を監督員に報告 

U 型側溝用溝蓋 1,000 個又はその端数を２枚１組として形状寸法、強度試験結果を監督員に報告 

ガス圧接 

ガス圧接資格証明書 

ガス圧接工事検査報告書 

鉄筋ガス圧接部、超音波探傷検

査成績書 

使用材料品質証明書 

一覧表（NO27） 

鋼材 鋼材検査証明書 

セメント及び混和材料（JIS 製品

以外） 

セメントコンクリート製品 (JIS 製

品以外） 

塗装 塗料一般

その他

レディミクストコンクリート レディミクストコンクリート取扱基準による

セメントコクリート製品 セメントコンクリート製品取扱基準による

盛土材料 盛土材料取扱基準による 

再生下層路盤 出荷日直近のデータ、出荷量データも合わせて添付

その他 検査証明書及び出荷証明書等

注）小規模工事とは当初請負代金額 500 万円未満に適用する。【静岡市】 
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「小規模工事（請負代金額500万円未満）の施工計画書記入（例）」 

提  出  書

１ 工 事 名
平成  年度    第  号

工事

２ 工 事 場 所 静岡市

３ 工 期
着手 平成 年 月 日

完成 平成 年 月 日

４ 契 約 年 月 日 平成  年  月  日

５ 請 負 代 金 額 ￥

下記のように 提出する。

願いたい。

平 成 年 月 日
監督員

現場代理人
印

６ 内 容

・土木工事共通仕様書 第1編1－1－6 第1項および小規模工事事務取扱要領に基づき、施工計

画書を提出します。

上記について承諾する。受理する

平成 年 月 日
監 督 員

現場代理人
印

（注）

１ 監督員用、現場代理人用の2部複写とする。 
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２．現場組織表 

現場事務所 静岡市 区  町 TEL  （  ）

現場代理人

   工事主任

夜間連絡先

TEL  (  ) 工程管理

  主任技術者   品質管理

 測量・出来形、写真管理

夜間連絡先  機械・電気主任

TEL  (  ) 

 重機管理

 電気管理

   事務主任

   安全管理主任

３．主要資材一覧表 

品 名 規格・寸法 単位 数量 製造会社名

コ ン ク リ ー ト
18-8-25BB 5.0 ○○生コン㈱□□工場

21-8-25BB W/C60% 4.5 〃

再 生 砕 石 RC-40 10.8 △△（有）

再 生 下 層 路 盤 材 40-0mm 28.5 □□建設㈱・・AS工場 

落ちふた式U型側溝 PU-3 B300×H500 本 15 □△㈱○○工場

7 0 0 型 可 変 側 溝 700-1000 車道用 本 11 〃

溝 蓋 B300用 3種 スラグ入 枚 54 〃

鋼 製 鋼 蓋 B300 T-25 細目 枚 6 ㈱△△鉄鋼所

溝 蓋 B700用 車道用 枚 40 □△㈱○○工場

鋼 製 鋼 蓋 B700用 T-25 細目 枚 4 ㈱△△鉄鋼所

ア ス フ ァ ル ト 合 材 密粒度AS（13）スラグ入 t 24.0 □□建設㈱・・AS工場 

ア ス フ ァ ル ト 乳 剤 浸透用 PK-3 l 244.0 ・・㈱――静岡工場
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４．安全管理 

（１）工事現場における作業員の安全と健康を確保し、快適な作業環境の形成を促進するため、工事

の安全に留意し、現場を管理し、労働災害の防止に努めるため、統括管理者を専任し、労働者に

対する安全指導を徹底し、各人の責任体制の確立を図るとともに、作業規則の浸透に努め標準作

業動作をする。

（２）公害、第三者に傷害をあたえないよう、社会的責任体制の確立を図る。

ア 現場内へは一般者の立入りを禁止すると共に通学時の児童への安全を図るように注意し、立

看板を設置する。

イ 現場内の整理整頓に努めると共に安全管理日誌による機械器具及び単両の点検、保安帽の着

用等定期的に安全巡視員にパトロールさせる等安全管理に関する指導を徹底する。

（安全委員会の構成）

火気取締責任者

安全管理者

電気取扱責任者

統括安全衛生管理者

衛生管理者 車両取扱責任者

機械取扱責任者

安全巡視員

５．再生資源の利用の促進 

建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律（平成12年５月31日法律第104号、最終改正平成

23年６月３日法律第61号）、建設副産物適正処理推進要綱（平成14年５月30日付け国土交通事務次

官通達）、再生資源の利用の促進について（平成３年10月25日付け建設大臣官房技術審議官通達）、

建設汚泥の再生利用に関するガイドライン（平成18年６月12日付け国土交通事務次官通達）を遵守

して、建設副産物の適正な処理及び再生資源の活用を図る。（土木工事共通仕様書第１編共通編１

－１－20 建設副産物） 

・再生資源利用計画書及び再生資源利用促進計画

・再生資源利用計画書（実施書）及び再生資源利用促進計画書（実施書）
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